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i 
概	 要 	 
	 
本 研 究 は ， デ ザ イ ン 開 発 に お け る 創 造 性 と 効 率 性 を と も に 高 め る 方 法 論 を 提
案 す る こ と が 目 的 で あ る 。 	 
研 究 対 象 は ， 企 業 の 大 規 模 な イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン に よ る コ ン シ ュ ー マ 製 品 分
野 の デ ザ イ ン （ 家 電 や デ ジ タ ル 製 品 な ど ） や 社 会 イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ ー 分 野
の デ ザ イ ン （ 交 通 ， 水 ， エ ネ ル ギ ー な ど ） で あ る 。 イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン は ， 企
業 活 動 を デ ザ イ ン の 立 場 で 行 う と い う 役 割 の も と ， 限 ら れ た リ ソ ー ス （ 人 や 活
動 費 ） を 使 い ， 多 様 な 分 野 で パ フ ォ ー マ ン ス を 最 大 に 発 揮 し ， 事 業 活 動 を 優 位
に 進 め る と い う 重 要 な 役 割 を 担 っ て い る 。 そ の た め に ， 質 の 高 い デ ザ イ ン 開 発
を 効 率 的 に 行 う こ と が 重 要 と な る が ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 規 模 や 対 象 と す る
事 業 領 域 が 大 き い ほ ど ， デ ザ イ ン 開 発 の 管 理 は 困 難 と な る 。 し か し ， デ ザ イ ン
の 領 域 や 役 割 の 拡 大 に 関 す る 報 告 は 見 ら れ る が ， 創 造 性 と 効 率 性 を と も に 高 め
る た め の デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス に つ い て は 明 ら か に さ れ て い な い 。 	 
	 
本 研 究 は ， 時 間 を 基 本 に 主 要 な プ ロ セ ス デ ー タ に 着 目 し ， デ ザ イ ン 開 発 を 可
視 化 す る こ と に 特 徴 が あ る 。 本 研 究 は ， デ ザ イ ン 開 発 の 可 視 化 を も と に ， コ ン
シ ュ ー マ 製 品 分 野 の デ ザ イ ン と 社 会 イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ ー 分 野 の デ ザ イ ン に ，
以 下 の 手 法 を 組 み 合 わ せ て 用 い る こ と に よ り ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 創 造 性 と
効 率 性 を 高 め る 方 法 論 を 提 案 す る 。 	 
	 
( 1 )デ ザ イ ン 開 発 を 定 量 的 に 把 握 す る 方 法 	 
時 間 に 着 目 し て 多 様 な デ ザ イ ン 開 発 を 可 視 化 す る イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の
仕 組 み を 提 示 し た 。個 々 の デ ザ イ ン 開 発 や イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン 全 体 の 活 動
を 定 量 的 に 把 握 し ，創 造 性 と 効 率 性 の 分 析 を 容 易 に す る デ ー タ 基 盤 を 構 築
し た （ 第 ２ 章 )。 	 
	 
( 2 )創 造 性 を 高 め る 方 法 	 
創 造 性 の 高 い 製 品 や シ ス テ ム が で き た か の 判 断 は ，企 業 内 で の 評 価 で は 不
十 分 で あ り ，コ ン シ ュ ー マ や 顧 客 の 満 足 度 に 着 目 し た 。コ ン シ ュ ー マ 製 品
分 野 の デ ザ イ ン で は ，コ ン シ ュ ー マ の 受 容 性 確 認 を 通 じ て ，販 売 台 数 目 標
と の 合 致 性 を 検 証 し な が ら デ ザ イ ン 開 発 を 行 う 方 法 ，ま た ，社 会 イ ン フ ラ
ス ト ラ ク チ ャ ー 分 野 の デ ザ イ ン で は 顧 客 満 足 度 を 最 大 化 し 作 業 時 間 を 最
 
ii 
小 化 す る デ ザ イ ン 開 発 の 要 因 を 特 定 す る 方 法 ，に よ り デ ザ イ ン 開 発 に お け
る 創 造 性 を 高 め た （ 第 ３ 章 ， 第 ４ 章 )。  
	 
( 3 )効 率 性 を 高 め る 方 法 	 
デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の タ ス ク の 順 番 と ワ ー ク の 時 間 に 着 目 し ，効 率 性 を
阻 害 す る 要 因 を 抽 出 し た 。コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野 の デ ザ イ ン で は ，提 案 先
か ら の 評 価 が 低 く ，後 戻 り と な る タ ス ク の 特 定 と 改 善 の 方 法 ，社 会 イ ン フ
ラ ス ト ラ ク チ ャ ー 分 野 の デ ザ イ ン で は ，品 質 を 維 持 し つ つ コ ス ト を 下 げ る
ワ ー ク の 特 定 と 改 善 の 方 法 ，に よ り デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 効 率 性 を 高 め
た （ 第 ５ 章 ， 第 ６ 章 )。 	 
	 
	 各 提 案 方 法 を コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野 と 社 会 イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ ー 分 野 の デ
ザ イ ン の デ ザ イ ン 開 発 に 適 用 し ， 創 造 性 と 効 率 性 の 効 果 を 定 量 的 に 示 す こ と が
で き た 。 こ れ ら の 事 例 か ら 提 案 し た 方 法 論 の 有 用 性 を 確 認 し た 。 	 
本 方 法 論 に よ る 時 間 に 着 目 し た デ ザ イ ン 開 発 の 可 視 化 ， お よ び 創 造 性 と 効 率
性 を 高 め る た め の 各 方 法 は ， 提 案 以 降 も 部 門 の マ ネ ジ メ ン ト に 活 用 さ れ た 。 特
に ， 時 間 に 着 目 し デ ザ イ ン 開 発 を 可 視 化 す る 方 法 は ， 現 在 の イ ン ハ ウ ス デ ザ イ
ン の 活 動 を 計 測 す る マ ネ ジ メ ン ト の 基 本 と し て 継 続 活 用 さ れ て い る 。 	 
	 
	 
Abstract	 
	 
This study presents approaches to enhancing creativity and efficiency in design development. 
The authors studied two types of design development in a large corporate design department: designing 
consumer products (such as home electronics or appliances) and social infrastructure (such as transportation, 
water, or energy systems). Despite limited personnel and budgetary resources, departments contributing to 
corporate activities through design must fulfill a key role by operating at peak performance in various fields 
to help maintain a competitive edge in business. Design departments must therefore produce high-quality 
design work efficiently, but the larger the department and scope of business, the more difficult it is to man-
age design development. At the same time, previously reported approaches involving expanded design fields 
or roles have not identified specific design development processes that enhance creativity and efficiency. 
One notable aspect of this study is that design development was represented visually, focusing on the 
time required for primary design processes. This visualization served as the basis for combining the follow-
ing approaches in consumer and social infrastructure design development, which the authors present as way 
 
iii 
to enhance departmental creativity and efficiency. 
 
(1) Gaining a quantitative understanding of design development 
The authors have developed a framework by which design departments can visualize various design 
tasks by focusing on the time required. This quantitative understanding of individual design tasks and 
department-wide activities provides the statistical basis for easier analysis of creativity and efficien-
cy. 
(2) Enhancing creativity 
In evaluating the creativity of products or systems, the authors believe that internal review is inade-
quate, and that consumer or customer satisfaction should be emphasized. Accordingly, in consum-
er-oriented design, ways to obtain and apply consumer feedback and determine design with greater 
sales potential were identified, and in social infrastructure design, processes linked to higher custom-
er satisfaction were identified. 
 
(3) Enhancing efficiency 
By focusing on the sequence and time required for tasks in design development, the authors isolated 
design tasks requiring efficiency. This information was applied in consumer-oriented design to isolate 
tasks linked to poor end-user evaluation or rework. In social infrastructure design, the time required 
for tasks was analyzed, and ways to save time by reusing design data were identified. 
 
The approaches presented were used in design development for consumer and social infrastructure appli-
cations, and the quantitative benefits to creativity and efficiency were determined. Based on these case stud-
ies, the approaches presented proved effective. 
Ever since time-based visualization of design development and these approaches to enhancing creativity 
and efficiency were introduced, they have been used in departmental management. In particular, time-based 
visualization of design development remains fundamental in planning current design development activities. 
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第１章  序論  
	 
１ ． １ ． 研 究 の 背 景  
	 
デ ザ イ ン 開 発 に お け る 創 造 性 と 効 率 性 は ， 相 反 す る も の で あ る と よ く 言 わ れ
る が ， 必 ず し も 対 立 の 立 場 を 取 る も の で は な い と 考 え る 。 現 在 ま で ， デ ザ イ ン
開 発 に お い て ， 創 造 性 を 高 め る た め の 研 究 ・ 報 告 や 領 域 ・ 役 割 の 拡 大 に 関 係 す
る 企 業 の 提 言 は 多 く み ら れ る が ， 創 造 性 と 効 率 的 を と も に 高 め る た め の デ ザ イ
ン 開 発 の 方 法 に つ い て は 明 ら か に さ れ て い な い の が 現 状 で あ る 。 	 
本 研 究 は ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン を 対 象 に ， デ ザ イ ン 開 発 に お け る 創 造 性 と 効
率 性 を と も に 高 め る 方 法 に つ い て 研 究 す る も の で あ る 。 	 
 
１ .１ .１ ． イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 現 状  
日 本 の 大 手 製 造 業 の 多 く に は イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン 部 門 （ 以 下 ， イ ン ハ ウ ス デ
ザ イ ン ， と 呼 ぶ ） が 存 在 す る 。 イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で は ， 企 業 活 動 を デ ザ イ ン
の 立 場 で 行 う と い う 役 割 の も と ， 家 電 製 品 ， デ ジ タ ル 製 品 な ど 単 に 製 品 （ イ ン
タ フ ェ ー ス を 含 む ） の デ ザ イ ン 開 発 を 行 う だ け で は な く ， 交 通 ， 水 ， エ ネ ル ギ
ー な ど の ， 社 会 の イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ ー 分 野 （ 以 下 ， 社 会 イ ン フ ラ 分 野 [1]
と 略 す ） と い わ れ る シ ス テ ム ， ソ リ ュ ー シ ョ ン の デ ザ イ ン 開 発 な ど そ の 内 容 は
多 岐 に わ た り ， 様 々 な 価 値 や 機 能 を 提 供 し て い る [2]。 図 １ -１ に ， 一 般 的 な 大
規 模 （ 150 名 程 度 ） な イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン に お け る 年 間 デ ザ イ ン 開 発 件 数 の 分
野 別 構 成 比 を 示 す 。 同 図 の 区 分 は ， 企 業 に よ る 一 般 的 な 事 業 の 分 類 に 対 応 し ，
家 電 製 品 や デ ジ タ ル 製 品 な ど の コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野 ， 交 通 ， 水 ， エ ネ ル ギ ー
な ど の 事 業 の 主 体 と な る 企 業 に 向 け て 製 品 ・ シ ス テ ム を 開 発 す る 社 会 イ ン フ ラ
分 野 ， お よ び 半 導 体 な ど の 製 品 の 部 品 を 提 供 す る 部 品 分 野 ， の ３ 分 野 を 表 す 。
こ こ で そ の 他 分 野 と は ， 企 業 の 横 断 的 な プ ロ ジ ェ ク ト へ の 参 加 や 企 業 の 説 明 資
料 の 作 成 な ど コ ー ポ レ ー ト と し て の 機 能 ， ま た ， デ ザ イ ナ ー の 育 成 ・ 教 育 な ど
を 含 ん で い る 。 上 記 の 区 分 は ， 企 業 が 対 象 と す る 分 野 の 違 い や イ ン ハ ウ ス デ ザ
イ ン の 企 業 組 織 上 の 位 置 づ け の 違 い に よ り 多 少 異 な る [3]。 	 
図 １ -２ に ， 一 例 と し て 対 象 と し た イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 200 5（ 平 成 17） 年
か ら 201 2（ 平 成 24）年 ま で の デ ザ イ ン 開 発 件 数 の 構 成 比 の 推 移 を 示 す 。こ の 図
が 示 す よ う に 大 手 企 業 の イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で は ， 業 務 分 野 毎 の 件 数 の 比 率 は
多 少 変 化 す る も の の ， 毎 年 200 0 件 を 超 え る デ ザ イ ン 開 発 が 行 わ れ て い る 。 	 
 
2 
デ ザ イ ン が 経 営 資 源 と し て 位 置 付 け ら れ る 企 業 の イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で は ，
限 ら れ た デ ザ イ ン リ ソ ー ス （ 人 や 活 動 費 ） の も と 様 々 な 分 野 で パ フ ォ ー マ ン ス
を 最 大 に 発 揮 す る こ と が 常 に 求 め ら れ る 。 こ の た め イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の マ ネ
ジ メ ン ト は ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 規 模 が 大 き い 程 ， ま た ， デ ザ イ ン 開 発 の 対
象 領 域 が 広 い 程 ， 難 し く な る 傾 向 に あ る [2- 3 ]。 	 
	 
	 
図 １ -１ .	 デ ザ イ ン 開 発 件 数 の 分 野 別 構 成 比 	 
	 
図 １ -２ ． デ ザ イ ン 開 発 件 数 の 構 成 比 の 推 移 	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１ .１ .２ ． イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の マ ネ ジ メ ン ト  
	 
ま ず ，財 務 の 視 点 か ら イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の マ ネ ジ メ ン ト に つ い て 概 説 す る 。	 
企 業 の 財 務 の 状 態 を 表 わ し ， 企 業 を 存 続 さ せ る た め の 指 標 と し て 一 般 的 な の
は バ ラ ン ス シ ー ト （ 貸 借 対 照 表 ） で あ る ［ 4］。 バ ラ ン ス シ ー ト は ， 一 人 の デ ザ
イ ン 事 務 所 で あ ろ う が ， 大 規 模 な デ ザ イ ン 事 務 所 ， ま た ， 企 業 の イ ン ハ ウ ス デ
ザ イ ン に 至 る ま で 資 金 の 収 支 を 表 わ す た め に は 重 要 な 指 標 と な る 。 バ ラ ン ス シ
ー ト は ， 表 の 右 側 に 調 達 源 泉 ， 左 側 に 資 産 を 示 す 。 右 側 に は ， 資 本 と し て お 金
を ど の よ う に 調 達 し た か を 表 わ し ， 左 側 に 資 産 と し て そ の 資 本 を ど の よ う な 形
式 で 持 っ て い る か ， そ の 運 用 形 態 を 表 わ し て い る 。 	 
イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で は ， 同 様 の 管 理 が 必 要 で あ り ， 資 金 の 調 達 と 運 用 を 管
理 し ， 部 門 の デ ザ イ ン 活 動 を 維 持 さ せ て い る 。 図 １ － ３ に ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ
ン の 資 金 の 調 達 と 資 金 の 運 用 の 概 要 を 示 す 。 	 
図 １ － ３ で ， 収 入 は ， 部 門 の 資 金 の 調 達 を 意 味 し ， サ ー ビ ス を 提 供 し た 対 価
と い う 意 味 か ら 基 本 的 に デ ザ イ ン 開 発 サ ー ビ ス の 提 供 先 が 負 担 す る の が 一 般 的
で あ る 。 サ ー ビ ス 費 と は ， デ ザ イ ン 開 発 の 対 象 と な る 事 業 部 門 の 負 担 で あ り ，
共 通 費 と は ， 企 業 の 共 通 な 活 動 に 対 し て 本 社 が 負 担 す る こ と を 意 味 す る 。 	 
各 企 業 の イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 収 入 の 形 態 に つ い て は ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン
の 企 業 内 の 位 置 づ け が ス タ ッ フ に 近 い ポ ジ シ ョ ン か ， 事 業 部 門 に 近 い ポ ジ シ ョ
ン か の 違 い に 対 応 し ， 共 通 費 と サ ー ビ ス 費 の バ ラ ン ス が 異 な る の が 一 般 的 で あ
る [4]。一 方 ，デ ザ イ ン 開 発 の 支 出 ，ま た は 運 用 の 形 態 に つ い て は ，業 務 形 態 に
よ り 一 概 に は 言 え な い が 一 般 的 に は ， デ ザ イ ナ ー の 人 件 費 が 多 く を 占 め る 場 合
が 多 く ，他 に ，モ デ ル 費（ 社 外 へ 発 注 し た プ ロ ト タ イ プ 作 成 費 ），業 務 委 託 費（ 業
務 支 援 の た め の 社 外 に 支 払 う 人 件 費 ）， そ の 他 （ オ フ ィ ス や 機 器 の 維 持 費 他 ），
で 構 成 さ れ る 。 	 
こ れ ら の 資 金 を 運 用 し た 結 果 と し て ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の パ フ ォ ー マ ン ス
（ 活 動 の 成 果 ） は ，「 創 造 性 を 発 揮 し た 業 務 」 と 「 創 造 性 を 高 め る た め の 投 資 」
に 大 き く ２ 分 さ れ る（ 図 １ － ３ ）。対 象 と し た イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン を 事 例 と し て ，
以 下 に 概 要 を 述 べ る 。 	 
「 創 造 性 を 発 揮 し た 業 務 」と は ，年 間 約 280 0 件 の 事 業 部 門 と 連 携 し た 製 品 や
シ ス テ ム の デ ザ イ ン 開 発 を 示 す 。 こ れ ら は ， コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野 に お け る 半
年 か ら １ 年 毎 に 市 場 に 投 入 す る 製 品 の デ ザ イ ン 開 発 ， ま た ， 社 会 イ ン フ ラ 分 野
に お け る 事 業 の 主 体 と な る 顧 客 企 業 や 提 案 時 期 が 明 確 で ， 顧 客 企 業 の 要 求 に 対
応 し た 製 品 や シ ス テ ム の デ ザ イ ン 開 発 で 構 成 さ れ る 。 	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「 創 造 性 を 高 め る た め の 投 資 」と は ，年 間 約 75 件 の 全 く 新 し い 技 術 に も と づ
く 画 期 的 な 新 製 品 や 新 シ ス テ ム な ど の デ ザ イ ン 開 発 を 示 す 。 こ れ ら は ， ク オ リ
テ ィ を 高 く 追 求 し ， 限 度 は あ る が 損 得 抜 き に デ ザ イ ン 資 源 を 投 入 す る ， 実 際 の
製 品 や シ ス テ ム の 上 市 や 顧 客 企 業 へ の 提 案 時 期 に 先 駆 け た 先 行 的 な デ ザ イ ン 開
発 ， 新 た な デ ザ イ ン 手 法 の 開 発 ， ま た ， デ ザ イ ナ ー の 育 成 面 の 活 動 な ど で 構 成
さ れ る 。 	 
イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン 全 体 の パ フ ォ ー マ ン ス を 高 め る た め に は ， 同 じ 収 入 （ 調
達 し た 資 金 ） の 中 で 「 創 造 性 を 発 揮 し た 業 務 」 の 効 率 性 を 高 め る こ と に よ り ，
「 創 造 性 を 高 め る た め の 投 資 」 の 活 動 を 増 加 さ せ る こ と が 重 要 で あ り ， 課 題 と
も な る 。 	 
こ こ ま で ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 現 状 と マ ネ ジ メ ン ト に つ い て ， 対 象 企 業 の
事 例 を も と に 具 体 的 に 示 し た 。 イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で は ， 企 業 が 対 象 と す る 事
業 ド メ イ ン や 企 業 組 織 の 中 で イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 位 置 づ け の 違 い に よ り ， デ
ザ イ ン 開 発 の 対 象 領 域 は 異 な る が ， こ こ で 示 し た デ ザ イ ン マ ネ ジ メ ン ト に 伴 う
創 造 性 と 効 率 性 の 課 題 は ， 一 般 的 に イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で 共 通 で あ る 。 	 
	 
	 
	 
	 
	 
図 １ -３ ． バ ラ ン ス シ ー ト と パ フ ォ ー マ ン ス 	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次 に ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン が 提 供 す る 機 能 の 変 遷 に つ い て 概 説 す る 。  
イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン は ， 企 業 の 事 業 ド メ イ ン の 歴 史 的 変 化 に 対 応 し ， 必 要 と さ
れ る 様 々 な デ ザ イ ン 機 能 を 通 じ て ， 事 業 活 動 へ の 貢 献 を 果 た し て い る 。  
対 象 企 業 に お け る 199 0 年 代 ま で の デ ザ イ ン 開 発 で は ，コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野
が 多 数 を 占 め ， 中 で も 重 要 な も の に 継 続 型 主 力 製 品 の デ ザ イ ン 開 発 が あ っ た 。
継 続 型 主 力 製 品 と は ， 洗 濯 機 ， 冷 蔵 庫 ， テ レ ビ や パ ソ コ ン の よ う に 家 庭 で 使 用
さ れ ， 常 に 新 製 品 が 市 場 に 投 入 さ れ る 製 品 で あ る 。 各 企 業 は ， 企 業 ブ ラ ン ド ，
製 品 特 徴 の 継 続 性 ，性 能 や 価 格 等 に よ り ，競 合 他 社 へ の 優 位 性 を 確 保 し な が ら ，
世 界 中 の 市 場 環 境 の 変 化 に 対 応 し た 製 品 を 開 発 し ， 半 年 か ら １ 年 毎 に 市 場 へ 投
入 し て い る 。 イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン は ， ユ ー ザ ー の デ ザ イ ン へ の 要 求 の 変 化 を 推
測 し な が ら ， 常 に 自 社 製 品 が 高 い 優 位 性 を 維 持 で き る よ う 製 品 開 発 プ ロ セ ス 全
般 に 広 く 関 わ り ， 様 々 な 要 件 を ク リ ア し た デ ザ イ ン 開 発 を 通 じ て ， 事 業 的 側 面
に 寄 与 し た 。  
1 9 8 0 年 代 後 半 か ら 対 象 企 業 で は ，先 行 提 案 型 の 事 業 活 動 の 必 要 性 か ら ，社 会
や 都 市 ・ 地 域 の 将 来 ビ ジ ョ ン の 提 案 ， ビ ジ ョ ン に も と づ い た 具 体 的 な 事 業 活 動
を 強 化 さ せ た 。 対 象 企 業 は イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の ビ ジ ョ ン 構 築 や コ ン セ プ ト 立
案 の 機 能 を 一 部 切 り 離 し ，198 8 年 ，社 内 に コ ン セ プ ト エ ン ジ ニ ア リ ン グ 開 発 部
を 発 足 さ せ た 。 同 部 に 所 属 し た デ ザ イ ナ ー は ， 各 分 野 の ビ ジ ョ ン 立 案 か ら ビ ジ
ョ ン を 実 現 す る た め に 必 要 な 具 体 的 技 術 の と り ま と め な ど ， 提 案 活 動 に お け る
中 心 的 な 役 割 を 果 た し て き た 。  
さ ら に 200 0 年 代 に は ，対 象 企 業 の 事 業 ド メ イ ン が 社 会 イ ン フ ラ 分 野 を 中 心 と
し た 社 会 ソ リ ュ ー シ ョ ン 事 業 へ と 大 き く シ フ ト し た 。イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で は ，
中 心 と な る 機 能 を コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野 に お け る 製 品 の デ ザ イ ン 開 発 か ら 社 会
イ ン フ ラ 分 野 に お い て 重 要 と な る 顧 客 の 課 題 に 対 し て 総 合 的 な ソ リ ュ ー シ ョ ン
を 行 う べ く ， 顧 客 企 業 な ど と 共 同 し た 調 査 や ワ ー ク シ ョ ッ プ に よ る ビ ジ ョ ン や
コ ン セ プ ト の 共 創 か ら ， 製 品 や シ ス テ ム の 具 体 的 デ ザ イ ン 開 発 ま で 幅 広 く 事 業
活 動 と 連 動 す る な ど ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 事 業 へ の 関 わ り 方 を 変 化 さ せ た 。  
イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で は ， こ の よ う に 企 業 の 事 業 ド メ イ ン の 変 化 に 対 応 し ，
部 門 の グ ル ー プ 編 成 の 大 幅 な 変 更 や デ ザ イ ナ ー の 機 能 を シ フ ト さ せ る な ど ， イ
ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の パ フ ォ ー マ ン ス を 最 大 限 に 高 め る た め の マ ネ ジ メ ン ト が 重
要 で あ る 。  
 
そ こ で ， 本 研 究 に お け る イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の デ ザ イ ン 開 発 の 対 象 領 域 を 次
の よ う に 決 定 し た 。  
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本 研 究 で は ，デ ザ イ ン 開 発 の 中 で「 創 造 性 を 発 揮 し た 業 務（ 年 間 約 2 8 0 0 件 ）」
を 対 象 と す る 。 す な わ ち ， 製 品 や シ ス テ ム を 使 用 す る コ ン シ ュ ー マ や 提 案 先 企
業 ， 上 市 時 期 や 提 案 時 期 な ど の ， 明 確 な 事 業 計 画 の も と 事 業 の 主 体 で あ る 各 事
業 部 門 と 連 携 し て 行 う デ ザ イ ン 開 発 を 対 象 と す る 。  
本 研 究 で は ，「 創 造 性 を 高 め る た め の 投 資（ 年 間 約 7 5 件 ）」と し て 区 分 し た ，
ユ ー ザ ー や 顧 客 に 全 く 新 し い 価 値 を 提 供 す る 革 新 的 な 製 品 や シ ス テ ム の デ ザ イ
ン 開 発 は 対 象 と し な い 。 こ れ ら の デ ザ イ ン 開 発 は ， 実 際 の 製 品 や シ ス テ ム の 開
発 に 先 駆 け た 先 行 的 な デ ザ イ ン 開 発 で あ り ， 損 得 抜 き に デ ザ イ ン 資 源 を 投 入 し
ク オ リ テ ィ の み を 高 く 追 及 す る 活 動 で あ る 。 同 様 に ， 革 新 的 な コ ン セ プ ト や 全
く 新 し い 外 観 デ ザ イ ン な ど を 模 索 す る た め に ， デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス に 部 分 的
に 関 わ る 外 部 の デ ザ イ ン フ ァ ー ム の デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス は 対 象 と し な い 。  
 
7 
１ ． ２ ． イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン に お け る 創 造 性 と 効 率 性  
 
１ .２ .１ ． 創 造 性 と 効 率 性 の 基 礎 的 な 概 念  
	 
創 造 性 は 英 語 で は Cre a t i v i t y に 対 応 し て お り ，そ の 意 味 は「 新 し い も の の 発
明 ，新 し い 芸 術 様 式 の 展 開 の よ う な 新 し い も の を 生 み 出 す こ と や 能 力 」（ Oxf o r d 	 
A d v a n c e d 	 L e a d e r’ s	 D i c t i o n a r y） を 示 し て い る 。 広 辞 苑 に は ，「 新 た に 造 る こ
と 。 新 し い も の を 作 り は じ め る こ と 」 と 同 様 な 意 味 と し て 記 述 さ れ て い る 。 以
上 の よ う に 新 し い も の を 初 め て 作 り 出 す こ と が そ の 言 葉 の 本 来 の 意 味 と 考 え ら
れ る [5]。 	 
効 率 性 は 英 語 で は Eff i c i e n c y に 対 応 し て お り ，そ の 意 味 は「 時 間 や 金 の 無 駄
な く ， も の ご と を 効 率 よ く 行 う こ と や 能 力 」（ Oxf o r d 	 A d v a n c e d 	 L e a d e r’ s	 
D i c t i o n a r y）を 示 し て い る 。広 辞 苑 に は ，「 物 事 が 無 駄 な く 効 率 よ く 行 わ れ る こ
と 」「 機 械 に よ っ て な さ れ た 有 用 な 仕 事 量 と 機 械 に 供 給 さ れ た 全 エ ネ ル ギ ー と の
比 」 と 同 様 な 意 味 と し て 記 述 さ れ て い る 。 以 上 の よ う に 効 率 よ く 行 わ れ る 様 子
や 供 給 量 と 仕 事 量 と の 比 が 一 般 的 な 意 味 と 考 え ら れ る 。 	 
効 率 性 に つ い て は ，グ ロ ー ビ ス の MBA 経 営 辞 書 に も ，「 資 源・財 の 配 分 に つ い
て 無 駄 の な い こ と 」 と 記 述 さ れ ， 現 代 ビ ジ ネ ス の 世 界 に お い て も 同 様 な 意 味 と
し て 記 述 さ れ て い る 。 	 
一 方 ， 創 造 性 の 概 念 に つ い て は ， 心 理 学 研 究 の 視 点 か ら 次 の よ う に ま と め ら
れ て い る 。 	 
矢 野 は ， 恩 田 [6]の 論 文 を 参 考 に ，「 創 造 性 と は あ る 目 的 達 成 ま た は ， 新 し い
場 面 の 問 題 解 決 に 適 し た ア イ デ ア や 新 し い イ メ ー ジ を 生 み 出 し ， あ る い は 社 会
的 ・ 文 化 的 に ， ま た は ， 個 人 的 に 新 し い 価 値 あ る も の を 作 り 出 す 能 力 ， お よ び
そ れ を 基 礎 づ け る 人 格 特 性 で あ る 。 さ ら に ， そ の 基 礎 と し て 「 想 像 力 」 と 「 直
観 」 が 源 流 と な る 創 造 的 思 考 の 能 力 と し て 捉 え て い る 」 と 記 述 し て い る <1>。 	 
ま た ， Ma y e r [ 7 ]の 論 文 を 参 考 に ，「 独 創 的 で 有 用 な 成 果 の 創 造 （ cre a t i o n 	 o f 	 
o r i g i n a l 	 a n d 	 u s e f u l 	 p r o d u c t）」 の 概 念 を 指 す が ， 現 代 の ア メ リ カ の 心 理 学 の
間 で は ， キ ー ワ ー ド と し て は ori g i n a l な 側 面 と し て nov e l を ， us e f u l な 側 面
と し て は app r o p r i a t e を 上 げ る も の が 多 か っ た と し て い る 」 と 述 べ て い る <1>。
そ し て ，Cro p l e r [ 8 ]の 論 文 を 参 考 に ，「 現 代 で は 以 前 強 調 さ れ て い る よ う な 芸 術
的 な 美 意 識 や 科 学 上 の 発 見 か ら 離 れ て ，新 奇 性（ nov e l t y）の 概 念 が 中 心 と な り ，
さ ら に 適 切 さ（ app r o p r i a t e），有 効 性（ eff e c t i v e n e s s），論 理 性（ eth i c a l）な
ど の 概 念 が 必 要 と さ れ て い る 」 と 説 明 し て い る <1>。 	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こ の よ う に ， 創 造 性 が あ る と 認 め る に は ， 問 題 に 対 し て ， こ じ つ け や 不 合 理
な も の で な い ， 関 連 性 の あ る 有 効 的 で す ぐ れ た 解 が 提 示 さ れ る こ と が 必 要 で あ
る 。 す な わ ち 創 造 性 に は ， 新 し い も 物 の 概 念 に 加 え て ， 適 切 さ や 有 効 性 の 概 念
が 加 わ っ て い る 。 	 
	 
１ .２ .２ ． 創 造 性 と 効 率 性 に 関 す る 既 往 研 究 お よ び 提 言  
 
デ ザ イ ン 開 発 に お い て ， 創 造 性 を 高 め る 発 想 法 や ソ リ ュ ー シ ョ ン の 研 究 や 領
域 ・ 役 割 の 拡 大 に 関 係 す る 企 業 の 提 言 は 多 く み ら れ る が ， 効 率 性 ， 特 に 創 造 性
と 効 率 性 を と も に 高 め る た め の デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス に つ い て は 明 ら か に さ れ
て い な く ， 関 連 し た 研 究 や 提 言 は 少 な い 。 本 節 で は ， 情 報 学 ， 情 報 管 理 ， 経 営
学 ， 経 済 学 ， お よ び デ ザ イ ン の 分 野 に お け る 報 告 や 提 言 か ら ， 創 造 性 と 効 率 性
に 関 す る 本 研 究 の 意 義 を 明 確 に す る 。 尚 ， こ れ ら の 報 告 や 提 言 は ， 事 例 提 示 を
も と に 詳 細 に 記 述 さ れ て い る が ， 本 研 究 で 意 味 す る 創 造 性 と 効 率 性 の 概 念 を 明
ら か に す る こ と が 本 節 の 目 的 で あ る の で ， 代 表 的 な 概 念 の 記 述 に 留 め る 。 	 
	 
( 1 ) 	 情 報 学 	 
	 
	 矢 野 ら は ，「 創 造 的 な 革 新 の 過 程 は ， 混 乱 に 満 ち ， 非 効 率 的 な も の で あ る が ，
文 明 ， 国 家 ， 組 織 ， 分 野 の 衰 退 を 防 ぐ に は ， 必 要 な も の で あ る 。 旧 来 か ら の 延
長 線 上 で 改 良 さ れ た も の を 作 り 出 す 創 造 性 は ， 安 定 や 効 率 性 と 両 立 で き る か も
し れ な い が ， 真 に 独 創 的 な も の を 作 り 出 す 創 造 性 は ， 安 定 や 効 率 性 と は 両 立 で
き な い も の で あ る 。 真 に 独 創 的 な も の 作 り 出 す 創 造 性 を 発 揮 さ せ る に は ， 混 乱
と 非 効 率 は 覚 悟 の 上 で ， 文 明 ， 国 家 ， 組 織 ， 分 野 に 異 端 者 を 受 け 入 れ る 必 要 が
あ る 。」 と 記 述 さ れ て い る <1>。 	 
す な わ ち ， 真 に 創 造 的 な も の を 作 り 出 す 創 造 性 は ， 効 率 性 と は 両 立 で き な い
と 示 し て い る 。 	 
	 
( 2 )情 報 管 理 	 
	 
	 野 口 は ，シ ス テ ム の 効 率 性 と 創 造 性 の 中 で ，「 シ ス テ ム の 効 率 性 と 個 人 的 独 創
性 」 は ， 二 律 背 反 で あ る 。 こ の 典 型 例 は ， 日 本 と ア メ リ カ に み ら れ ， 個 別 シ ス
テ ム の 効 率 の 高 い 日 本 は ， 個 人 独 創 性 が 劣 る と 見 ら れ て お り ， そ の 逆 が ， ア メ
リ カ で あ る 。 ミ ク ロ す な わ ち 個 人 や 財 務 ， 生 産 な ど 個 別 経 営 内 部 と マ ク ロ す な
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わ ち 各 産 業 や 集 団 に 分 け て 考 え る と ， 個 別 的 シ ス テ ム 効 率 性 は ， 個 別 的 独 創 性
と は 比 例 し て お ら ず ， ま し て マ ク ロ 的 シ ス テ ム 効 率 性 は マ ク ロ 的 独 創 性 と 比 例
関 係 に あ る と は 限 ら な い 。」 と 記 述 さ れ て い る <2>。 	 
す な わ ち ， 日 本 の 場 合 は ， 個 別 的 シ ス テ ム の 効 率 性 は 集 団 的 な 独 創 性 と 対 応
し て お り ， ア メ リ カ の 場 合 は ， 個 別 的 な 独 創 性 と 集 団 的 な 効 率 性 が 対 応 し て い
る と 述 べ て い る 。 	 
	 
( 3 ) 	 経 営 学 	 
	 
	 大 月 [9 ]は ， 組 織 変 革 に お け る 効 率 性 と 創 造 性 を め ぐ る 問 題 の 中 で ，「 組 織 変
革 が 効 率 性 と 創 造 性 の 追 求 と い う 側 面 を 持 つ 現 象 で あ る こ と は 否 定 で き な い 。
と は い え ，両 者 の 関 係 は ，一 般 的 に ト レ ー ド オ フ 関 係 に あ る と さ れ る 。つ ま り ，
効 率 性 を 高 め れ ば 高 め る ほ ど 無 駄 が な く な り ， 創 造 性 を 発 揮 す る 余 裕 が な く な
る の で あ ろ う 。」 と 記 述 さ れ て い る <3>。 	 
す な わ ち ，創 造 性 と 効 率 性 は 基 本 的 に は 二 者 択 一 的 な 発 想 に 至 る と し て い る 。	 
	 
( 4 ) 	 経 済 学 	 
	 
	 田 中 は ，「 経 済 行 動 を 決 め る メ カ ニ ズ ム は ，逓 減 的 な も の（ 収 穫 逓 減 ）か ら 逓
増 的 な も （ 収 穫 逓 増 ） の へ と シ フ ト し て き た 。 収 穫 逓 増 は 規 模 の 経 済 ， 範 囲 の
経 済 ， お よ び 連 結 の 経 済 の 形 を と る 。」 と 記 述 し て い る <4>。 	 
デ ザ イ ン 開 発 で 上 記 ２ 点 を 解 釈 す る と ， 収 穫 逓 減 と は ， デ ザ イ ン 開 発 の 入 力
（ 人 や 設 備 ） が あ る 量 を 超 え る と ， 入 力 の 増 加 が 出 力 （ 成 果 ） の 増 加 に 結 び 付
か な く な る 法 則 を 意 味 す る 。 収 穫 逓 増 と は ， あ る 製 品 の 開 発 プ ロ セ ス の 中 に ，
他 の 製 品 の 生 産 に と っ て コ ス ト な し で 転 用 可 能 な 要 素 が あ り ， 効 率 化 が 図 れ る
法 則 を 意 味 し て い る 。 デ ザ イ ン 開 発 に は こ の 両 面 （ 収 穫 逓 減 ， す な わ ち 資 源 投
入 の 増 加 が 成 果 に 結 び つ か な い ， お よ び 収 穫 逓 増 ， す な わ ち 他 分 野 に 展 開 ， 他
分 野 と 共 通 化 で き る 要 素 が 存 在 す る ） が あ る の で は と 想 定 で き る 。 	 
	 
( 5 ) 	 デ ザ イ ン 	 
	 
	 デ ザ イ ン で は 効 率 性 に 関 す る 研 究 は あ ま り み ら れ な い 。 創 造 性 に つ い て は ，
対 象 の 開 発 プ ロ セ ス の 創 造 性 を 上 げ る た め の 様 々 な 研 究 が な さ れ て い る 。 	 
森 は ，デ ザ イ ン に お け る 創 造 の 概 念 を 以 下 の よ う に 提 示 し て い る 。「 純 粋 芸 術
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に お け る 創 造 は 目 的 を 特 に 持 た な い 場 合 も あ る が ， デ ザ イ ン に お け る 創 造 は ，
「 目 的 を も つ 物 」 の 創 造 で あ る 。 創 造 の 条 件 は ， 合 目 的 性 と 新 規 性 で あ る 。 合
目 的 性 と は ， デ ザ イ ン さ れ る 物 が 目 的 と す る 機 能 や 感 性 な ど の 「 評 価 」 を 満 た
す 性 質 が あ る 。 新 規 性 と は い う ま で も な く デ ザ イ ン さ れ る 物 の 新 し さ ， す な わ
ち デ ザ イ ン さ れ る 物 と 同 種 の 集 団 の 中 で ，「 属 性 」（ 外 観 な ど の ） が 他 の 物 か ら
識 別 さ れ る 性 質 で あ る 。創 造 は こ の 両 方 を 満 た す こ と が 条 件 で あ る 。」と 示 し て
い る <5>。 	 
野 口 は こ の 考 え 方 に 追 加 し ，「 デ ザ イ ン は「 目 的 を も つ 物 」の 創 造 で あ り ，そ
の 過 程 は ， 演 繹 と 帰 納 に よ っ て 一 つ の 解 を 見 出 そ う と す る 推 論 を 順 推 論 と し た
場 合 ， 創 造 は そ の 逆 の 過 程 で あ る 。 デ ザ イ ン 解 は 一 つ で な く ， そ れ が 誤 り で あ
る 可 能 性 を 持 っ て お り ， 解 が 出 さ れ て か ら 初 め て 正 し い か ど う か 演 繹 的 に 検 証
で き る よ う に な る と い う 形 の 推 論 で あ る 。」 と 示 し て い る <6>。 	 
こ の よ う に ， デ ザ イ ン の 創 造 性 は ，「 目 的 を も つ 物 」 の 創 造 で あ る 理 由 か ら ，
合 目 的 性 と 新 規 性 の 両 面 が 必 要 と な る 。 デ ザ イ ン 解 は 解 が 出 さ れ て は じ め て 正
し い か ど う か が 検 証 で き る こ と を 示 し て い る 。 	 
	 以 上 の よ う に ， デ ザ イ ン の 周 辺 領 域 で は ， 創 造 性 と 効 率 性 の 両 面 に つ い て ，
創 造 性 と 効 率 性 は ト レ ー ド オ フ 関 係 に あ る と さ れ る が ， 現 代 で は ， 創 造 性 に は
適 切 さ（ app r o p r i a t e），有 効 性（ eff e c t i v e n e s s）が 必 要 と さ れ て い る と の 提 言
が な さ れ て い る 。 し か し ， 創 造 性 と 効 率 性 を 関 連 し て 高 め る 方 法 な ど の 既 往 研
究 は 多 く な い 。 ま た ， デ ザ イ ン の 領 域 で は ， 創 造 性 を 合 目 的 性 と 新 規 性 の 概 念
で 提 示 し た も の は あ る が ， 具 体 的 に デ ザ イ ン 開 発 を 対 象 と し て 創 造 性 と 効 率 性
の 両 面 を 捉 え た き ち ん と し た 定 義 が な く ， 既 往 研 究 も 少 な い 。 	 
イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン は 企 業 活 動 を デ ザ イ ン の 立 場 か ら 行 う 。 デ ザ イ ン が 経 営
資 源 と し て 位 置 づ け ら れ て い る 企 業 の イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で は ， 投 資 対 効 果 を
重 視 し た 活 動 が 求 め ら れ て い る 。 限 ら れ た 資 源 で 最 大 の パ フ ォ ー マ ン ス （ 創 造
性 の 高 い デ ザ イ ン 活 動 や デ ザ イ ン に よ る 企 業 へ の 貢 献 ） を 発 揮 す る こ と が 必 要
で あ る 。 	 
イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の パ フ ォ ー マ ン ス は ， 創 造 性 を 高 め る 要 因 を 分 子 に ， 効
率 性 を 高 め る 要 因 を 分 母 に し た 形 で 概 念 的 で は あ る が 表 現 す る こ と が で き る 。
イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の パ フ ォ ー マ ン ス を 高 め る た め に は ，分 子 の 創 造 性 を 高 め ，
分 母 の 効 率 性 を 高 め る こ と が 必 要 で あ る 。 	 
	 
パフォー マンス（Performance）＝
創造性 （Creativity）
効率性 （Efficiency）
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こ れ ま で の 節 か ら ， 以 下 に デ ザ イ ン の 創 造 性 と 効 率 性 に つ い て 注 目 す べ き 視
点 を ま と め る 。 	 
デ ザ イ ン 開 発 に お け る 創 造 性 と 効 率 性 は ， 相 反 す る も の で あ る と よ く 言 わ れ
る が ， 必 ず し も 対 立 の 立 場 を 取 る も の で は な い と 考 え る 。 ま た ， 現 在 ま で ， デ
ザ イ ン 開 発 に お い て ， 創 造 性 を 高 め る た め の 研 究 ・ 報 告 や 領 域 ・ 役 割 の 拡 大 に
関 係 す る 企 業 の 提 言 は 多 く み ら れ る が ， 創 造 性 と 効 率 的 を と も に 高 め る た め の
デ ザ イ ン 開 発 の 方 法 に つ い て は 明 ら か に さ れ て い な い の が 現 状 で あ る 。 	 
デ ザ イ ン の 創 造 性 と は ， 森 が 説 明 す る よ う に 「 目 的 を も つ 物 」 の 創 造 で あ る
理 由 か ら ，「 新 規 性 」と と も に「 合 目 的 性 」の 両 面 が 必 要 と な る 。創 造 性 を 高 め
る こ と と は ， デ ザ イ ン 活 動 の プ ロ セ ス や デ ザ イ ン が ， 使 用 す る コ ン シ ュ ー マ や
顧 客・企 業 の 目 的 と す る 機 能 や 感 性 な ど の 評 価 を 満 た す 必 要 が あ る 。す な わ ち ，
創 造 性 を 高 め る た め に は ， コ ン シ ュ ー マ や 顧 客 ・ 企 業 の デ ザ イ ン に 対 す る 満 足
度 を 高 め る こ と が 重 要 と な る 。 	 
ま た ， 効 率 性 を 高 め る た め に は ， 効 率 良 く 行 わ れ る デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス が
必 要 で あ り ， パ フ ォ ー マ ン ス に 影 響 し な い 無 駄 な 作 業 の 削 減 や 投 入 さ れ た 人 や
金 額 の 資 源 の 仕 事 量 を 高 め る こ と が 重 要 と な る 。 	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１ ． ３ ． 研 究 の 目 的  
 
本 研 究 は ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の デ ザ イ ン 開 発 に お け る 創 造 性 と 効 率 性 を と
も に 高 め る 方 法 論 を 提 案 す る こ と を 目 的 と す る 。 	 
研 究 対 象 は ， 様 々 な 形 態 の イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン や デ ザ イ ン 会 社 へ の 応 用 を 想
定 し ， コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野 の デ ザ イ ン （ 家 電 や デ ジ タ ル 製 品 な ど ） か ら 社 会
イ ン フ ラ 分 野 の 顧 客 ・ 企 業 向 け デ ザ イ ン （ 交 通 ， 水 ， エ ネ ル ギ ー な ど ） ま で ，
幅 広 い デ ザ イ ン 開 発 を 行 う 大 規 模 な イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン と し た 。 	 
	 こ こ ま で の 節 で ， 対 象 と し た イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で は ， 企 業 活 動 を デ ザ イ ン
の 立 場 で 行 う と い う 役 割 の も と ， 一 般 的 に 150 名 を 超 え る デ ザ イ ナ ー に よ り
様 々 な 分 野 を 対 象 と し て 年 間 200 0 件 を 超 え る デ ザ イ ン 開 発 が 行 わ れ ，創 造 性 の
高 い デ ザ イ ン や イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 効 果 的 な マ ネ ジ メ ン ト が 非 常 に 難 し く な
っ て い る こ と を 指 摘 し た 。 	 
そ し て ， 効 果 的 な マ ネ ジ メ ン ト の た め に は ， 創 造 性 と 効 率 性 を 相 反 す る 問 題
と し て 捉 え る の で は な く ， 創 造 性 と 効 率 性 を と も に 高 め た デ ザ イ ン 開 発 と イ ン
ハ ウ ス デ ザ イ ン の マ ネ ジ メ ン ト が 重 要 で あ る こ と を 述 べ た 。 	 
ま た ，デ ザ イ ン の 創 造 性 に つ い て は ，新 規 性 と 合 目 的 性 を 満 た す 必 要 が あ り ，
新 規 性 と は デ ザ イ ン さ れ る も の の 新 し さ で あ り ， 合 目 的 性 と は デ ザ イ ン さ れ る
も の が 目 的 と す る 機 能 や 感 性 な ど の 「 評 価 」 を 満 た す ， す な わ ち コ ン シ ュ ー マ
や 顧 客 の 満 足 度 を 指 標 と す る 必 要 が あ る こ と を 述 べ た 。 	 
以 上 よ り 本 研 究 で は ， 次 の ３ つ の 方 法 に よ っ て ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン に お け
る デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 可 視 化 ， お よ び ， そ れ ら の デ ー タ を 用 い て コ ン シ ュ
ー マ 製 品 分 野 と 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の デ ザ イ ン 開 発 に お け る 創 造 性 と 効 率 性 を 高
め る 方 法 論 を 提 示 す る 。 	 
	 
( 1 )デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス を 定 量 的 に 把 握 す る 方 法 	 
デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 時 間 に 着 目 し て デ ー タ 化 す る こ と に よ り ， デ ザ イ ン
開 発 プ ロ セ ス を 可 視 化 で き る 仕 組 み を 検 討 す る 。 デ ザ イ ン 開 発 の 時 間 デ ー タ を
も と に ， 個 々 の デ ザ イ ン 開 発 と イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン 全 体 を 定 量 的 に 把 握 す る 方
法 を 提 示 し ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 創 造 性 と 効 率 性 の 分 析 を 容 易 に す る デ ー タ
基 盤 を 構 築 す る 。 	 
	 
( 2 )創 造 性 を 高 め る 方 法 	 
創 造 性 に つ い て ， 創 造 性 の 高 い 製 品 や シ ス テ ム が で き た か の 判 断 は ， 企 業 内
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で の 評 価 で は 不 十 分 で あ り ， 製 品 が コ ン シ ュ ー マ に 満 足 さ れ 購 入 さ れ た こ と ，
ま た ， シ ス テ ム が 顧 客 ・ 企 業 に 満 足 さ れ 受 注 に つ な が る こ と が 重 要 と な る 。 す
な わ ち ， 創 造 性 を 高 め る に は ， コ ン シ ュ ー マ や 顧 客 ・ 企 業 の 満 足 度 を 高 め る こ
と が 重 要 で あ る と 考 え る 。 	 
コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野 の デ ザ イ ン で は ， コ ン シ ュ ー マ の 評 価 を 獲 得 し 売 上 向
上 に つ な が る デ ザ イ ン 開 発 ， デ ザ イ ン 決 定 の 方 法 を 示 す 。 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の
デ ザ イ ン で は ， 顧 客 満 足 度 向 上 に つ な が る デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 要 因 を 特 定
す る 方 法 を 示 す 。 	 
	 
( 3 )効 率 性 を 高 め る 方 法 	 
効 率 性 を 高 め る た め に デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の タ ス ク の 順 番 や ワ ー ク の 時 間
に 着 目 し ， 効 率 化 す べ き デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 要 因 を 抽 出 す る 。 	 
コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野 の デ ザ イ ン で は ， 提 案 先 の 評 価 が 低 く ， 後 戻 り と な る
デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の タ ス ク を 分 析 し ， デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 効 率 性 を 高
め る 方 法 を 示 す 。 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の デ ザ イ ン で は ， ワ ー ク の 時 間 を 分 析 し ，
効 率 化 の 対 象 と す べ き ワ ー ク の 特 定 と 改 善 方 針 を 導 く 方 法 を 示 す 。 	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１ ． ４ ． 本 論 文 の 構 成  
 
方 法 論 そ の も の は ， 第 ２ 章 か ら 第 ６ 章 ま で 行 っ た 方 法 全 体 で あ る 。 本 論 文 の
全 体 像 を 示 し た の が 図 １ － ４ と な る 。 本 方 法 論 は デ ザ イ ン 開 発 の 可 視 化 を 基 本
と し ，次 の ３ つ の 方 法 で 構 成 す る 。(1)デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス を 定 量 的 に 把 握 す
る 方 法 ， (2)創 造 性 を 高 め る 方 法 ， (3)効 率 性 を 高 め る 方 法 。  
第 ２ 章 で は 多 様 な デ ザ イ ン 開 発 を 可 視 化 し ，定 量 的 に 把 握 す る 方 法 を 説 明 し ，
第 ３ と ４ 章 で は コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野 と 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の デ ザ イ ン の 創 造 性
を 高 め る 方 法 ， 第 ５ と ６ 章 で は コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野 と 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の デ
ザ イ ン の 効 率 性 を 高 め る 方 法 ， に つ い て 説 明 す る 。 	 
 
 
図 １ -４ ． 本 研 究 の 構 成 	 
	 
第 ２ 章 [1 0 ]で は ， デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 時 間 に 着 目 し ， 個 々 の デ ザ イ ン 開
発 と イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 活 動 全 体 を 定 量 的 に 把 握 （ 可 視 化 ） す る 方 法 を 提 示
す る 。 そ し て ， 創 造 性 と 効 率 性 の 分 析 を 容 易 に す る デ ー タ 基 盤 を 構 築 す る 。  
イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン は ， 事 業 活 動 を 優 位 に 進 め る た め に ， 限 ら れ た デ ザ イ ン
リ ソ ー ス （ 人 や 活 動 費 ） を 使 い ， 多 様 な 分 野 で パ フ ォ ー マ ン ス を 最 大 に 発 揮 す
る こ と が 常 に 求 め ら れ る 。 事 業 の 目 的 に 沿 っ て い か に 質 の 高 い デ ザ イ ン 業 務 を
効 率 的 に 行 う か の 視 点 が 常 に 重 要 で あ る 。 そ の た め ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 規
模 が 大 き い 程 ， デ ザ イ ン 業 務 の 把 握 と 管 理 が 課 題 で あ る 。 	 
第３章 継続型コンシューマ分野におけ
る創造型製品のデザイン開発プロセス
（売れるデザイン決定法）
1.外観デザインと販売台数の合致度評価
2.ユーザーイメージと販売台数の合致度評価
3.ポジショニングマップ上で販売台数目標と合致度
評価
第２章 インハウスデザインにおけるマネジメントの視点
（時間に着目，デザイン開発業務を定量的に把握するデザイン組織の仕組み）
1.業務プロセスの見える化
2.業務プロセスの品質を低下させる要因の特定
3.業務管理データの決定と運用方法策定
第４章 社会インフラ分野の創造型提
案のデザイン開発プロセス
（顧客満足度を高めるデザイン開発要素特定法）
1.創造性に関する分析：顧客満足度を高めるCTQ，
原因と改善方針の決定
2.効率性に関する分析：プロセスデータの抽出と改
善効果の高いワークの特定
3.対策の特定と効果測定
第５章 継続型コンシューマ分野にお
ける効率率率化デザイン開発プロセス
（効率化の観点から見た開発プロセス）
1.ポジティブな分析:プロセスを前に進めるタスク
構造
2.ネガティブな分析:プロセスの流れを止めるタス
ク特定
3.プロセス改善と評価
第６章 社会インフラ分野の効率率率化デ
ザイン開発プロセス
（効率化の観点から見たデザインプロセス）
1.効率化パターン
2.デザイン開発プロセスのデータによる可視化
3.効率化の方向性と対策すべきワークの特定
4.施策の決定と効果測定
（２）創造性を⾼高める⽅方法 （３）効率率率性を⾼高める⽅方法
（１）インハウス
デザインの基盤
コンシューマ製品分野
のデザイン
社会インフラ分野の顧
客・企業向けデザイン
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そ こ で 本 章 で は ， こ の 課 題 に 対 し ， デ ザ イ ン 業 務 の 時 間 に 着 目 し ， イ ン ハ ウ
ス デ ザ イ ン の 業 務 を 定 量 的 に 把 握 す る 仕 組 み と 部 門 マ ネ ジ メ ン ト の 統 一 指 標 の
策 定 に よ っ て ， デ ザ イ ン 業 務 管 理 プ ロ セ ス を 改 善 す る 方 法 を 提 案 す る 。 提 案 内
容 は ， (1)業 務 プ ロ セ ス の 見 え る 化 ， (2)業 務 プ ロ セ ス の 品 質 を 低 下 さ せ る 要 因
の 特 定 ， (3)業 務 管 理 デ ー タ の 決 定 と 運 用 方 法 の 策 定 ， の ３ 段 階 で 構 成 さ れ る 。
実 業 務 に 本 方 法 を 適 用 し た 結 果 ， 本 方 法 が イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 業 務 管 理 の 効
率 改 善 に 有 用 で あ る こ と を 確 認 す る 。 	 
	 
第 ３ 章 [1 1 ]で は ， コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野 の デ ザ イ ン に お け る 創 造 型 製 品 の デ
ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス を 示 す 。  
コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野 の デ ザ イ ン の 中 で ， 常 に 新 製 品 を 開 発 し ， 売 上 や 販 売
台 数 の 目 標 を 確 実 に 達 成 す る こ と が 重 要 と な る 製 品 と し て ， テ レ ビ や 洗 濯 機 な
ど の 継 続 型 主 力 製 品 が あ る 。 企 業 の イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で は ， 常 に 自 社 製 品 が
事 業 目 標 を 達 成 す る こ と に 寄 与 す る こ と を 使 命 と す る が ， そ の 方 法 は 明 ら か で
な い 。  
そ こ で 本 章 で は ， 継 続 型 主 力 製 品 の デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 中 で ， 事 業 目 標
と し て 設 定 し た 販 売 台 数 目 標 と の 合 致 性 を タ イ ム リ ー に 検 証 し な が ら ， 製 品 デ
ザ イ ン を 開 発 す る 方 法 を 提 示 す る 。 本 方 法 は ， 販 売 台 数 目 標 と の 合 致 性 を 製 品
の 外 観 デ ザ イ ン と ユ ー ザ ー イ メ ー ジ の 両 視 点 か ら 分 析 す る こ と に 特 徴 が あ る 。
外 観 デ ザ イ ン の 分 析 で は ， 販 売 台 数 の 多 い 製 品 に 共 通 す る フ ォ ル ム 要 素 を 抽 出
し ， ユ ー ザ ー イ メ ー ジ の 分 析 で は ， ユ ー ザ ー 評 価 と 販 売 台 数 と の 関 係 を 明 ら か
に す る 。  
こ れ ら の 結 果 か ら ， ポ ジ シ ョ ニ ン グ マ ッ プ 上 で ， 販 売 台 数 目 標 と 合 致 し た 位
置 を 特 定 し ， こ の 位 置 を 狙 う 製 品 デ ザ イ ン 開 発 を 行 い ， 本 方 法 の 有 用 性 を 確 認
す る 。  
 
第 ４ 章 [12 ]で は ， 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の 顧 客 ・ 企 業 向 け デ ザ イ ン に お け る 創 造
型 提 案 の デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス を 示 す 。 	 
デ ザ イ ン 開 発 が 経 営 資 源 と し て 位 置 付 け ら れ る イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で は ， 投
資 対 効 果 を 重 視 し ，効 率 的 に 創 造 性 を 高 め る 活 動 が 重 要 で あ る こ と を 説 明 す る 。 
本 章 で は ， 社 会 の イ ン フ ラ 分 野 の デ ザ イ ン 開 発 を 対 象 と し て ， 効 率 的 に 創 造
性 を 高 め る 方 法 を 示 し ， そ の 有 用 性 に つ い て 考 察 す る 。 本 方 法 に て ， 顧 客 満 足
度 を 高 め る た め の プ ロ セ ス 改 善 に 有 用 な 要 因 と 改 善 効 果 が 高 い 具 体 的 な デ ザ イ
ン 作 業 項 目 を 特 定 す る 。 	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第 ５ 章 [13 ]で は ， 継 続 型 コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野 の デ ザ イ ン に お け る 効 率 化 デ
ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス を 示 す 。  
製 品 の 市 場 や 開 発 環 境 の グ ロ ー バ ル 化 に 伴 い ， 製 品 開 発 プ ロ セ ス は 大 規 模 ・
複 雑 化 し て い る 。 革 新 的 な 製 品 を 生 み 出 す た め に は ， あ る 程 度 ， 試 行 錯 誤 的 な
開 発 プ ロ セ ス は 必 然 と も な る 。 そ の た め に デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 中 で ， 様 々
な 場 面 で 「 デ ザ イ ン の 後 戻 り 」 の 問 題 が 発 生 し ， 作 業 効 率 を 低 下 さ せ る 原 因 と
な る こ と を 説 明 す る 。特 に 製 品 開 発 プ ロ セ ス の 後 半 で の 大 き な 後 戻 り の 発 生 は ，
市 場 投 入 時 期 の 延 期 ， 開 発 資 源 の 浪 費 や デ ザ イ ン 品 質 低 下 な ど の 弊 害 を も た ら
す 場 合 も あ る こ と を 述 べ る 。  
そ こ で 本 章 で は ， デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 「 情 報 の 流 れ 」 を 可 視 化 し ， 後 戻
り の 少 な い 効 率 的 な デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス を 構 築 す る こ と を 目 的 と す る 。  
提 案 す る 方 法 は ， プ ロ セ ス の ポ ジ テ ィ ブ な 分 析 ， す な わ ち プ ロ セ ス を 前 に 進
め る た め の タ ス ク の 順 番 と そ の 構 造 ， お よ び ， プ ロ セ ス の ネ ガ テ ィ ブ な 分 析 ，
す な わ ち プ ロ セ ス の 流 れ を 止 め る 可 能 性 の 高 い タ ス ク の 特 定 ， の 両 面 を 分 析 す
る こ と で ， プ ロ セ ス の 効 率 化 を 図 る 。 本 方 法 を 実 際 の デ ザ イ ン 開 発 に 適 用 し ，
そ の 有 用 性 を 検 証 す る 。  
 
第 ６ 章 [14 ]で は ， 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の 顧 客 ・ 企 業 向 け デ ザ イ ン に お け る 効 率
化 デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス を 示 す 。  
ま ず ， い か に デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 効 率 化 を 行 う べ き か に つ い て 論 じ る 。
一 般 論 と し て ， 創 造 的 ワ ー ク に お け る 効 率 化 の ３ つ の パ タ ー ン （ ① 定 量 品 質 ま
た は 定 性 品 質 を 維 持 ／ コ ス ト は 削 減 ， ② 定 量 品 質 の 向 上 を 図 る ／ コ ス ト は 維 持
ま た は 削 減 ，③ 定 性 品 質 の 向 上 を 図 る ／ コ ス ト は 維 持 ま た は 削 減 ）を 導 出 す る 。  
そ の 中 で ， ① の 品 質 を 維 持 し コ ス ト を 下 げ る パ タ ー ン に 着 目 し ， イ ン ハ ウ ス
デ ザ イ ン で 社 会 イ ン フ ラ 分 野 を 対 象 に 実 施 し た ， デ ー タ に よ る 可 視 化 に も と づ
い た デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 効 率 化 に つ い て 説 明 す る 。  
具 体 的 に は ， (1)デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の デ ー タ に よ る 可 視 化 ， (2)効 率 化 の
方 向 性 と 対 策 す べ き ワ ー ク の 特 定 ， (3)効 率 化 施 策 の 決 定 ， (4)対 策 実 施 と 効 果
測 定 の ４ ス テ ッ プ の 方 法 に よ り ， デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 効 率 化 の あ り 方 に つ
い て 示 し た 。  
 
第 ７ 章 で は ， 各 章 で 明 ら か に し た 内 容 を も と に 総 括 し ， 課 題 と 今 後 の 展 望 を
述 べ る 。  
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１ ． ５ ． 用 語 の 定 義  
 
最 後 に ， 本 論 文 で 使 用 す る 用 語 の 意 味 や 定 義 は 以 下 と お り で あ る 。 	 
	 
デ ザ イ ン ： 	 デ ザ イ ン 行 為 に よ る 製 品 ・ シ ス テ ム ・ サ ー ビ ス な ど の 成 果 物 を 示
す 。 	 
デ ザ イ ン 開 発 ： デ ザ イ ン を 生 む た め の デ ザ イ ン 行 為 を 示 す 。 	 
ワ ー ク ： 	 具 体 的 な デ ザ イ ン 開 発 の 各 デ ザ イ ン 作 業 を 示 す 。 	 
タ ス ク ： 	 製 品 開 発 プ ロ セ ス の 中 で デ ザ イ ン が 関 係 す る 各 デ ザ イ ン 業 務 を
示 す 。 	 
フ ォ ル ム 要 素 ： 製 品 の 外 観 を 構 成 す る 各 デ ザ イ ン 要 素 を 示 し ， 特 に 製 品 の デ ザ
イ ン 開 発 の 際 に デ ザ イ ナ ー が 重 視 す る 各 デ ザ イ ン 要 素 を 示 す 。外
観 デ ザ イ ン と は ，製 品 の 外 観 を 構 成 す る 全 て の フ ォ ル ム 要 素 を 示
す 。 	 
ユ ー ザ ー イ メ ー ジ ： 外 観 デ ザ イ ン に 対 す る ユ ー ザ ー の 好 き 嫌 い な ど の 印 象 を 示
す 。 	 
社 会 イ ン フ ラ 分 野 の デ ザ イ ン ： 交 通 ， 水 ， エ ネ ル ギ ー な ど の 主 体 と な る 顧 客 ・
企 業 に 向 け て 開 発 す る 製 品 や シ ス テ ム の デ ザ イ ン を 示 す 。 	 
コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野 の デ ザ イ ン ： 家 電 製 品 や デ ジ タ ル 製 品 な ど コ ン シ ュ ー マ
向 け の デ ザ イ ン を 示 す 。 	 
事 業 目 標 ： 	 本 来 ， 企 業 が 設 定 す る 事 業 目 標 に は ， ブ ラ ン ド 価 値 向 上 ， 新 し い
価 値 を 創 造 す る 製 品 の 開 発 ，事 業 の 継 続 や 成 長 に 必 要 な 売 上 や 利
益 の 確 保 ，事 業 を 通 じ て 社 会 的 責 任 を 果 た す ，な ど 様 々 な 目 標 が
あ る 。本 研 究 で 事 業 目 標 と は ，継 続 型 主 力 製 品 の 開 発 が 主 と な る
事 業 に お い て ，直 接 的 な 数 値 目 標 と な る 販 売 台 数 目 標 と す る 。販
売 台 数 目 標 は ，対 象 製 品 の 市 場 規 模 ，競 合 他 社 や 自 社 の 状 況 か ら
設 定 さ れ ， 資 源 の 投 資 回 収 を 計 画 す る た め に 重 要 な 指 標 を 示 す 。	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第 ２ 章 	 イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン に お け る デ ザ イ ン マ ネ ジ メ ン ト
の視点  
	 
２ ． １ ． は じ め に  
第 ２ 章 で は ， デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 時 間 に 着 目 し ， 個 々 の デ ザ イ ン 開 発 と
イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 活 動 全 体 を 定 量 的 に 把 握（ 可 視 化 ）す る 方 法 を 提 示 す る 。
そ し て ， 創 造 性 と 効 率 性 の 分 析 を 容 易 に す る デ ー タ 基 盤 を 構 築 す る [1]。  
第 １ 章 で 説 明 し た 通 り ， 日 本 の 大 手 製 造 業 の 多 く に は ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン
が 存 在 す る 。こ れ ら イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で は ，家 電 製 品 の デ ザ イ ン か ら ，交 通 ，
水 や エ ネ ル ギ ー な ど イ ン フ ラ 分 野 [2]と い わ れ る シ ス テ ム や ソ リ ュ ー シ ョ ン の
デ ザ イ ン ， お よ び ， 企 業 ト ッ プ の 社 内 外 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 資 料 ま で そ の 対 象
は 多 岐 に わ た り ， 企 業 活 動 に お け る 様 々 な 価 値 や 機 能 を 提 供 し て い る 。 ユ ー ザ
ー や 顧 客 の 満 足 を 高 め る こ と に よ っ て ， 企 業 が 優 位 に 事 業 活 動 を 展 開 す る た め
に ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で は ， 製 品 デ ザ イ ン ， ユ ー ザ ー イ ン タ フ ェ ー ス ／ エ ク
ス ペ リ エ ン ス デ ザ イ ン ，お よ び シ ス テ ム や ソ リ ュ ー シ ョ ン の デ ザ イ ン な ど ，様 々
な デ ザ イ ン 機 能 を 発 揮 し ， 提 供 す る 価 値 を 最 大 化 し た 提 案 を 行 っ て い る 。 	 
デ ザ イ ン 業 務 を 効 率 化 す る た め に は ， 業 務 の プ ロ セ ス や 各 プ ロ セ ス に 掛 か る
時 間 を 把 握 し て 管 理 す る 必 要 が あ る が ， こ の 把 握 と 管 理 の た め に 多 大 な 時 間 を
要 し て い る 。 限 ら れ た デ ザ イ ン リ ソ ー ス で パ フ ォ ー マ ン ス を 最 大 化 す る た め に
は ， 効 率 向 上 に よ る コ ス ト 削 減 よ り ， 成 果 物 の 感 性 価 値 向 上 を 重 視 す る 傾 向 が
あ る イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン に お い て も ， 多 様 化 ・ 高 度 化 し た デ ザ イ ン 業 務 の 定 量
的 把 握 ・ 分 析 を 可 能 と す る 業 務 マ ネ ジ メ ン ト の 基 盤 を 確 立 し ， デ ザ イ ン リ ソ ー
ス の 効 果 的 ・ 効 率 的 活 用 を 実 現 さ せ る 必 要 が あ る 。 	 
本 章 で は ， 対 象 企 業 で 実 施 し た イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン に お け る 経 営 管 理 を 客 観
的 に 分 析 す る こ と で ， 普 遍 的 な 経 営 管 理 の 方 法 を 考 察 し た 。 	 
本 章 で は ， デ ザ イ ン 業 務 に 関 す る 時 間 （ 工 数 ） に 着 目 し ， デ ザ イ ン の 業 務 管
理 プ ロ セ ス を 改 善 す る た め の 方 法 を 提 案 す る 。具 体 的 に は ，(1)業 務 プ ロ セ ス の
見 え る 化 ， (2)業 務 プ ロ セ ス の 品 質 を 低 下 さ せ る 要 因 の 特 定 ， (3)業 務 管 理 デ ー
タ の 決 定 と 運 用 方 法 の 策 定 ， を 行 う こ と に よ り ， デ ザ イ ン リ ソ ー ス の 効 果 的 ，
効 率 的 活 用 を 実 現 す る も の で あ る 。  
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２ ． ２ ． 本 章 の 目 的  
 
本 章 は ， デ ザ イ ン の 業 務 管 理 プ ロ セ ス を 時 間 （ 工 数 ） に 着 目 し て 改 善 す る 方
法 を 提 案 す る こ と に よ っ て ， 大 規 模 な イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 効 率 を 改 善 す る こ
と を 目 的 と し て い る 。 す な わ ち ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 業 務 を タ イ ム ・ マ ネ ジ
メ ン ト の 視 点 か ら 定 量 的 に 把 握 す る 仕 組 み と ， デ ザ イ ン 内 組 織 を 横 断 し て 適 用
可 能 な マ ネ ジ メ ン ト の 統 一 指 標 を 策 定 す る 方 法 に よ っ て ， 業 務 管 理 の 効 率 化 を
図 ろ う と す る も の で あ る 。 	 
本 方 法 の 特 徴 は ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 経 営 を ， 測 定 が 難 し い デ ザ イ ン の 質
の 評 価 や 経 済 効 果 で は な く ，業 務 時 間 と い う メ ト リ ッ ク で 管 理 す る こ と で あ る 。
そ の ポ イ ン ト は 工 程 の 見 え る 化（ 可 視 化 ），デ ー タ ド リ ブ ン で 改 善 要 因 を 特 定 す
る こ と で あ る 。 効 率 的 に イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 経 営 管 理 の 質 を 向 上 さ せ る こ と
が で き た 事 例 に 基 づ き ， そ の 経 営 管 理 手 法 の 有 用 性 を 考 察 す る 。 	 
研 究 対 象 は ，筆 者 が 所 属 す る 大 規 模 な イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で あ る [3]。対 象 と
し た イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で は ， 幅 広 い 事 業 活 動 に 対 応 し ， 約 150 名 の デ ザ イ ナ
ー に よ り ， 年 間 2,0 0 0 件 以 上 の 多 様 な デ ザ イ ン 開 発 業 務 が 行 わ れ て い る 。 各 デ
ザ イ ン 開 発 業 務 の 管 理 や デ ザ イ ン 開 発 業 務 に 対 す る 予 算 計 画 ・ 実 績 把 握 の た め
の 業 務 管 理 ， す な わ ち ， デ ザ イ ン 開 発 業 務 に 直 接 的 価 値 を 与 え な い 間 接 業 務 時
間 が 増 大 す る 傾 向 に あ る 。 限 り あ る 部 門 費 用 を 効 果 的 に 活 用 し パ フ ォ ー マ ン ス
を 最 大 化 さ せ る と い う 経 営 の 視 点 か ら 見 る と ， 間 接 業 務 の 増 大 は イ ン ハ ウ ス デ
ザ イ ン が 提 供 す る 価 値 の 費 用 対 効 果 を 減 少 さ せ る た め ， 企 業 経 営 サ イ ド や イ ン
ハ ウ ス デ ザ イ ン に 業 務 を 委 託 し て い る 事 業 サ イ ド の 満 足 度 を 低 下 さ せ る 恐 れ が
あ る 。 部 門 費 を 効 果 的 に 活 用 す る た め に は ， デ ザ イ ン 業 務 管 理 プ ロ セ ス の 効 率
化 が 当 該 部 門 の マ ネ ジ メ ン ト の 成 否 を 左 右 す る と 言 え る 。 	 
最 後 に ， 研 究 対 象 企 業 の 事 業 変 化 に 対 応 し ， デ ザ イ ン 組 織 を 変 更 し た タ イ ミ
ン グ に 本 方 法 を 適 用 し た 結 果 を 考 察 し ， 本 方 法 が 一 定 の 普 遍 性 を 有 す こ と を 説
明 す る 。 	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２ ． ３ ． 業 務 管 理 プ ロ セ ス を 改 善 す る 方 法 の 提 案  
	 
業 務 管 理 の 対 象 は ， 個 々 の デ ザ イ ン 開 発 業 務 と 部 門 全 体 の 活 動 で あ り ， 具 体
的 に は「 業 務 毎 の デ ザ イ ン 開 発 時 間（ 人 件 費 ）」「 業 務 毎 の 外 注 制 作 費 」「 業 務 件
数 」「 そ の 他 の 経 費 」等 を 管 理 す る 必 要 が あ る 。こ れ ら の 対 象 を 管 理 す る た め の
時 間 を 「 デ ザ イ ン 業 務 を 把 握 す る た め の 作 業 時 間 （ 間 接 業 務 時 間 ）」 と 定 義 し ，
COP Q ( C o s t 	 o f 	 P o o r 	 Q u a l i t y ) [ 4 ]と と ら え る 。 効 率 的 で 実 行 性 の あ る 業 務 管 理 を
行 う に は ， 間 接 業 務 時 間 は よ り 少 な い 方 が 望 ま し く ， こ れ を 業 務 管 理 の 仕 組 み
を 構 築 す る た め の メ ト リ ク ス （ 定 量 的 な 目 標 値 ） と し た 。 	 
業 務 管 理 時 間 を メ ト リ ッ ク と し た 時 の プ ロ セ ス 能 力 （ 品 質 ） を 劣 化 さ せ る 真
の 変 動 要 因 を 漏 れ な く 抽 出 す る た め に ， 業 務 管 理 プ ロ セ ス を 見 え る 化 し ， 業 務
管 理 の 品 質 を 低 下 さ せ る 要 因 を 特 定 し た 。 そ し て ， 業 務 管 理 の 要 求 項 目 か ら 取
得 す べ き 業 務 管 理 デ ー タ と 運 用 方 法 を 特 定 す る 。 本 論 文 で 提 案 す る 業 務 管 理 プ
ロ セ ス の 改 善 の た め の 方 法 は ， 具 体 的 に 次 の 三 段 階 (2. 3 . 1 .～ 2. 3 . 3 . )， 合 計 7
ス テ ッ プ で 構 成 さ れ る 。 	 
	 
２ ． ３ ． １ ． 業 務 管 理 プ ロ セ ス の 見 え る 化  
	 
( 1 ) 	 プ ロ セ ス フ ロ ー 図 に よ る 作 業 の 質 の 分 類 と 工 数 分 析 	 
業 務 内 容 を 把 握 す る た め の 業 務 管 理 の 工 程 を プ ロ セ ス フ ロ ー 図 と し て 可 視 化
し ， 各 プ ロ セ ス の 作 業 時 間 を 計 測 し て 統 計 処 理 に よ り 分 析 す る 。 ま た ， 各 プ ロ
セ ス を 効 率 化 の 視 点 か ら ， 次 の ３ 区 分 の 作 業 に 分 類 し ， 各 作 業 時 間 を パ レ ー ト
図 ［ 5］ に よ り 分 析 す る 。 	 
	 
・ VA ( V a l u e 	 A d d e d )作 業 ： 	 価 値 を 生 む が 効 率 化 の 対 象 作 業 	 
・ NV A ( N o n 	 V a l u e 	 A d d e d )作 業 ： 	 価 値 を 生 ま な い 作 業 	 
・ HF ( H i d d e n 	 F a c t o r y )作 業 ： 	 グ ル ー プ 間 で 重 複 し た 作 業 	 
	 
( 2 ) 	 プ ロ セ ス マ ッ ピ ン グ に よ る 業 務 管 理 項 目 の 洗 い 出 し 	 
プ ロ セ ス マ ッ ピ ン グ と は ， プ ロ セ ス フ ロ ー 図 に 基 づ き ， プ ロ セ ス 品 質 へ の 影
響 が 大 き い 主 要 な 入 出 力 デ ー タ を 業 務 管 理 の 目 的 ご と に 特 定 す る 方 法 で あ る 。
業 務 管 理 プ ロ セ ス の 改 善 に お い て は ， 質 の 高 い デ ザ イ ン 業 務 を 効 率 的 に 行 う こ
と が で き る 能 力 が プ ロ セ ス 品 質 で あ る 。 プ ロ セ ス マ ッ ピ ン グ に よ り ， 業 務 管 理
の 目 的 （ プ ロ セ ス ス テ ッ プ ） 別 に 業 務 管 理 項 目 や そ の 要 因 を 抽 出 す る 。 	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( 3 ) 	 特 性 要 因 図 に よ る 効 率 低 下 要 因 の 洗 い 出 し 	 
特 性 要 因 図 [6]と は 品 質 と 要 因 の 関 係 を 図 式 的 か つ 定 性 的 に 整 理 す る 方 法 で
あ る 。 前 述 し た プ ロ セ ス マ ッ ピ ン グ で は 抽 出 で き な い 質 的 な 要 因 の 抽 出 が 可 能
で あ る 。 特 性 要 因 図 を 用 い て ， 定 量 的 に 把 握 ・ 分 析 で き な い デ ザ イ ン 業 務 の 問
題 に 対 し ， 効 率 を 低 下 さ せ て い る 可 能 性 の あ る 要 因 や 条 件 を 洗 い 出 す 。 	 
	 
２ ． ３ ． ２ ． 業 務 管 理 プ ロ セ ス の 品 質 を 低 下 さ せ る 要 因 の 特 定  
	 
( 1 ) 	 因 果 関 係 図 に よ る 要 因 の 絞 込 み 	 
イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン に お い て ，経 営 成 果 に 大 き な 影 響 を 与 え る CTQ（ Cr i t i c a l 	 
t o 	 Q u a l i t y） は ク オ リ テ ィ ， ス ピ ー ド ， コ ス ト で あ る 。 重 要 な 品 質 で あ る ク オ
リ テ ィ 向 上 ，ス ピ ー ド 向 上 ，コ ス ト 低 減 を 達 成 目 標 と し て ，因 果 関 係 図 [7]に よ
る 分 析 を 行 い ， 達 成 目 標 に 対 し 影 響 度 の 大 き い 要 因 の 絞 り 込 み を 行 う 。 	 
	 
( 2 ) 	 故 障 モ ー ド 影 響 解 析 (FM E A )に よ る 最 重 要 要 因 の 決 定 	 
因 果 関 係 図 に て 絞 り 込 ん だ 要 因 に 対 し ，故 障 モ ー ド 影 響 解 析 [8]を 用 い て ，達
成 目 標 の 改 善 に 最 も 効 果 の あ る 重 要 な 要 因 を 特 定 す る 。 	 
	 
２ ． ３ ． ３ ． 管 理 デ ー タ の 決 定 と 運 用 方 法 の 策 定  
	 
( 1 ) 	 品 質 機 能 展 開 (QF D )に よ る 管 理 デ ー タ の 決 定 	 
デ ザ イ ン 開 発 グ ル ー プ の 管 理 職 ， 担 当 者 と 業 務 部 門 に ヒ ア リ ン グ を 行 い ， デ
ザ イ ン 開 発 業 務 お よ び 部 門 運 営 に 必 要 な 業 務 管 理 項 目 と そ の 内 容 を 抽 出 し た 。 	 
QF D ( Q u a l i t y 	 F u n c t i o n 	 D e p l o y m e n t ) 	 [ 9 ]を 用 い て ， 業 務 管 理 項 目 を 顧 客 要 求
と 設 定 し ， 品 質 特 性 へ の 転 換 と 両 項 目 の 関 連 性 を 明 確 に す る こ と に よ り ， 要 求
に 対 応 し た 機 能 ， ま た ， 取 得 す る デ ー タ を 設 計 す る 。 	 
	 
Q F D -Ⅰ ： 	 要 求 品 質 （ 業 務 管 理 の リ ク ア イ ア メ ン ト ） を 品 質 特 性 （ 要 求 品 質 	 
	 	 の 満 足 度 を 制 御 す る こ と の で き る 機 能 ） に 変 換 す る 。 	 
QF D -Ⅱ ： 	 品 質 特 性 を 部 品 特 性 （ 取 得 デ ー タ ） に 変 換 す る こ と に よ り ， 業 務 	 
	 	 管 理 に 必 要 な 管 理 デ ー タ を 決 定 す る 。 	 
	 
( 2 ) 	 管 理 方 法 の 決 定 と 管 理 デ ー タ の 収 集 ・ 分 析 例 	 
業 務 管 理 プ ロ セ ス の 見 え る 化 (2. 3 . 1 項 )， 業 務 管 理 プ ロ セ ス の 品 質 を 低 下 さ
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せ る 要 因 の 特 定 (2. 3 . 2 項 )，お よ び ，管 理 デ ー タ の 決 定 (2. 3 . 3 項 )，ま で の 方 法
に よ っ て ， 業 務 管 理 項 目 と 管 理 デ ー タ を 決 定 す る 。 ま た ， 決 定 し た 管 理 デ ー タ
に 基 づ き ， 過 去 に 実 施 し た デ ザ イ ン 開 発 業 務 を 対 象 に ， デ ザ イ ン 開 発 の 時 間 を
収 集 す る 。 デ ザ イ ン 開 発 の 時 間 を 分 析 し ， 取 得 し た 管 理 デ ー タ の 有 用 性 に つ い
て 考 察 す る 。 	 
	 
( 3 ) 	 業 務 管 理 の 実 施 	 
業 務 管 理 プ ロ セ ス を 改 善 す る た め に 行 っ た 上 記 手 順 (2. 3 . 1 項 ～ 2. 3 . 3 項 )か
ら ，「 業 務 管 理 シ ス テ ム 」と し て 開 発 の 方 針 を 決 定 す る 。デ ー タ の 特 徴 ，企 業 組
織 の 規 模 な ど を 鑑 み ， 業 務 管 理 デ ー タ の 収 集 ， 集 計 ， 分 析 に つ い て は ， 管 理 を
効 率 化 す る た め の 対 策 を 検 討 す る 。「 業 務 管 理 シ ス テ ム 」 に よ る 実 績 を 評 価 し ，
本 方 法 で 導 い た 「 業 務 管 理 シ ス テ ム 」 に よ る 業 務 管 理 の 効 率 化 に つ い て 考 察 す
る 。 	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２ ． ４ ． 業 務 管 理 プ ロ セ ス を 改 善 す る 方 法 の 検 証  
 
対 象 の イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン に 対 し ， 業 務 管 理 プ ロ セ ス を 改 善 す る 方 法 を 適 用
し た 。 こ の 業 務 管 理 プ ロ セ ス を 改 善 す る 方 法 の 手 順 に 沿 っ て ， イ ン ハ ウ ス デ ザ
イ ン に 適 用 し た 結 果 と 方 法 の 妥 当 性 を 述 べ る 。 	 
	 
２ ． ４ ． １ ． 業 務 プ ロ セ ス の 見 え る 化  
	 
( 1 ) 	 プ ロ セ ス フ ロ ー 図 に よ る 作 業 の 質 の 分 類 と 工 数 分 析 	 
イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン に お け る 現 状 の デ ザ イ ン 開 発 業 務 の 管 理 の た め の プ ロ セ
ス フ ロ ー を 作 成 し た （ 図 ２ -１ ）。 デ ザ イ ン の 業 務 管 理 は ， Ⅰ 業 務 計 画 の 「 業 務
No 発 番 」か ら ス タ ー ト し ，Ⅱ 業 務 量 把 握 の た め に 必 要 な ，「 業 務 件 数 管 理 」，「 時
間 管 理 」，「 経 費 管 理 」 の プ ロ セ ス で 構 成 さ れ る 。 測 定 さ れ た デ ー タ は ， Ⅲ 部 門
マ ネ ジ メ ン ト と し て ， 各 デ ザ イ ン 開 発 業 務 の 状 況 把 握 と と も に 事 業 部 門 と の 予
算 調 整 や 経 営 監 査 等 の 報 告 の 際 に 基 礎 デ ー タ と し て 活 用 さ れ る 。 デ ザ イ ン の 業
務 管 理 の 各 プ ロ セ ス は ，デ ザ イ ン 開 発 グ ル ー プ に 14 プ ロ セ ス ，業 務 部 に ６ プ ロ
セ ス ，計 20 プ ロ セ ス で 構 成 さ れ た 。各 プ ロ セ ス に 対 し ，VA（ 価 値 を 生 む が 効 率
化 の 対 象 ）作 業 ， NVA（ 価 値 を 生 ま な い ）作 業 ， HF（ グ ル ー プ 間 で 重 複 し た ）作
業 を 明 確 に し た 。 	 
結 果 ， 各 プ ロ セ ス の 中 に ， プ ロ セ ス 自 体 が デ ザ イ ン 開 発 の ク オ リ テ ィ 向 上 に
つ な が る VA 作 業 は 10 プ ロ セ ス あ る こ と が わ か っ た 。 し か し ， 集 計 作 業 の よ う
に ，管 理 の た め だ け の NVA 作 業 が 10 プ ロ セ ス と 多 く ，開 発 グ ル ー プ 内 に 分 散 し
て い る こ と ， ま た ， 開 発 グ ル ー プ 内 や 開 発 グ ル ー プ と 業 務 部 と の 間 で 集 計 作 業
を 中 心 に 重 複 し た HF 作 業 が ６ プ ロ セ ス と 多 発 し て い る こ と が わ か っ た 。図 １ の
こ れ ら NVA 作 業 と HF 作 業 の 年 間 の 業 務 管 理 の た め の 時 間 を パ レ ー ト 図 に て 分 析
し た （ 図 ２ -２ ）。 	 
そ の 結 果 ，COP Q と 定 義 し た「 デ ザ イ ン 業 務 を 把 握 す る た め の 作 業 」が 年 間 合
計 3,6 7 1 . 3 時 間 あ る こ と ， そ の う ち 業 務 件 数 ， 作 業 時 間 や 外 注 実 績 の 「 集 計 作
業 」と 業 務 項 目 や 業 務 番 号 の「 入 力 作 業 」が 全 体 の 約 80％ を 占 め て い る こ と が
わ か っ た 。 ま た ， デ ザ イ ン 開 発 グ ル ー プ を 支 援 す べ き 業 務 部 よ り も ， デ ザ イ ン
開 発 グ ル ー プ に 業 務 管 理 作 業 が 集 中 し ， 95％ の 業 務 管 理 時 間 は デ ザ イ ン 開 発 グ
ル ー プ に 内 在 し て い る こ と が わ か っ た （ 図 ２ -３ ）。 	 
 26 
	 
図 ２ -１ ． 業 務 管 理 の プ ロ セ ス フ ロ ー 	 
	 
図 ２ -２ ． プ ロ セ ス 別 	 業 務 管 理 時 間 	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図 ２ -３ ． 担 当 別 	 業 務 管 理 時 間 	 
(2 ) 	 プ ロ セ ス マ ッ ピ ン グ に よ る 業 務 管 理 項 目 の 洗 い 出 し 	 
プ ロ セ ス マ ッ プ を 使 用 し ， 業 務 管 理 の 目 的 で あ る ， Ⅰ .業 務 計 画 ， Ⅱ .業 務 量
把 握 ，Ⅲ .部 門 マ ネ ジ メ ン ト ，の プ ロ セ ス ス テ ッ プ 毎 に 抽 出 し た デ ザ イ ン 業 務 管
理 を 行 う 際 に 重 要 な 業 務 管 理 項 目 を 抽 出 し た （ 図 ２ -４ ）。 次 の ７ 項 目 が ， プ ロ
セ ス 品 質 へ の 影 響 が 大 き い 主 要 な 入 力 デ ー タ で あ り ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の マ
ネ ジ メ ン ト の 業 務 管 理 と 見 な す こ と が で き る 。 	 
	 
Ⅰ 業 務 計 画 ： 	 	 ① 業 務 内 容 確 認 資 料 ， ② 業 務 No 発 番 	 
Ⅱ 業 務 量 把 握 ： 	 	 ③ 業 務 時 間 入 力 ,④ 経 費 実 績 入 力 ,⑤ 業 務 資 料 	 
Ⅲ 部 門 マ ネ ジ メ ン ト ： 	 ⑥ 経 費 実 績 ， ⑦ 業 務 報 告 資 料 	 
	 
( 3 ) 	 特 性 要 因 図 に よ る 効 率 低 下 要 因 の 洗 い 出 し 	 
イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 対 応 件 数 の 増 加 と 多 様 化 に 伴 い 増 大 す る デ ザ イ ン 間 接
時 間 の 問 題 に 対 し ， 効 率 低 下 と な る 根 源 的 な 要 因 や 要 因 の 間 に あ る 関 係 を 発 見
す る た め ，「 業 務 量 を 定 量 的 に 把 握 ・ 分 析 で き な い 」と い う 課 題 を 設 定 し ，特 性
要 因 図 を 用 い て 「 人 ， 環 境 ， や り 方 ， 手 順 ， 測 定 」 の ５ つ の 視 点 か ら 広 く 可 能
性 の あ る 要 因 を 抽 出 し 分 析 し た 。 開 発 グ ル ー プ の マ ネ ー ジ ャ ー ， リ ー ダ ー ， 担
当 お よ び 業 務 部 各 ２ 名 ， 計 ８ 名 で 分 析 し た 結 果 ， 以 下 の ３ 点 が 重 要 要 因 と し て
特 定 さ れ た （ 図 ２ -５ ）。 	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図 ２ -４ ． 業 務 管 理 の プ ロ セ ス マ ッ プ 	 
 
	 
図 ２ -５ ． 業 務 管 理 を 課 題 と し た 特 性 要 因 図 	 
  
(プロセスステップ) (顧客にとって重要度の高いY)
X(Input） 業務管理理の⽬目的 Y(Output）
　業務依頼書（事業部） Ⅰ業務計画 　	 業務発番
（業務毎） 　	 業務日報
①業務内容確認資料 業務依頼内容を確認し 　	 業務スケジュー ル表
②業務No発番 ・業務発番　・作業スケジュー ル 　	 担当分担表
・担当の決定
③業務時間入力 Ⅱ業務量量把握 (a)業務件数集計
④経費実績入力 （週間、月間、期） (b)業務毎デザイン開発時間集計
(c)経費実績：事業部/グループ毎
(d)その他経費
⑤業務資料 　	 各業務報告書
　（デザイン）中計 Ⅲ部⾨門マネジメント 　	 予算策定資料
⑥経費実績 （期） 　	 	 トップへの業務報告資料
⑦業務報告資料 　	 	 リソー スの最適配分
　	 人員計画 　	 	 経営監査報告資料
　	 設備計画
・作業スケジュー ル
・経費運用状況の確認
・予算実績管理　・予算策定
・部門運営基礎データ
・報告事項
(Yにとって重要度の高いX)
○グループ毎、業務⽇日報、
経費の個別管理理、不不正確
・リー ダーの業務コスト意識格差
(３)業務⾒見見積もりができない
・業務毎作業量がばらばら
・担当者間バラツキ大
・カンパニー担当者に
左右される
○執務ゾーンが離離れ、連携が薄い
○標準的なグループ間
連携の仕組みがない
・担当間の
コミュニケーション不足
・ルールが無い
○業務NOやタイトルがバラバラ
・発番を個人的に行う
Procedures（⼿手順） Policies（やり⽅方）
Place（環境） Men  &  Women（⼈人）
Measurement（測定）
○ Job発番基準が曖昧
・管理情報と発番項目
との不一致
・発番マニュアルが
活かされてない
業務量量を
定量量的に把握
・分析できない
○質が定量量的に図れない
・作業内容が把握でき
ない
○各依頼（依頼書）がバラバラ
に⼊入る
・依頼書を個別に請求する
・依頼書の情報が
活かされてない
○業務⽇日報を⼊入⼒力力しない
・担当者の意識不足
・担当者にメリットが無い
○依頼・業務が多様
・依頼内容多様，個人の裁量幅大
(１)業務管理理の⽬目的の差
・業務：部内の経費，管理，
予算策定
・グループ：業務管理，
経費消化，担当割当
○過去のデータが活かされない
・過去のデータが活かされない
○データをタイムリー
に活⽤用できない
・業務NOを何回も入力し、
記入ミスとなる
(２)データ⼊入⼒力力・集計作業
のダブり
・データの精度が無い
・無駄な時間との意識
の高まり
○業務時間が不不正確
○件数カウントが不不正確
○業務毎経費が不不正確
・他の業務Noを使うケースあり
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環 境 の 視 点 で は ，(1)業 務 管 理 の 目 的 に 差 ，が あ り 実 務 を 担 当 す る デ ザ イ ン 開
発 グ ル ー プ と 業 務 部 の 間 で 異 な る 。 開 発 グ ル ー プ 間 に お い て も ， 目 的 に よ り 集
計 す る 時 間 項 目 が 異 な る 場 合 が あ っ た 。 	 
や り 方 の 視 点 で は ， (2)デ ー タ 入 力 ・ 集 計 作 業 の ダ ブ リ ， が 頻 繁 に 発 生 す る 。
デ ー タ 入 力 作 業 で は ， 入 力 自 体 が 手 間 で あ り 入 力 基 準 も 曖 昧 な た め ， 入 力 さ れ
た デ ー タ の 精 度 が 悪 い 。 デ ー タ 集 計 作 業 は ， デ ザ イ ン 開 発 グ ル ー プ 間 ， ま た ，
業 務 部 と の 間 で 重 複 し て 行 わ れ て い た 。 	 
手 順 の 視 点 で は ，(3)業 務 見 積 も り が で き な い ，こ と が 業 務 管 理 を 困 難 と す る
原 因 と な っ た 。 ま た ， 現 状 の デ ザ イ ン 開 発 業 務 毎 の 作 業 量 が ば ら ば ら で あ り ，
担 当 者 間 の ば ら つ き が 大 き い 。 	 
 
２ ． ４ ． ２ ． 業 務 管 理 プ ロ セ ス の 品 質 を 低 下 さ せ る 要 因 の 特 定  
	 
要 因 を 特 定 す る に あ た り ， 対 策 の 効 果 と 対 策 を 行 わ な か っ た 場 合 の リ ス ク の
大 き さ の 両 面 に つ い て ， 投 資 対 効 果 （ ROI : R e t u r n 	 o n 	 I n v e s t m e n t） の 視 点 か ら
評 価 し た 。 	 
	 
( 1 ) 	 因 果 関 係 図 に よ る 要 因 の 絞 り 込 み 	 
イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン に お い て 重 要 で あ る ， い か に 質 の 高 い デ ザ イ ン 業 務 を 効
率 的 に 行 う か と い う 視 点 か ら ， 達 成 目 標 に 対 す る 各 施 策 の 対 策 効 果 に つ い て 検
討 す る 。イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン に お け る 重 要 な CTQ で あ る ス ピ ー ド ，ク オ リ テ ィ ，
コ ス ト を 達 成 目 標 と し て ， 因 果 関 係 図 を 用 い ， ど の 入 力 要 因 に 対 す る 改 善 効 果
が 高 い の か 分 析 し た （ 表 ２ -１ ）。 主 要 入 力 要 因 と し て ， プ ロ セ ス マ ッ プ で 特 定
し た 管 理 デ ー タ ７ 項 目 と 特 性 要 因 図 で 特 定 し た ３ 要 因 の 計 10 要 因 を 設 定 し た 。
尚 ， 業 務 管 理 の 目 的 か ら ， ク オ リ テ ィ ， コ ス ト ， ス ピ ー ド の 順 で 重 視 し ， 各 項
目 の 重 み を ， ク オ リ テ ィ は 10， コ ス ト は 8， ス ピ ー ド は 5 と 設 定 し た 。 各 入 力
要 因 が 達 成 目 的 に 与 え る 影 響 の 度 合 い を 0，1，4，9 点 の 重 み づ け（ 点 数 が 大 き
い ほ ど 影 響 大 ） で 評 価 し ， 効 果 の 大 き さ よ り 各 要 因 を 評 価 し た 。 	 
結 果 ，デ ザ イ ン 業 務 を 定 量 的 に 把 握・分 析 す る た め に は ，② 業 務 No 発 番 の 適
正 化 ， (３ )業 務 見 積 り の 精 度 ， (２ )デ ー タ 入 力 ・ 集 計 業 務 の ダ ブ り の 改 善 ， が
対 策 効 果 の 高 い 重 要 要 因 で あ る こ と を 確 認 し た 。 	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表 ２ -１ ． 効 率 低 下 要 因 の 絞 込 み （ 因 果 関 係 図 ） 	 
 
 
( 2 ) 	 故 障 モ ー ド 影 響 解 析 に よ る 最 重 要 要 因 の 決 定 	 
リ ス ク 優 先 度 の 視 点 か ら 重 要 な 要 因 を 特 定 す る た め に ， 故 障 モ ー ド 影 響 解 析
を 用 い て 要 因 に 故 障 や 欠 陥 が あ っ た 場 合 の 業 務 管 理 へ の 影 響 度 に つ い て 分 析 し
た （ 表 ２ -２ ）。 4.2 . 1 項 で 同 定 し た ３ 要 因 に つ い て 発 生 す る 可 能 性 あ る 故 障 モ
ー ド を 記 載 し ， そ の 故 障 影 響 の 「 深 刻 度 R」（ 尺 度 ： 1-1 0）， 故 障 が 現 れ る 「 頻
度 P」（ 尺 度 ： 1-1 0）， 故 障 を 検 出 す る 難 易 度 「 検 出 度 N」（ 尺 度 ： 1-1 0） か ら リ
ス ク 優 先 度（ RPN＝ 影 響 度 ×頻 度 ×検 出 度 ）を 算 出 し ，対 策 案 の 影 響 を 検 討 し た 。 	 
そ の 結 果 ， デ ザ イ ン 業 務 管 理 に は ， 表 ２ － ２ の 危 険 度 RPN の 数 値 の 高 い ， ②
業 務 No 発 番 の 適 正 化 (RP N = 3 8 4 )を 中 心 に ，(2)デ ー タ 入 力・集 計 作 業 の ダ ブ り の
改 善 (RP N = 8 0 )を 可 能 と す る ， 部 門 独 自 の 「 業 務 管 理 シ ス テ ム 」 が 有 効 で あ る こ
と が 示 唆 さ れ た 。 ま た ， (3)業 務 見 積 り の 精 度 (RP N = 3 2 0 )が 重 要 で あ る こ と が 示
唆 さ れ た 。 上 記 対 策 を 実 施 し た 後 の 改 善 効 果 に つ い て ， 同 様 に ３ 要 因 の RPN の
数 値 を 算 出 し た 結 果 ， RPN 値 は 48 , 9 , 6 0 と 大 き く 削 減 さ れ た 。 対 策 効 果 と し て
は ， そ れ ぞ れ RPN 値 で -3 3 6， -7 1， -2 6 0 と 削 減 さ れ ， 大 き く リ ス ク 優 先 度 が 下
が る こ と が わ か っ た 。 	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化
︶
Total
NO Process  Step Process  Input
2 業務計画 ②業務No発番  の適正化 1 9 9 167
10 Fishborn要因 (3)業務⾒見見積り  の精度度 0 9 9 162
9 Fishborn要因 (2)データ⼊入⼒力力・集計作業のダブり  の改善 9 4 9 157
6 部門マネジメント⑥経費実績	 の整備 1 9 4 127
8 Fishborn要因 (1)業務管理目的の差	 の整合化 1 9 4 127
1 業務計画 ①業務内容確認資料 4 9 0 110
3 業務量把握 ③業務時間入力	 の精度 1 9 1 103
5 業務量把握 ⑤業務資料	 の効率化 4 1 9 102
7 部門マネジメント⑦業務報告資料	 の整備 1 4 4 77
4 業務量把握 ④経費実績入力	 の精度 4 4 0 60
Total 130 670 392
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表 ２ -２ ． 効 率 低 下 要 因 の 特 定 （ 故 障 モ ー ド 影 響 解 析 ） 	 
 
 
２ ． ４ ． ３ ． 管 理 デ ー タ の 決 定 と 運 用 方 法 の 策 定  
	 
( 1 ) 	 品 質 機 能 展 開 に よ る 管 理 デ ー タ の 決 定 	 
デ ザ イ ン 開 発 グ ル ー プ の マ ネ ー ジ ャ ー ， 開 発 リ ー ダ ー ， お よ び 業 務 部 に お い
て ， デ ザ イ ン 業 務 の 管 理 の た め に 必 要 な デ ー タ を 抽 出 し た 。 業 務 管 理 に 必 要 な
デ ー タ を 特 定 す る た め QFD を 使 用 し ，要 求 品 質（ 業 務 管 理 の リ ク ア イ ア メ ン ト ）
を 品 質 特 性 （ 要 求 品 質 の 満 足 度 を 制 御 す る こ と の で き る 機 能 ） と 部 品 特 性 （ 取
得 可 能 な デ ー タ ） に 展 開 し ， デ ー タ の 絞 り 込 み を 行 っ た 。 	 
部 門 マ ネ ジ メ ン ト を 行 う 上 で 必 要 な デ ザ イ ン 業 務 管 理 項 目 に つ い て ， マ ネ ー
ジ ャ ー ， リ ー ダ ー ， 担 当 お よ び 業 務 部 ， 各 ２ 名 ， 計 ８ 名 に て 検 討 し ， 役 職 ， 組
織 別 に 以 下 の ５ 要 因 を 特 定 し た 。 こ れ ら を 要 求 品 質 項 目 と し て 挙 げ ， 業 務 管 理
の 重 要 度 の 視 点 か ら 重 み づ け （ 0～ 10） を 設 定 し た （ 表 ２ － ３ ）。 	 
	 
① デ ザ イ ン 開 発 グ ル ー プ の 要 求 品 質 項 目 ： 	 
マ ネ ー ジ ャ ー ： 	 (a )部 門 の マ ネ ジ メ ン ト デ ー タ の 把 握 	 (6 ) 	 
開 発 リ ー ダ ー ： 	 (b )担 当 グ ル ー プ 内 の 業 務 管 理 	 	 ( 8 ) 	 
	 	 	 ( c )事 業 部 門 と の 予 算 調 整 資 料 	 	 ( 4 ) 	 
	 
② 業 務 部 の 要 求 品 質 項 目 ： 	 
	 	 	 ( d )次 期 予 算 策 定 の 基 礎 デ ー タ 	 	 ( 3 ) 	 
	 	 	 ( e )経 営 監 査 報 告 等 の 資 料 	 	 	 ( 2 ) 	 
対策効果
プロセス
ステップ／入力
可能な
故障モード
可能な
故障影響
R
：
深
刻
度
可能な
原因
P
：
頻
度
現状管理
N
：
検
出
度
协
A
)
R
×
P
×
N
対策提案
R
：
深
刻
度
P
：
頻
度
N
：
検
出
度
协
B
)
R
×
P
×
N
协
C
)
R
×
P
×
N
协
B
)
/
协
A
)
②業務No発番
      の適正化
業務管理
能力，精
度低下
業務件数
や業務時
間・経費の
精度無
8
業務コスト
意識のﾊ ﾗﾞ
ﾂｷ，ルー
ルが曖昧
8 発番台帳 6 384
業務管理理シ
ステムの策
定
4 4 3 48 -336
(3)業務⾒見見積りの
 　  精度度
見積りと実
績値の不
一致
依頼見積
もり，予算
策定の根
拠無
4
発番基準
が曖昧，
時間入力
が曖昧
10
個人入力
の業務日
報と経費
伝票，集計
8 320
過去のデザ
イン作業に
より活動コス
ト算出
3 5 4 60 -260
(2)データ⼊入⼒力力・集
      計作業のダブり
      改善
集計デー
タの不一
致
集計時間
の増大，
判断ミス
5
ｸ ﾙﾞｰﾌ やﾟ
業務部で
の活用目
的の違い
8
経費入力
シートへの
入力と担
当毎の集
計
2 80
業務管理理シ
ステムの策
定
3 3 1 9 -71
故障ﾓｰﾄ とﾞ影響 対策と影響
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表 ２ -３ ． デ ザ イ ン 業 務 管 理 項 目 	 
 
	 
５ つ の 要 求 品 質 項 目 を 把 握 す る た め に 重 要 な 品 質 特 性 （ こ こ で は 業 務 管 理 の
集 計 デ ー タ ） に 展 開 し た 結 果 ， 以 下 の ７ 特 性 を 抽 出 し ， 各 要 求 品 質 に 対 す る 関
連 性 の 強 さ を ， ● ＝ ９ ， ○ ＝ ３ ， △ ＝ １ で 評 価 し た （ 図 ２ -６ ）。 	 
抽 出 し た 各 品 質 特 性 に つ い て ， 各 要 求 品 質 へ の 貢 献 度 を 算 出 し た 。 全 品 質 特
性 の 重 要 度 を 100％ と し て ， 各 品 質 特 性 の 貢 献 度 を (%)で 特 定 す る と ， (1)業 務
件 数 実 績 (27 . 8 % )， (2 )業 務 毎 ／ 担 当 者 毎 の 作 業 時 間 ／ 総 時 間 (27 . 0 % )， (3 )ア ウ
ト プ ッ ト 状 況 (17 . 1 % )， (4 )業 務 毎 ／ 事 業 分 野 毎 外 注 経 費 (16 . 5 % )， (5 )業 務 計 画
表 (4. 7 % )，(6 )振 替 経 費 実 績 (4. 5 % )，(7 )業 務 毎 の 設 備 稼 働 率 (2. 4 % )，と な っ た 。 	 
次 に こ の 品 質 特 性 を 部 品 特 性（ 取 得 す べ き 管 理 デ ー タ ）に 展 開 し（ 図 ２ -７ の
縦 列 に 示 す 12 項 目 ）， 同 様 に 関 連 性 を 評 価 し た 。 こ の う ち ， 重 要 度 の 高 い デ ー
タ と し て ， ① 依 頼 業 務 件 名 (14 . 5 % )， ② 業 務 依 頼 日 (13 . 8 % )， ③ 業 務 担 当 グ ル ー
プ (12 . 0 % )， ④ 依 頼 事 業 部 (12 . 0 )， ⑤ 業 務 内 容 (9. 5 % )， ⑥ 事 業 部 /期 の 依 頼 件 数
(8. 8 % )， の ６ つ の デ ー タ は ， 全 体 の マ ネ ジ メ ン ト に 関 わ る 事 項 で あ り ， イ ン ハ
ウ ス デ ザ イ ン 共 通 の 管 理 デ ー タ と し て ，「 業 務 NO 発 番 」 を 構 成 す る 項 目 と 決 定
し た 。 そ の 他 ６ 特 性 は ， 担 当 グ ル ー プ 毎 に 必 要 な デ ー タ で あ り ， 担 当 グ ル ー プ
毎 に 個 別 に 管 理 す る こ と と し た 。 	 
 
担当 デザイン業務管理理項⽬目 デザイン業務管理理項⽬目の内容 必要なデータ
(1)業務量／内容の把握 業務件数、アウトプット状況
(2)外注経費予実績把握 月別外注経費実績
(3)作業時間の把握 業務毎／担当者毎の作業時間
(4)設備稼働率、CAD化率把握 業務別の稼働率
(5)ｸ ﾙﾞ ｰﾌ 員ﾟのスケジュー ル（時間）把握 業務予定表、業務毎作業時間
(2)外注経費予実績把握 月別の注経費実績
(6)業務内容と担当人員、経費の整合性 業務毎の経費（時間＋外注費）
(7)業務件数 業務件数の実績
(2)外注経費予実績把握 外注経費の実績、依頼予定数
(8)社内振替実績把握 振替経費の実績（時間／外注費）
(9)業務の総時間 業務毎の作業時間／総時間
(10)業務件数 業務件数の実績
(11)業務の総経費把握（時間＋外注費） 業務毎の経費実績（時間＋外注費）
(12)ｶﾝﾊ ﾆﾟｰ／事業部別、経費予実績把握
業務件数、アウトプット状況、
月別外注経費実績、業務毎／
グループ毎の作業時間
(13)社内振替実績把握 業務毎の振替経費実績
(14)社外請求実績把握 業務毎の振替経費実績
(15)ｶﾝﾊ ﾆﾟｰ／事業部別、予実績把握
業務件数、アウトプット状況、
月別外注経費実績、業務毎／
グループ毎の作業時間
(16)デザイン作業内容の変化把握 業務件数、アウトプット状況のトレンド
デザイン開発
グループ
マネージャー
デザイン開発
グループ
リー ダー
業務部⾨門
(a)  部⾨門のマネジメント
 　 　データの把握
(b)  担当ｸ ﾙﾞ ｰ ﾌ 内ﾟの業務
 　 　管理理
(c)  事業部⾨門との予算調
 　 　整資料料
(d)  次期予算申請の
 　 　基礎データ
(e)  経営監査報告等の
 　 　資料料
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図 ２ -６ ． 品 質 機 能 展 開 （ QFD１ ： 業 務 管 理 項 目 の 絞 込 み ） 	 
 
図 ２ -７ ． 品 質 機 能 展 開 （ QFD２ ： 取 得 デ ー タ の 絞 込 み ） 	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率
(b)担当グループ内の業務管理 8.0 ○ ● ● ○ △
(a)部門のマネジメントデータの把握 6.0 ● ○ ● △
(c)事業部門との予算調整資料 4.0 ● ● ○ ○
(d)次期予算申請の基礎データ 3.0 ○ ○ ● △
(e)経営監査報告等の資料 2.0 ● △ ○ ○
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(1)業務件数実績 27.8 ○ ○ ● ○ ● ○ ○
(2)業務毎/担当者毎作業時間／総時間 27.0 ● ● ● △ ○ ○ ○
(3)アウトプット状況 17.1 △ ○ △ ○ ●  　
(4)業務毎／業務分野毎外注経費 16.5 ○ ○ ○ ○ ○  　 ○ ●  　
(5)業務計画表 4.7 ○ ○  　  　 ○  　 ● ○
(6)振替経費実績 4.5 △ △  　 △ △ ●  　 ○
(7)業務毎の設備稼働率 2.4 △  　  　 ○  　 ●
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デ ザ イ ン 開 発 の 時 間 を 計 測 す る に あ た り ， デ ザ イ ン 業 務 の 各 作 業 項 目 は ， 業
務 の 効 率 化 の 分 析 や イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン 業 務 状 況 の 分 析 の 視 点 か ら ，４ 区 分 10
項 目 を 設 定 し た （ 表 ２ -４ ）。 デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 様 々 な タ イ ミ ン グ と 目 的
で 実 施 さ れ る 会 議 や 打 ち 合 わ せ の 時 間 は ，総 計 し て「 K1.会 議・プ レ ゼ ン テ ー シ
ョ ン 」 と し た 。 	 
実 際 の デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス は ， 全 業 務 共 通 に 企 画 コ ン セ プ ト を 検 討 す る 段
階 の 「 Pre 	 D e s i g n」 が 存 在 し ，「 P1.デ ザ イ ン 企 画 ・ 計 画 ・ 調 査 」 と し た 。 業 務
分 野 毎 で の 特 色 あ る 活 動 を「 On	 D e s i g n」と し て ，「 O1.デ ザ イ ン 検 討 」「 O2. 3 D - C A D
入 力 」「 O3. 	 提 案 書 作 成 」「 O4. C I・ VC I デ ザ イ ン 」「 O5.ヒ ュ ー マ ン テ ク ノ ロ ジ ー 」
「 O6. U I・ 画 面 デ ザ イ ン 」「 O7. W e b デ ザ イ ン 」 の ７ 区 分 と し た 。 デ ザ イ ン が 方 向
づ け ら れ た 後 ， 全 業 務 共 通 に 量 産 や 顧 客 へ の 納 品 ま で の 段 階 「 Aft e r 	 D e s i g n」
が 存 在 し ，「 A1.デ ザ イ ン 量 産 フ ォ ロ ー 」と し ，計 10 項 目 の デ ザ イ ン 作 業 項 目 を
設 定 し ， そ れ ら 項 目 に 沿 っ て 作 業 時 間 を 把 握 す る こ と と し た 。 	 
 
表 ２ -４ ． デ ザ イ ン 作 業 項 目 の 区 分 の 定 義 	 
 
（ デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス を ４ 分 野 ， 10 作 業 項 目 に 区 分 ）   
分野 例例
K1 会議 打ち合せ時間（含む移動時間）
プレゼンテーション プレゼンテーション，まとめ，報告，
プロダクトミー ティング，商品企画会議，他
P1 デザイン企画・計画・調査 ユーザー調査，市場調査（顧客・競合），
商品・デザインコンセプト，企画，
デザイン評価他
O１デザイン検討 プロダクトデザイン，
発想，コンセプト，スケッチ，図面，モデル作成，
量販対応，営業サンプル，デモ画面，展博支援，
レンダリングソフト等のオペレート作業，他
O2 ３D－ＣＡＤ⼊入⼒力力 ３Dソフトのオペレート作業，
設計変更対応，３D－C G，他
O3 提案書（顧客提案）作成 顧客提案業務全般，システムデザイン，
空間デザイン，景観・環境デザイン，他
O4 CI、VCIデザイン C I，VC I作業全般
O5 ヒューマンテクノロジー ユーザビリテイ評価･分析，人間工学的検証，
企画／コンセプト開発，他
O6 ユーザーインター フェー ス 操作手順、操作画面，画面パーツ（アイコン），
（UI)／画⾯面デザイン ＵＩラピッドプロトタイプ，音インター フェー ス，
プログラム，他
O7 Ｗｅｂデザイン Ｗｅｂ作業全般
After 　Design A1 デザイン量量産フォロー 製品化フォロー，モックアップ，フォロー他
会議、
プレゼンテー
ション
Pre 　Design
作業項⽬目
On 　Design
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( 2 ) 	 管 理 方 法 の 決 定 と 管 理 デ ー タ の 収 集 ・ 分 析 例 	 
以 上 を 整 理 す る と ， 対 象 部 門 に お い て ， 管 理 業 務 の 効 率 を 低 下 さ せ る 最 重 要
要 因 は ， ② 業 務 No 発 番 の 適 正 化 ， (2)デ ー タ 入 力 ・ 集 計 作 業 の ダ ブ り の 改 善 ，
お よ び ，(3)業 務 見 積 り の 精 度 で あ り ，こ れ ら を 可 能 と す る「 業 務 管 理 シ ス テ ム 」
が 重 要 だ と 示 唆 さ れ た 。効 率 を 改 善 す る た め に 管 理 す べ き 業 務 の 管 理 デ ー タ は ，
「 ② 業 務 No 発 番 の 適 正 化 」に お け る ① 依 頼 業 務 件 名 ，② 業 務 依 頼 日 ，③ 業 務 担
当 グ ル ー プ ，④ 依 頼 事 業 部 ，⑤ 業 務 内 容 ，⑥ 事 業 部 /期 の 依 頼 件 数 の ６ 項 目 で あ
る 。 ま た ，「 (3)業 務 見 積 り の 精 度 」 に お け る 時 間 の 計 測 で は ，「 K1.会 議 ・ プ レ
ゼ ン テ ー シ ョ ン 」「 P1.企 画・計 画・調 査 」「 O1.デ ザ イ ン 検 討 」「 O2. 3 D - C A D 入 力 」
「 O3. 	 提 案 書 作 成 」「 O4. C I ・ VC I デ ザ イ ン 」「 O5.ヒ ュ ー マ ン テ ク ノ ロ ジ ー 」
「 O6. U I・ 画 面 デ ザ イ ン 」「 O7. W e b デ ザ イ ン 」「 A1.デ ザ イ ン 量 産 フ ォ ロ ー 」， こ
れ ら 10 の 作 業 項 目 の 時 間 デ ー タ が 重 要 で あ っ た 。こ れ ら 結 果 に 基 づ き 対 象 イ ン
ハ ウ ス デ ザ イ ン で は ， デ ザ イ ン 業 務 を 効 率 化 す る た め ，「 (2)デ ー タ 入 力 ・ 集 計
作 業 の ダ ブ り の 改 善 」 を 伴 う 「 業 務 管 理 シ ス テ ム 」 と い う 方 法 で 管 理 運 用 を 行
う べ き で あ る と の 結 論 と な っ た 。 	 
デ ー タ に 基 づ い た イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 経 営 管 理 を 実 施 し た 場 合 の デ ー タ に
よ る 業 務 分 析 例 を 以 下 に 示 し ， 本 手 法 に よ る 取 得 デ ー タ の 有 用 性 に つ い て 考 察
す る 。 対 象 イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で 過 去 に 記 録 し て き た デ ザ イ ン 開 発 業 務 の 時 間
デ ー タ を 基 に ，前 項 で 定 義 し た 10 項 目 を 用 い て ，各 デ ザ イ ン 開 発 業 務 の 時 間 な
ど を 集 計 し た （ 表 ２ -５ ）。 	 
全 開 発 業 務 を 対 象 に 分 析 し た 結 果 ， デ ザ イ ン 開 発 時 間 に は 正 規 性 が 認 め ら れ
な か っ た（ P＜ 0. 0 5）[1 0 ]（ 図 ２ -８ ）。ユ ー ザ ー イ ン タ フ ェ ー ス デ ザ イ ン の 一 部
や ヒ ュ ー マ ン テ ク ノ ロ ジ ー 等 の 研 究 を と も な う デ ザ イ ン ， 医 用 機 器 デ ザ イ ン 等
の 開 発 が 長 期 に お よ ぶ 業 務 の 作 業 時 間 が ， 他 の デ ザ イ ン 開 発 と 異 な る 傾 向 の デ
ー タ と な っ て い る こ と が 散 見 さ れ る こ と を 確 認 し た 。 そ こ で ， イ ン ハ ウ ス デ ザ
イ ン の 業 務 を 一 律 に 比 較 す る こ と を 避 け ， 時 間 デ ー タ を 活 用 す る こ と で ， デ ザ
イ ン 作 業 項 目 毎 の 特 徴 や デ ザ イ ン 対 象 の 違 い に よ る 時 間 へ の 影 響 に つ い て 考 察
す る 。 	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表 ２ -５ ． デ ザ イ ン 開 発 業 務 の デ ー タ 例 	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デ
ザ
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ン
量
産
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D1 11 Hum anTechnology 1 958 0 7,664,000 295 80 75 0 63 0 355 90 0 0
D1 11 Hum anTechnology 2 689 2,000,000 7,512,000 244 230 0 0 0 20 165 30 0 0
D1 12 User	 Interface 1 602 0 4,816,000 153 28 0 0 32 0 29 360 0 0
D1 12 User	 Interface 2 1100 1,294,600 10,094,600 219 22 0 0 75 0 61 723 0 0
D1 13 G UI 1 199 883,000 2,475,000 64 0 0 0 0 0 0 135 0 0
D1 13 G UI 2 106 0 848,000 24 0 8 0 0 0 12 62 0 0
D2 21 kaihatsu 1 110 1,000,000 1,880,000 24 8 69 0 3 0 0 0 0 6
D2 21 kaihatsu 2 1200 18,504,380 28,104,380 140 120 844 0 48 0 0 0 0 48
D2 22 TV 1 529 9,192,700 13,424,700 30 70 270 130 2 0 0 0 0 27
D2 22 TV 2 164 2,521,800 3,833,800 6 0 130 15 2 0 0 0 0 11
D2 22 DVD 1 318 953,600 3,497,600 100 40 46 50 5 0 0 0 0 77
D2 22 DVD 2 257 2,945,080 5,001,080 121 27 70 0 6 0 0 0 0 33
D2 23 PC 1 578 0 4,624,000 48 72 80 330 8 0 0 0 0 40
D2 23 PC 2 262 0 2,096,000 24 16 0 190 8 0 0 0 0 24
D2 23 TEL 1 214 3,625,100 5,337,100 17 18 134 0 4 0 0 0 0 41
D2 23 TEL 2 633 3,598,000 8,662,000 216 110 122 0 53 0 0 0 0 132
D3 31 Eakon-D 4 305 412,500 2,852,500 70 30 100 20 0 0 0 0 0 85
D3 31 Eakon-D 6 445 945,900 4,505,900 110 30 130 50 0 0 0 0 0 125
D3 32 Kurina-D 5 545 105,000 4,465,000 110 70 250 30 0 0 20 0 0 65
D3 32 Kurina-D 6 320 1,654,600 4,214,600 70 50 10 0 0 0 0 0 0 190
D3 32 Airon-D 7 270 1,664,100 3,824,100 50 40 90 0 0 0 0 0 0 90
D3 32 Airon-D 8 290 523,500 2,843,500 50 60 30 0 0 0 0 0 0 150
D3 32 Renji-D 9 813 3,740,000 10,244,000 190 130 363 0 0 0 80 40 0 10
D3 32 Renji-D 10 414 0 3,312,000 62 94 198 0 0 0 30 10 0 20
D3 32 Syokki-D 12 431 2,451,900 5,899,900 84 88 171 0 0 0 50 30 0 8
D3 32 C offee-D 13 124 398,900 1,390,900 24 28 48 0 0 0 4 4 0 16
D3 32 Landry-D 14 1340 1,247,200 11,967,200 455 15 280 310 0 0 0 0 0 280
D3 32 Landry-D 15 618 77,000 5,021,000 200 0 46 82 0 0 0 0 0 290
D4 41 M arket 1 1200 6,000,000 15,600,000 160 840 0 0 200 0 0 0 0 0
D4 41 M arket 2 269 117,000 2,269,000 80 160 0 0 29 0 0 0 0 0
D4 42 Kokyaku 1 312 1,363,166 3,859,166 31 52 2 84 90 0 0 0 0 53
D4 42 Kokyaku 2 201 305 1,608,305 30.5 65 0 0 100 0 5.5 0 0 0
D4 42 Kokyaku 3 144 1,270,000 2,422,000 39 0 0 0 105 0 0 0 0 0
D4 43 Product-D 3 412 1,147,825 4,443,825 52 30 124 96 53 0 35 0 0 22
D4 43 Product-D 4 476 538,444 4,346,444 30 50 199 116 10 0 35 0 0 36
D4 43 Product-D 5 549 1,142,500 5,534,500 124 68 138 137 12 0 28 0 0 42
D4 43 Product-D 6 212 1,476,000 3,172,000 34 40 84 0 26 0 12 0 0 16
D4 43 Product-D 7 210 0 1,680,000 32 30 80 50 0 0 13 0 0 5
D4 43 Product-D 8 242 193,900 2,129,900 40 41 107 12 24 0 18 0 0 0
デザイン作業区分と作業時間
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図 ２ -８ ． デ ザ イ ン 開 発 時 間 の 記 述 統 計 量 	 
	 
対 象 イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で は デ ザ イ ン 担 当 分 野 を ４ つ の グ ル ー プ に 分 け （ こ
こ で は 便 宜 的 に D1～ D4 と 呼 ぶ ）， 異 な る 事 業 主 体 と の 連 携 に よ り 業 務 を 推 進 し
て い る 。 そ こ で ， 多 変 量 管 理 図 [11 ]を 活 用 し ， 各 グ ル ー プ と 各 作 業 項 目 を も と
に 活 動 状 況 を 可 視 化 し た（ 図 ２ -９ ）。図 ２ -９ の 横 軸 に は デ ザ イ ン 作 業 項 目 毎 に
デ ザ イ ン 担 当 分 野 の 平 均 値 を 示 す 。 	 
結 果 ， 作 業 項 目 平 均 か ら ，「 K1.会 議 ・ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 」 が ４ グ ル ー プ 共
通 に 最 も 時 間 を 要 し ， 次 に ，「 O1.デ ザ イ ン 検 討 」「 O2. 3 D - C A D 入 力 」， ま た ，
「 O6. U I・ 画 面 デ ザ イ ン 」に 時 間 を 要 し て い る こ と が 明 確 に な っ た 。ま た ，グ ル
ー プ 毎 の 時 間 平 均 の 特 徴 を み る と D1 グ ル ー プ は ，「 O5.ヒ ュ ー マ ン テ ク ノ ロ ジ ー 」
と「 O6. U I・画 面 デ ザ イ ン 」の 作 業 時 間 が 非 常 に 多 い が ，「 P1.企 画・計 画・調 査 」，
す な わ ち 開 発 プ ロ セ ス の 前 半 に 時 間 が 割 け て い な い 状 況 が わ か っ た 。 D2 や D3
グ ル ー プ の よ う に 商 品 デ ザ イ ン を 担 当 す る グ ル ー プ で は ， 作 業 項 目 毎 の 時 間 の
配 分 パ タ ー ン が 類 似 し て い る こ と が わ か っ た 。D4 グ ル ー プ は ，シ ス テ ム や ソ リ
ュ ー シ ョ ン の デ ザ イ ン を 担 当 す る 。検 討 に 時 間 を か け る が ，本 来 あ る べ き「 O3.
提 案 書 （ 顧 客 提 案 ） 作 成 」 の 時 間 が 少 な い こ と が 明 ら か に な っ た 。 	 
実 際 の デ ザ イ ン 開 発 業 務 の 費 用 を 定 量 的 に 把 握 す る た め に ， 商 品 毎 に デ ザ イ
ン 作 業 時 間 を 分 析 し た 。 デ ザ イ ン 作 業 時 間 に 商 品 に よ る 差 が あ る か ど う か を 分
散 分 析 に よ っ て 分 析 し た と こ ろ ， 有 意 な 差 が 認 め ら れ た （ P 値 ＝ 0. 0 3 6＜ 0. 0 5）
[1 2 ] 	 （ 図 ２ -１ ０ ）。 	 
件
数
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図 ２ -９ ． デ ザ イ ン 開 発 グ ル ー プ ／ 作 業 項 目 別 	 作 業 時 間 （ 多 変 量 管 理 図 ） 	 
 
図 ２ -１ ０ ． デ ザ イ ン 開 発 別 	 作 業 時 間 （ 分 散 分 析 ） 	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［Ｄ１］平均
［Ｄ２］平均
［Ｄ３］平均
［Ｄ４］平均
作業項⽬目
時
間
One-‐‑‒way  Anal ysi s   of    Vari ance
Individual	 95%	 CIs	 For	 Mean
Based	 on	 Pooled	 StDev
Level	 	 	 	 	 	 	 N	 	 	 	 	 	 平均 標準偏差 -------+---------+---------+---------
11.Human	 	 	 	 7	 	 	 	 	 448.4	 	 	 	 	 371.6	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (------*------)	 
12.User	 	 	 	 	 6	 	 	 	 1022.3	 	 	 	 	 967.3	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (------*-------)	 
13.Gamen	 	 	 	 9	 	 	 	 	 553.2	 	 	 	 	 799.7	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (-----*-----)	 
14.WebDe	 	 	 	 9	 	 	 	 	 	 49.1	 	 	 	 	 	 64.3	 	 	 	 (-----*-----)	 
21.kaiha	 	 	 	 3	 	 	 	 	 463.3	 	 	 	 	 638.1	 	 	 	 	 	 	 	 (---------*---------)	 
22.TV-D	 	 	 	 	 3	 	 	 	 	 323.7	 	 	 	 	 186.7	 	 	 	 	 (---------*----------)	 
23.VTR-D	 	 	 	 6	 	 	 	 	 253.7	 	 	 	 	 	 56.5	 	 	 	 	 	 	 (------*------)	 
24.DVD-D	 	 	 	 3	 	 	 	 	 334.3	 	 	 	 	 	 86.7	 	 	 	 	 (----------*---------)	 
25.PC-D	 	 	 	 	 4	 	 	 	 	 293.0	 	 	 	 	 199.9	 	 	 	 	 	 (--------*--------)	 
26.TEL-D	 	 	 	 5	 	 	 	 	 430.2	 	 	 	 	 266.2	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (-------*-------)	 
31.Eakon	 	 	 	 7	 	 	 	 	 485.7	 	 	 	 	 313.3	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (------*-----)	 
32.Kurin	 	 	 	 5	 	 	 	 	 340.0	 	 	 	 	 180.0	 	 	 	 	 	 	 	 (-------*-------)	 
33.Airon	 	 	 	 2	 	 	 	 	 280.0	 	 	 	 	 	 14.1	 	 (------------*-----------)	 
34.Cyori	 	 	 	 5	 	 	 	 	 396.6	 	 	 	 	 268.1	 	 	 	 	 	 	 	 	 (-------*-------)	 
35.Landr	 	 	 	 4	 	 	 	 	 633.5	 	 	 	 	 497.0	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (--------*-------)	 
41.Marke	 	 	 	 2	 	 	 	 	 734.5	 	 	 	 	 658.3	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (------------*-----------)	 
42.Kokya	 	 	 	 9	 	 	 	 	 143.7	 	 	 	 	 	 76.0	 	 	 	 	 	 (-----*-----)	 
43.Produ	 	 	 10	 	 	 	 	 401.8	 	 	 	 	 174.8	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (-----*-----)	 
44.Iyou- 9	 	 	 	 	 816.2	 	 	 	 	 622.0	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (-----*-----)	 
-------+---------+---------+---------
Pooled	 StDev =	 	 	 	 444.3	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 0	 	 	 	 	 	 	 500	 	 	 	 	 	 1000
11.HumanTechnol ogy
12.UserInterface
13.GUI
14.Web  Desi gn
21.kai hatsu
22.TV
23.VTR
24.DVD
25.PC
26. tel ophone
31.Ai rcon
32.Vacuum   cl ea er
33.Iron
34.Cooki ng
35.Laundry
41.marketi ng
42.kokyaku
43.Products
44.Medi cal
Source	 	 	 	 	 DF	 	 	 	 	 	 SS	 	 	 	 	 	 	 MS	 	 	 	 	 	 	 F	 	 	 	 	 	 	 P
CORE-Bus	 	 	 18	 	 	 6423022	 	 	 	 356835	 	 	 1.81	 	 	 	 0.036
平均時間 標準偏差
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こ の 結 果 は ， 商 品 に よ っ て 必 要 と す る デ ザ イ ン 作 業 時 間 が 異 な る こ と を 示 唆
し て お り ， デ ザ イ ン 作 業 時 間 は 商 品 別 に 設 定 す る こ と の 必 要 性 を 示 す も の と 考
え る 。 以 上 の 分 析 例 の よ う に ， 様 々 な 業 務 分 析 が 可 能 と な る こ と が わ か る 。 	 
	 
( 3 ) 	 業 務 管 理 の 実 施 	 
こ れ ま で 述 べ た 分 析 結 果 を 踏 ま え ， 業 務 管 理 プ ロ セ ス 改 善 策 と し て デ ザ イ ン
業 務 の 定 量 化 を 目 的 と し た ，「 業 務 管 理 シ ス テ ム 」 の 開 発 方 針 を 以 下 に 定 め た 。
「 業 務 管 理 シ ス テ ム 」 は ， デ ザ イ ン 開 発 業 務 が 発 生 し た 場 合 に 管 理 職 に よ り 業
務 の 属 性 を 選 定 し 発 番 を 行 う「 業 務 No 発 番 シ ス テ ム 」と イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン 全
従 業 員 が 作 業 項 目 に 従 い 業 務 時 間 を 入 力 す る と と も に ， デ ザ イ ン 業 務 件 数 や 業
務 時 間 の タ イ ム リ ー な 集 計 を 可 能 と し た 「 業 務 入 力 シ ス テ ム 」 と で 構 成 す る こ
と と し た 。 4.2 . 2 項 で ， 管 理 業 務 の 効 率 を 低 下 さ せ る 最 重 要 要 因 と し て 特 定 し
た ， ② 業 務 No 発 番 の 適 正 化 ， (2)デ ー タ 入 力 ・ 集 計 作 業 の ダ ブ り の 改 善 ， (3)
業 務 見 積 り の 精 度 ， の 改 善 効 果 や 精 度 を 高 め る た め に ， 特 に ， 百 数 十 名 規 模 の
イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 業 務 時 間 を メ ト リ ッ ク と し た 経 営 管 理 の 実 施 に お い て は ，
業 務 時 間 デ ー タ の 入 力 ミ ス ， タ イ ム リ ー な 活 用 （ 集 計 ， 分 析 ） や 管 理 の 効 率 化
を 更 に 高 め る た め に Ｉ Ｔ シ ス テ ム の 援 用 が 必 須 と な る と 考 え た 。 	 
「 業 務 No 発 番 シ ス テ ム 」の 業 務 発 番 シ ー ト は ，4.3 . 2 項 で 管 理 デ ー タ と し て
特 定 し た ６ 項 目 で 構 成 し た 。 こ れ に よ り ， 担 当 グ ル ー プ で は ， 商 品 毎 や 担 当 グ
ル ー プ 毎 の 活 動 時 間 や 件 数 等 の デ ザ イ ン 開 発 業 務 状 況 を 自 ら 集 計 す る こ と な く ，
必 要 な 時 に 確 認 す る こ と が で き る 。 業 務 部 で は ， 部 門 統 一 基 準 に よ る 精 度 の 高
い 業 務 デ ー タ の 集 計 と 関 連 部 門 に 向 け た 活 用 が 可 能 と な る 。 	 
ま た ， 業 務 時 間 は ， 直 接 （ デ ザ イ ン 開 発 ） 業 務 時 間 と 間 接 業 務 時 間 と に 区 分
し て 集 計 す る 。直 接 業 務 時 間 に つ い て は ，4.3 . 2 項 で 特 定 し た 10 の デ ザ イ ン 作
業 項 目 を 入 力 項 目 と し た 。 ま た ， 間 接 業 務 時 間 は ， 現 在 ， デ ザ イ ン 開 発 業 務 と
直 接 関 係 の 無 い 業 務 時 間 全 体 を 対 象 と し ， ① コ ー ポ レ ー ト デ ザ イ ン 業 務 ， ② 部
門 運 営 ， ③ 社 内 活 動 ， ④ セ ン タ ー 内 活 動 ， ⑤ 教 育 ・ 研 修 ， ⑥ 業 務 報 告 ， ⑦ 社 外
活 動 ， ⑧ 定 形 業 務 の ８ 項 目 に 区 分 し た （ 図 ２ -11）。 	 
「 業 務 管 理 シ ス テ ム 」 導 入 に よ る 業 務 管 理 時 間 の 削 減 効 果 を 検 証 す る た め ，
上 記 内 容 で 構 成 さ れ る「 業 務 No 発 番 シ ス テ ム 」と「 業 務 入 力 シ ス テ ム 」の プ ロ
ト タ イ プ を 作 成（ 図 ２ -11）し ，１ 年 間 の 運 用 実 績 と し て ，業 務 管 理 時 間 を 集 計
し た と こ ろ ， 1,0 6 0 . 5 時 間 と な っ た 。「 業 務 管 理 シ ス テ ム 」 導 入 以 前 の 367 1 . 3
時 間 と 比 較 す る と 業 務 管 理 に 掛 か る コ ス ト が 年 間 で 2,6 1 0 時 間 改 善 さ れ る 結 果
と な っ た 。 	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業 務 No 発 番 シ ス テ ム 	 
	 
業 務 入 力 シ ス テ ム 	 
図 ２ -１ １ ． 業 務 No 発 番 シ ス テ ム と 業 務 入 力 シ ス テ ム (例 )	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２ ． ５ ． お わ り に  
 
本 章 で は ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 経 営 を 測 定 が 難 し い デ ザ イ ン の 質 の 評 価 や
経 済 効 果 で は な く ， 業 務 時 間 と い う メ ト リ ッ ク で 管 理 し ， 工 程 の 見 え る 化 ， デ
ー タ ド リ ブ ン な 要 因 の 特 定 と 改 善 を 行 う 方 法 を 提 案 し ， そ の 有 用 性 を 示 し た 。
具 体 的 に は ， よ り 多 様 化 し 高 度 化 す る イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 活 動 に お い て ， 限
ら れ た 資 源 の 中 で 質 の 向 上 を 目 指 す た め に 業 務 時 間 に 着 目 し ， こ れ を 定 量 的 に
把 握 ・ 分 析 す る 仕 組 み を 構 築 す る こ と に よ っ て ， デ ー タ ド リ ブ ン な 部 門 マ ネ ジ
メ ン ト を 実 現 で き る こ と を 示 し た 。  
提 案 方 法 の 適 用 結 果 は ， 一 企 業 の 一 事 例 で あ る た め ， 他 の 大 規 模 な イ ン ハ ウ
ス デ ザ イ ン に 応 用 で き る よ う な 普 遍 的 な 経 営 管 理 の 方 法 に す る た め の 要 件 を 考
察 す る 。  
本 研 究 で 提 案 し た 経 営 管 理 方 法 を 対 象 企 業 に 適 用 し 効 果 を 確 認 し て か ら 数 年
後 に ， 対 象 企 業 の 事 業 セ グ メ ン ト の 構 成 比 が 民 生 分 野 （ 家 電 や Ａ Ｖ 機 器 ） か ら
社 会 イ ン フ ラ 分 野 へ と 大 き く シ フ ト し た 。 イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で も 部 門 内 の グ
ル ー プ 編 成 を 大 幅 に 変 更 す る な ど の 対 応 が 行 わ れ た が ， 本 研 究 で 提 案 し た 業 務
管 理 シ ス テ ム は 継 続 的 に 運 用 さ れ て お り ， そ の 改 善 を 目 的 に ， 数 年 後 に 提 案 方
法 を 用 い て 分 析 を 行 っ た 。 本 論 文 で は そ の 詳 細 は 述 べ な い が ， 結 論 と し て ， 業
務 時 間 に 着 目 し た 経 営 管 理 の 方 法 は 有 効 で あ る こ と ， 業 務 管 理 シ ス テ ム は 改 修
を 行 わ な く て も 経 営 管 理 に 資 す る 状 態 に あ る こ と が わ か り ， 一 定 の 普 遍 性 が あ
る こ と を 示 し た 。  
一 方 ， 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の 業 務 拡 大 に よ り ， 客 先 と 共 同 で 様 々 な リ サ ー チ を
行 う 従 来 は 少 な か っ た フ ィ ー ル ド 調 査 や 各 種 ワ ー ク シ ョ ッ プ の フ ァ シ リ テ ー シ
ョ ン 業 務 な ど ， 外 注 化 で き な い 業 務 割 合 が 増 え ， 一 層 の 効 率 化 や 見 積 精 度 の 向
上 が 求 め ら れ る 状 況 を あ ら わ に す る こ と が で き た 。  
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第 ３ 章 	 継 続 型 コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野 に お け る 創 造 型 製 品 の
デザイン開発プロセス  
	 
３ ． １ ． は じ め に  
 
第 ３ 章 で は ， 継 続 型 コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野 に お け る 創 造 性 を 高 め た デ ザ イ ン
の た め の デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 方 法 を 示 す [1]。  
	 企 業 内 の デ ザ イ ン 活 動 に は 様 々 な も の が あ る が ， 中 で も 重 要 な も の に ， 継 続
型 主 力 製 品 の デ ザ イ ン が あ る 。 継 続 型 主 力 製 品 と は ， 洗 濯 機 ， 冷 蔵 庫 ， テ レ ビ
や パ ソ コ ン の よ う に 家 庭 で 使 用 さ れ ， 常 に 新 製 品 が 市 場 に 投 入 さ れ る 製 品 で あ
る 。各 企 業 は ，企 業 ブ ラ ン ド ，製 品 特 徴 の 継 続 性（ Pro d u c t 	 T r a j e c t o r y [ 2 ] [ 3 ]），
性 能 や 価 格 等 に よ り ， 競 合 他 社 へ の 優 位 性 を 確 保 し な が ら ， 世 界 中 の 市 場 環 境
の 変 化 に 対 応 し た 製 品 を 開 発 し ， 半 年 か ら １ 年 毎 に 市 場 へ 投 入 し て い る 。 そ の
た め ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン は ， ユ ー ザ ー の デ ザ イ ン へ の 要 求 の 変 化 を 推 測 し な
が ら ， 常 に 自 社 製 品 が 高 い 優 位 性 を 維 持 で き る よ う に ， 製 品 を デ ザ イ ン 開 発 す
る こ と が ， 事 業 的 側 面 に お け る 使 命 と な る 。 イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン は ， 技 術 の 可
視 化 や 企 業 ら し さ の 保 持 な ど ， 様 々 な 要 件 を ク リ ア し な け れ ば な ら な い 。 	 
そ こ で 本 章 は ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 中 で ， こ の よ う な 継 続 型 主 力 製 品 の デ
ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス を と り あ げ ， ユ ー ザ ー 要 求 へ の 確 認 を 通 じ て ， 事 業 目 標 と
し て 設 定 し た 販 売 台 数 目 標 と の 合 致 性 を 検 証 し な が ら ， 製 品 を デ ザ イ ン 開 発 す
る 方 法 を 提 示 し た 。 そ の 方 法 を 実 際 の デ ザ イ ン 開 発 業 務 に 適 用 し ， そ の 有 用 性
を 検 証 し た [1]。 	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３ ． ２ ． 本 章 の 目 的  
 
こ れ ま で の デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス と は ，JID A“ プ ロ ダ ク ト デ ザ イ ン“ [4]が ま
と め て い る よ う に ， １ ． 企 業 デ ザ イ ン 戦 略 ， ２ ． 商 品 デ ザ イ ン 戦 略 ， ３ ． デ ザ
イ ン 企 画 ， ４ ． デ ザ イ ン 開 発 ， ５ ． デ ザ イ ン フ ォ ロ ー （ 製 造 段 階 ， 営 業 段 階 ），
の よ う に 行 わ れ ，各 プ ロ セ ス に 対 応 し 様 々 な 手 法 が あ る [5]。デ ザ イ ン 開 発 の た
め に 行 う 調 査 ・ 分 析 は ， 販 売 台 数 な ど の 事 業 目 標 と 直 結 し て お ら ず ， 調 査 に よ
っ て ， 製 品 企 画 に 合 致 し ， 顧 客 の 受 容 性 が 高 い 結 果 に な っ て も ， そ の デ ザ イ ン
を 採 用 す る こ と に よ る 事 業 目 標 に 対 す る 貢 献 度 を 必 ず し も 明 確 に で き な い と い
う 課 題 が あ っ た 。 ま た ， 販 売 台 数 な ど の 事 業 目 標 と の 合 致 性 を デ ザ イ ン 開 発 プ
ロ セ ス の 中 で 分 析 ・ 応 用 し た 先 行 研 究 は な く ， こ れ に つ い て 解 決 す る 方 法 論 は
提 案 さ れ て い な い 。 	 
販 売 台 数 目 標 に 対 し て 市 場 受 容 性 の 予 測 精 度 の 高 い デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス を
推 進 し デ ザ イ ン 決 定 に 結 び 付 け る こ と は ， 企 業 に と っ て 重 要 な 課 題 で あ る 。 特
に 継 続 型 主 力 製 品 で は ， デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス を 通 じ て ， 開 発 製 品 の 販 売 台 数
等 を 予 測 し な が ら ， 企 業 が 意 図 す る 製 品 の 特 徴 （ オ リ ジ ナ リ テ ィ ） を 計 画 的 に
創 り 上 げ 市 場 に 投 入 す る こ と が ，事 業 活 動 を 優 位 に 推 進 す る た め に 重 要 で あ る 。 
本 章 で 提 案 す る 方 法 は ， 継 続 型 主 力 製 品 の デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス に お い て ，
ユ ー ザ ー の 受 容 性 の 確 認 を 通 じ て 販 売 台 数 目 標 と の 合 致 性 を 検 証 し な が ら ， 製
品 デ ザ イ ン 開 発 を 行 う こ と に 特 徴 が あ り ， 販 売 台 数 目 標 に 沿 っ て よ り 精 度 の 高
い デ ザ イ ン 決 定 を 行 う こ と を 目 的 と す る 。  
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３ ． ３ ． 研 究 プ ロ セ ス  
 
販 売 台 数 目 標 と 外 観 デ ザ イ ン の 特 徴 や ユ ー ザ ー イ メ ー ジ と の 関 係 を 把 握 し た 。
こ の 関 係 を 反 映 し た 製 品 デ ザ イ ン に つ い て ， ユ ー ザ ー の 受 容 性 を 基 に し た 市 場
で の ポ ジ シ ョ ニ ン グ を 検 証 す る こ と に よ り ，計 画 し た 販 売 台 数 が 達 成 で き る か ，
ま た ， デ ザ イ ナ ー の 意 図 通 り に ユ ー ザ ー に 受 容 さ れ る か に つ い て ， デ ザ イ ン 開
発 プ ロ セ ス に フ ィ ー ド バ ッ ク す る 方 法 を 開 発 し た 。  
本 方 法 は ， 継 続 型 主 力 製 品 を 対 象 に ， 販 売 台 数 目 標 と の 合 致 性 に つ い て 製 品
の 外 観 デ ザ イ ン と ユ ー ザ ー イ メ ー ジ と の 両 面 か ら ， 以 下 の プ ロ セ ス に 沿 っ て 分
析 す る も の で あ る （ 図 ３ － １ ）。  
外 観 デ ザ イ ン の 分 析 で は ，外 観 デ ザ イ ン を 構 成 す る フ ォ ル ム 要 素 を 特 定 し た 。
フ ォ ル ム 要 素 を 用 い て 主 要 な 製 品 の 外 観 デ ザ イ ン の 変 遷 と 継 続 性 を 分 析 す る と
と も に ， 販 売 台 数 の 多 か っ た 製 品 に 注 目 し ， 市 場 で 好 評 な フ ォ ル ム 要 素 の 特 徴
を 分 析 し た 。  
ユ ー ザ ー イ メ ー ジ の 分 析 で は ， 外 観 デ ザ イ ン に 対 す る イ メ ー ジ 調 査 の デ ー タ
を 基 に ，「 好 き な デ ザ イ ン 」 と 販 売 台 数 と の 関 係 ， ま た ，「 好 き な デ ザ イ ン 」 と
関 係 の 強 い 印 象 ワ ー ド を 特 定 し た 。  
コ レ ス ポ ン デ ン ス 分 析 に て 外 観 デ ザ イ ン の ポ ジ シ ョ ニ ン グ マ ッ プ を 作 成 し ，
製 品 間 ， ま た ，「 好 き な デ ザ イ ン 」 と 印 象 ワ ー ド 間 の 関 係 を 視 覚 的 に 表 現 し た 。
ポ ジ シ ョ ニ ン グ マ ッ プ に よ り ， 企 業 毎 に 製 品 の 外 観 デ ザ イ ン の 変 遷 と 継 続 性 を
確 認 す る と と も に ， 販 売 台 数 の 多 い 外 観 デ ザ イ ン の 位 置 を 特 定 し た 。  
こ の 位 置 を タ ー ゲ ッ ト と し て デ ザ イ ン 開 発 を 行 う 。 デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の
中 で 製 作 さ れ た デ ザ イ ン 案 に 対 し て ，ポ ジ シ ョ ニ ン グ マ ッ プ 上 で 位 置 を 評 価 し ，
デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス に フ ィ ー ド バ ッ ク を 行 う 。  
本 方 法 で 特 定 し た ，販 売 台 数 の 多 い 外 観 デ ザ イ ン の フ ォ ル ム 要 素 と ，「 好 き な
デ ザ イ ン 」 と 関 係 の 強 い 印 象 ワ ー ド に よ り ， デ ザ イ ン コ ン セ プ ト を 導 出 し ， 翌
年 の 製 品 の デ ザ イ ン 開 発 を 行 っ た 。 デ ザ イ ン 案 が ポ ジ シ ョ ニ ン グ マ ッ プ 上 で 狙
っ た 販 売 台 数 の 多 い 位 置 に 付 置 で き る よ う ， デ ザ イ ン 開 発 と ポ ジ シ ョ ニ ン グ マ
ッ プ 上 で 検 証 プ ロ セ ス を 実 施 し ， 最 終 デ ザ イ ン と し て 方 向 付 け た 。 市 場 投 入 後
の 販 売 状 況 を 確 認 す る こ と に よ り ， 提 案 し た 方 法 の 妥 当 性 を 確 認 し た 。  
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図 ３ -１ ． 販 売 台 数 目 標 と の 合 致 性 検 証 を 組 込 ん だ デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス 	 
 
３ ． ３ ． １ ． 外 観 デ ザ イ ン と 販 売 台 数 と の 合 致 度 調 査  
 
企 業 が 継 続 型 主 力 製 品 に お い て 期 待 す る デ ザ イ ン は ， 対 象 市 場 に お い て 大 き
な デ ザ イ ン の 流 れ に 即 し て い る こ と ， そ の 中 で 他 社 製 品 と 比 較 し ， 製 品 の 特 徴
を 強 く 備 え て い る こ と で あ る 。 各 社 か ら 毎 年 発 売 さ れ る 製 品 に つ い て ， 外 観 デ
ザ イ ン の 変 遷 と 継 続 性 の 特 徴 を 確 認 し た 。  
調 査 対 象 は ，日 本 国 内 の 家 電 製 品 の 中 で ，冷 蔵 庫 と 並 び 企 業（ 電 機 メ ー カ ー ）
へ の 売 上 寄 与 が 大 き く ， 毎 年 ， 継 続 的 に 主 力 製 品 が 開 発 さ れ て い る 全 自 動 洗 濯
機 （ 以 降 ， 洗 濯 機 と 略 す ） と し た 。 	 
日 経 BP 調 査 に よ る GfK デ ー タ の 全 国 有 力 家 電 量 販 店 の 販 売 実 績 デ ー タ （ POS
デ ー タ ）[6］を も と に ，洗 濯 機 の 容 量 別 販 売 機 種 構 成 比 を 確 認 す る と ，199 6（ 平
成 ８ ） 年 以 降 ， 洗 濯 機 の 容 量 は 大 型 化 傾 向 に あ っ た 。 中 で も 容 量 （ ７ ～ ８ kg）
の 洗 濯 機 は ，大 型 の 主 力 機 種 で あ り ，年 間 ，出 荷 さ れ る 洗 濯 機 の 台 数（ 199 9（ 平
成 11）年 は 約 3,6 8 0 k 台 ）の 約 30％ を 占 め ，増 加 傾 向 に あ っ た 。ま た 企 業 で は ，
容 量 ７ ～ ８ kg）の 洗 濯 機 を 大 型 化 共 通 設 計 の 基 本 と な る 機 種 に 位 置 づ け て お り ，
８ kg 以 上 の デ ザ イ ン に も 影 響 を 与 え る 製 品 で あ る 。そ こ で ，調 査 対 象 は ，洗 濯
機 の 中 で も 各 社 が 重 要 な 製 品 に 位 置 づ け て い た 容 量 （ ７ ～ ８ kg） の 洗 濯 機 と し
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た 。  
国 内 電 機 メ ー カ ー ６ 社 よ り 199 7（ 平 成 ９ ） 年 か ら 200 1（ 平 成 13） 年 に 発 売
さ れ た 29 製 品 （ 予 定 30 製 品 の う ち ， 市 場 で 製 品 が 確 認 で き た 製 品 数 ） を 調 査
対 象 と し た 。 調 査 で は ， 企 業 に お け る 製 品 デ ザ イ ン 開 発 の 状 況 に 即 し た 方 法 論
の 確 立 を 目 的 と し ， 洗 濯 機 開 発 に 関 わ る 企 業 の 製 品 企 画 ， 技 術 ・ 設 計 ， 営 業 ，
お よ び デ ザ イ ナ ー が 担 当 し た 。 	 
製 品 や 機 能 の 特 徴 と な り ， デ ザ イ ン 開 発 の ポ イ ン ト と な る 要 素 と し て ， 外 観
デ ザ イ ン を 構 成 す る フ ォ ル ム 要 素 を 抽 出 し た 。 フ ォ ル ム 要 素 を 用 い て ， 各 社 洗
濯 機 の 外 観 デ ザ イ ン の 変 遷 と 継 続 性 の 特 徴 を 分 析 し た 。 ま た ， 200 1（ 平 成 13）
年 を 対 象 に 販 売 台 数 の 多 い ３ 製 品 を 選 定 し ， 市 場 で 好 評 な 製 品 の フ ォ ル ム 要 素
の 特 徴 を 抽 出 し た 。 	 
 
３ ． ３ ． ２ ． ユ ー ザ ー イ メ ー ジ 調 査  
 
対 象 製 品 に つ い て ， ユ ー ザ ー が 外 観 デ ザ イ ン か ら 受 け る 印 象 を ア ン ケ ー ト に
て 調 査 し た 。 対 象 製 品 は ， 3.3 . 1 .項 で 外 観 デ ザ イ ン を 調 査 し た も の と 同 じ 29
製 品 と し た 。 	 
ユ ー ザ ー か ら 見 た デ ザ イ ン の 印 象 を 定 量 的 に 把 握 す る た め ， 各 製 品 の 外 観 デ
ザ イ ン を 提 示 し ， 感 性 に 基 づ い た 評 価 （ 官 能 評 価 ） と し て 15 の 印 象 ワ ー ド に ，
全 体 の 印 象 か ら 好 き か ど う か の 評 価 と し て 「 好 き な デ ザ イ ン 」 の 項 目 を 加 え た
計 16 の 調 査 項 目 に つ い て ，該 当 す る 項 目 を 選 択 さ せ る ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し
た 。 ア ン ケ ー ト 調 査 に 用 い た 印 象 ワ ー ド は ， 筆 者 が 所 属 す る イ ン ハ ウ ス デ ザ イ
ン で ， 洗 濯 機 を 評 価 す る た め に 継 続 的 に 使 用 し て い る も の で ， デ ザ イ ン の イ メ
ー ジ か ら 連 想 さ れ る 印 象 ワ ー ド や カ タ ロ グ 等 に 記 さ れ る ス ペ ッ ク に 近 い キ ー ワ
ー ド の 中 か ら ， 過 去 の 調 査 に お い て 回 答 者 に マ ー ク さ れ る 率 の 低 か っ た 印 象 ワ
ー ド を 省 い た 15 の 印 象 ワ ー ド を 選 定 し た 。 	 
調 査 対 象 者 は ，企 業 で 登 録 し て い る 社 外 の モ ニ タ （ー 10 0 0 人 以 上 の 一 般 の 方 ）
の 中 か ら 一 年 以 内 に 洗 濯 機 を 購 入 し た 方 ， ま た ， 今 後 購 入 希 望 の 方 を ス ク リ ー
ニ ン グ し ， 20 代 か ら 50 代 の 一 般 主 婦 10 名 と し た 。 	 
	 
３ ． ３ ． ３ ． ユ ー ザ ー イ メ ー ジ と 販 売 台 数 と の 合 致 度 評 価  
	 
上 記 調 査 を 基 に コ レ ス ポ ン デ ン ス 分 析 を 実 施 し ， ポ ジ シ ョ ニ ン グ マ ッ プ 上 に
印 象 ワ ー ド と 各 製 品 を 付 置 し た 。 コ レ ス ポ ン デ ン ス 分 析 は ， 離 散 デ ー タ を 集 計
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し た 分 割 表 を 分 析 し ， カ テ ゴ リ ー の 関 係 の 強 さ や 類 似 性 を 図 示 す る こ と に よ っ
て ２ 組 の 質 的 変 数 の 関 係 を 視 覚 的 ・ 直 感 的 に 解 釈 さ せ る 分 析 手 法 で あ る 。 ポ ジ
シ ョ ニ ン グ マ ッ プ 上 で 近 い 位 置 に あ る 製 品 や 印 象 ワ ー ド は ， そ れ ら が 回 答 者 に
と っ て 関 係 が 強 い ， と 知 覚 さ れ て い る も の と 解 釈 す る 。 	 
ま ず ，199 7（ 平 成 ９ ）年 か ら 200 1（ 平 成 13）年 の 洗 濯 機 に お け る 印 象 ワ ー ド
や 各 製 品 の ポ ジ シ ョ ニ ン グ を 確 認 し ， 各 製 品 の 外 観 デ ザ イ ン の イ メ ー ジ に つ い
て ， 変 遷 と 継 続 性 （ プ ロ ダ ク ト ト ラ ジ ェ ク ト リ ー ） を 分 析 し た 。 	 
次 に ， 事 業 目 標 の デ ー タ と し て は ， 調 査 を 実 施 し た 200 1（ 平 成 13） 年 10 月
時 点 で 入 手 可 能 で あ っ た 199 9（ 平 成 11） 年 と 20 0 0（ 平 成 12） 年 の 洗 濯 機 （ ７
～ ８ kg） の 販 売 台 数 を も ち い た 。 各 製 品 の ポ ジ シ ョ ニ ン グ と そ の 製 品 の 販 売 台
数 デ ー タ ， 印 象 ワ ー ド と の 関 係 を 分 析 し ， ポ ジ シ ョ ニ ン グ マ ッ プ 上 で 販 売 台 数
が 多 い 位 置 に つ い て 考 察 し た 。 	 
	 
３ ． ３ ． ４ ． デ ザ イ ン 開 発 と 検 証  
	 
継 続 型 主 力 製 品 の デ ザ イ ン と し て ， Ａ 社 で 企 画 さ れ た ， 翌 年 の 洗 濯 機 を 対 象
に ， 本 分 析 で 特 定 し た フ ォ ル ム 要 素 と ユ ー ザ ー イ メ ー ジ を 用 い て デ ザ イ ン コ ン
セ プ ト を 設 定 し た 。 フ ォ ル ム 要 素 と し て は ， 3.4 . 2 項 で 特 定 し た Ａ 社 の プ ロ ダ
ク ト ト ラ ジ ェ ク ト リ ー に 沿 う と と も に ， 販 売 台 数 の 多 い 製 品 に 共 通 す る フ ォ ル
ム 要 素 を 設 定 し た 。 ま た ， 3.4 . 2 項 で 特 定 し た 好 き な デ ザ イ ン と 相 関 の 高 い 印
象 ワ ー ド を 表 現 す べ き イ メ ー ジ と し て 設 定 し た 。 	 
両 視 点 で 構 成 さ れ る デ ザ イ ン コ ン セ プ ト に そ っ て デ ザ イ ン 開 発 を 行 い ， デ ザ
イ ン プ ロ ト タ イ プ に て ，200 1（ 平 成 13）年 市 場 を 構 成 す る 製 品 を 対 象 に コ レ ス
ポ ン デ ン ス 分 析 を 実 施 し た 。 事 業 目 標 と し て 設 定 し た 販 売 台 数 を 達 成 す る た め
に ， ポ ジ シ ョ ニ ン グ マ ッ プ 上 で タ ー ゲ ッ ト と し た 位 置 に 付 置 さ れ た こ と を 検 証
す る こ と に よ り ， デ ザ イ ン プ ロ ト タ イ プ に 対 す る 事 業 目 標 と の 合 致 性 を 評 価 し
た 。 	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３ ． ４ ． 外 観 デ ザ イ ン と 販 売 台 数 と の 合 致 度 の 分 析  
 
３ ． ４ ． １ ． 外 観 デ ザ イ ン の 変 遷 と 継 続 性  
	 
1 9 9 7（ 平 成 ９ ）年 か ら 200 1（ 平 成 13）年 に ６ 社 か ら 発 売 さ れ た 洗 濯 機 主 力 製
品 の 外 観 デ ザ イ ン を 示 す （ 図 ３ － ２ ）。 200 1（ 平 成 13） 年 の Ｅ 社 製 品 は ， 調 査
当 時 市 場 で 確 認 で き な か っ た た め 調 査 対 象 か ら 除 外 し た 。 洗 濯 機 の 市 場 に お け
る 外 観 デ ザ イ ン の 変 遷 と 継 続 性 を 以 下 の よ う に 把 握 し た 。 	 
	 
図 ３ -２ ． 洗 濯 機 の 外 観 デ ザ イ ン の 変 遷 と 継 続 性 	 
(1 ) 	 窓 （ 上 面 蓋 の 透 明 部 ） は ， 外 観 に 大 き く 影 響 す る 機 能 で あ る 。 洗 濯 漕 を
見 る こ と が で き る 窓 の 上 面 配 置 は ， 199 8（ 平 成 10） 年 に ， Ｂ 社 ， Ｃ 社 ，
Ｄ 社 ，Ｅ 社 よ り 登 場 し ，200 0（ 平 成 12）年 に は 全 ６ 社 で 標 準 搭 載 と な る 。
窓 の 形 状 を デ ザ イ ン の 特 徴 と し た 外 観 デ ザ イ ン が 一 般 化 し た 。 窓 を 各 社
1997年年 1998年年 1999年年 2000年年 2001年年
A社
B社
C社
D社
E社
F社
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共 通 に フ ォ ル ム 要 素 と し ， 200 0（ 平 成 12） 年 で は ， Ａ 社 ， Ｂ 社 は 放 物 線
形 状 ， Ｃ 社 ， Ｄ 社 は 円 形 状 ， Ｆ 社 は 円 弧 形 状 ， Ｅ 社 は 全 面 半 透 明 に て 内
部 の 洗 濯 層 を 大 き く 見 せ る 表 現 と な っ て い る 。 そ の 表 現 の 違 い に よ っ て
各 社 は 差 異 化 を 図 り ，200 0（ 平 成 12）年 ま で に 特 徴 づ け ら れ た 窓 形 状 が ，
200 1（ 平 成 13） 年 以 降 も 基 本 的 に 継 続 さ れ て い る 。 	 
	 
( 2 ) 	 液 晶 表 示 は ， 199 9（ 平 成 11） 年 ， Ｅ 社 他 に て 採 用 さ れ ， 200 1（ 平 成 13）
年 に は ， ５ 社 が 採 用 し た 主 流 の 機 能 で あ る 。 	 
	 
( 3 ) 	 機 能 面 で は ， 199 9（ 平 成 11） 年 に Ｄ 社 が 少 し 傾 斜 し た 洗 濯 層 を 採 用 ， ま
た ， 200 0（ 平 成 12） 年 に Ａ 社 が 洗 剤 自 動 投 入 を 採 用 し た 。 各 社 は ， 大 き
な 差 別 化 要 素 と し て こ れ ら の 機 能 を 継 続 し ， オ リ ジ ナ リ テ ィ の 創 出 を 図
っ て い る 。 	 
	 
継 続 型 主 力 製 品 で は ， 外 観 デ ザ イ ン の 大 き な 軌 跡 を 捉 え つ つ も ， 基 本 機 能 の
デ ザ イ ン 表 現 に 特 徴 を 持 た せ る こ と ， ま た ， 独 自 機 能 を デ ザ イ ン 表 現 す る こ と
で ， 各 社 に よ っ て 差 異 化 が 図 ら れ て い る こ と が 確 認 で き た 。 	 
	 
３ ． ４ ． ２ ． 販 売 台 数 と 関 係 の 強 い フ ォ ル ム 要 素  
	 
市 場 で 評 価 を 得 た 重 要 な 要 素 と し て ， ま た ， デ ザ イ ナ ー が 外 観 デ ザ イ ン の 特
徴 を 表 現 す る た め に 重 視 す る 要 素 と し て ，16 の フ ォ ル ム 要 素 を 抽 出 し た 。対 象
と し た ６ 社 か ら 毎 年 発 売 さ れ た 洗 濯 機 29 製 品 を も と に ，外 観 デ ザ イ ン 全 体 の 形
を 構 成 す る 要 素 や 機 能 や 訴 求 ポ イ ン ト を 表 現 し た 部 分 的 な 要 素 な ど ， 洗 濯 機 の
外 観 デ ザ イ ン の 特 徴 を 表 現 す る 要 素 を フ ォ ル ム 要 素 と し て 抽 出 し た 。 フ ォ ル ム
要 素 の 抽 出 は ， 担 当 デ ザ イ ナ ー と と も に ， 製 品 企 画 担 当 ， 営 業 担 当 ， 技 術 担 当
な ど の 製 品 開 発 に 関 わ る 企 業 内 有 識 者 ６ 名 で 行 っ た 。 デ ザ イ ナ ー が デ ザ イ ン を
表 現 す る 際 に フ ォ ル ム の 特 徴 と し て 重 視 す る フ ォ ル ム 要 素 を 基 本 に ， 各 担 当 が
機 能 面 な ど で 特 徴 と な る ， ま た は ， 特 徴 を 表 わ し や す い フ ォ ル ム 要 素 を 抽 出 し
た 。外 観 デ ザ イ ン は ，外 観 デ ザ イ ン の 構 成 要 素 と し て 抽 出 し た 16 の フ ォ ル ム 要
素 の 構 成 パ タ ー ン と し て 表 す こ と が で き る 。 フ ォ ル ム 要 素 の 記 述 は ， 主 要 部 品
に そ の フ ォ ル ム を 表 現 す る 言 葉 を 与 え て ， 外 観 デ ザ イ ン が ど の よ う な フ ォ ル ム
要 素 の 集 合 と し て 形 成 さ れ て い る か を 検 証 す る も の で あ る 。 	 
19 9 9（ 平 成 11）年 ～ 20 0 1（ 平 成 13）年 の Ａ 社 ，Ｂ 社 の フ ォ ル ム 要 素 の 構 成 パ
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タ ー ン を 図 ３ -３ ，図 ３ -４ に 示 す 。図 ３ -３ の 上 下 は ，フ ォ ル ム 要 素 の 表 現 の 主
要 な 方 向 性 を 表 わ し て い る 。「 1.上 面 形 状 」で は ，上 側 は 丸 み の 表 現 ，下 側 は 四
角 の 表 現 と し ，中 間 を 特 徴 が 無 い ，の 三 段 階 で プ ロ ッ ト し た 。16 の フ ォ ル ム 要
素 に つ い て 三 段 階 で 評 価 し ， 外 観 デ ザ イ ン に お け る フ ォ ル ム 要 素 の 構 成 パ タ ー
ン と し て 表 し た 。 	 
図 ３ -３ か ら Ａ 社 に 共 通 す る 外 観 デ ザ イ ン の 特 徴 は ，「 3.	 窓 形 状 と 操 作 部 」は
一 体 ，「 5.窓 の 形 状 」 は 特 徴 的 （ 窓 は 200 0（ 平 成 12） 年 以 降 搭 載 ），「 6.窓 の 大
き さ 」は 最 小 限 ，「 13.機 能 」は シ ン プ ル ，「 16.液 晶 」は 無 ，で あ る 。こ れ ら が ，
Ａ 社 の フ ォ ル ム 要 素 の 特 徴 で あ る 。ま た ，Ａ 社 は ，199 9（ 平 成 11）年 か ら 200 1
（ 平 成 13） 年 に か け ，「 2.コ ー ナ ー R」 は シ ャ ー プ か ら ソ フ ト の 方 向 に ，「 4.上
面 全 体 」は 平 面 か ら 膨 ら み の 方 向 に ，「 8.蓋 の 大 き さ 」は 部 分 的 か ら 左 右 全 体 の
大 き く 見 せ る 方 向 に ， 外 観 デ ザ イ ン の 大 き な 変 更 を 行 っ た の が 読 み 取 れ る 。 ま
た ， 200 0（ 平 成 12） 年 以 降 ， 洗 剤 自 動 投 入 機 能 を 採 用 し ，「 11.特 徴 的 起 伏 」 を
上 面 に 設 け 継 続 さ せ て い る 。 199 9（ 平 成 11） 年 と 20 0 0（ 平 成 12） 年 以 降 と で
は 構 成 パ タ ー ン が 異 な り ，200 0（ 平 成 12）年 に 外 観 デ ザ イ ン 全 体 の 大 き な デ ザ
イ ン 変 更 を 行 い ，200 0（ 平 成 12）年 以 降 は 近 似 の フ ォ ル ム 要 素 を 継 続 さ せ て い
る こ と が ， 構 成 パ タ ー ン か ら わ か る 。 	 
	 
図 ３ -３ ． Ａ 社 の フ ォ ル ム 要 素 の 構 成 パ タ ー ン 	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図 ３ -４ は Ｂ 社 の フ ォ ル ム 要 素 の 構 成 パ タ ー ン を 示 す 。Ｂ 社 の 外 観 デ ザ イ ン の
特 徴 と し て ， 199 9（ 平 成 11） 年 か ら 200 1（ 平 成 13） 年 ま で ほ と ん ど 同 じ フ ォ
ル ム 要 素 の 構 成 パ タ ー ン を 形 成 し て い る こ と が わ か る 。199 9（ 平 成 11）年 か ら
200 1（ 平 成 13）年 に か け て フ ォ ル ム 要 素 は 大 き く 変 更 し な い で ，外 観 デ ザ イ ン
の 特 徴 と し て ，「 3.	 窓 形 状 と 操 作 部 」は 独 立 か ら 一 体 の 方 向 に 順 次 変 更 ，ま た ，
そ れ に 調 和 さ せ 「 6.窓 の 大 き さ 」 を 変 更 さ せ て い る 。 	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
図 ３ -４ ． Ｂ 社 の フ ォ ル ム 要 素 の 構 成 パ タ ー ン 	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2 0 0 1（ 平 成 13） 年 の 市 場 で 販 売 台 数 が 多 か っ た Ａ 社 ， Ｂ 社 ， Ｃ 社 の ３ 社 の 外
観 デ ザ イ ン に つ い て フ ォ ル ム 要 素 を 抽 出 し た 。200 1（ 平 成 13）年 の ３ 社 の デ ザ
イ ン に つ い て フ ォ ル ム 要 素 の 構 成 パ タ ー ン を 分 析 し ， 共 通 す る 項 目 を 抽 出 し た
（ 図 ３ -５ ）。 	 
	 
( 1 ) 	 特 徴 を 出 し て い な い フ ォ ル ム 要 素 は ，「 1.上 面 形 状 」「 2.コ ー ナ ー R」「 6.
窓 の 大 き さ 」「 10.光 物 」 で あ る 。 	 
	 
( 2 ) 	 特 徴 を 出 し て い る フ ォ ル ム 要 素 は ，「 4.上 面 全 体 」 は 膨 ら み ，「 5.窓 の 形
状 」 は 特 徴 的 ，「 8.蓋 の 大 き さ 」 は 左 右 全 体 ，「 9.上 面 と 前 面 」 は 上 面 で
完 結 ，「 11 .特 徴 的 起 伏 」 は 突 起 有 ，「 13 .機 能 」 は シ ン プ ル ，「 16 .液 晶 」
は 無 ， で あ る 。 こ れ ら の フ ォ ル ム 要 素 が 特 徴 と し て 共 通 し て い る 。「 11.
特 徴 的 起 伏 」 で は ， Ａ 社 は 洗 剤 投 入 機 能 ， Ｂ 社 ， Ｃ 社 は 蓋 の ハ ン ド ル 形
状 に 特 徴 が あ る 。 	 
	 
2 0 0 1（ 平 成 13）年 の 市 場 に お け る 販 売 台 数 の 高 い 洗 濯 機 の 外 観 デ ザ イ ン に 共
通 す る フ ォ ル ム 要 素 と わ か る 。 	 
	 
図 ３ -５ ． 20 0 1（ 平 成 13）年 	 販 売 台 数 が 多 い 製 品 の フ ォ ル ム 要 素 構 成 パ タ ー ン 	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３ ． ５ ． ユ ー ザ ー イ メ ー ジ と 販 売 台 数 と の 合 致 度 の 分 析  
	 
ユ ー ザ ー の 製 品 デ ザ イ ン に 対 す る イ メ ー ジ 調 査 を 実 施 し ， 事 業 目 標 と し て 設
定 し た 販 売 台 数 と 全 体 の 印 象 と し て「 好 き な デ ザ イ ン 」と の 関 係 性 ，ま た ，「 好
き な デ ザ イ ン 」 と 15 の 印 象 ワ ー ド と の 関 係 性 を 分 析 し た 。 	 
	 
３ ． ５ ． １ ．「 好 き な デ ザ イ ン 」 と 販 売 台 数 と の 関 係 性  
 
製 品 の 販 売 台 数 は ， 機 能 や 価 格 な ど の 製 品 の 競 争 環 境 ， 製 品 に 対 す る コ ン シ
ュ ー マ の 印 象 ， ま た ， 営 業 資 源 投 入 量 ， 広 告 宣 伝 投 入 量 ， ブ ラ ン ド 力 な ど の 企
業 の マ ー ケ テ ィ ン グ 力 な ど の 様 々 な 説 明 変 数 に よ っ て 決 定 さ れ る 。 通 常 ， 国 内
の 場 合 ， 機 能 や 価 格 な ど の 製 品 の 競 争 力 と と も に ， テ レ ビ な ど に よ る 広 告 量 と
そ の 質 の 販 売 台 数 へ の 影 響 が 総 体 的 に 大 き い 傾 向 に あ り ，「 好 き な デ ザ イ ン 」の
変 数 の み で 販 売 台 数 の 傾 向 を 説 明 す る に は 限 界 が あ る 。 一 方 ， 店 頭 で コ ン シ ュ
ー マ が 製 品 を 購 入 す る 場 合 ， 多 く の 製 品 の 中 か ら 対 象 製 品 の 外 観 デ ザ イ ン が 気
に 入 ら れ ， 手 に 取 ら れ て 初 め て ， 購 入 時 に 比 較 検 討 さ れ る 選 択 肢 と な る 。 	 
こ う し た 背 景 か ら 本 研 究 で は ，「 好 き な デ ザ イ ン 」の 変 数 で 販 売 台 数 を 説 明 す
る 限 界 を 理 解 し た 上 で ， コ ン シ ュ ー マ に よ る 「 好 き な デ ザ イ ン 」 の イ メ ー ジ が
高 い 製 品 を デ ザ イ ン 開 発 す る こ と は ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン が 直 接 的 に 販 売 台 数
の 増 加 に 貢 献 で き る 要 因 で あ る と 考 え ，「 好 き な デ ザ イ ン 」と 販 売 台 数 と の 関 係
性 に つ い て 考 察 し た 。 	 
上 記 視 点 か ら ，199 7（ 平 成 ９ ）年 か ら 200 1（ 平 成 13）年 ま で に ６ 社 か ら 発 売
さ れ た 29 製 品 を 対 象 に ，「 好 き な デ ザ イ ン 」の 評 価 と 15 の 印 象 ワ ー ド に 対 す る
コ ン シ ュ ー マ の 印 象 に つ い て ， 調 査 を 実 施 し た 。 そ の 中 で 表 ３ － １ に は ， 199 9
（ 平 成 11） 年 か ら 200 1（ 平 成 13） 年 ま で の 結 果 を 抜 粋 し て 示 し て い る 。 	 
「 好 き な デ ザ イ ン 」 の 評 価 と 販 売 台 数 と の 関 係 は ， 調 査 当 時 ， 日 経 BP	 G f K
デ ー タ を も と に ， 各 社 か ら 発 売 さ れ た 洗 濯 機 （ 7～ 8k g） の ３ か 月 間 の 販 売 台 数
が 入 手 で き た ， 199 9（ 平 成 11） 年 か ら 200 0（ 平 成 12） 年 ま で の ２ 年 間 に つ い
て ， ６ 社 か ら 発 売 さ れ た 12 製 品 を 対 象 に 分 析 し た 	 （ 図 ３ － ６ ）。 	 
結 果 ， R-S q （ R- 2 乗 値 ） ＝ 66. 6 ％ （ P 値 ＝ 0. 0 0 1 ＜ 0. 0 5 ） の 値 と 図 の CI	 
( c o n f i d e n c e 	 b a n d s )が 表 す よ う に ，「 好 き な デ ザ イ ン 」と 販 売 台 数 は ，あ る 程 度
の 相 関 関 係 に あ る こ と が 示 さ れ た 。 	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表 ３ -１ ． イ メ ー ジ 調 査 結 果 	 
	 
	 
	 
	 
図 ３ -６ ．「 好 き な デ ザ イ ン 」 と 年 間 販 売 台 数 と の 相 関 	 
  
年
洗濯機 A B C D F A B C D E F A B C D E F
1 新しさがある 2 1 0 3 1 1 1 1 3 2 0 3 0 4 0 1 1
2 洗練されている 1 3 1 1 0 5 2 1 0 0 0 2 3 3 0 0 0
3 上品なデザイン 4 1 2 0 3 6 4 0 0 0 2 4 1 2 1 0 0
4 装飾的なデザイン 0 1 6 0 0 1 0 3 2 2 1 0 1 5 0 0 0
5 ダイナミックなかたち 1 2 1 4 0 0 0 4 4 3 0 0 0 5 1 0 3
6 高級感がある 1 4 1 0 0 2 6 0 0 0 1 3 2 0 0 0 0
7 優しいイメー ジ 6 1 2 0 1 3 1 2 1 0 2 4 0 2 0 0 1
8 丸みがある 3 5 1 1 1 0 3 5 3 3 1 0 0 6 2 0 2
9 楽しいイメー ジ 0 0 3 2 0 0 0 5 5 1 0 0 0 5 1 0 0
10 目立つデザイン 2 1 4 4 0 1 1 6 3 2 0 0 0 6 2 1 0
11 区分けが明快な操作部 5 0 2 1 1 4 3 1 2 1 2 1 1 3 0 3 0
12 分かりやすい操作部 4 3 5 3 1 3 2 2 2 1 1 2 2 2 1 4 0
13 高級感がある操作部 1 2 2 1 1 1 3 1 0 2 0 2 1 1 1 0 1
14 清潔感がある 3 0 4 0 3 2 2 2 1 0 2 3 1 1 1 1 0
15 インテリアに合いそう 2 4 0 0 2 2 1 1 1 0 2 2 0 3 0 0 2
16 好きなデザイン 2 3 4 0 0 4 4 2 2 0 3 6 5 3 1 0 0
2001年 2000年 1999年
好
き
な
デ
ザ
イ
ン
販売台数
８
６
４
２
０
-２
10k 20k 30k 40k 50k 60k 70k 80k
(⼈人数)
好きなデザイン人数 =	  -­‐ 0.0350	  +	  0.000067	  販売台数
S=1.16945	  	  	  R二乗=66.6%	  
 57 
図 ３ － ６ で は ， 販 売 台 数 の 40k 台 か ら 50 k 台 を 境 に ， 各 製 品 が 大 き く 二 分 さ
れ て 位 置 づ け ら れ て い る 。そ こ で ，販 売 台 数 の 多 い 製 品 と 少 な い 製 品 で は ，「 好
き な デ ザ イ ン 」 と 評 価 し た 人 数 の 平 均 値 に 差 が あ る か に つ い て ， 検 定 を 行 っ た
（ T-T e s t 	 ( 2 - s a m p l e )）。 結 果 ， ｔ 値 ＝ 4.9 4（ ｐ 値 ＝ 0.0 0 1＜ 0. 0 5） と な り ， 販
売 台 数 の 多 い 製 品 と 販 売 台 数 の 少 な い 製 品 で は ，「 好 き な デ ザ イ ン 」と 評 価 し た
人 数 の 平 均 値 に 有 意 な 差 が あ る こ と が 示 さ れ た 。す な わ ち ，ユ ー ザ ー に 好 ま れ ，
支 持 さ れ た デ ザ イ ン は ， ユ ー ザ ー の 購 買 意 欲 を 高 め ， 販 売 台 数 の 向 上 に つ な が
っ て い る 。 	 
 
３ ． ５ ． ２ ．「 好 き な デ ザ イ ン 」 と 関 係 の 強 い 印 象 ワ ー ド  
	 
1 9 9 9（ 平 成 11） 年 か ら 200 0（ 平 成 12） 年 に ６ 社 か ら 発 売 さ れ た 製 品 に 対 す
る「 好 き な デ ザ イ ン 」と 印 象 ワ ー ド 間 の 相 関 分 析 を 行 っ た（ 表 ３ － ２ ）。表 ３ －
２ の 上 段 は 相 関 係 数（ r），下 段 は 相 関 係 数 が 0 で あ る と い う 仮 説 検 定 の（ p 値 ）
を 示 す 。 	 
洗 濯 機 に お い て 「 好 き な デ ザ イ ン 」 に 対 す る 評 価 と 相 関 の 高 い 印 象 ワ ー ド に
注 目 す る と ，「 上 品 な デ ザ イ ン（ ｒ =0. 6 4 6）」「 高 級 感 が あ る（ 高 級 感 が あ る 操 作
部 ）（ ｒ =0. 5 5 4 ( 0 . 5 6 3 )）」「 優 し い イ メ ー ジ（ ｒ =0. 6 2 6）」で あ る こ と が 確 認 さ れ
た 。 ユ ー ザ ー の 受 容 性 を 表 し た 「 好 き な デ ザ イ ン 」 に 対 す る 評 価 と ， こ れ ら の
印 象 ワ ー ド と は 関 係 が あ る こ と が わ か る 。 事 業 目 標 と し て 設 定 し た 販 売 台 数 を
達 成 す る た め に ， ま た ， イ メ ー ジ を 逸 脱 し な い で オ リ ジ ナ リ テ ィ あ る デ ザ イ ン
を 創 出 す る た め に ， こ れ ら の 印 象 ワ ー ド は ， デ ザ イ ン コ ン セ プ ト を 構 成 す べ き
重 要 な 要 素 で あ る こ と が わ か っ た 。 	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表 ３ -２ ．「 好 き な デ ザ イ ン 」 と 相 関 の 高 い 印 象 ワ ー ド 	 
	 
	 	 
Correl ati ons   (Pearson)
1
1	 	 	 	 	 	 2	 	 	 	 	 	 3	 	 	 	 	 	 4	 	 	 	 	 	 5	 	 	 	 	 	 6	 	 	 	 	 	 7	 	 	 	 	 	 8 9	 	 	 	 	 10	 	 	 	 	 11	 	 	 	 	 12	 	 	 	 	 13	 	 	 	 	 14	 	 	 	 	 15
2	 	 	 	 	 0.276
0.139
3	 	 	 	 	 0.285	 	 0.582
0.127	 	 0.001
4	 	 	 	 	 0.076	 	 0.093	 -0.062
0.691	 	 0.624	 	 0.744
5	 	 	 	 	 0.486	 -0.128	 -0.385	 0.376
0.007	 	 0.500	 0.035	 0.041
6	 	 	 	 	 0.012	 	 0.450	 0.567	 -0.085	 -0.337
0.949	 0.013	 0.001	 	 0.654	 	 0.068
7	 	 	 	 	 0.327	 0.233	 	 0.690	 	 0.113	 -0.057	 	 0.278
0.077	 0.215	 0.000	 0.554	 	 0.763	 0.136
8	 	 	 	 	 0.363	 	 0.068	 -0.129	 0.239	 0.648	 -0.053	 0.085
0.049	 	 0.721	 	 0.498	 0.204	 	 0.000	 	 0.782	 0.654
9	 	 	 	 	 0.490	 -0.063	 -0.161	 0.518	 0.709	 -0.275	 	 0.062	 	 0.541
0.006	 0.739	 	 0.396	 0.003	 	 0.000	 0.142	 	 0.743	 0.002
10	 	 	 	 0.525	 0.104	 -0.026	 0.630	 	 0.695	 -0.177	 0.170	 0.540	 	 0.839
0.003	 	 0.583	 0.893	 0.000	 0.000	 	 0.350	 0.368	 	 0.002	 	 0.000
11	 	 	 	 0.347	 0.369	 0.585	 0.252	 -0.181	 	 0.218	 0.549	 -0.102	 	 0.005	 	 0.254
0.060	 0.045	 0.001	 0.179	 	 0.339	 0.248	 0.002	 	 0.592	 	 0.979	 	 0.175
12	 	 	 	 0.149	 	 0.171	 	 0.299	 	 0.288	 	 0.020	 0.275	 	 0.415	 	 0.070	 	 0.190	 	 0.365	 	 0.355
0.433	 0.365	 	 0.109	 	 0.123	 	 0.917	 0.142	 0.023	 	 0.714	 	 0.314	 	 0.047	 	 0.054
13	 	 	 	 0.184	 	 0.269	 	 0.471	 	 0.193	 -0.014	 	 0.751	 	 0.274	 	 0.008	 -0.029	 	 0.177	 	 0.157	 	 0.316
0.330	 0.150	 0.009	 0.306	 	 0.941	 	 0.000	 0.142	 0.968	 	 0.879	 	 0.350	 	 0.408	 	 0.089
14	 	 	 	 0.123	 0.268	 	 0.558	 0.056	 -0.330	 	 0.046	 0.478	 	 0.015	 	 0.099	 	 0.084	 	 0.318	 	 0.247	 -0.024
0.516	 	 0.152	 	 0.001	 0.770	 	 0.075	 	 0.809	 	 0.008	 0.937	 	 0.601	 	 0.658	 	 0.087	 	 0.188	 	 0.900
15	 	 	 	 0.522	 	 0.537	 0.487	 0.041	 -0.020	 	 0.273	 0.391	 0.304	 	 0.030	 	 0.136	 	 0.407	 -0.043	 	 0.184	 	 0.268
0.003	 	 0.002	 	 0.006	 0.828	 0.915	 	 0.144	 0.033	 0.103	 	 0.874	 	 0.475	 	 0.026	 	 0.822	 	 0.331	 	 0.152
16 0.385	 	 0.471	 0.646 0.389	 	 0.023 0.554 0.626 0.223	 	 0.289	 	 0.363	 	 0.356	 	 0.519   0.563 0.443	 	 0.512
0.036	 	 0.009	 0.000	 0.034	 0.905	 0.001	 	 0.000	 0.235	 	 0.122	 	 0.049	 	 0.053	 	 0.003	 	 0.001	 	 0.014	 	 0.004
新しさがある
洗練されている
上品なデザイン
装飾的なデザイン
ダイナミックなかたち
高級感がある
優しいイメージ
丸みがある
楽しいイメージ
目立つデザイン
区分けが明快な操作部
分かりやすい操作部
高級感がある操作部
清潔感がある
インテリアに合いそう
好きなデザインだ
印
象
ワ
ー
ド
相関係数
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３ ． ６ ． 外 観 デ ザ イ ン の ポ ジ シ ョ ニ ン グ  
 
３ ．６ ．１ ． 199 7（ 平 成 ９ ）～ 200 1（ 平 成 13）年 各 社 の プ ロ ダ ク ト ト ラ ジ ェ
ク ト リ ー 	 
	 
コ レ ス ポ ン デ ン ス 分 析 に よ り ， 洗 濯 機 と そ の ユ ー ザ ー イ メ ー ジ と の 関 係 ， 類
似 性 を 分 析 し ，各 社 の 洗 濯 機 の 軌 跡 と 継 続 性 に つ い て 考 察 し た 。199 7（ 平 成 ９ ）
年 か ら 200 1（ 平 成 13）年 の 各 社 の 洗 濯 機 お よ び「 好 き な デ ザ イ ン 」と 印 象 ワ ー
ド を ポ ジ シ ョ ニ ン グ マ ッ プ 上 に 布 置 し た 。 各 製 品 の ポ ジ シ ョ ン に 近 い 位 置 に あ
る 印 象 ワ ー ド を も と に ， 各 社 の 洗 濯 機 の ユ ー ザ ー イ メ ー ジ に も と づ い た 199 7
（ 平 成 ９ ）年 か ら 200 1（ 平 成 13）年 の 軌 跡 を 確 認 し た（ 図 ３ － ７ ）。説 明 度 は ，
２ 軸 で 46. 6 3％ （ 軸 １ が 32. 2 5％ ， 軸 ２ が 14. 3 8％ ） と 高 く は な い が ， ユ ー ザ ー
イ メ ー ジ に も と づ い て 可 視 化 さ れ た 各 社 の 洗 濯 機 の ポ ジ シ ョ ン と 各 年 代 の 軌 跡
に つ い て は ， 洗 濯 機 の 担 当 デ ザ イ ナ ー か ら も 納 得 の で き る も の と 判 断 さ れ た 。 	 
Ａ 社 の 199 7（ 平 成 ９ ）年 か ら 199 8（ 平 成 10）年 の 製 品 は ，「 好 き な デ ザ イ ン 」
か ら 離 れ た「 装 飾 的 な デ ザ イ ン 」と い う イ メ ー ジ の 近 く に 位 置 し た が ，199 9（ 平
成 11）年 に 大 き く 外 観 デ ザ イ ン を 変 更 し「 上 品 な デ ザ イ ン 」と い う イ メ ー ジ を
出 し ， 200 0（ 平 成 12） 年 の 製 品 は 「 優 し い イ メ ー ジ 」「 洗 練 さ れ て い る 」 と い
う イ メ ー ジ に 近 づ き ， 200 1（ 平 成 13） 年 に は 「 好 き な デ ザ イ ン 」 に 最 も 近 い 位
置 に 付 置 さ れ て い る 。 	 
Ｂ 社 の 199 7（ 平 成 ９ ） 年 か ら 199 8（ 平 成 10） 年 の 製 品 で は ，「 好 き な デ ザ イ
ン 」か ら 離 れ た「 イ ン テ リ ア に 合 い そ う 」「 清 潔 感 が あ る 」と い う イ メ ー ジ の 近
く に 位 置 し て い た が ， 199 9（ 平 成 11） 年 の 製 品 か ら は ，「 高 級 感 が あ る 」 に 近
づ き ， 200 0（ 平 成 12） か ら 20 0 1（ 平 成 13） 年 の 製 品 で は 「 好 き な デ ザ イ ン 」
の ポ ジ シ ョ ン に 近 づ い て き た 。 	 
Ｃ 社 と Ｆ 社 の 199 7（ 平 成 ９ ） 年 か ら 199 8（ 平 成 10） 年 の 製 品 は ，「 好 き な デ
ザ イ ン 」 の ポ ジ シ ョ ン の 近 く に 位 置 し た が ， 199 9（ 平 成 11） 年 の Ｆ 社 の 製 品 は
「 丸 み が あ る 」イ メ ー ジ に 近 づ き ， 200 0（ 平 成 12）年 は ， 199 8（ 平 成 10）年 の
イ メ ー ジ に 戻 り ， 200 1（ 平 成 13） 年 に は ，「 イ ン テ リ ア に 合 う 」 と い う イ メ ー
ジ に 近 づ い た 。Ｃ 社 の 199 9（ 平 成 11）年 か ら 200 0（ 平 成 12）年 の 製 品 は ，「 楽
し い イ メ ー ジ 」 の 近 く に 位 置 し た が ， 200 1（ 平 成 13） 年 に は 「 装 飾 的 な デ ザ イ
ン 」 の イ メ ー ジ に 近 い 位 置 に 移 動 し た 。 	 
Ｄ 社 と Ｅ 社 は ， 毎 年 そ れ ぞ れ の デ ザ イ ン が 他 社 と 差 別 化 す る よ う に 独 自 の ポ
ジ シ ョ ン を と り ， 変 更 さ せ て い る の が わ か る 。 	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各 社 共 通 に ， 199 8（ 平 成 10） 年 か ら 200 0（ 平 成 12） 年 に イ メ ー ジ の 移 動 距
離 が 大 き い こ と が わ か る 。 199 9（ 平 成 11） 年 に 窓 が 導 入 さ れ た 以 降 ，「 窓 」 は
機 能 的 に 定 着 さ れ ，「 窓 」の 機 能 を フ ォ ル ム 要 素 と し て 採 用 し た 各 社 は ，そ れ ま
で と は 異 な る イ メ ー ジ を 出 そ う と し て い た こ と が わ か る 。中 で も ，「 窓 」を 円 形
の デ ザ イ ン と し て 強 く 特 徴 を 出 し た Ｃ 社 と Ｄ 社 の 199 9（ 平 成 11）年 と 20 0 0（ 平
成 12） 年 の デ ザ イ ン は ，「 目 立 つ デ ザ イ ン 」「 楽 し い デ ザ イ ン 」 の 近 く に 集 ま っ
て い る 。い ず れ も 強 く 差 別 化 さ れ て は い る が ，「 好 き な デ ザ イ ン 」の 位 置 か ら は
離 れ た 位 置 に 付 置 さ れ て い る の が わ か る 。 	 
	 
	 
図 ３ -７ ． 19 9 7（ 平 成 ９ ） 年 ～ 200 1（ 平 成 13） 年 各 社 外 観 デ ザ イ ン の 変 遷 	 
2001A
2001C
2001D
2001F
2000A
2000B
2000C
2000D
2000E
2000F
1999A 1999B
1999C社
1999D
1999E
1999F
1998A
1998B
1998C
1998D1998E
1998F
1997A
1997B
1997C
1997D
1997E
1997F
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上品なデザイン
装飾的なデザイン
ダイナミックなかたち
⾼高級感がある
優しいイメー ジ
丸みがある
楽しいイメー ジ
⽬目⽴立立つデザインである
区分けが明快な操作部
分かりやすい操作部
⾼高級感がある操作部
清潔感があるインテリアに合いそう
好きなデザインだ
-‐‑‒0.8
-‐‑‒0.6
-‐‑‒0.4
-‐‑‒0.2
0
0.2
0.4
0.6
0.8
1
-‐‑‒0.9 -‐‑‒0.7 -‐‑‒0.5 -‐‑‒0.3 -‐‑‒0.1 0.1 0.3 0.5 0.7 0.9
⼀一般⼥女女性 1997〜～2001年年
2001B
⼀一般⼥女女性 1997〜～2001年年
Ａ社
統計量 軸	 1 軸	 2 計
相関比 0.230509 0.102764 0.333273
固有値 0.480113 0.320568
各軸の説明度32.25798 14.38102 46.639
カイ２乗統計量165.0763 68.31477 233.3911
自由度 42 40 82
 61 
３ ． ６ ． ２ ． 外 観 デ ザ イ ン の ポ ジ シ ョ ニ ン グ と 販 売 台 数  
	 
コ レ ス ポ ン デ ン ス 分 析 に よ り ， 199 9（ 平 成 11） 年 お よ び 200 0（ 平 成 12） 年
各 製 品 の ユ ー ザ ー イ メ ー ジ を 分 析 し ，ポ ジ シ ョ ニ ン グ マ ッ プ 上 に 布 置 し た 	 （ 図
３ － ８ ， 図 ３ － ９ ）。 コ レ ス ポ ン デ ン ス 分 析 に よ る 説 明 率 は 199 9（ 平 成 11） 年
で は 67. 9 %， 20 0 0（ 平 成 12） 年 で は 81. 9％ で あ っ た 。 企 業 で は ， 通 常 ， 販 売 台
数 １ 位 （ も し く は シ ェ ア １ 位 ） を 目 標 と す る こ と が 多 い 。 販 売 台 数 の 多 い 製 品
の ポ ジ シ ョ ン を よ り 分 か り や す く 表 現 す る た め ， 以 下 の よ う に 図 示 し た 。 図 中
の ％ 数 字 は ， 各 年 で 最 も 多 く 販 売 さ れ た 製 品 の 販 売 台 数 を 100％ と し て ， 各 社
製 品 の 販 売 台 数 を ％ で 表 し た も の で あ る 。 各 製 品 の 販 売 台 数 は 日 経 BP	 G f K デ
ー タ の 全 国 有 力 家 電 量 販 店 の 販 売 実 績 デ ー タ（ POS デ ー タ ）な ど か ら 収 集 し た 。 	 
19 9 9（ 平 成 11）年 の ポ ジ シ ョ ニ ン グ マ ッ プ（ 図 ３ － ８ ）で は ，右 下 の 位 置 に ，
「 好 き な デ ザ イ ン 」 の ポ ジ シ ョ ン を 中 心 と し て ，「 上 品 な デ ザ イ ン 」「 高 級 感 が
あ る （ 高 級 感 が あ る 操 作 部 ）」「 優 し い イ メ ー ジ 」 の 印 象 ワ ー ド が 位 置 さ れ て い
る 。 こ の 右 下 の ポ ジ シ ョ ン が ユ ー ザ ー イ メ ー ジ 評 価 の 高 い ポ ジ シ ョ ン で あ る こ
と が わ か る 。 	 
こ の ポ ジ シ ョ ン に 位 置 し た Ｂ 社 ， Ａ 社 の 年 間 販 売 台 数 を み る と ， Ｂ 社 は 約
240 k 台 ， Ａ 社 は 210 k 台 で あ っ た 。 199 9（ 平 成 11） 年 の 市 場 で 最 も 販 売 台 数 の
多 か っ た の が Ｂ 社 で あ り ， Ｂ 社 の 販 売 台 数 を 100％ と す る と ， Ａ 社 が 86％ と な
る 。 こ の ポ ジ シ ョ ン に は ， 199 9（ 平 成 11） 年 の 販 売 台 数 上 位 ２ 社 が 付 置 さ れ て
お り ，両 製 品 の シ ェ ア は と も に 20％ 以 上 で あ る こ と か ら も ，高 い 販 売 台 数 の ポ
ジ シ ョ ン と な っ て い る こ と が わ か る 。 	 
一 方 ，Ｆ 社 の 製 品 は「 ダ イ ナ ミ ッ ク な か た ち 」「 イ ン テ リ ア に 合 い そ う 」の イ
メ ー ジ に 近 接 し ， Ｄ 社 と Ｃ 社 は 「 楽 し い イ メ ー ジ 」「 目 立 つ デ ザ イ ン 」「 装 飾 的
な デ ザ イ ン 」の イ メ ー ジ に 近 い 位 置 で あ り ，い ず れ も「 好 き な デ ザ イ ン 」「 上 品
な デ ザ イ ン 」「 高 級 感 が あ る 」「 優 し い イ メ ー ジ 」 と い う イ メ ー ジ で 構 成 さ れ た
右 下 の 高 い 販 売 台 数 の ポ ジ シ ョ ン か ら は ，離 れ て 付 置 さ れ て い る 。販 売 台 数 は ，
Ｆ 社 が 25％ ， Ｄ 社 が 36％ ， Ｃ 社 が 27％ で あ っ た 。 こ れ ら の 製 品 は ， イ メ ー ジ
と し て 特 徴 の あ る デ ザ イ ン で あ る が ， 高 い 販 売 台 数 と は 結 び つ い て い な い の が
わ か る 。ま た ，Ｅ 社 の 製 品 の ポ ジ シ ョ ン は「 区 分 け が 明 快 な 操 作 部 」「 分 り や す
い 操 作 部 」 の イ メ ー ジ に 近 く ， 一 社 の み 大 き く 離 れ て 位 置 し て お り ， 販 売 台 数
も 21％ と 低 い 結 果 で あ る 。 	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図 ３ -８ ． 19 9 9（ 平 成 11） 年 	 外 観 デ ザ イ ン の ポ ジ シ ョ ニ ン グ マ ッ プ 	 
 
2 0 0 0（ 平 成 12）年 の ポ ジ シ ョ ニ ン グ マ ッ プ（ 図 ３ － ９ ）で は ，左 下 に あ る「 好
き な デ ザ イ ン 」の ポ ジ シ ョ ン を 中 心 に ，「 優 し い イ メ ー ジ 」か ら「 上 品 な デ ザ イ
ン 」「 高 級 感 が あ る 」と 右 下 に 広 が る ポ ジ シ ョ ン の ユ ー ザ ー イ メ ー ジ の 評 価 が 高
い こ と が わ か る 。 図 ３ － ９ の ％ は ， 200 0（ 平 成 12） 年 の 市 場 で 最 も 販 売 台 数 の
多 か っ た Ａ 社 の 販 売 台 数 で あ る 約 290ｋ 台 を 10 0 %と し ， 他 社 の 販 売 台 数 を 比 率
で 表 し て い る 。 こ こ に 位 置 す る Ａ 社 ， Ｂ 社 の 販 売 台 数 は そ れ ぞ れ 100％ ， 96％
で あ り ， シ ェ ア は と も に 20％ 以 上 で あ っ た 。 	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区分けが明快な操作部
分かりやすい操作部
⾼高級感がある操作部
清潔感がある
インテリアに合いそう
好きなデザインだ
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⼀一般⼥女女性 1999年年
１００％
２５％
３６％
２１％
８６％
２７％
⼀一般⼥女女 1 9年年
ターゲット
統計量 軸	 1 軸	 2 計
相関比 0.36168 0.250272 0.611952
固有値 0.601398 0.500272
各軸の説明度 40.11809 27.76059 67.87868
カイ２乗統計量 49.60513 31.82898 81.43411
自由度 19 17 36
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図 ３ -９ ． 20 0 0（ 平 成 12） 年 	 外 観 デ ザ イ ン の ポ ジ シ ョ ニ ン グ マ ッ プ 	 
 
Ｆ 社 は「 好 き な デ ザ イ ン 」に は 比 較 的 近 い が ，市 場 で 好 評 な「 高 級 感 が あ る 」
他 の イ メ ー ジ の 方 向 と は ポ ジ シ ョ ン が 異 な り ，販 売 台 数 も 67％ で 低 迷 し て い た 。
一 方 ，「 ダ イ ナ ミ ッ ク な か た ち 」「 目 立 つ デ ザ イ ン 」「 装 飾 的 な デ ザ イ ン 」の イ メ
ー ジ で オ リ ジ ナ リ テ ィ も 高 い 外 観 デ ザ イ ン の Ｄ 社 ， Ｃ 社 の ポ ジ シ ョ ン は ， ユ ー
ザ ー イ メ ー ジ 評 価 の 高 い ポ ジ シ ョ ン か ら 離 れ ，販 売 台 数 も 45％ ，37％ に と ど ま
っ て い る 。「 丸 み が あ る 」 イ メ ー ジ に 近 い Ｅ 社 は ， 200 0（ 平 成 12） 年 に お い て
も 一 社 だ け 離 れ た 位 置 に あ り ， 他 社 と 異 な る 強 い 特 徴 は あ る が ， 21％ と 高 く な
い 販 売 台 数 で あ っ た 。 	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新しさがある
洗練されている
上品なデザイン
装飾的なデザイン
ダイナミックなかたち
⾼高級感がある
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丸みがある
楽しいイメー ジ
⽬目⽴立立つデザインである
区分けが明快な操作部
分かりやすい操作部
⾼高級感がある操作部
清潔感がある
インテリアに合いそう
好きなデザインだ
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⼀一般⼥女女性 2000年年
１００％
２１％３７％
９６％
６７％
４５％
⼀一般⼥女女性 2000年年
ターゲット
統計量 軸	 1 軸	 2 計
相関比 0.435564 0.110901 0.546465
固有値 0.659972 0.333019
各軸の説明度 65.28684 16.62306 81.90991
カイ２乗統計量 84.93122 17.45574 102.387
自由度 19 17 36
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1 9 9 9（ 平 成 11） 年 と 20 0 0（ 平 成 12） 年 の ポ ジ シ ョ ニ ン グ と 販 売 台 数 の 分 析
か ら ，「 好 き な デ ザ イ ン 」 の ポ ジ シ ョ ン を 中 心 に 「 優 し い イ メ ー ジ 」「 上 品 な デ
ザ イ ン 」か ら「 高 級 感 が あ る 」と い う イ メ ー ジ の ポ ジ シ ョ ン に 位 置 す る 製 品 が ，
高 い 販 売 台 数 を 記 録 し て い る こ と が わ か っ た 。 	 
結 果 ， 洗 濯 機 の デ ザ イ ン 開 発 に お い て ， 重 要 な 事 業 目 標 で あ る 高 い 販 売 台 数
を 計 画 的 に 達 成 す る た め に は ， ユ ー ザ ー イ メ ー ジ の 面 で は ，「 好 き な デ ザ イ ン 」
の ポ ジ シ ョ ン を 中 心 に 「 上 品 な デ ザ イ ン 」「 高 級 感 が あ る 」「 優 し い イ メ ー ジ 」
が 位 置 す る ポ ジ シ ョ ン を 狙 っ た デ ザ イ ン 開 発 を 行 う こ と が 重 要 で あ る こ と が わ
か っ た 。 	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３ ． ７ ． デ ザ イ ン 開 発 と 評 価  
	 
３ ． ７ ． １ ． デ ザ イ ン コ ン セ プ ト の 設 定 	 
	 
毎 年 ， 継 続 し て 製 品 開 発 を 行 う 継 続 型 主 力 製 品 で は ， 計 画 し た 販 売 台 数 を 確
実 に 達 成 す る こ と が 重 要 で あ る 。 デ ザ イ ン 開 発 に お い て は ， 市 場 の 受 容 性 に も
と づ い た 外 観 デ ザ イ ン の ポ ジ シ ョ ニ ン グ の 確 認 を 行 い な が ら ， 計 画 さ れ て い る
販 売 台 数 等 の 予 測 精 度 を 高 め ， 開 発 プ ロ セ ス を 進 め る こ と が 重 要 と な る 。 	 
こ こ で は ， 事 業 目 標 の 中 で 販 売 台 数 を 達 成 す る た め に 効 果 的 な コ ン セ プ ト と
し て ，「 ４ ．外 観 デ ザ イ ン と 販 売 台 数 と の 合 致 度 の 分 析 」か ら 特 定 し た 市 場 で 好
評 な 表 現 す べ き フ ォ ル ム 要 素 ， ま た ，「 ５ .ユ ー ザ ー イ メ ー ジ と 販 売 台 数 と の 合
致 度 の 分 析 」か ら 特 定 し た ，「 好 き な デ ザ イ ン 」と 相 関 の 高 い 印 象 ワ ー ド を 設 定
し た 。 こ の コ ン セ プ ト を 基 本 と し て ， 洗 濯 機 の デ ザ イ ン 開 発 を 実 施 し ， 販 売 台
数 の 結 果 を 確 認 す る こ と に よ り ， 本 方 法 論 の 妥 当 性 を 検 証 し た 。 Ａ 社 の 洗 濯 機
を 事 例 と し て ， 洗 濯 機 の デ ザ イ ン 開 発 に お け る デ ザ イ ン コ ン セ プ ト は ， 本 方 法
論 を 通 じ て 導 い た 以 下 の 内 容 を 設 定 し た 。 	 
	 
( 1 ) 	 市 場 で 好 評 な フ ォ ル ム 要 素 を 重 視 す る 。 	 
・「 4. 	 上 面 全 体 」 は 膨 ら み 	 
・「 5． 窓 の 形 状 」 は 特 徴 的 	 
・「 8． 蓋 の 大 き さ 」 は 左 右 全 体 	 
・「 11． 上 面 に 特 徴 的 な 突 起 」 は 有 	 
・「 13． 機 能 」 は シ ン プ ル 	 
	 
( 2 ) 	 Ａ 社 の プ ロ ダ ク ト ト ラ ジ ェ ク ト リ ー と し て ，(1)の 市 場 で 好 評 な フ ォ ル ム
要 素 に 加 え ， 下 記 ３ つ の フ ォ ル ム 要 素 を 継 続 さ せ る 。 こ れ ら ３ つ の フ ォ
ル ム 要 素 が Ａ 社 の 特 徴 を 表 現 し ， オ リ ジ ナ リ テ ィ の 要 因 と な る 。 	 
・「 3． 窓 形 状 と 操 作 部 」 は 一 体 	 
・「 6． 窓 の 大 き さ 」 は 最 小 限 	 
・「 12． 操 作 面 」 は 一 部 強 調 	 
	 
( 3 ) 	 表 現 す べ き ユ ー ザ ー イ メ ー ジ と し て 「 好 き な デ ザ イ ン 」 と と も に 販 売 台
数 と の 関 係 の 強 い 下 記 ３ つ の 印 象 ワ ー ド を 設 定 し た 。 	 
・ 上 品 な デ ザ イ ン 	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・ 高 級 感 が あ る （ 高 級 感 が あ る 操 作 部 ） 	 
・ 優 し い イ メ ー ジ 	 
	 
上 述 し た (1) ( 2 )の フ ォ ル ム 要 素 ，お よ び (3)ユ ー ザ ー イ メ ー ジ ，の コ ン セ プ ト
に 基 づ き ， デ ザ イ ン 案 を 展 開 し デ ザ イ ン プ ロ ト タ イ プ を 作 成 し た 。 	 
こ の よ う に ， 継 続 型 主 力 製 品 で は ， 翌 年 の 製 品 デ ザ イ ン 開 発 を 行 う 場 合 ， 重
視 す る フ ォ ル ム 要 素 と 狙 う べ き ユ ー ザ ー イ メ ー ジ の 要 件 を コ ン セ プ ト と し て 設
定 す る こ と で ， 一 層 「 好 き な デ ザ イ ン 」 に 近 づ け る こ と が で き ， 想 定 し た 販 売
台 数 の 目 標 を 計 画 的 に 達 成 で き る と 予 測 し た 。 	 
	 
３ ． ７ ． ２ ． デ ザ イ ン プ ロ ト タ イ プ と 販 売 台 数 目 標 と の 合 致 性 の 評 価 	 
 
「 ３ ． ６ ． 外 観 デ ザ イ ン の ポ ジ シ ョ ニ ン グ 」 の 分 析 結 果 よ り ， 高 い 販 売 台 数
を 達 成 す る デ ザ イ ン の 大 き な 方 向 性 は 継 続 さ れ る ， ま た ， ポ ジ シ ョ ニ ン グ マ ッ
プ 上 で 「 好 き な デ ザ イ ン 」 を 中 心 に 「 上 品 な デ ザ イ ン 」「 高 級 感 が あ る 」「 優 し
い イ メ ー ジ 」 に 位 置 す る デ ザ イ ン が 高 い 販 売 台 数 を 記 録 す る こ と が わ か っ た 。 	 
事 業 目 標 と し て 重 要 な 販 売 台 数 と の 合 致 度 を 検 証 す る た め に ， 開 発 し た デ ザ
イ ン プ ロ ト タ イ プ と 200 1（ 平 成 13） 年 12 月 時 点 ， 市 場 で 確 認 で き る 各 社 洗 濯
機 の デ ザ イ ン と を 対 象 に ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し ， コ レ ス ポ ン デ ン ス 分 析 に て
ポ ジ シ ョ ニ ン グ の 評 価 を 行 っ た （ 図 ３ － １ ０ ）。 200 1（ 平 成 13） 年 の 市 場 の 製
品 を 対 象 に 200 2（ 平 成 14）年 の デ ザ イ ン プ ロ ト タ イ プ の ポ ジ シ ョ ン の 評 価 を 行
う こ と は ， 継 続 型 主 力 製 品 の プ ロ ダ ク ト ト ラ ジ ェ ク ト リ ー の 視 点 か ら も 妥 当 だ
と 考 え た 。 	 
ア ン ケ ー ト 調 査 で は ， 前 回 調 査 と 同 条 件 ， す な わ ち 企 業 が 契 約 し て い る モ ニ
タ ー の 中 で 一 般 主 婦 10 名 を 対 象 に ，「 15 の 印 象 ワ ー ド 」 と 「 好 き な デ ザ イ ン 」
の 項 目 ，計 16 の 調 査 項 目 に つ い て ，該 当 す る 項 目 を 選 択 さ せ る 評 価 を 実 施 し た 。	 
ユ ー ザ ー に 対 す る ア ン ケ ー ト 調 査 よ り 得 ら れ た ポ ジ シ ョ ニ ン グ マ ッ プ よ り ， デ
ザ イ ン プ ロ ト タ イ プ は 現 在 市 場 で 確 認 で き る 各 洗 濯 機 の 外 観 デ ザ イ ン と 比 べ ，
「 好 き な デ ザ イ ン 」に 最 も 近 く ，「 優 し い イ メ ー ジ 」「 上 品 な デ ザ イ ン 」「 高 級 感
の あ る 操 作 部 」 に て 構 成 さ れ る ポ ジ シ ョ ン に 位 置 し て い る 。 販 売 台 数 の 高 い ポ
ジ シ ョ ン に 位 置 し て い る こ と が 確 認 で き た 。 す な わ ち ， 計 画 通 り の 販 売 台 数 を
達 成 で き る と 判 断 し ， デ ザ イ ン の 方 向 付 け を 行 っ た 。 	 
結 果 ，200 2（ 平 成 12）年 の 国 内 洗 濯 機 市 場 の 中 で ，Ａ 社 の 洗 濯 機（ ７ ～ ８ kg）
は ，20 0 2（ 平 成 12）年 10 月 発 売 以 降 ，半 年 間 で 約 160ｋ 台 の 販 売 台 数 を 達 成 し
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た こ と を 確 認 し ， 事 業 と し て 狙 っ た 年 間 販 売 台 数 を 達 成 可 能 で る と 予 測 し た 。 	 
デ ザ イ ン コ ン セ プ ト と し て 設 定 し た ， (1) 	 市 場 で 好 評 な フ ォ ル ム 要 素 と (2)
Ａ 社 の プ ロ ダ ク ト ト ラ ジ ェ ク ト リ ー ， を 基 に 創 作 さ れ た 外 観 デ ザ イ ン は ， フ ォ
ル ム 要 素 の 組 み 合 わ せ や 表 現 の 程 度 に よ っ て 多 様 で あ る 。ま た ，(3)表 現 す べ き
ユ ー ザ ー イ メ ー ジ を 狙 い ， デ ザ イ ナ ー が 外 観 デ ザ イ ン を 通 じ て 表 現 し た イ メ ー
ジ と ユ ー ザ ー が 実 際 感 じ た イ メ ー ジ と は ， 合 致 す る と は 限 ら な い 。 デ ザ イ ン コ
ン セ プ ト に 基 づ き 創 作 し た デ ザ イ ン プ ロ ト タ イ プ は ， ア ン ケ ー ト 調 査 ， ポ ジ シ
ョ ニ ン グ マ ッ プ 上 で の 評 価 と フ ィ ー ド バ ッ ク ， の プ ロ セ ス を 繰 り 返 す こ と に よ
り ， 狙 っ た 位 置 に 布 置 さ れ る こ と が 重 要 で あ る 。 	 
	 
	  
図 ３ -１ ０ ． 200 1（ 平 成 13） 年 	 外 観 デ ザ イ ン の ポ ジ シ ョ ニ ン グ の 予 測 	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ダイナミックなかたち
⾼高級感がある
優しいイメー ジ
丸みがある
楽しいイメー ジ
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デザインプロトタイプ
⼀一般⼥女女性 1年年
なデザイン
ターゲット
統計量 軸	 1 軸	 2 計
相関比 0.254165 0.205937 0.460102
固有値 0.504148 0.453803
各軸の説明度 37.01747 29.99339 67.01085
カイ２乗統計量 37.82937 29.74644 67.57581
自由度 18 16 34
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３ ． ８ ． お わ り に  
	 
本 章 で は ， 事 業 目 標 に 沿 っ て よ り 精 度 の 高 い デ ザ イ ン 決 定 を 行 う こ と を 目 的
と し ， 継 続 型 主 力 製 品 の デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 中 で ， 事 業 目 標 と し て 設 定 し
た 販 売 台 数 目 標 と の 合 致 性 を タ イ ム リ ー に 検 証 し な が ら ， 製 品 デ ザ イ ン を 開 発
す る 方 法 論 を 提 示 し た 。 	 
販 売 台 数 目 標 と 外 観 デ ザ イ ン の フ ォ ル ム 要 素 お よ び ユ ー ザ ー イ メ ー ジ と の 関
係 性 を 分 析 し ， ポ ジ シ ョ ニ ン グ マ ッ プ 上 で 販 売 台 数 目 標 と 合 致 し た ポ ジ シ ョ ン
を 特 定 し た 。 こ れ に よ り ， 創 作 し た デ ザ イ ン プ ロ ト タ イ プ の ポ ジ シ ョ ン ニ ン グ
を ポ ジ シ ョ ニ ン グ マ ッ プ 上 で 確 認 し な が ら デ ザ イ ン を 開 発 す る 方 法 論 を 提 示 し ，
そ の 有 用 性 を 検 証 す る こ と が で き た 。 	 
本 方 法 論 は ， 継 続 型 主 力 製 品 の デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 中 で ， タ イ ム リ ー な
検 証 と デ ザ イ ン 開 発 へ の フ ィ ー ド バ ッ ク を 重 視 し ， ユ ー ザ ー へ の ア ン ケ ー ト 調
査 を 用 い て ， 創 作 し た デ ザ イ ン プ ロ ト タ イ プ の コ ン シ ュ ー マ ニ ー ズ へ の 適 応 性
を 評 価 し た 。 今 回 は 対 象 と し て い な い が ， 継 続 型 主 力 製 品 に お い て も ， 製 品 の
機 能 が 画 期 的 に 変 化 す る 場 合 な ど ユ ー ザ ー も 使 用 し て み な い と そ の 価 値 が 評 価
で き な い よ う な 受 容 性 の 評 価 ， ま た ， 競 合 製 品 が 上 市 し て い な い 中 で の 受 容 性
の 評 価 の た め に は ， ア ン ケ ー ト 調 査 だ け で は 限 界 が あ る と 考 え る 。 	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第４章 	 社会インフラ分野における創造型提案のデザイン開発
プロセス  
	 
４ ． １ ． は じ め に  
	 
第 ４ 章 で は ， 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の 顧 客 ・ 企 業 向 け デ ザ イ ン に お け る 創 造 性 を
高 め た 提 案 の た め の デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 方 法 を 示 す [1]。 	 
社 会 イ ン フ ラ 分 野 の デ ザ イ ン は ， 競 合 す る 他 社 も 多 く ， そ の 中 で 企 業 の 持 つ
技 術 や 創 造 性 を い か に 発 揮 す る か が 重 要 で あ り ， 昨 今 ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン が
注 力 し て い る デ ザ イ ン 領 域 で あ る 。 創 造 性 の 高 い デ ザ イ ン を 生 み 出 す た め に イ
ン ハ ウ ス デ ザ イ ン は ， 企 画 ， 営 業 ， 技 術 な ど 様 々 な 関 係 部 門 と 連 携 し ， 試 行 錯
誤 を と も な う プ ロ セ ス を 繰 り 返 し て い る 。 	 
野 中 ら は 知 識 創 造 の 概 念 を 以 下 の よ う に 提 示 し て い る 。 知 識 創 造 は ， 組 織 内
外 の 人 々 の 交 互 作 用 を 通 じ て ， 知 識 の 形 が 転 換 さ れ て い く こ と で 生 起 す る 。 創
造 に は ， 多 様 な 人 々 の か か わ り と 試 行 錯 誤 の た め に 時 間 が か か る [2]。 	 
一 方 ， 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の デ ザ イ ン 開 発 は ， 事 業 の 主 体 で あ る 電 力 会 社 や 鉄
道 会 社 な ど 事 業 者 が 異 な っ て も ， 対 象 分 野 ご と に 同 じ よ う な 開 発 プ ロ セ ス と な
る た め ， 企 業 活 動 と し て は ， 効 率 的 に 創 造 性 を 高 め た 活 動 が 求 め ら れ る の も 事
実 で あ る 。 	 
そ こ で 本 章 で は ， こ の よ う な 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の デ ザ イ ン 開 発 を 対 象 に ， 効
率 的 に 創 造 性 を 高 め る 方 法 に つ い て 検 討 し ， そ の 有 用 性 を 示 す 。 	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４ ． ２ ． イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン に お け る 創 造 性  
	 
第 １ 章 で 提 示 し た ， 森 に よ る デ ザ イ ン の 創 造 の 概 念 に つ い て ， 実 際 の デ ザ イ
ン 開 発 の 視 点 か ら 以 下 の よ う に 考 察 す る 。 	 
純 粋 芸 術 に お け る 創 造 は 目 的 を 特 に 持 た な い 場 合 も あ る が ， デ ザ イ ン に お け
る 創 造 は ，「 目 的 を も つ 物 」の 創 造 で あ る 。創 造 の 条 件 は ，合 目 的 性 と 新 規 性 で
あ る 。合 目 的 性 と は ，デ ザ イ ン さ れ る 物 が 目 的 と す る 機 能 や 感 性 な ど の「 評 価 」
を 満 た す 性 質 が あ る 。 新 規 性 と は い う ま で も な く デ ザ イ ン さ れ る 物 の 新 し さ ，
す な わ ち デ ザ イ ン さ れ る 物 と 同 種 の 集 団 の 中 で ，「 属 性 」（ 外 観 な ど の ） が 他 の
物 か ら 識 別 さ れ る 性 質 で あ る 。 創 造 は こ の 両 方 を 満 た す こ と が 条 件 で あ る [3]。
そ し て ， デ ザ イ ン は 「 目 的 を も つ 物 」 の 創 造 で あ り ， そ の 過 程 は ， 演 繹 と 帰 納
に よ っ て 一 つ の 解 を 見 出 そ う と す る 推 論 を 順 推 論 と し た 場 合 ， 創 造 は そ の 逆 の
過 程 で あ る 。デ ザ イ ン 解 は 一 つ で な く ，そ れ が 誤 り で あ る 可 能 性 を 持 っ て お り ，
解 が 出 さ れ て か ら 初 め て 正 し い か ど う か 演 繹 的 に 検 証 で き る よ う に な る と い う
形 の 推 論 で あ る [4]。 	 
こ の よ う に ， 森 が 提 示 し た 合 目 的 性 と 新 規 性 の 視 点 か ら ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ
ン の 創 造 性 に つ い て 考 察 す る と 以 下 の よ う に な る と い え る 。 	 
イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 重 要 な 役 割 の 一 つ は ， 創 造 性 を 高 め た デ ザ イ ン 開 発 に
よ り ， コ ン シ ュ ー マ や 社 会 イ ン フ ラ 分 野 に お け る 顧 客 の デ ザ イ ン に 対 す る 満 足
度 を 高 め ， 販 売 実 績 に 貢 献 す る こ と で あ る 。 イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン は ， 機 能 ， 操
作 性 ， ま た ， 高 い 品 質 を 安 く 実 現 す る こ と に 至 る ま で 様 々 な 面 で 創 造 性 を 発 揮
し ， 製 品 や シ ス テ ム を コ ン シ ュ ー マ や 顧 客 に 提 供 し て い る 。 創 造 性 の 高 い 製 品
や シ ス テ ム が 提 供 で き た か ど う か に つ い て の 判 断 は ， 企 業 内 で の 評 価 で は 不 十
分 で あ り ， 製 品 が コ ン シ ュ ー マ に 満 足 さ れ 購 入 さ れ る こ と ， ま た ， シ ス テ ム が
顧 客 に 満 足 さ れ 受 注 に つ な が る こ と が 重 要 と な る 。 	 
Ｔ Ｖ や 洗 濯 機 な ど コ ン シ ュ ー マ 向 け の デ ザ イ ン は ， 市 場 環 境 ， 企 業 の 独 自 性
な ど の 様 々 な 条 件 の 中 で ， タ ー ゲ ッ ト と し た コ ン シ ュ ー マ に 提 供 す る 機 能 ， コ
ス ト ， 新 し さ な ど 様 々 な 面 で 創 造 性 を 発 揮 し て 開 発 さ れ る 。 創 造 の 条 件 と さ れ
た 合 目 的 性 は ， 機 能 や コ ス ト な ど が コ ン シ ュ ー マ の 購 入 目 的 と 合 っ て い る か ，
ま た ， 新 規 性 は ， 市 場 の 他 社 製 品 と 比 較 し て 新 し い か ， の 満 足 度 に よ っ て 計 測
で き る 。 	 
一 方 ， 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の デ ザ イ ン は ， 顧 客 が 明 確 で あ り ， 顧 客 の ア イ デ ン
テ ィ テ ィ ， シ ス テ ム の 特 徴 や 社 会 へ の 影 響 な ど の 要 求 に 対 し て ， 創 造 性 を 発 揮
し て 開 発 さ れ る 。 創 造 の 条 件 と さ れ た 合 目 的 性 は ， シ ス テ ム を 新 規 ・ リ ニ ュ ー
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ア ル す る 顧 客 の 目 的 に 合 っ て い る か ， ま た ， 新 規 性 は ， 同 業 他 社 や 既 設 の デ ザ
イ ン と 比 較 し て ， 機 能 ， コ ス ト パ フ ォ ー マ ン ス な ど が 優 位 ， す な わ ち ， 新 し い
か ， の 満 足 度 と し て 計 測 で き る 。 開 発 す る 時 点 で は ， 顧 客 の 真 の 狙 い や 要 求 基
準 が 明 ら か で な い 場 合 も 多 い 。 そ の た め ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン に よ っ て 創 造 性
が 高 い と 判 断 さ れ た デ ザ イ ン は ， 顧 客 満 足 度 が 低 く 受 け 入 れ ら れ な い 場 合 も 少
な く な い 。 顧 客 の 合 目 的 性 と 新 規 性 に 合 致 し ， は じ め て ， 受 注 や そ の 後 の 具 体
的 な 開 発 に つ な が る 。 	 
以 上 の よ う に ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で は 創 造 の 条 件 で あ る 合 目 的 性 と 新 規 性
を と も な っ た デ ザ イ ン 開 発 を 目 的 と す る 。 創 造 性 が 高 い デ ザ イ ン が で き た か の
評 価 は ， コ ン シ ュ ー マ や 顧 客 の 満 足 度 と し て 計 測 す る こ と が 重 要 で あ る と 考 え
る 。 	 
そ こ で 社 会 イ ン フ ラ 分 野 を 対 象 と す る 本 研 究 は ， デ ザ イ ン 開 発 の 創 造 性 を 高
め る 視 点 と し て 顧 客 満 足 度 に 注 目 し ， 創 造 性 の 高 い デ ザ イ ン 開 発 に つ い て 考 察
す る こ と と し た 。 	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４ ． ３ ． 本 章 の 目 的 と 方 法  
	 
一 般 に 社 会 イ ン フ ラ 分 野 で は ， 市 場 の オ ー プ ン 化 ， グ ロ ー バ ル 化 に よ り 企 業
間 競 争 が 激 化 し ， 短 期 間 で 創 造 性 の 高 い 提 案 を 行 う こ と が 必 須 と な っ て お り ，
企 業 と し て は 高 い 顧 客 満 足 の 獲 得 が 課 題 で あ る 。 中 で も ， 電 力 発 電 シ ス テ ム や
交 通 管 制 シ ス テ ム に お け る コ ン ト ロ ー ル 室 （ 図 ４ -１ )の デ ザ イ ン 開 発 は ， 監 視
制 御 シ ス テ ム の 中 核 と し て 顧 客 の 関 心 が 高 く ， 提 案 企 業 の 注 力 度 も 高 い 。 イ ン
ハ ウ ス デ ザ イ ン は ， 現 場 調 査 か ら 運 用 計 画 の 立 案 ， 人 間 ・ 認 知 工 学 に も と づ い
て シ ス テ ム や 関 連 物 の デ ザ イ ン 開 発 を 行 う 。 デ ザ イ ン 開 発 に は 多 様 な 知 識 や ス
キ ル が 要 求 さ れ ，難 易 度 の 高 い 業 務 で あ る 。図 ４ -２ に ，本 研 究 で 対 象 と し た イ
ン ハ ウ ス デ ザ イ ン に お け る 199 7（ 平 成 ９ ） 年 と 199 8（ 平 成 10） 年 の 社 会 イ ン
フ ラ 分 野 の 年 間 デ ザ イ ン 開 発 件 数 と 時 間 を 示 す 。 コ ン ト ロ ー ル 室 の 開 発 は ， イ
ン ハ ウ ス デ ザ イ ン が ６ カ 月 を 超 え て 関 わ る 注 力 業 務 と そ れ 以 外 の 通 常 業 務 に 区
分 し て 示 し た 。同 図 よ り ，注 力 業 務 は 件 数 で は 総 数 の 11％ だ が ，作 業 時 間 で は
総 活 動 時 間 の 40％ を 占 め る こ と が わ か る 。 	 
そ こ で 本 研 究 で は ， コ ン ト ロ ー ル 室 を 対 象 と し ， 効 率 的 に 創 造 性 を 高 め る 方
法 の 提 案 と そ の 有 用 性 に つ い て 考 察 す る こ と 目 的 と す る 。 具 体 的 に は ， 本 方 法
に よ っ て コ ン ト ロ ー ル 室 の デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス を 分 析 し ， 顧 客 満 足 度 を 最 大
化 し つ つ 作 業 時 間 を 最 小 化 す る 方 針 を 明 確 に す る 。 本 方 法 は ， 創 造 性 に 関 す る
分 析 と 効 率 性 に 関 す る 分 析 を 並 行 し て 進 め る こ と に 特 徴 が あ り ， 以 下 に 示 す ３
つ の プ ロ セ ス で 構 成 さ れ る （ 4.3 . 1 項 ～ 4. 3 . 3 項 ）。 	 
	 
図 ４ -１ ． コ ン ト ロ ー ル 室 デ ザ イ ン 事 例 [5] 	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図 ４ -２ ． 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の 年 間 デ ザ イ ン 開 発 件 数 と 時 間 	 
４ ． ３ ． １ ． 創 造 性 に 関 す る 分 析  
	 
こ こ で は ， 第 ２ 章 で 説 明 し た よ う に デ ザ イ ン 開 発 の 創 造 性 を 高 め る 視 点 と し
て 顧 客 満 足 度 に 注 目 し ， 顧 客 満 足 度 を 高 め る た め の デ ザ イ ン 開 発 の 要 素 と 対 策
を 以 下 の ス テ ッ プ で 特 定 す る 。 	 
	 
( 1 )顧 客 満 足 度 を 高 め る デ ザ イ ン CTQ の 特 定 	 
C T Q（ Cr i t i c a l 	 t o 	 Q u a l i t y） と は ， 経 営 成 果 に 重 大 な 影 響 を 与 え る 要 因
で あ り ， 顧 客 満 足 度 を 高 め る た め に 重 要 な 要 因 を 意 味 す る 。 顧 客 満 足 度
を 高 め る た め に イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン が 顧 客 か ら 期 待 さ れ る CTQ を 以 下 の
手 順 で 特 定 す る 。 	 
ま ず ， 顧 客 が デ ザ イ ン 開 発 に 要 求 す る 品 質 を ア ン ケ ー ト 調 査 で 収 集 し ，
KJ 法 を 用 い て 主 要 な 品 質 を 抽 出 す る （ 以 下 ， 要 求 品 質 と す る ）。 次 に ，
品 質 機 能 展 開 （ QFD ) 	 [ 6 ]を 用 い て ， 要 求 品 質 を 高 め る た め の デ ザ イ ン 開
発 の 要 素 を 抽 出 す る（ 以 下 ，品 質 要 素 と す る ）。品 質 要 素 の 中 で ，要 求 品
質 に 強 く 影 響 し 改 善 効 果 の 高 い 品 質 要 素 を デ ザ イ ン の CTQ と し て 特 定 す
る 。 	 
	 
( 2 ) C T Q の 原 因 と 改 善 方 針 の 決 定 	 
ま ず ，	 CT Q と し て 特 定 し た 品 質 要 素 を 低 下 さ せ る 原 因 と そ の 対 策 を 特 性
要 因 図 [7]を 用 い て 洗 い 出 す 。CTQ の 改 善 を 目 的 に ，イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン
が 実 施 す べ き 対 策 は ， 各 対 策 を 因 果 関 係 図 [8]を 用 い て イ ン ハ ウ ス デ ザ
イ ン の 目 的 と の 合 致 性 を 評 価 し て 特 定 す る 。 	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４ ． ３ ． ２ ． 効 率 性 に 関 す る 分 析  
	 
こ こ で は ， デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の デ ー タ を 用 い て ， 効 率 性 を 高 め る 必 要 が
あ る デ ザ イ ン 作 業 （ 以 下 ， ワ ー ク と す る ） を 以 下 の ス テ ッ プ で 特 定 す る 。 	 
	 
( 1 )デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス デ ー タ の 特 定 と 収 集 	 
対 象 と す る デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス を 調 査 し ， 現 状 の プ ロ セ ス を 表 す デ ー
タ を 特 定 し 収 集 す る （ こ こ で は ， 顧 客 へ の 提 案 回 数 ， 作 業 時 間 ， 提 案 枚
数 （ 制 作 物 の 数 ） と し た ）。 	 
(2 )効 率 性 を 高 め る た め の ワ ー ク の 絞 り 込 み 	 
こ れ ら の デ ー タ を も と に ， 分 散 分 析 ， お よ び 視 覚 的 に 解 析 す る 図 式 手 法
を 応 用 し ， 効 率 性 を 低 下 さ せ て い る ワ ー ク を 特 定 す る 。 	 
	 
４ ． ３ ． ３ ． 対 策 の 特 定 と 効 果 の 測 定  
	 
対 策 は ， 効 率 性 に 関 す る 分 析 よ り 特 定 し た ワ ー ク の 改 善 が ， 創 造 性 に 関 す る
分 析 で 特 定 し た CTQ を 向 上 さ せ ， 顧 客 満 足 度 を 高 め る こ と に つ な が る か を 評 価
し ， 特 定 す る 。 対 策 に よ る 効 果 は ， 創 造 性 に 関 す る 分 析 と 効 率 性 に 関 す る 分 析
に て 導 出 し た 改 善 指 針 を も と に ， 支 援 ツ ー ル の プ ロ ト タ イ プ を 作 成 し ， 実 際 の
デ ザ イ ン 開 発 に 応 用 し た 結 果 か ら 考 察 す る 。 	 
以 上 に 示 し た ３ つ の プ ロ セ ス を ，イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で 行 わ れ た ，火 力 発 電 ，
電 力 系 統 ，交 通 管 理 ，上 ・ 下 水 道 管 理 な ど ，コ ン ト ロ ー ル 室 を 有 す る 50 サ ン プ
ル の デ ザ イ ン 開 発 （ 199 7（ 平 成 ９ ） 年 か ら 199 9（ 平 成 11） 年 ） に 適 用 し た 。 	 
次 に ， 具 体 的 な 分 析 と そ の 結 果 に つ い て 説 明 す る 。 	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４ ． ４ ． 創 造 性 に 関 す る 分 析  
	 
創 造 性 を 高 め る 視 点 と し て 顧 客 満 足 度 に 注 目 し ， 顧 客 満 足 度 を 効 果 的 に 高 め
る 方 法 に つ い て 分 析 し た 。 尚 ， 本 章 で の 分 析 や 考 察 は ， 社 会 イ ン フ ラ 分 野 を 担
当 す る 企 業 内 の 有 識 者 ４ 名 で 実 施 し た （ 営 業 担 当 １ 名 ， 技 術 担 当 １ 名 ， デ ザ イ
ン 担 当 ２ 名 ）。ア ン ケ ー ト 調 査 は ，火 力 発 電 ，電 力 系 統 ，交 通 管 理 ，上 ・ 下 水 道
管 理 な ど ， 計 14 事 業 分 野 の コ ン ト ロ ー ル 室 を 担 当 す る 顧 客 32 名 に 対 し て 行 っ
た 。 	 
	 
４ ． ４ ． １ ． 顧 客 満 足 度 を 高 め る デ ザ イ ン CTQ の 特 定 	 
 
こ こ で は ， 顧 客 満 足 度 を 高 め る た め に イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン が 顧 客 か ら 期 待 さ
れ る CTQ を 特 定 し た 。 	 
表 ４ -１ に ， ア ン ケ ー ト 調 査 に よ っ て 抽 出 さ れ た イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン へ の 32
の 要 求 事 項 と こ れ ら を KJ 法 に よ っ て 集 約 し た 13 の 要 求 品 質 ，お よ び 13 の 要 求
品 質 に 対 す る 顧 客 の 重 要 度 （ ど の 程 度 重 視 し て い る か ） と 満 足 度 （ 現 状 の 提 案
を ど の 程 度 満 足 し て い る か ） の 平 均 値 を 示 す 。 要 求 品 質 の 重 要 度 と 満 足 度 の 評
価 （ １ か ら 10 の ラ ン ク 付 け ） は ， ア ン ケ ー ト 調 査 と 同 じ 顧 客 に 対 し て 行 っ た 。	 
同 表 よ り ，最 も 重 要 度 の 高 い 要 求 品 質 は ，イ メ ー ジ ス ケ ッ チ ，レ ン ダ リ ン グ ，
Ｃ Ｇ や ス ケ ー ル モ デ ル 等 に て 提 案 内 容 を 可 視 化 す る「 ビ ジ ュ ア ル な 資 料（ 9.2）」
で あ る こ と が わ か る 。 次 は ， 提 案 が 明 確 に 説 明 さ れ ， 顧 客 の 社 内 説 明 を 助 け る
「 ポ イ ン ト が 明 確 な 提 案 （ 8.9）」 で あ る 。 三 番 目 は ， 顧 客 か ら の 「 要 望 に 対 す
る 短 納 期（ 8.7）」で あ る 。四 番 目 以 降 は ，「 問 題 点 発 掘 ，ソ リ ュ ー シ ョ ン 提 示（ 8.4）」
「 人 間 工 学 へ の 配 慮 （ 8.3）」「 機 能 的 レ イ ア ウ ト ， ゾ ー ニ ン グ 計 画 （ 8.1）」「 美
し く 調 和 の と れ た デ ザ イ ン （ 8.1）」「 ト ー タ ル の 提 案 期 間 の 短 縮 （ 7.2）」「 運 用
形 態 へ の 提 案 （ 6.7）」「 プ ロ セ ス 全 体 の フ ロ ー の 把 握 （ 6.4）」「 ト ラ ブ ル 時 へ の
配 慮 （ 6.2）」「 見 学 者 対 応 へ の 提 案 （ 6.1）」「 内 装 の 色 彩 計 画 ， 照 明 計 画 へ の 推
奨 案 提 示 （ 5.2）」 で あ る 。 	 
次 に ， 品 質 機 能 展 開 を 用 い て ， こ れ ら の 要 求 品 質 を 高 め る た め の 品 質 要 素 を
抽 出 し た 。 表 ４ -２ は ， 重 要 度 の ラ ン ク 付 け を も と に ， 上 位 10 項 目 の 要 求 品 質
（ 行 ） に 対 し ， 有 識 者 メ ン バ ー で 審 議 の 上 ， 各 要 求 品 質 を 高 め る た め の デ ザ イ
ン 開 発 プ ロ セ ス な ど の 品 質 要 素 （ 列 ） を 抽 出 し た 結 果 で あ る 。 下 位 ３ 項 目 の 要
求 品 質 は ， 顧 客 の 重 要 度 に 対 し 顧 客 の 満 足 度 が 比 較 的 高 い た め ， 今 回 の 分 析 対
象 か ら 外 し た 。 表 ４ － ２ で 升 の 記 号 は ， 品 質 要 素 の 要 求 品 質 へ の 影 響 の 強 さ を
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表 し て い る （ ● ： 強 い 影 響 が あ る ， ○ ： 影 響 が あ る ， ▽ ： 影 響 が 予 想 さ れ る 。
そ れ ぞ れ ９ ,３ ,１ 点 の 重 み づ け が 推 奨 さ れ ， 評 価 の 基 準 と し て 採 用 し た 。）。 合
計 得 点 の 高 い 品 質 要 素 は ， 要 求 品 質 に 大 き く 影 響 を 与 え る ， す な わ ち ， コ ン ト
ロ ー ル 室 の デ ザ イ ン 開 発 に お い て ， 顧 客 満 足 度 に 大 き く 影 響 を 与 え る CTQ で あ
る と 考 え ら れ る 。 	 
	 
	 
表 ４ -１ ． 顧 客 の 要 求 品 質 と 要 求 事 項 	 
	 
顧客の要求品質 顧客の要求事項
顧
客
の
重
要
度
顧
客
の
満
足
度
顧
客
の
重
要
度
と
満
足
度
の
差
ビジュアルな資料
ビジュアルな資料の提示
ＣＧやイメー ジスケッチやスケールモデルで完成
後の状態を提示
9.2 8.8 -0.4
ポイントが明確な提案
ポイントが明確な提案資料の提示
提案資料を顧客内関係者への説明に使用 8.9 8.4 -0.5
要望に対する短納期
要望に対して、短い期間で提案資料を入手
提案に対し顧客内で検討時間の確保
変更内容を早く見て安心したい
問い合わせに対するタイムリー なレスポンス
8.7 8.6 -0.1
問題点発掘、ソリュー ション提示
潜在的な問題点含めた提示
デザインによるソリュー ションの提示 8.4 8.1 -0.3
人間工学への配慮
人間工学への配慮点の提示と説明
人と機器の関わり方のコンセプト提示
使い勝手の根拠となるデータの提示
ヒュー マンエラー 削減への工夫
8.3 8.3 0.0
機能的レイアウト、ゾー ニング計画
機能的で使いやすい機器レイアウト
機能エリアのゾー ニング計画の提示 8.1 7.8 -0.3
美しく調和の取れたデザイン
美しい機器のデザイン提案
環境デザインの提示
環境と調和の取れたデザイン計画
8.1 7.8 -0.3
トー タルの提案期間の短縮
開発のスピー ド
提案内容を早くフィックスしたい 7.2 7.4 0.2
運用形態への提案
運用形態についての提案
現行の運用が基本となり改善がなされる
新しいオペレー ション体制
監視作業フロー の提案
オペレー タ他，要員数の削減
6.7 6.0 -0.7
プロセス全体のフロー の把握
提案プロセスの全体フロー 流れを提示
顧客の開発プロセスと提案プロセスの関係を説明 6.4 6.0 -0.4
トラブル時（異常時、緊急時）への配慮
緊急時や異常時のトラブル発生時への配慮
緊急時運用内容の提示 6.2 7.8 1.6
見学者対応への提案
見学者ルート，スペースの提案
見学者への説明内容の提案 6.1 7.7 1.6
内装の色彩計画、照明計画への推奨案提示
内装の色彩計画
モニター への写り込みのない照明計画推奨案 5.2 7.4 2.2
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結 果 ， 要 求 品 質 に 最 も 大 き な 影 響 を 与 え る 品 質 要 素 は 「 リ ワ ー ク の 削 減
（ 185 . 6）」 で あ る 。 こ こ で リ ワ ー ク と は ， 提 案 し た 品 質 の 不 良 が 原 因 で 顧 客 満
足 度 が 得 ら れ ず ， 同 じ 検 討 を 繰 り 返 し 実 施 し ， 顧 客 へ の 再 提 案 を 行 う 作 業 で あ
る 。「 リ ワ ー ク の 削 減 」 は ， 要 求 品 質 の 3)要 望 に 対 す る 短 納 期 ， 8)ト ー タ ル 提
案 期 間 の 短 縮 ，お よ び 10)プ ロ セ ス 全 体 の フ ロ ー の 把 握 ，の 要 求 品 質 を 改 善 し ，
顧 客 満 足 度 を 高 め る こ と が 示 さ れ た 。 次 の 品 質 要 素 は ，「 顧 客 運 用 情 報 の 充 実
（ 177 . 0）」 で あ る 。 こ れ は ， 顧 客 の 課 題 や 情 報 ， 潜 在 的 な 要 求 を い か に 把 握 で
き る か と い う こ と で あ り ， 6)機 能 的 レ イ ア ウ ト ， ゾ ー ニ ン グ 計 画 ， の 要 求 品 質
を 改 善 す る 。三 番 目 は ，「 提 案 資 料 ・ デ ー タ ベ ー ス 充 実（ 149 . 9）」で あ り ，イ ン
ハ ウ ス デ ザ イ ン の デ ー タ 整 備 の 必 要 性 を 示 唆 し て い る 。 	 
こ れ ら の 結 果 か ら ，顧 客 の 満 足 度 を 高 め る た め に 最 も 重 要 な CTQ は ，「 リ ワ ー
ク の 削 減 」で あ る も の の ，具 体 的 な 対 策 に お い て は ，「 顧 客 運 用 情 報 の 充 実 」と
「 提 案 資 料 ・ デ ー タ ベ ー ス 充 実 」 も 合 わ せ て 対 応 す る こ と が 顧 客 満 足 度 を 更 に
高 め る の に 重 要 で あ る こ と が わ か る 。 	 
表 ４ -２ ． 要 求 品 質 の 品 質 要 素 へ の 展 開 （ QFD） 	 
	 
Im
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勖
シ
勒
ン
　
ツ
勖
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開
発
エ
ル
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ノ
ミ
ク
ス
活
用
造
形
劣
イ
ン
テ
リ
ア
　
デ
ザ
イ
ン
向
上
O
varall	 Im
portance
P
arcent	 Im
portance
D irection	 of	 Im provem ent
1)ビジュアルな資料 9.2 ● 9.2 11.5 1
2)ポイントが明確な提案 8.9 ● ▽ 8.9 11.1 2
3)要望に対する短納期 8.7 ○ ● 8.7 10.9 3
4)問題点発掘、ソリュー ション提示 8.4 ▽ ○ ○ ● 8.4 10.5 4
5)人間工学への配慮 8.3 ▽ ▽ ● 8.3 10.4 5
6)機能的レイアウト、ゾーニング計画 8.1 ● ▽ 8.1 10.1 6
7)美しく調和の取れたデザイン 8.1 ● 8.1 10.1 7
8)トー タルの提案期間の短縮 7.2 ● ▽ ▽ 7.2 9.0 8
9)運用形態への提案 6.7 ● ▽ 6.7 8.6 9
10)プロセス全体のフローの把握 6.4 ● 6.4 8.0 10
Im portance	 of	 the	 HO W s 185.6 177.0 149.9 140.6 122.3 114.6 93.4 91.1
Percent	 Im portance	 of	 the	 HO W s 17.3 16.5 13.9 13.1 11.4 10.7 8.7 8.5 ● Strong 9.0
○ M oderate 3.0
1 2 3 4 5 6 7 8 ▽ W eak 1.0
要
求
品
質
品質要素
 79 
４ ． ４ ． ２ ． CTQ の 原 因 と 改 善 方 針 の 決 定 	 
	 
C T Q と し て 特 定 し た 「 リ ワ ー ク の 削 減 」 を 目 的 に ， こ こ で は ， デ ザ イ ン 開 発
プ ロ セ ス の 中 で ， リ ワ ー ク の 発 生 個 所 と 発 生 原 因 を 明 確 に し ， 改 善 方 針 を 考 察
し た 。 	 
デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス と し て 一 般 的 な も の は ， 人 間 中 心 設 計 プ ロ セ ス ISO 	 
1 3 4 0 7 で あ る [9 ]。 人 間 中 心 設 計 プ ロ セ ス ISO 	 1 3 4 0 7 は ， 事 業 戦 略 策 定 か ら 製 品
の 市 場 導 入 直 前 の 最 終 評 価 ま で の 各 ス テ ッ プ を ，１ .利 用 の 状 況 の 理 解 と 詳 細 な
記 述 ， ２ .ユ ー ザ ー お よ び 組 織 の 要 求 事 項 の 詳 細 な 記 述 ， ３ .設 計 に よ る 解 決 案
作 成 ，４ .要 求 事 項 に 対 す る 設 計 の 評 価 と し て お り ，こ の １ か ら ４ の ス テ ッ プ を
繰 り 返 し 実 行 す る こ と で 設 計 精 度 を 上 げ る と さ れ て い る 。 メ イ ン の シ ス テ ム と
と も に 多 く の サ ブ シ ス テ ム で 構 成 さ れ る コ ン ト ロ ー ル 室 の 開 発 は ， 顧 客 と と も
に 社 外 の 多 く の 関 係 者 が 関 わ り ， シ ス テ ム ， 製 品 ， 環 境 計 画 な ど 多 分 野 の 開 発
が 並 行 し て 行 わ れ る 。 こ の よ う に コ ン ト ロ ー ル 室 の 開 発 は ， 人 間 中 心 設 計 プ ロ
セ ス ISO 1 3 4 0 7 を 基 本 と す る が ，様 々 な 要 件 の も と に 運 用 形 態 の 方 向 性 や 基 本 計
画 を 早 期 に 決 定 し ， そ の 後 ， 各 分 野 の 開 発 が 並 行 し て 進 め ら れ る 特 徴 が あ る 。
デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス は 図 ４ -３ に 示 す ４ つ の フ ェ ー ズ で 構 成 さ れ る 。 	 
	 
Ａ ． 情 報 整 理 ： 既 設 の 調 査 分 析 を 通 じ 利 用 状 況 を 理 解 す る 。 	 
Ｂ ． 方 向 性 の 決 定 ： 現 状 の 課 題 分 析 か ら 業 務 形 態 の 検 討 を 行 い ， コ ン セ プ
ト 作 成 ， お よ び 業 務 形 態 と そ の ゾ ー ニ ン グ 計 画 を 方 向 づ け る 。 	 
Ｃ ． 基 本 計 画 ： ゾ ー ニ ン グ 計 画 を も と に ， 人 間 工 学 検 討 を 反 映 し た 各 機 器
の レ イ ア ウ ト 計 画 ， 見 学 者 対 応 ， 付 帯 設 備 の 計 画 ， 建 築 と の 整 合 性 な
ど を 検 討 す る 。 	 
Ｄ ． 設 計 ： 照 明 ， 内 装 な ど の 環 境 計 画 と 前 面 大 型 表 示 盤 や 操 作 端 末 他 各 機
器 の 設 計 を 行 う 。 	 
	 
図 ４ -３ の ■ 印 は 顧 客 へ の 提 案 の タ イ ミ ン グ を 表 し ，各 フ ェ ー ズ の 最 後 に 顧 客
の 承 認 が 必 要 で あ る こ と を 示 す 。 コ ン ト ロ ー ル 室 の デ ザ イ ン 開 発 は ， フ ェ ー ズ
ご と に 顧 客 の 合 意 を 得 て 次 の フ ェ ー ズ に 移 行 し ， シ ス テ ム を 完 成 さ せ て い く プ
ロ セ ス で あ る 。 提 案 し た 品 質 の 不 良 が 原 因 と な り 顧 客 満 足 度 が 低 い 場 合 は ， 顧
客 の 承 認 が 得 ら れ ず 同 じ フ ェ ー ズ で デ ザ イ ン 開 発 と 顧 客 へ の 提 案 を 繰 り 返 す こ
と に な る 。 こ れ が 前 述 し た リ ワ ー ク で あ り ， 各 フ ェ ー ズ の 最 後 の 顧 客 提 案 時 に
発 生 す る 。 	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図 ４ -３ ． コ ン ト ロ ー ル 室 	 デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス 	 
 
	 
図 ４ -４ ． 各 フ ェ ー ズ の 提 案 回 数 	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各 フ ェ ー ズ で の リ ワ ー ク の 発 生 状 況 を 明 ら か に す る た め ，50 サ ン プ ル の コ ン
ト ロ ー ル 室 の デ ザ イ ン 開 発 を 対 象 に ， フ ェ ー ズ ご と の 顧 客 へ の 提 示 回 数 を 調 査
し た 。図 ４ -４ に ，フ ェ ー ズ ご と の 提 案 回 数 の 平 均 値 と ば ら つ き に つ い て 分 散 分
析 を 行 い ， そ の 結 果 を 箱 ひ げ 図 [10 ]を 用 い て 図 示 し た 。 図 ４ の ● は フ ェ ー ズ ご
と 提 案 回 数 の 平 均 値 ， 横 バ ー は 下 よ り 第 １ 四 分 位 数 ， 中 央 値 と 第 ３ 四 分 位 数 を
示 す 。＊ は 外 れ 値（ 異 常 に 大 き い ま た は 小 さ い 値 )を 示 し ，箱 や 縦 棒 の 縦 方 向 の
長 さ が ば ら つ き の 大 き さ を 示 す 。 	 
分 散 分 析 の 結 果 ，フ ェ ー ズ ご と の 提 案 回 数 の 平 均 値 に は 有 意 差 が 示 さ れ た（ Ｆ
＝ 3.8 3 ,Ｐ ＝ 0. 0 1 6）。 	 
現 状 の コ ン ト ロ ー ル 室 の デ ザ イ ン 完 成 ま で の 提 示 回 数 の 合 計 は ， 平 均 10. 3
回 で あ る 。 Ｂ ． 方 向 性 の 決 定 は 1.7 回 ， Ｃ ． 基 本 計 画 は 3.2 回 で あ り ， 基 本 計
画 を 決 定 す る ま で に 平 均 4.9 回 の 顧 客 提 案 が 行 わ れ て い る 。 ま た ， Ｄ ． 設 計 の
提 案 回 数 は ， 平 均 値 と ば ら つ き が 他 と 比 較 し て 大 き い こ と が わ か る 。 高 い 品 質
を 顧 客 に 提 示 し ， そ の 結 果 ， 顧 客 満 足 度 を 得 る こ と を 目 的 と す る な ら ば ， 本 来
ど の フ ェ ー ズ も １ 回 の 提 示 で 顧 客 の 合 意 を 得 る こ と が 目 標 と な る 。 現 状 の 平 均
が 10. 3 回 と い う こ と は ， 同 一 フ ェ ー ズ 内 で リ ワ ー ク が 発 生 し て い る と い え る 。	 
リ ワ ー ク の 発 生 す る 原 因 を 特 定 す る た め に ， ま ず ， リ ワ ー ク に つ な が る 本 質
的 な 問 題 に つ い て ， 特 性 要 因 図 を 用 い て 人 間 系 ， 環 境 系 ， 機 械 系 ， 材 料 系 ， 手
法 系 ，測 定 系 の ６ 側 面 か ら 幅 広 く 検 討 し た 。図 ４ -５ に ，抽 出 さ れ た リ ワ ー ク の
発 生 す る 原 因 と 対 策 を 示 す 。 同 図 の 斜 線 の 右 側 に は 発 生 の 原 因 を 示 し ， 斜 線 の
左 側 に は 事 業 部 門 ま た は イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で 対 応 可 能 な 対 策 案 を 示 す 。 抽 出
さ れ た ９ 項 目 の 対 策 案 （ []で 示 す ） と そ の 原 因 （ ／ 以 降 ） を 以 下 に ま と め る 。 	 
	 
人 間 系 	 [ノ ウ ハ ウ デ ー タ ベ ー ス ]／ 個 々 人 に ノ ウ ハ ウ が 蓄 積 さ れ る 。 ス キ ル
が 体 系 化 さ れ て な く ， 個 人 の 経 験 の 有 無 が 提 案 の 品 質 に 影 響 	 
	 [顧 客 ニ ー ズ 分 析 ・ 体 系 化 ]／ 過 去 提 案 事 例 の 分 析 結 果 や 問 題 点 が 共
有 さ れ て い な い 	 
	 
環 境 系 ・ 機 械 系 	 	 [顧 客 へ の 確 認 事 項 チ ェ ッ ク リ ス ト ]／ 顧 客 ニ ー ズ が 多 様
で あ る が ， ヒ ア リ ン グ の 機 会 に 制 限 が あ る 	 
	 
材 料 系 	 [情 報 取 得 チ ェ ッ ク リ ス ト ]／ 顧 客 情 報 の 確 認 や 聞 き 取 り ミ ス も 多 く ，
担 当 個 人 の こ だ わ り も 影 響 す る 	 
	 [技 術 部 門 と デ ー タ 共 有 化 ]／ シ ス テ ム ・ 技 術 や 建 築 他 関 連 要 件 の 影
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響 も あ る が ， 技 術 者 の 執 務 場 所 が 遠 隔 で あ る 	 
	 
手 法 系 	 [セ ミ オ ー ダ ー 対 応 デ ー タ ベ ー ス ]／ 過 去 の デ ー タ が な く ， 都 度 提 案
資 料 作 成 に よ り 非 効 率 	 
	 [品 質 水 準 チ ェ ッ ク リ ス ト ]／ 質 を 評 価 し て な い 	 
	 
測 定 系 	 [プ ロ ジ ェ ク ト 制 ]／ 作 業 体 制 が 柔 軟 で な い 	 
	 [品 質 水 準 評 価 ]／ 適 切 な 品 質 レ ベ ル が 曖 昧 	 
	 
	 
	 
	 
図 ４ -５ ． リ ワ ー ク の 原 因 と 対 策 （ 特 性 要 因 図 ） 	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イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン が 実 施 す べ き 対 策 を 特 定 す る た め に ， 因 果 関 係 図 を 用 い
て こ れ ら ９ 項 目 の 対 策 に よ る 効 果 を 評 価 し た （ 表 ４ -３ ）。 表 ３ の 原 因 に は ９ 項
目 の 対 策 を 記 載 し ，効 果 に は イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で 使 用 し て い る ３ つ の 目 標（ 重
み ） を 設 定 し た （「 意 思 決 定 の 早 期 化 （ 10）」「 ソ リ ュ ー シ ョ ン の 質 向 上 （ ８ ）」
お よ び 「 導 入 コ ス ト 削 減 （ ５ ）」。 こ の 表 を 用 い て ， 効 果 に 対 す る 原 因 （ 対 策 ）
の 影 響 の 大 き さ を １ か ら 10 の 重 み づ け で 評 価 し た 。 	 
表 ４ -３ よ り ，「 意 思 決 定 の 早 期 化 」 と 「 ソ リ ュ ー シ ョ ン の 質 向 上 」 に 大 き な
影 響 が あ る［ 顧 客 ニ ー ズ 分 析 ・ 体 系 化（ 151）］，お よ び「 意 思 決 定 の 早 期 化 」と
「 導 入 コ ス ト 削 減 」に 大 き な 影 響 の あ る［ セ ミ オ ー ダ ー 対 応 デ ー タ ベ ー ス（ 137）］
が 重 要 な 対 策 で あ る こ と が わ か っ た 。 	 
本 章 の 分 析 結 果 よ り ，顧 客 満 足 度 を 高 め る た め に は ，「 リ ワ ー ク の 削 減 」が 重
要 で あ り ，「 リ ワ ー ク の 削 減 」 の た め に 効 果 の 高 い 対 策 と し て ，［ 顧 客 ニ ー ズ 分
析 ・ 体 系 化 ］ と ［ セ ミ オ ー ダ ー 対 応 デ ー タ ベ ー ス ］ の ２ 点 を 特 定 し た 。 ま た ，
こ の ２ 点 は ，4.4 . 2 .項 の 中 で「 リ ワ ー ク の 削 減 」と と も に 重 要 な CTQ と し た「 顧
客 運 用 情 報 の 充 実 」 や 「 提 案 資 料 デ ー タ ベ ー ス 充 実 」 に 対 し て も 効 果 が あ る と
推 測 さ れ る 。 	 
 
表 ４ -３ ． リ ワ ー ク の 原 因 （ 対 策 ） と 効 果 （ 因 果 関 係 図 ） 	 
 
  
10 8 5 ポイント
意思決定
の早期化
ソリュー ショ
ンの質向上
導入コスト
削減
人間系 ノウハウデータベース 7 2 1 91
顧客  ニーズ分析・体系化 9 7 1 151
環境系／機械系 顧客への確認事項チェックリスト 4 1 4 68
材料系 情報取得	 チェックリスト 4 4 2 82
技術部門とのデータ共有化 4 4 9 117
手法系 セミオーダ対応データベース 7 4 7 137
品質水準　チェックリスト 2 1 4 48
測定系 プロジェクト制 2 3 1 49
品質水準評価 4 2 1 61
Yの重み
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４ ． ５ ． 効 率 性 に 関 す る 分 析  
	 
効 率 性 に 関 す る 分 析 で は ， デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の デ ー タ を 用 い て 効 率 性 の
低 い ワ ー ク を 特 定 し ， デ ザ イ ン 開 発 の 効 率 性 を 高 め る 方 法 に つ い て 考 察 し た 。 	 
	 
４ ． ５ ． １ ． デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス デ ー タ の 特 定 と 収 集  
	 
ま ず ， こ れ ま で 対 象 会 社 で 実 施 し た コ ン ト ロ ー ル 室 デ ザ イ ン 開 発 （ 199 7（ 平
成 ９ ）年 か ら 199 9（ 平 成 11）年 ）を 調 査 し ，デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 状 況 を 表
す た め の デ ー タ を 検 討 し た 。 	 
結 果 ， デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の デ ー タ は ， サ ン プ ル の 属 性 デ ー タ と し て ， 分
野 （ 火 力 ， 交 通 他 ）， 種 別 （ 新 規 ・ 増 設 ）， 状 況 （ 受 注 前 ・ 後 ）， 担 当 人 数 ， 作 業
期 間（ 期 間 ，開 始 ・ 終 了 月 ），ま た ，プ ロ セ ス の 具 体 的 な デ ー タ と し て ，フ ェ ー
ズ ご と に 顧 客 へ の 提 案 回 数 ， 作 業 時 間 ， 提 案 枚 数 を 収 集 す る こ と と し た 。 こ こ
で 提 案 回 数 と は レ イ ア ウ ト 計 画 図 ，CG に よ る 完 成 予 想 図 な ど の 成 果 物 を 顧 客 に
提 案 し た 回 数 ， 作 業 時 間 と は 成 果 物 の 製 作 時 間 ， 提 案 枚 数 と は 成 果 物 な ど の 提
案 資 料 の 枚 数 を 示 す 。 	 
表 ４ -４ に ， 50 サ ン プ ル の デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の デ ー タ を ま と め た 一 例 を
示 す 。 ま た ， 効 率 性 の 低 い ワ ー ク を 特 定 す る た め に ， 作 業 時 間 に つ い て は ， コ
ン ト ロ ー ル 室 の デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス に お け る ワ ー ク を 明 確 に し ， ワ ー ク ご と
の 作 業 時 間 を 収 集 し た 。 	 
表 ４ -４ ． デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス デ ー タ （ 提 案 回 数 ， 作 業 時 間 ， 提 案 枚 数 ） 	 
 
（ コ ン ト ロ ー ル 室 デ ザ イ ン 開 発 （ 199 7 年 か ら 19 9 9 年 ） ５ ０ サ ン プ ル ）  
A B C D 計 A B C D 計 A B C D 計
(1)火力発電監視制御 新設 受注前 2 1996年7月 1998年4月 92 1 4 6 3 14 24 225 385 254 888 2 88 25 26 141
(2)火力発電監視制御 新設 受注後 2 1997年12月 1998年10月 47 1 2 3 5 11 20 83.5 116 225 444 1 11 26 35 73
(3)火力発電監視制御 増設 受注後 2 1997年10月 1999年5月 86 1 4 2 7 67 120 333 520 12 20 14 46
(4)火力発電監視制御 新設 受注後 2 1997年5月 1997年12月 34 2 7 5 14 94.5 173 160 428 18 31 28 77
(5)火力発電監視制御 新設 受注後 2 1997年8月 1998年9月 55 14 14 386 386 36 36
(6)火力発電監視制御 新設 受注後 1 1998年4月 1998年5月 7 2 2 78 78 7 7
(7)火力発電監視制御 増設 受注前 2 1998年3月 1998年3月 3 1 1 31 31 6 6
(8)火力発電監視制御 新設 受注後 1 1997年4月 1997年12月 35 3 3 32.5 32.5 48 48
(9)火力発電監視制御 新設 受注前 1 1997年11月 1998年1月 8 2 2 26.5 26.5 4 4
(10)火力発電監視制御 増設 受注後 1 1999年4月 1999年4月 2 1 1 18 18 2 2
(11)火力発電監視制御 未定 受注前 1 1997年5月 1997年5月 1 1 1 17 17 7 7
(12)原子力発電監視制御 新設 受注後 1 1998年4月 1999年6月 58 1 2 9 12 32 81 214 327 5 17 47 69
(13)原子力発電監視制御 新設 受注前 1 1997年9月 1998年6月 40 2 2 4 36 213 249 3 38 41
(14)電力センター 増設 受注前 1 1998年8月 1998年10月 11 1 1 46 46 7 7
(15)電力センター 更新 受注後 1 1998年8月 1998年12月 17 1 1 20 20 3 3
(16)鉄道運転指令 新設 受注前 2 1999年1月 1999年4月 11 1 1 428 428 30 30
(17)鉄道運転指令 新設 受注前 2 1999年4月 1999年5月 6 1 1 321 321 25 25
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表 ４ -５ ． デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス デ ー タ （ ワ ー ク ／ ワ ー ク 詳 細 と 作 業 時 間 ） 	 
	 
（ ワ ー ク ： ７ 区 分 ， ワ ー ク 詳 細 ： 27 区 分 ） 	 
	 
	 
コ ン ト ロ ー ル 室 の デ ザ イ ン 開 発 は ， Ａ ． 情 報 の 整 理 か ら Ｄ ． 設 計 の フ ェ ー ズ
を 段 階 的 に 経 て ，デ ザ イ ン の 方 向 性 を 個 別 の 仕 様 や 設 計 へ と 具 体 化 さ せ て お り ，
ワ ー ク は 各 フ ェ ー ズ 共 通 に 以 下 の ７ つ に 大 別 さ れ る 。 	 
	 
ワ ー ク １ ． 打 ち 合 わ せ ・ 会 議 	 
ワ ー ク ２ ． 調 査 ・ 分 析 	 
ワ ー ク ３ ． レ イ ア ウ ト 案 ・ 評 価 	 
ワ ー ク ４ ． ハ ー ド デ ザ イ ン ・ 人 間 工 学 検 討 	 
ワ ー ク ５ ． 環 境 計 画 	 
ワ ー ク ６ ． 視 覚 化 （ 完 成 予 想 ） 	 
ワ ー ク ７ ． 報 告 書 作 成 	 
	 
さ ら に ワ ー ク １ か ら ワ ー ク ７ は ， 個 々 に 具 体 的 な デ ザ イ ン 作 業 と し て 計 27
の ワ ー ク 詳 細 に 区 分 で き る 。表 ４ -５ に ，表 ４ -４ の 作 業 時 間 の デ ー タ を も と に ，
27 の ワ ー ク 詳 細 ご と の 作 業 時 間 に 分 解 し た 一 部 を 示 す 。同 表 で は ，サ ン プ ル ご
と ， お よ び 顧 客 へ の 提 案 回 ご と に ワ ー ク 詳 細 の 作 業 時 間 を 示 し て い る 。 	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４ ． ５ ． ２ ． 効 率 性 を 高 め る た め の ワ ー ク の 絞 り 込 み  
	 
表 ４ -５ の ワ ー ク ご と の 作 業 時 間 を デ ー タ と し て ，効 率 性 を 低 下 さ せ て い る ワ
ー ク に つ い て 考 察 し た 。 	 
こ こ で は ， い く つ か の 変 数 と 結 果 と の 関 係 を 視 覚 的 に 解 析 す る 図 式 手 法 と し
て 多 変 量 管 理 図［ 11］，ま た ，分 散 分 析 を 用 い て ，デ ー タ の 平 均 値 や ば ら つ き を
検 証 し ， 結 果 は 箱 ひ げ 図 を 用 い て 視 覚 的 に 表 現 し た 。 	 
図 ４ -６ に ，コ ン ト ロ ー ル 室 の デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の フ ェ ー ズ ，お よ び ワ ー
ク と 作 業 時 間 と の 関 係 を ， 多 変 量 管 理 図 を 用 い て 視 覚 的 に 示 す 。 同 図 は ， ４ つ
の フ ェ ー ズ ご と に ７ つ の ワ ー ク を 横 軸 に 配 置 し ， 縦 軸 に そ の 作 業 時 間 を 示 す 。
図 の --線 は フ ェ ー ズ ご と に 全 ワ ー ク の 作 業 時 間 の 平 均 値 ， ＋ 印 は 各 フ ェ ー ズ の
７ つ の ワ ー ク ご と に 作 業 時 間 の 平 均 値 を 示 す 。 な お ， 対 象 と し た サ ン プ ル は ，
４ つ の フ ェ ー ズ を 全 て 行 っ た も の を ト ー タ ル 提 案 と し て ○ 印 で ， フ ェ ー ズ を 部
分 的 に 行 っ た サ ン プ ル は ス ポ ッ ト 提 案 と し て 印 で ， ワ ー ク ご と に 示 し た 。 	 
こ の 結 果 ， フ ェ ー ズ の 作 業 時 間 の 平 均 値 は ， Ｂ ． 方 向 性 の 決 定 が 大 き い こ と
が わ か る 。 ワ ー ク ご と に 見 る と ， Ｂ ． 方 向 性 の 決 定 で は ２ ． 調 査 ・ 分 析 と ３ .
レ イ ア ウ ト 案 ・ 評 価 ，Ｃ ．基 本 計 画 で は ３ .レ イ ア ウ ト 案 ・ 評 価 と ４ ．ハ ー ド デ
ザ イ ン ・ 人 間 工 学 の 作 業 時 間 の 平 均 値 が 高 く ， 開 発 プ ロ セ ス の 前 半 の ワ ー ク で
作 業 時 間 が 多 い こ と が わ か る 。一 方 ，Ｄ ．環 境 計 画 で は ，４ ．ハ ー ド デ ザ イ ン ・
人 間 工 学 検 討 ， ５ ． 環 境 計 画 ， お よ び ６ ． 視 覚 化 （ 完 成 予 想 ） で 作 業 時 間 の 平
均 値 が 高 く ， 開 発 プ ロ セ ス の 後 半 の ワ ー ク で 作 業 時 間 が 多 い こ と が わ か る 。 以
上 よ り ， ７ つ の ワ ー ク は 開 発 プ ロ セ ス の ほ と ん ど の フ ェ ー ズ に 存 在 し ， 開 発 プ
ロ セ ス の フ ェ ー ズ が 進 む に つ れ ワ ー ク の 時 間 配 分 が 変 化 し て い る こ と が 読 み 取
れ る 。 	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図 ４ -６ ． フ ェ ー ズ （ Ａ か ら Ｄ ） お よ び ワ ー ク （ １ か ら ７ ） の 作 業 時 間 	 
 
次 に ，効 率 性 に 影 響 す る ワ ー ク を 特 定 す る た め に ，表 ４ -５ の デ ー タ を も と に
ワ ー ク ご と の 作 業 時 間 を 分 析 し た 。 分 散 分 析 を 用 い て ７ つ の ワ ー ク の 作 業 時 間
に 平 均 値 の 差 が あ る か を 確 認 し た 。図 ４ -７ に ，箱 ひ げ 図 を 用 い て ，分 散 分 析 の
結 果 を 視 覚 的 に 示 す 。 分 散 分 析 の 結 果 ， 作 業 時 間 の 平 均 値 に 有 意 差 は 示 さ れ な
か っ た（ Ｆ ＝ 1.3 6 ,Ｐ ＝ 0. 2 3 8）。要 因 と し て は ，２ ．調 査 ・ 分 析 ，３ ．レ イ ア ウ
ト 案 ・ 評 価 ， お よ び ４ ． ハ ー ド デ ザ イ ン ・ 人 間 工 学 検 討 ま で の ワ ー ク は 多 様 な
デ ザ イ ン 作 業 で 構 成 さ れ ， サ ン プ ル ご と に 異 な る と 推 測 さ れ る 。 	 
Ａ情報整理 Ｂ方向性の決定 Ｃ基本計画 Ｄ環境計画
○トータル提案の平均
○スポット提案の平均
＋ワークの平均
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図 ４ -７ ． ワ ー ク 別 （ ワ ー ク １ か ら ワ ー ク ７ ） 	 作 業 時 間 	 
た だ し ，図 ４ -７ か ら は ，こ れ ら ３ つ の ワ ー ク の 作 業 時 間 の 平 均 値 が 高 く ，ば
ら つ き も 大 き い こ と が 読 み 取 れ る 。２ ．調 査・分 析 ，３ ．レ イ ア ウ ト 案・評 価 ，
お よ び ４ ． ハ ー ド デ ザ イ ン ・ 人 間 工 学 検 討 ま で の ワ ー ク は ， 作 業 時 間 を 集 計 す
る と ，全 作 業 時 間 の 57％ を 占 め ，作 業 時 間 の 効 率 化 に 及 ぼ す 影 響 が 大 き い と 推
測 で き る 。  
ワ ー ク の 中 で 具 体 的 に ど の デ ザ イ ン 作 業 が 効 率 化 に と っ て 効 果 が あ る の か を
特 定 す る た め ，表 ４ -５ で 示 し た ワ ー ク 詳 細 の デ ー タ を 分 析 し た 。分 散 分 析 を 用
い て ワ ー ク 詳 細 の 作 業 時 間 に 平 均 値 の 差 が あ る か を 確 認 し た 。図 ４ -８ に ，箱 ひ
げ 図 を 用 い て ， 分 散 分 析 の 結 果 を 視 覚 的 に 示 す 。 分 散 分 析 の 結 果 ， ワ ー ク 詳 細
で は 作 業 時 間 の 平 均 値 に 有 意 差 が 示 さ れ た （ Ｆ ＝ 2.6 6 ,Ｐ ＝ 0. 0 0 4）。 図 ４ -８ よ
り ， ２ ． 調 査 ・ 分 析 で は ， 	 2- 1 .客 先 で の 打 合 せ か ら 2-3 .現 地 調 査 ・ 他 物 件 見
学 ま で の 作 業 時 間 の 平 均 値 は 低 い が ，2-4 .コ ン セ プ ト 図 と 2-5 .業 務 分 析 説 明 図
の 作 業 時 間 の 平 均 値 が 高 く ，ば ら つ き が 大 き い こ と が 示 さ れ た 。３ .レ イ ア ウ ト
案 ・ 評 価 で は ， 3-2 .レ イ ア ウ ト 案 の 作 業 時 間 の 平 均 値 と 中 央 値 が 高 く ， 各 サ ン
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プ ル 共 通 に 時 間 を 要 し て い る こ と が 示 さ れ た 。 ４ ． ハ ー ド デ ザ イ ン ・ 人 間 工 学
検 討 で は ， 4-3 .盤 面 デ ザ イ ン 図 の 作 業 時 間 の 平 均 値 は 高 い が ， 中 央 値 が 比 較 的
低 い こ と が 示 さ れ た 。 こ れ は ， サ ン プ ル の 約 半 分 は 時 間 が か か り ， サ ン プ ル ご
と の バ ラ つ き が 非 常 に 大 き い ワ ー ク で あ る こ と が わ か る 。 関 係 者 と の 考 察 の 結
果 ， こ の 原 因 は サ ン プ ル ご と に 異 な る 盤 面 に 対 応 し ， 詳 細 設 計 を 個 別 に 実 施 し
て い る こ と が 影 響 し て い る と 推 測 で き る 。 	 
こ れ ら の 結 果 か ら ， ワ ー ク 詳 細 で は ， 2-4 .コ ン セ プ ト 図 ， 2-5 .業 務 分 析 説 明
図 か ら ， 3-2 .レ イ ア ウ ト 案 ， ま で の 一 連 の 作 業 が 時 間 を 要 す る こ と ， 4-3 .盤 面
デ ザ イ ン 図 が 時 間 を 要 す る と と も に ， 対 象 ご と に ば ら つ き が 大 き く ， 効 率 性 を
高 め る た め に は 重 要 な ワ ー ク で あ る こ と が わ か っ た 。 	 
	 
	 
図 ４ -８ ． ワ ー ク 詳 細 別 （ ワ ー ク 2-1 か ら ワ ー ク 4-5） 作 業 時 間 	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４ ． ６ ． 対 策 の 特 定 と 効 果 の 検 証  
	 
創 造 性 に 関 す る 分 析 で は ， 顧 客 満 足 度 を 高 め る た め に は ，「 リ ワ ー ク の 削 減 」
が 重 要 で あ り ，「 リ ワ ー ク の 削 減 」の た め に 効 果 の 高 い［ 顧 客 ニ ー ズ 分 析 ・ 体 系
化 ］ と ［ セ ミ オ ー ダ ー 対 応 デ ー タ ベ ー ス ］ の ２ 点 を 対 策 と し て 特 定 し た 。 効 率
性 に 関 す る 分 析 か ら 効 率 性 を 高 め る に は ， 2-4 .コ ン セ プ ト 図 ， 2-5 .業 務 分 析 説
明 図 か ら ， 3-2 .レ イ ア ウ ト 案 ， ま で の 一 連 の ワ ー ク 詳 細 と ， 4-3 .盤 面 デ ザ イ ン
図 の ワ ー ク 詳 細 が 重 要 で あ る こ と が わ か っ た 。 本 章 で は ， 効 率 性 に 関 す る 分 析
に よ り 特 定 し た ワ ー ク 詳 細 の 改 善 が ， 創 造 性 の 分 析 で 特 定 し た 「 リ ワ ー ク の 削
減 」 を 向 上 さ せ ， 顧 客 満 足 度 の 向 上 に つ な が る か ， に つ い て 考 察 し た 。 	 
顧 客 満 足 度 に つ い て は ， レ イ ア ウ ト 案 や ハ ー ド デ ザ イ ン な ど ワ ー ク の 成 果 物
を 顧 客 に 提 示 し た 際 の 顧 客 の 評 価 を 判 断 基 準 と し た 。 顧 客 満 足 度 の 評 価 は ， 提
示 し た 成 果 物 が 顧 客 の 要 求 に 合 致 し 承 認 さ れ た ワ ー ク を「 高 い 顧 客 満 足 度 」，ま
た ， 顧 客 の 要 求 に 合 わ ず リ ワ ー ク と な っ た ワ ー ク を 「 低 い 顧 客 満 足 度 」 に 区 分
し て 計 測 し た 。 図 ４ － ９ に ， 表 ４ － ５ の デ ー タ を 用 い て 各 提 案 回 に お け る 顧 客
の 評 価 を 確 認 し ， ワ ー ク ご と の 「 高 い 顧 客 満 足 度 」 と 「 低 い 顧 客 満 足 度 」 の 時
間 を 集 計 し た 結 果 を 示 す 。同 図 よ り ，３ .レ イ ア ウ ト 案 ・ 評 価 と ４ ．ハ ー ド デ ザ
イ ン ・ 人 間 工 学 検 討 は ，「 低 い 顧 客 満 足 度 」 と な っ た 作 業 時 間 が 約 50%を 占 め ，
リ ワ ー ク の た め の 時 間 が 多 い こ と が わ か る 。 	 
す な わ ち こ れ は 逆 説 的 に ，現 状 の 顧 客 満 足 度 が 低 い ３ .レ イ ア ウ ト 案・評 価 と
４ ． ハ ー ド デ ザ イ ン ・ 人 間 工 学 検 討 は ， 顧 客 も 重 視 し て お り ， 顧 客 満 足 度 を 高
め る 成 果 物 を 生 む ワ ー ク で あ る と 考 え ら れ る 。 	 
こ こ で ，2-4 .コ ン セ プ ト 図 か ら 3-2 .レ イ ア ウ ト 案 ，ま で の 一 連 の 作 業 の 中 で ，
2-4 .コ ン セ プ ト 図 と 2-5 .業 務 分 析 説 明 図 が 属 す る ２ ． 調 査 ・ 分 析 は ，「 高 い 顧
客 満 足 度 」の 時 間 が 多 い こ と が 示 さ れ た 。一 方 ，3-2 .レ イ ア ウ ト 案 は ，「 低 い 顧
客 満 足 度 」の 時 間 が 多 い ３ .レ イ ア ウ ト 案・評 価 に 属 す と と も に ，そ の 中 で 最 も
作 業 時 間 の 平 均 値 が 高 い ワ ー ク 詳 細 で あ る こ と か ら （ 図 ４ -８ ）， 顧 客 満 足 度 に
は 特 に 効 果 的 な ワ ー ク 詳 細 で あ る こ と が わ か っ た 。 	 
ま た ， ４ ． ハ ー ド デ ザ イ ン ・ 人 間 工 学 検 討 の 中 で ， 4-3 .盤 面 デ ザ イ ン 図 は ，
平 均 値 と ば ら つ き が 最 も 高 い ワ ー ク で あ り（ 図 ４ -８ ），「 低 い 顧 客 満 足 度 」の 要
因 と な っ て い る と も 推 測 で き る 。 し か し ， 4-3 .盤 面 デ ザ イ ン 図 は ， サ ン プ ル ご
と に 異 な る 盤 面 に 対 応 し ，表 示 画 面 な ど の 詳 細 設 計 を 個 別 に 実 施 し て い る こ と ，
お よ び 作 業 時 間 の 中 央 値 が 比 較 的 低 い こ と か ら 上 位 四 分 の 一 の 時 間 を 要 し て い
る サ ン プ ル を 別 途 分 析 す る こ と が 必 要 で あ る と 判 断 し ， 今 回 の 改 善 対 象 か ら は
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除 外 し た 。 	 
以 上 よ り ， 効 率 性 に 関 す る 分 析 で 特 定 し た ， 2-4 .コ ン セ プ ト 図 ， 2-5 .業 務 分
析 説 明 図 か ら ，3-2 .レ イ ア ウ ト 案 ，ま で の 一 連 の 作 業 ，中 で も 3-2 .レ イ ア ウ ト
案 は ， 顧 客 満 足 度 の 向 上 に 効 果 が 高 い ワ ー ク 詳 細 で あ る こ と が 確 認 で き た 。 	 
	 
図 ４ -９ ． ワ ー ク 別 顧 客 満 足 度 に 対 す る 時 間 	 
	 
こ れ ら の 分 析 に も と づ く 改 善 は ， 2-4 .コ ン セ プ ト 図 ， 2-5 .業 務 分 析 説 明 図 か
ら ，3-2 .レ イ ア ウ ト 案 ，ま で の 一 連 の レ イ ア ウ ト 案 の 作 成 ，特 に 3-2 .レ イ ア ウ
ト 案 を 支 援 す る シ ス テ ム の 構 築 と し た 。具 体 的 に は ，「 顧 客 ニ ー ズ 分 析・体 系 化 」
と 「 セ ミ オ ー ダ ー 対 応 デ ー タ ベ ー ス 」 の 改 善 方 針 に も と づ き ， デ ザ イ ナ ー の 知
識 や ス キ ル に 依 存 し な い で ，「 コ ン ト ロ ー ル 室 の 顧 客 運 用 状 況 を 確 認 で き る チ ェ
ッ ク シ ー ト 」と ，チ ェ ッ ク 内 容 を も と に ，「 コ ン セ プ ト 図 ，業 務 分 析 説 明 図 ，ゾ
ー ニ ン グ 案 ， レ イ ア ウ ト 案 を サ ン プ ル デ ー タ の 中 か ら 選 定 で き る 支 援 ツ ー ル 」
の プ ロ ト タ イ プ を 作 成 し た （ 図 ４ － 10）。 	 
次 に 効 果 の 検 証 は ，200 0（ 平 成 12）年 に 実 施 し た デ ザ イ ン 開 発 を 対 象 に 同 支
援 ツ ー ル を 導 入 し た 結 果 と 導 入 前 （ 199 9（ 平 成 11） 年 ） の 状 況 ， 各 10 サ ン プ
２
調
査
・分
析
３
レ
イ
ア
ウ
ト
案
・評
価
４
ハ
勖
ド
デ
ザ
イ
ン
・人
間
工
学
５
環
境
計
画
６
視
覚
化
协完
成
予
想
卐
７
報
告
書
作
成
ワーク
作
業
時
間
1600
1400
1200
1000
800
600
400
200
0
■低い顧客満足度
■高い顧客満足度
低い顧客満⾜足度度が約50%
（リワークの時間が多い）
 92 
ル を 比 較 し ， 考 察 す る こ と と し た 。 比 較 の 項 目 は ， 顧 客 満 足 度 の 評 価 と し て 顧
客 へ の 提 案 回 数 ， 効 率 化 の 評 価 と し て 作 業 時 間 を 設 定 し た 。 	 
結 果 ，顧 客 へ の 年 間 提 案 回 数 に つ い て は ，導 入 前 は 49 回 で あ っ た が ，導 入 後
で は 30 回 に 減 少 し た 。す な わ ち ，顧 客 の 要 求 に 合 わ ず 繰 り 返 し の 提 案 と な る リ
ワ ー ク が 大 幅 に 減 少 し ， 顧 客 満 足 度 の 向 上 が 図 れ た と 推 測 で き る 。 ま た ， 導 入
前 と 導 入 後 に お け る ワ ー ク 詳 細 の 作 業 時 間 の 比 較 で は ， 2-4 .コ ン セ プ ト 作 成 で
は 501 時 間 か ら 306 時 間 ，2- 5 .業 務 分 析 説 明 図 で は 326 時 間 か ら 160 時 間 ，3- 2 .
レ イ ア ウ ト 案 で は 117 1 時 間 か ら 725 時 間 に そ れ ぞ れ 減 少 し た 。支 援 ツ ー ル の 対
象 と な る ワ ー ク 詳 細 の 作 業 時 間 総 計 が 199 8 時 間 か ら 119 1 時 間 に 減 少 し ， 807
時 間 の 効 率 化 が 図 れ た と い え る 。 	 
以 上 よ り ， 創 造 性 に 関 す る 分 析 と 効 率 性 に 関 す る 分 析 か ら 特 定 し た 対 策 は ，
顧 客 満 足 度 と 効 率 化 に 一 定 の 効 果 が あ る こ と か ら ， 本 方 法 の 有 用 性 に つ い て 確
認 で き た と い え る 。 	 
	 
	 
図 ４ -１ ０ ． 作 成 し た チ ェ ッ ク シ ー ト と 支 援 ツ ー ル の プ ロ ト タ イ プ 	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４ ． ７ ． お わ り に  
	 
本 章 で は ， 社 会 の イ ン フ ラ 分 野 の デ ザ イ ン 開 発 に お い て ， 効 率 的 に 創 造 性 を
高 め る 方 法 を 提 案 し そ の 有 用 性 に つ い て 考 察 し た 。 そ の 結 果 ， デ ザ イ ン の 品 質
向 上 に 資 す る プ ロ セ ス 改 善 に 有 用 な 方 針 が 得 ら れ た 。 コ ン ト ロ ー ル 室 の デ ザ イ
ン 開 発 で は ，「 リ ワ ー ク の 削 減 」 が 顧 客 満 足 度 の 向 上 に 役 立 つ こ と ， ま た ， ３ ．
レ イ ア ウ ト 案 ・ 評 価 か ら ４ ． ハ ー ド デ ザ イ ン ・ 人 間 工 学 検 討 の ワ ー ク の 改 善 ，
具 体 的 に は ， 2-4 .コ ン セ プ ト 図 ， 2-5 .業 務 分 析 説 明 図 ， 3-1 .ゾ ー ニ ン グ 図 ， お
よ び 3-2 .レ イ ア ウ ト 図 の ワ ー ク 詳 細 の 改 善 が ，効 率 的 に 創 造 性 を 高 め る た め に
重 要 で あ る こ と を 特 定 し た 。 	 
本 方 法 に よ り 導 出 し た 改 善 施 策 を ケ ー ス に 適 用 し た 結 果 ， 効 率 的 に 創 造 性 を
高 め る 一 定 の 効 果 を 得 た こ と に よ り ， 本 方 法 の 有 用 性 が 示 さ れ た と 考 え る 。 	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第５章 	 継続型コンシューマ製品分野における効率化デザイン
開発プロセス  
	 
５ ． １ ． は じ め に  
 
第 ５ 章 で は ， 継 続 型 コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野 の デ ザ イ ン に お け る デ ザ イ ン 開 発
プ ロ セ ス の 効 率 性 を 高 め る 方 法 を 示 す [1]。  
デ ザ イ ン プ ロ セ ス は ， 対 象 と す る 商 品 ・ シ ス テ ム の 違 い ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ
ン や デ ザ イ ン 事 務 所 な ど 対 象 と す る 組 織 の 違 い に よ り ， 多 様 な プ ロ セ ス が 存 在
す る 。 市 場 の グ ロ ー バ ル 化 や 顧 客 ニ ー ズ の 多 様 化 と と も に ， 商 品 の 部 品 調 達 や
開 発 機 能 の グ ロ ー バ ル 化 な ど 開 発 環 境 の 大 規 模 ・ 複 雑 化 が 進 み ， そ れ に 伴 い デ
ザ イ ン プ ロ セ ス は 更 な る 複 雑 化 を 遂 げ て い る 。 こ れ ら の プ ロ セ ス が 共 通 し て 抱
え る 問 題 に ，「 デ ザ イ ン の 後 戻 り （ 作 業 の や り 直 し や 差 戻 し ）」 が 存 在 す る 。 開
発 期 間 短 縮 の プ レ ッ シ ャ ー が 大 き な 製 品 で は ， デ ザ イ ン 検 討 時 間 を 十 分 取 る た
め に ， デ ザ イ ン 検 討 作 業 を 早 め に ス タ ー ト す る こ と も 多 く な る 。 後 工 程 で 仕 様
が 変 更 に な る ，ま た ，確 認 し た 情 報 が 異 な る こ と が 判 明 す る な ど ，結 果 的 に「 デ
ザ イ ン の 後 戻 り 」 が 発 生 す る 現 状 も あ る 。 特 に ， プ ロ セ ス 後 半 の デ ザ イ ン や 商
品 化 決 定 の 段 階 で の「 デ ザ イ ン の 後 戻 り 」が 製 品 開 発 に 遅 れ に つ な が る 場 合 は ，
市 場 で の 膨 大 な 機 会 損 失 を 生 む 可 能 性 が あ る 。 こ の 後 戻 り の 原 因 も 多 様 で あ る
が ，後 戻 り の 原 因 が 何 で あ る か は ，後 戻 り が 発 生 し て 初 め て 分 か る こ と も 多 い 。  
そ こ で 本 章 で は ，「 情 報 の 流 れ 」に 注 目 し て デ ザ イ ン プ ロ セ ス を 構 造 化 し ，「 デ
ザ イ ン の 後 戻 り 」 が ど の よ う な プ ロ セ ス で 頻 繁 に 起 こ り ， 何 が 原 因 で あ る か を
明 ら か に す る こ と で ， 後 戻 り の 少 な い デ ザ イ ン プ ロ セ ス を 構 築 す る 方 法 論 を 提
案 す る [1]。具 体 的 に は ，イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の マ ネ ジ メ ン ト 職 に あ る デ ザ イ ナ
ー へ の イ ン タ ビ ュ ー 調 査 を 通 じ ， 過 去 の デ ザ イ ン 開 発 に お け る 「 デ ザ イ ン の 後
戻 り 」 を デ ザ イ ン プ ロ セ ス の 中 で 構 造 化 し た 。 	 
提 案 す る 方 法 は ， プ ロ セ ス の ポ ジ テ ィ ブ な 分 析 と ネ ガ テ ィ ブ な 分 析 の 両 面 を
行 な う こ と に 特 徴 が あ る 。ポ ジ テ ィ ブ な 分 析 で は ，DSM（ De s i g n 	 S t r u c t u r e 	 M a t r i x）
［ 2－ 3］ を 活 用 し て プ ロ セ ス を 可 視 化 し ， 後 戻 り を 減 少 さ せ る 効 率 的 な タ ス ク
の 順 番 な ど ， 効 率 的 な プ ロ セ ス の 構 造 を 分 析 し た 。 ネ ガ テ ィ ブ な 分 析 で は ， グ
ラ フ 理 論 の 可 到 達 行 列 を 活 用 し ， 閾 値 を 厳 し く す る こ と に よ り プ ロ セ ス が 流 れ
な く な っ た 場 合 に ， 後 戻 り の 起 こ る タ ス ク と そ の 原 因 と な る タ ス ク （ 遡 る タ ス
ク ） を 特 定 し た 。 	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５ ． ２ ． デ ザ イ ン プ ロ セ ス に お け る 後 戻 り の 問 題  
 
商 品 開 発 環 境 が 大 規 模 化 ・ 複 雑 化 す る こ と ， ま た ， 商 品 の 市 場 へ の 導 入 ス ピ
ー ド が 速 ま る こ と は ， 市 場 や 事 業 全 体 を 見 渡 し た 商 品 開 発 を 難 し く し ， 結 果 ，
部 分 最 適 の 判 断 が 起 こ り が ち で あ る 。 ま た ， デ ザ イ ン プ ロ セ ス の 途 中 に お い て
も ， 市 場 状 況 変 化 に よ る 企 画 変 更 や 部 品 等 の 調 達 環 境 の 変 化 に よ る 仕 様 変 更 な
ど が 原 因 で ，「 デ ザ イ ン の 後 戻 り 」が 発 生 す る 場 合 も あ る 。結 果 ，創 作 し た ア イ
デ ア の 中 に は ， 最 終 的 に 方 向 付 け し た デ ザ イ ン に 全 く 影 響 を 及 ぼ さ な い ア イ デ
ア も 多 く 含 ま れ ， 効 率 的 な デ ザ イ ン 開 発 が 必 要 と 言 え る 。  
 
５ ． ２ ． １ ． 対 象 と し た 商 品 群 に お け る デ ザ イ ン プ ロ セ ス の 工 数  
 
デ ザ イ ン 開 発 の 現 状 を 確 認 す る た め ，本 研 究 で は ，	 Ｔ 社 イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン
を 調 査 対 象 会 社 と し て ， 毎 年 開 発 を 行 う コ ン シ ュ ー マ 向 け 家 電 商 品 群 の デ ザ イ
ン 作 業 の 変 化 を 確 認 し た 。 図 ５ -１ に ， 200 5（ 平 成 17） 年 上 期 （ 4 月 ～ 9 月 の 半
年 ）， 200 5（ 平 成 17）年 下 期（ 10 月 ～ 20 0 6（ 平 成 18）年 3 月 の 半 年 ）か ら 200 8
（ 平 成 20） 年 上 期 （ 4 月 ～ 9 月 の 半 年 ） ま で の ， 半 年 毎 の 家 電 商 品 群 の デ ザ イ
ン 開 発 商 品 数 と 担 当 す る デ ザ イ ナ ー の 総 工 数 （ 作 業 時 間 ） の 変 化 を 示 す 。 	 
	 
	 
図 ５ -１ ．開 発 商 品 数 と デ ザ イ ン 総 工 数 の 推 移（ 200 5（ 平 成 17）年 上 ～ 200 8（ 平
成 20） 年 上 ） 	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デ ザ イ ン 開 発 商 品 数 で は ， 200 7（ 平 成 19） 年 上 期 の 25 商 品 を ピ ー ク に 減 少
し て い る こ と が わ か る 。一 方 ，総 工 数 で は ，200 5（ 平 成 17）年 上 期 の 約 11, 0 0 0
時 間 か ら 200 8（ 平 成 20） 年 上 期 の 約 13, 0 0 0 時 間 と 増 加 し て い る 。 デ ザ イ ン 開
発 の 総 工 数 は ， 担 当 す る 商 品 開 発 数 が 減 少 し て い る の に も 関 わ ら ず 増 加 し て い
る こ と が わ か る 。こ の 総 工 数 が 増 加 し て い る こ と が ，「 デ ザ イ ン の 後 戻 り 」が 増
加 し て い る こ と を 示 し て い る と も 言 え る 。 つ ま り ， 継 続 的 に 毎 年 開 発 す る 商 品
は ， 当 然 の こ と な が ら 市 場 の 中 で 成 熟 度 合 い が 上 が る ほ ど デ ザ イ ン 要 件 が 難 し
く な り ， 様 々 な プ ロ セ ス で の 後 戻 り の 発 生 ， ま た ， デ ザ イ ン の 思 考 展 開 に 時 間
が か か り ， 結 果 と し て 総 工 数 が 増 加 す る と 考 え ら れ る 。 	 
デ ザ イ ン プ ロ セ ス の ど の ア ク テ ィ ビ テ ィ で 工 数 が 増 加 し て い る の か を 明 確 に
す る た め ，Ｔ 社 の 家 電 商 品 群 に お け る デ ザ イ ン プ ロ セ ス の ７ 分 類 ，20 項 目 の デ
ザ イ ン ア ク テ ィ ビ テ ィ に つ い て ，工 数 の 推 移 を 明 ら か に し た 。こ の ７ 分 類 と は ，
通 常 の デ ザ イ ン プ ロ セ ス に 準 じ て ，１ .現 状 調 査 ，２ .コ ン セ プ ト ，３ .デ ザ イ ン
作 業 ， ４ .プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ， ５ .フ ォ ロ ー 作 業 ， ６ .営 業 支 援 ， ７ .そ の 他 ，
で あ る 。図 ５ -２ は ，こ の ７ 分 類 を そ れ ぞ れ １ ～ ９ 項 目 の デ ザ イ ン ア ク テ ィ ビ テ
ィ 別 に 総 計 20 項 目 に 区 分 し ， 20 項 目 別 の 工 数 の 推 移 を 表 わ し て い る 。 	 
デ ザ イ ン ア ク テ ィ ビ テ ィ 別 に み る と ， ３ ． デ ザ イ ン 作 業 の ， ア イ デ ア 展 開 ，
レ ン ダ リ ン グ ， 図 面 ／ ３ D	 D A T A に 多 く の 時 間 が か か っ て い る の が わ か る 。 レ ン
ダ リ ン グ に か か る 時 間 が ， 200 6（ 平 成 18） 年 下 期 以 降 ， 顕 著 に 多 く な っ て い る
こ と は ， ア イ デ ア を 検 討 し ラ フ な ス ケ ッ チ を 描 く た め の 時 間 よ り ， 仕 様 の 変 更
他 に よ る 後 戻 り に よ り ， 部 分 調 整 に よ る 書 き 直 し が 多 く 存 在 し て い る と 推 測 で
き る 。 	 
ま た ， 200 6（ 平 成 18） 年 上 期 以 降 ， ５ ． フ ォ ロ ー 作 業 の ， 量 産 フ ォ ロ ー の 時
間 も 多 く な っ て い る 。 こ の 原 因 と し て ， 担 当 デ ザ イ ナ ー へ の 調 査 か ら は ， 量 産
準 備 段 階 で の 仕 様 変 更 へ の 対 応 ， 他 社 状 況 と の 比 較 の 中 で 社 外 ス テ イ ク ホ ル ダ
ー（ 家 電 量 販 店 な ど ）か ら の 特 別 仕 様 の 要 求 へ の 対 応 な ど ，量 産 の 直 前 で も 様 々
な 検 討 や 対 応 が 必 要 と な っ て く る こ と が 分 か っ て い る 。 商 品 開 発 数 が 減 っ て も
ア イ デ ア 展 開 数 や レ ン ダ リ ン グ に よ る 調 整 作 業 が 増 加 し て い る 原 因 の 一 つ は
「 デ ザ イ ン の 後 戻 り 」 で あ る と わ か る 。 	 
	 
	 
 98 
	 
図 ５ -２ ．開 発 商 品 数 と デ ザ イ ン 総 工 数 の 推 移（ 200 5（ 平 成 17）年 上 ～ 200 8（ 平
成 20） 年 上 ） 	 
	 
５ ． ２ ． ２ ． 本 章 の 着 目 点 と 解 決 策  
	 
商 品 開 発 プ ロ セ ス の 川 上 か ら 川 下 の 間 で ， 様 々 な プ ロ セ ス に 関 わ る イ ン ハ ウ
ス デ ザ イ ン で は ， デ ザ イ ン プ ロ セ ス を 構 成 す る 各 タ ス ク で ， 必 要 と な る 情 報 の
不 足 や プ ロ セ ス の 途 中 に お け る 情 報 の 変 更 な ど に よ り ， 必 然 的 に デ ザ イ ン 作 業
が 後 戻 り と な る 状 況 も 多 く 発 生 す る 。 	 
こ こ で は ， デ ザ イ ン プ ロ セ ス の 中 で 「 情 報 の 流 れ 」 に 着 目 し た 。 各 タ ス ク 間
や 機 能 組 織 部 門 間 と の 「 情 報 の 流 れ 」 を 可 視 化 し て ， 誰 が ど の タ ス ク で ど の 情
報 を 利 用 し て い る か（ 情 報 の 影 響 を 受 け て い る か ），ま た ，ど の タ ス ク が 情 報 を
発 信 し て い る か （ 情 報 で 影 響 を 与 え て い る か ）， を 正 し く 把 握 し た 上 で ，「 デ ザ
イ ン の 後 戻 り 」 の 少 な い 効 率 的 な デ ザ イ ン プ ロ セ ス の 構 築 を 目 的 と す る 。 	 
本 研 究 で は ，「 デ ザ イ ン の 後 戻 り 」の 問 題 に 対 し ，情 報 の 流 れ を 構 造 化 し ，デ
ザ イ ン プ ロ セ ス の ポ ジ テ ィ ブ な 分 析 と ネ ガ テ ィ ブ な 分 析 の 両 面 か ら 分 析 す る こ
と に よ り ， 効 率 的 な デ ザ イ ン プ ロ セ ス を 導 出 す る 方 法 論 を 提 示 す る 。 	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( 1 ) 	 プ ロ セ ス の ポ ジ テ ィ ブ な 分 析 	 
DS M を 活 用 し ， 後 戻 り を 減 少 さ せ る た め の タ ス ク の 順 番 な ど ， 効 率 的 な
プ ロ セ ス の 構 造 を 分 析 し た 。 	 
ま た ， デ ザ イ ン プ ロ セ ス 上 で ， 川 上 の タ ス ク の 様 々 な 情 報 が 集 中 し て ，
思 考 に 矛 盾 が 起 こ り や す い 川 下 の タ ス ク を 特 定 し た 。 	 
	 
( 2 ) 	 プ ロ セ ス の ネ ガ テ ィ ブ な 分 析 	 
グ ラ フ 理 論 の 可 到 達 行 列 を 活 用 し ， 閾 値 （ あ る タ ス ク を 実 行 す る 上 で 他
の タ ス ク の 情 報 の 重 要 度 ） を 段 階 的 に 厳 し く す る こ と で ， プ ロ セ ス の 流
れ が 中 断 し て ， 後 戻 り が 発 生 す る タ ス ク と そ の 原 因 と な る タ ス ク （ 遡 る
先 の タ ス ク ） を 特 定 し た 。 	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５ ． ３ ． プ ロ セ ス の ポ ジ テ ィ ブ な 分 析  
 
プ ロ セ ス の 効 率 的 な 工 程 を シ ス テ マ チ ッ ク に 設 計 す る 手 法 と し て DSM が 知 ら
れ て お り ， 後 戻 り や 反 復 作 業 も 含 め て ， 複 雑 な プ ロ セ ス の 構 造 を 簡 単 に 表 現 で
き る と い う 特 徴 が あ る 。 DSM は 目 的 に 応 じ て 様 々 な 関 係 づ け が あ り ， 作 業 工 程
の 入 出 力 関 係 を 表 わ す“ ア ク テ ィ ブ ベ ー ス DSM”，組 織 内 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
を 表 わ す“ チ ー ム ベ ー ス DSM” ,シ ス テ ム の 構 成 要 素 の 関 係 を 表 わ す“ コ ン ポ ー
ネ ン ト ベ ー ス DSM”， な ど が あ る [4］。 本 研 究 で は ， プ ロ セ ス の 情 報 の 入 出 力 を
扱 う “ ア ク テ ィ ブ ベ ー ス DSM” を 活 用 し て ，「 情 報 の 流 れ 」 か ら プ ロ セ ス を 可 視
化 し ， そ れ を 基 に 構 造 化 の 分 析 を 行 う 。 	 
 
５ ． ３ ． １ ．「 情 報 の 流 れ 」 を 基 に デ ザ イ ン プ ロ セ ス を 構 造 化 （ DSM）  
	 
イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の マ ネ ジ メ ン ト 職 に あ る デ ザ イ ナ ー へ の イ ン タ ビ ュ ー 調
査 に て ， 家 電 商 品 群 の デ ザ イ ン プ ロ セ ス を 構 成 す る タ ス ク の 抽 出 ， と イ ン ハ ウ
ス デ ザ イ ン 内 お よ び 他 部 門 と の 情 報 の 入 出 力 の 視 点 か ら タ ス ク 間 の 依 存 関 係 を
評 価 し た（ 表 ５ -１ ）。表 ５ -１ の 縦 軸（ 行 ）と 横 軸（ 列 ）に は ，デ ザ イ ン プ ロ セ
ス を 構 成 す る 一 連 の 同 じ タ ス ク を 並 べ ， マ ト リ ッ ク ス 上 の 数 字 は ， 横 軸 の タ ス
ク か ら 縦 軸 の タ ス ク へ の 何 ら か の 情 報 の 依 存 関 係 が 存 在 し て い る こ と を 示 し て
い る 。 縦 軸 の 上 か ら 下 へ の 並 び 順 と 横 軸 の 左 か ら 右 へ の 並 び 順 が ， 実 際 の タ ス
ク を 実 行 す る 順 番 と 基 本 的 に は 近 似 し て い る 。 	 
表 ５ -１ の マ ト リ ッ ク ス の 対 角 線 の 下 側 に あ る 数 字 は ，プ ロ セ ス の 前 の タ ス ク
か ら 後 の タ ス ク へ の 情 報 の 流 れ を 示 し て お り ， プ ロ セ ス が ス ム ー ズ に 流 れ て い
る 状 態 を 示 す 。 一 方 ， 対 角 線 の 上 側 に あ る 数 字 は ， プ ロ セ ス の 後 の タ ス ク か ら
前 の タ ス ク へ の 逆 方 向 の 情 報 の 流 れ を 示 し て お り ， 後 戻 り が 発 生 し て い る 状 況
を 示 す ［ 4］。 	 
デ ザ イ ン プ ロ セ ス は ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン 内 お よ び 他 部 門 と の 情 報 の 入 出 力
の 視 点 か ら Ａ ～ Ｇ の ７ つ の 大 分 類 に 分 け る こ と が で き る 。 ７ つ の 大 分 類 の プ ロ
セ ス は ，そ れ ぞ れ が ３ か ら ８ の タ ス ク で 構 成 さ れ て お り ，デ ザ イ ン プ ロ セ ス は ，
計 38 の タ ス ク で 成 り 立 っ て い る 。 	 
	 
Ａ ． 企 画 確 認 ： 商 品 コ ン セ プ ト ・ 仕 様 ・ 技 術 情 報 な ど の 伝 達 で あ り ， ① 企 画
担 当 と の 開 発 目 的 確 認 ，② デ ザ イ ン コ ン セ プ ト 検 討 ，③ CS(担 当 チ ー ム の
リ ー ダ ー )か ら 担 当 デ ザ イ ナ ー へ の 情 報 提 供 ， の タ ス ク で 構 成 さ れ る 。 	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Ｂ ． ア イ デ ア 展 開 ： ア イ デ ア ス ケ ッ チ な ど に よ る デ ザ イ ン 展 開 か ら デ ザ イ ン
担 当 チ ー ム 内 で の ア イ デ ア 絞 込 み 作 業 で あ り ， ① １ 次 ス ケ ッ チ 展 開 ， ②
ア イ デ ア 補 完 と 領 域 確 認 ， ③ ２ 次 ス ケ ッ チ 展 開 ， ④ ア イ デ ア 絞 込 み ， の
タ ス ク で 構 成 さ れ る 。 	 
	 
Ｃ ．（ デ ザ イ ン ） [5]内 方 向 付 け ： 絞 込 ん だ ア イ デ ア の レ ン ダ リ ン グ に よ る 技
術 担 当 と の 調 整 ，（ デ ザ イ ン ）内 で の デ ザ イ ン 方 向 付 け の 作 業 で あ り ，①
１ 次 レ ン ダ リ ン グ 作 成 ， ② 意 匠 権 調 査 ， ③ 技 術 担 当 と の 実 装 検 討 ， ④ ２
次 レ ン ダ リ ン グ 作 成 ， ⑤ GPM（ 担 当 グ ル ー プ の マ ネ ー ジ ャ ー ） [6]へ の プ
レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ， ⑥ 修 正 レ ン ダ リ ン グ 作 成 ， ⑦ （ デ ザ イ ン ） 内 の デ ザ
イ ン 方 向 付 け ， の タ ス ク で 構 成 さ れ る 。 	 
	 
Ｄ ．BU（ 事 業 部 門 ）[7]と の 方 向 付 け ： コ ン セ プ ト や レ ン ダ リ ン グ に よ る ，企
画 担 当 と の 仕 様 確 認 か ら 事 業 部 門 責 任 者 と の デ ザ イ ン 方 向 付 け の 作 業 で
あ り ，① デ ザ イ ン コ ン セ プ ト /資 料 の 作 成 ，② 企 画 担 当 と の レ ン ダ リ ン グ
で の 絞 込 み ，③ 商 品 仕 様 検 討 ／ 方 向 付 け ，④ BU 長 と の レ ン ダ リ ン グ に よ
る デ ザ イ ン 方 向 付 け ， の タ ス ク で 構 成 さ れ る 。 	 
	 
Ｅ ． モ デ ル 検 討 ： モ デ ル に よ る イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン 内 ， 企 画 ・ 技 術 担 当 ， BU
長 に よ る 確 認 作 業 で あ り ， ① モ デ ル 図 作 成 ， ② 技 術 担 当 と の モ デ ル 図 検
討 ， ③ モ デ ル 作 製 ， ④ GPM プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ， ⑤ 企 画 担 当 と の モ デ ル
検 討 ， ⑥ 技 術 担 当 と の モ デ ル 検 討 ， ⑦ 企 画 担 当 と の 商 品 仕 様 の 仮 決 定 ，
⑧ BU 長 と の モ デ ル で の 基 本 デ ザ イ ン 決 定 ， の タ ス ク で 構 成 さ れ る 。 	 
	 
Ｆ ． モ デ ル 修 正 ： 量 販 店 な ど の 社 外 ス テ イ ク ホ ル ダ ー と の 商 談 情 報 を 得 て ，
企 画 ・ 技 術 担 当 と の 調 整 と モ デ ル へ の 反 映 の 作 業 で あ り ， ① 量 販 商 談 で
の モ デ ル 紹 介（ 意 見 聴 衆 ），② 企 画 担 当 と の モ デ ル 修 正 検 討 ，③ 技 術 担 当
と の モ デ ル 修 正 検 討 ， ④ 修 正 モ デ ル で の 意 匠 権 調 査 ， ⑤ モ デ ル 修 正 図 面
作 成 ， ⑥ 修 正 モ デ ル 作 製 ， の タ ス ク で 構 成 さ れ る 。 	 
	 
Ｇ ． 最 終 デ ザ イ ン 決 定 ：（ デ ザ イ ン ） 内 か ら BU 長 ま で の 最 終 デ ザ イ ン 決 定 の
作 業 で あ り ， ① GPM プ レ ゼ ン テ ― シ ョ ン ， ② 企 画 担 当 と の 修 正 モ デ ル 確
認 ， ③ 技 術 担 当 と の 修 正 モ デ ル 確 認 ， ④ （ デ ザ イ ン ） 長 で の デ ザ イ ン 決
定 ，⑤ 企 画 担 当 と の 商 品 仕 様 の 決 定 ，⑥ BU 長 と の 最 終 デ ザ イ ン 決 定 ，の
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タ ス ク で 構 成 さ れ る 。 	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
表 ５ -１ ． デ ザ イ ン プ ロ セ ス に お け る 情 報 の 流 れ の 依 存 関 係 （ DSM） 	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Ａ．企画確認::③CS→担当ﾃ ｻﾞ ｲﾞﾅｰへの情報提供 9
Ｂ．ｱｲﾃ ｱﾞ展開::①1次ｽｹｯﾁ展開（ｱｲﾃ ｱﾞ拡散） 1 7 7
Ｂ．ｱｲﾃ ｱﾞ展開::②ｱｲﾃ ｱﾞ補完と領域確認 3 3 9
Ｂ．ｱｲﾃ ｱﾞ展開::③2次ｽｹｯﾁ展開（ｱｲﾃ ｱﾞ集束） 1 1 3 7
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Ｃ．（ﾃ ｻﾞ ｲﾞﾝ)内方向付け::③技術担当との実装検討 9
Ｃ．（ﾃ ｻﾞ ｲﾞﾝ)内方向付け::④2次ﾚﾝﾀ 作ﾞ成 5 3
Ｃ．（ﾃ ｻﾞ ｲﾞﾝ)内方向付け::⑤G PM ﾌ ﾚﾟｾ （ﾞｱｲﾃ ｱﾞ補完と領域確認） 7
Ｃ．（ﾃ ｻﾞ ｲﾞﾝ)内方向付け::⑥修正ﾚﾝﾀ 作ﾞ成 5 3 5
Ｃ．（ﾃ ｻﾞ ｲﾞﾝ)内方向付け::⑦（ﾃ ｻﾞ ｲﾞﾝ)内ﾃ ｻﾞ ｲﾞﾝ方向付け 7 7 3 3 3 5 5 7 3
Ｄ．BUとの方向付け::①ﾃ ｻﾞ ｲﾞﾝｺﾝｾﾌ ﾄﾟ/資料の作成 3 7 7
Ｄ．BUとの方向付け::②企画担当とのﾚﾝﾀ でﾞの絞込み確認 7 3 5 3 3 5
Ｄ．BUとの方向付け::③商品仕様検討/方向付け 5 3 5
Ｄ．BUとの方向付け::④BU長とのﾚﾝﾀでのﾃ ｻﾞ ｲﾞﾝ方向付け 3 3 3 1 3 7
Ｅ．ﾓﾃ ﾙﾞ検討::①ﾓﾃ ﾙﾞ図作成 5 7 7 5 5 5
Ｅ．ﾓﾃ ﾙﾞ検討::②技術担当とのﾓﾃ ﾙﾞ図（仕様）検討 3 3 5 9
Ｅ．ﾓﾃ ﾙﾞ検討::③ﾓﾃ ﾙﾞ作製 9
Ｅ．ﾓﾃ ﾙﾞ検討::④G PM ﾌ ﾚﾟｾ （ﾞﾓﾃ ﾙﾞでの確認検討） 9
Ｅ．ﾓﾃ ﾙﾞ検討::⑤企画担当とのﾓﾃ ﾙﾞ検討
Ｅ．ﾓﾃ ﾙﾞ検討::⑥技術担当とのﾓﾃ ﾙﾞ検討 1 1 3 1 3 5 7 5 9 3 5
Ｅ．ﾓﾃ ﾙﾞ検討::⑦企画担当との商品仕様の仮決定 1 3 5 1 5 7
Ｅ．ﾓﾃ ﾙﾞ検討::⑧BU長とのﾓﾃ ﾙﾞでの基本ﾃ ｻﾞ ｲﾞﾝ決定 1 1 3 3 3 3 5 5 7
Ｆ．ﾓﾃ ﾙﾞ修正::①量販商談でのﾓﾃ ﾙﾞ紹介(意見聴取） 5 9 3 5 7 7
Ｆ．ﾓﾃ ﾙﾞ修正::②商品企画担当とのﾓﾃ ﾙﾞ修正検討 3 3 3 3 9
Ｆ．ﾓﾃ ﾙﾞ修正::③技術担当とのﾓﾃ ﾙﾞ修正検討 3 5 5 5 9 5
Ｆ．ﾓﾃ ﾙﾞ修正::④修正ﾓﾃ ﾙﾞ案での意匠権調査
Ｆ．ﾓﾃ ﾙﾞ修正::⑤ﾓﾃ ﾙﾞ修正図作成 5 9 7 7 9
Ｆ．ﾓﾃ ﾙﾞ修正::⑥修正ﾓﾃ ﾙﾞ作製 5 3 3 5 9
Ｇ．最終ﾃ ｻﾞ ｲﾞﾝ決定::①G PM ﾌ ﾚﾟｾ （ﾞ修正ﾓﾃ ﾙﾞ確認） 9 7 7 9
Ｇ．最終ﾃ ｻﾞ ｲﾞﾝ決定::②企画担当との修正ﾓﾃ ﾙﾞ確認 7 3 5 3 9 5
Ｇ．最終ﾃ ｻﾞ ｲﾞﾝ決定::③技術担当との修正ﾓﾃ ﾙﾞ確認 7 5 3 3 9 3 5
Ｇ．最終ﾃ ｻﾞ ｲﾞﾝ決定::④（ﾃ ｻﾞ ｲﾞﾝ)長へのﾃ ｻﾞ ｲﾞﾝ決定検討 7 9 5 3 3
Ｇ．最終ﾃ ｻﾞ ｲﾞﾝ決定::⑤企画担当との商品仕様の決定 1 3 7 3 3
Ｇ．最終ﾃ ｻﾞ ｲﾞﾝ決定::⑥BU長との最終ﾃ ｻﾞ ｲﾞﾝ決定 3 3 9 3 3
スムーズな流流れ
後戻りの原因
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次 に ， 情 報 の 入 出 力 の 視 点 か ら タ ス ク 間 の 依 存 関 係 を 抽 出 す る た め ， デ ザ イ
ン プ ロ セ ス を 構 成 す る 全 て の タ ス ク に つ い て ， 横 軸 の タ ス ク か ら 縦 軸 の タ ス ク
へ の 情 報 の 入 力 を 評 価 し た 。 例 え ば ， 横 軸 の タ ス ク 「 Ａ ② デ ザ イ ン コ ン セ プ ト
検 討 」 を 実 行 す る た め に ， 縦 軸 の タ ス ク 「 Ａ ① 企 画 担 当 と の 開 発 目 的 確 認 」 の
情 報 は ， ど の 程 度 重 要 な の か に つ い て ， ９ ， ７ ， ５ ， ３ ， １ ， ０ ， で 重 み 付 け
し ， 各 タ ス ク 間 の 情 報 の 依 存 関 係 を 評 価 し た 。 重 要 度 の 基 準 は 下 記 と し た 。 	 
	 
重 要 度 ９ ： 	 タ ス ク ２ を 実 施 す る う え で ， タ ス ク １ は 必 要 不 可 欠 	 
重 要 度 ７ ： 	 タ ス ク ２ に と っ て ， タ ス ク １ は か な り 重 要 	 
重 要 度 ５ ： 	 タ ス ク ２ に と っ て ， タ ス ク １ は や や 重 要 	 
重 要 度 ３ ： 	 タ ス ク ２ に と っ て ， タ ス ク １ は あ る 程 度 役 に 立 つ 	 
重 要 度 １ ： 	 タ ス ク ２ に と っ て ， タ ス ク １ は 参 考 情 報 程 度 	 
重 要 度 ０ ： 	 タ ス ク ２ に と っ て ， タ ス ク １ は 全 く 影 響 し な い 	 
	 
3 8 タ ス ク の 各 タ ス ク 間 の 関 係 付 け を 行 っ た 結 果 ， 表 ５ -１ の マ ト リ ッ ク ス の
デ ー タ を 得 る こ と が で き た （ 表 中 ， 重 み 付 け ０ は 空 白 と し た ）。 	 
た と え ば ，「 Ｂ ④ ア イ デ ア 絞 込 み 」 を 実 行 す る た め に は ，「 Ａ ① 企 画 担 当 と の
開 発 目 的 確 認 」 が ５ ，「 Ａ ② デ ザ イ ン コ ン セ プ ト 検 討 」 が ７ ，「 Ｄ ① デ ザ イ ン コ
ン セ プ ト ／ 資 料 の 作 成 」 が ３ ，「 Ｄ ③ 商 品 使 用 検 討 ／ 方 向 付 け 」 が ７ ，「 Ｄ ④ BU
長 と の レ ン ダ リ ン グ で の デ ザ イ ン 方 向 付 け 」が ３ ，「 Ｆ ① 量 販 商 談 で の モ デ ル 紹
介（ 意 見 聴 取 ）」が ３ ，と そ れ ぞ れ の 重 要 度 で 各 タ ス ク の 情 報 が 必 要 で あ る こ と
が わ か る 。 	 
表 ５ -１ は デ ザ イ ン プ ロ セ ス に お け る ，情 報 の 流 れ に 注 目 し ，あ る タ ス ク を 完
了 さ せ る に は ， 他 の タ ス ク か ら ど の よ う な 情 報 が 必 要 か に つ い て ， プ ロ セ ス 全
体 の 相 互 依 存 関 係 を 示 し て い る 。 	 
結 果 ， マ ト リ ッ ク ス の 対 角 線 の 下 側 に 多 く の 数 値 が あ り ， デ ザ イ ン プ ロ セ ス
の 前 の タ ス ク か ら 後 の タ ス ク へ の ス ム ー ズ な 情 報 の 流 れ を 示 し て い る 。 一 方 ，
マ ト リ ッ ク ス の 対 角 線 の 上 側 に も 数 字 が あ り ， こ れ は ， デ ザ イ ン プ ロ セ ス の 後
の タ ス ク か ら 前 の タ ス ク へ の 逆 方 向 の 情 報 の 流 れ ， す な わ ち ， 後 戻 り が 存 在 す
る こ と を 示 す 。 	 
後 戻 り を 受 け る タ ス ク（ 縦 軸 ），す な わ ち ，デ ザ イ ン プ ロ セ ス の 後 工 程 の タ ス
ク か ら 前 工 程 の タ ス ク へ の 逆 方 向 の 情 報 の 流 れ を 受 け る 後 戻 り の 原 因 と な る タ
ス ク は ，「 Ａ ② デ ザ イ ン コ ン セ プ ト 検 討 」，「 Ｂ ④ ア イ デ ア 絞 込 み 」，「 Ｃ ⑦（ デ ザ
イ ン ）内 デ ザ イ ン 方 向 付 け 」「 Ｄ ② 企 画 担 当 と の レ ン ダ リ ン グ で の 絞 り 込 み 確 認 」
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「 Ｅ ① モ デ ル 図 作 成 」「 Ｅ ⑦ 企 画 担 当 と の 商 品 仕 様 の 仮 決 定 」「 Ｅ ⑧ BU 長 と の モ
デ ル で の 基 本 デ ザ イ ン 決 定 」 の ８ タ ス ク で あ る 。 デ ザ イ ン プ ロ セ ス の 中 で ， こ
れ ら の タ ス ク を 実 行 す る た め に は ， プ ロ セ ス の 後 工 程 の 情 報 が 必 要 と な る が ，
最 初 に 行 う 時 点 で は ， 後 工 程 の タ ス ク の 情 報 が ， こ う な る だ ろ う と い う 予 測 や
過 程 に 基 づ い て 作 業 が 行 わ れ る 。し た が っ て ，こ れ ら ８ タ ス ク を 実 行 す る 上 で ，
後 工 程 の 情 報 の 精 度 を 上 げ る こ と が ， タ ス ク の 繰 り 返 し の 可 能 性 や 程 度 を 減 少
さ せ る カ ギ と な る の が わ か る 。 	 
一 方 ， 後 戻 り を 起 こ す タ ス ク （ 横 軸 ） は ， 	 BU と の 方 向 付 け の 「 Ｄ ① デ ザ イ
ン コ ン セ プ ト ／ 資 料 の 作 成 」か ら「 Ｄ ④ BU 長 と の レ ン ダ リ ン グ で の デ ザ イ ン 方
向 付 け 」ま で の ４ タ ス ク ，モ デ ル 検 討 の「 Ｅ ② 技 術 担 当 と の モ デ ル 図 検 討 」「 Ｅ
⑥ 技 術 担 当 と の モ デ ル 検 討 」「 Ｅ ⑧ BU 長 と の モ デ ル で の 基 本 デ ザ イ ン 決 定 」 の
３ タ ス ク と ， モ デ ル 修 正 の 「 Ｆ ① 量 販 商 談 で の モ デ ル 紹 介 （ 意 見 聴 取 ）」， の 計
８ タ ス ク で あ る こ と が わ か る 。 	 
プ ロ セ ス の 中 に 「 デ ザ イ ン の 後 戻 り 」 を 受 け る ８ タ ス ク と 「 デ ザ イ ン の 後 戻
り 」 を 起 こ す ８ タ ス ク を 抽 出 し た 。 こ れ ら タ ス ク が ， デ ザ イ ン プ ロ セ ス の 中 で
同 じ 作 業 を 繰 り 返 し 発 生 さ せ る 箇 所 と な っ て い る こ と が 特 定 で き る 。 デ ザ イ ン
プ ロ セ ス の 効 率 向 上 に は ， こ れ ら タ ス ク に 注 目 し た 改 善 が 必 要 だ と わ か る 。  
 
５ ． ３ ． ２ ． 効 率 的 な タ ス ク の 順 序 と 依 存 関 係 の ブ ロ ッ ク の 抽 出  
 
D S M の 分 析 手 法 に パ ー テ ィ シ ョ ニ ン グ 操 作 が あ る 。 こ れ は ， 依 存 関 係 を 表 し
た マ ト リ ッ ク ス の 対 角 線 よ り も 上 三 角 形 部 分 に あ る マ ー ク を 減 ら す ， ま た は ，
な る べ く 対 角 線 に 近 づ け る ， す な わ ち デ ザ イ ン プ ロ セ ス の 後 戻 り を な る べ く 少
な く す る よ う に ， 縦 軸 お よ び 横 軸 の タ ス ク の 順 序 を 入 れ 替 え る 操 作 で あ る 。 こ
こ で は ， DSM を サ ポ ー ト す る ツ ー ル と し て MTP（ Ma t r i x - b a s e d 	 T a s k 	 P l a n n e r）
［ 4］を 応 用 し ，パ ー テ ィ シ ョ ニ ン グ 操 作 に よ る 依 存 関 係 の 分 析 結 果 を 階 層 化 ブ
ロ ッ ク と し て 表 現 し た 。 	 
デ ザ イ ン プ ロ セ ス の 後 戻 り を 少 な く す る よ う に タ ス ク の 順 序 を 最 適 化 し た 結
果 を 示 す （ 表 ５ -２ ）。 こ の タ ス ク の 順 序 が ， 後 戻 り に よ る タ ス ク の 繰 返 し 作 業
を 減 少 さ せ る こ と を 示 唆 し ， プ ロ セ ス の 改 善 に は ， こ の タ ス ク の 順 序 を 基 本 と
す る こ と が 重 要 で あ る こ と が わ か る 。 	 
最 適 化 し た タ ス ク の 順 序 を レ ビ ュ ー し ， タ ス ク の 定 義 や 依 存 関 係 を 検 証 す る
こ と が 重 要 で あ る 。結 果 ，直 観 と 全 く 異 な る タ ス ク の 順 番 な ど が 得 ら れ た 場 合 ，
分 析 結 果 が 新 し い ア イ デ ア を 示 唆 し て い る 可 能 性 が あ る と 考 え ら れ る 。 今 回 ，
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「 Ｂ .ア イ デ ア 展 開 ① ～ ③ 」は ，デ ザ イ ン プ ロ セ ス の 川 下 に 位 置 づ け ら れ ，ま た ，
大 分 類 し た 他 の タ ス ク と の 依 存 関 係 も な か っ た 。ス ケ ッ チ に よ る「 Ｂ .ア イ デ ア
展 開 ① ～ ③ 」 は ， 独 立 し た タ ス ク で は な く ， デ ザ イ ン プ ロ セ ス の 川 上 の レ ン ダ
リ ン グ に よ る 「 Ｃ .（ デ ザ イ ン ） 内 方 向 付 け 」 と 「 Ｄ ． BU と の 方 向 付 け 」 の ブ
ロ ッ ク の 中 で ， 部 門 間 も 含 め タ ス ク 間 の 連 携 を 高 め る と い う 意 味 で ， ア ジ ャ イ
ル な 開 発 を 行 う こ と が 有 効 で あ る と 考 え る 。 	 
表 ５ -２ で 形 成 さ れ た ブ ロ ッ ク は ，あ る 強 さ で 依 存 関 係 の あ る タ ス ク の 集 合 を
示 し て い る 。 薄 い グ レ ー の 大 き な 四 角 ブ ロ ッ ク に な っ て い る 「 Ａ ② デ ザ イ ン コ
ン セ プ ト 検 討 」か ら「 Ｅ ④ GPM プ レ ゼ ン テ ― シ ョ ン 」ま で の 20 の タ ス ク で 構 成
さ れ る ブ ロ ッ ク は ， 全 体 に ３ 以 上 の 強 さ の 情 報 の 依 存 関 係 が あ る こ と を 示 す 。
そ の 中 の 「 Ｄ ② 企 画 担 当 と の レ ン ダ リ ン グ で の 絞 り 込 み 確 認 」 か ら 「 Ｆ ① 量 販
商 談 で の モ デ ル 紹 介 （ 意 見 聴 衆 ）」 ま で の 16 の タ ス ク の 四 角 ブ ロ ッ ク は ， ５ 以
上 の 強 さ の 情 報 の 依 存 関 係 と な っ て い る 。特 に ，「 Ｅ ⑦ 企 画 担 当 と の 商 品 仕 様 の
仮 決 定 」，「 Ｅ ⑧ BU 長 と の モ デ ル で の 基 本 デ ザ イ ン 決 定 」，「 Ｆ ① 量 販 商 談 で の モ
デ ル 紹 介（ 意 見 聴 衆 ）」の ３ タ ス ク に よ る ブ ロ ッ ク は ，７ 以 上 の 強 い 情 報 の 依 存
関 係 の タ ス ク だ と わ か る 。こ れ ら ３ つ の タ ス ク は ，情 報 の 依 存 関 係 が 強 い た め ，
頻 繁 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 必 要 で あ り ， ブ ロ ッ ク 内 の タ ス ク を ま と め て 実 行
す る こ と が ， 効 率 良 く デ ザ イ ン プ ロ セ ス を 推 進 す る た め に 重 要 で あ る こ と が わ
か る 。 	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表 ５ -２ ． パ ー テ ィ シ ョ ニ ン グ 操 作 に よ る 階 層 化 （ MTP） 	 
 
 
５ ． ３ ． ３ ． ブ ロ ッ ク の 最 小 化 に よ る 依 存 関 係 の 最 小 化  
 
パ ー テ ィ シ ョ ニ ン グ 操 作 の 結 果 か ら 抽 出 し た 相 互 依 存 の 関 係 を 持 つ 大 き な ブ
ロ ッ ク に 対 し ， ブ ロ ッ ク の 大 き さ を 小 さ く す る こ と に よ り ， 依 存 関 係 の 単 純 化
を 図 る こ と で ， 最 適 解 を 導 き や す く で き る と 考 え る 。 	 
表 ５ -２ の ， ５ 以 上 の 情 報 の 強 い 依 存 関 係 を も つ 16 の タ ス ク の ブ ロ ッ ク は ，
「 Ｆ ① 量 販 商 談 で の モ デ ル 紹 介（ 意 見 聴 衆 ）」か ら「 Ｄ ② 企 画 担 当 と の レ ン ダ で
 107 
の 絞 り 込 み 確 認 」， お よ び ，「 Ｅ ① モ デ ル 図 作 成 」 に 影 響 す る 現 状 ５ の 情 報 の 重
要 度 を ３ や １ に 強 さ を 下 げ る こ と を 検 討 す る 。 具 体 策 と し て は ， 最 終 の モ デ ル
を 用 い て 行 わ れ た 「 Ｆ ① 量 販 商 談 で の モ デ ル 紹 介 （ 意 見 聴 衆 ）」 の 情 報 を ，「 Ｄ
② 企 画 担 当 と の レ ン ダ リ ン グ で の 絞 り 込 み 確 認 」 や 「 Ｅ ① モ デ ル 図 作 成 」 の 前
工 程 で ， レ ン ダ リ ン グ 他 に て 取 得 す る タ ス ク を 追 加 し て 実 施 す る こ と に よ り ，
「 Ｆ ① 量 販 商 談 で の モ デ ル 紹 介 （ 意 見 聴 衆 ）」 の 後 戻 り の 影 響 度 を 下 げ る 。 	 
そ の 結 果 ， 重 要 度 ５ の 依 存 関 係 の 16 タ ス ク で 構 成 さ れ る 大 き な ブ ロ ッ ク は ，
「 Ｄ ② 企 画 担 当 と の レ ン ダ で の 絞 り 込 み 確 認 」 か ら 「 Ｃ ⑦ デ ザ イ ン 方 向 付 け 」
ま で の ８ タ ス ク ， と 「 Ｅ ① モ デ ル 図 作 成 」 か ら 「 Ｅ ⑥ 技 術 者 と の モ デ ル 検 討 」
ま で の ４ タ ス ク ，の 重 要 度 ５ の 依 存 関 係 の ブ ロ ッ ク ，お よ び ，「 Ｅ ⑦ 企 画 担 当 と
の 商 品 仕 様 の 仮 決 定 」か ら「 Ｆ ① 量 販 商 談 で の モ デ ル 紹 介（ 意 見 聴 衆 ）」ま で の
３ タ ス ク の 重 要 度 ７ の 依 存 関 係 の ブ ロ ッ ク ， の ３ ブ ロ ッ ク に 区 分 す る こ と が で
き る 。こ の よ う に 重 要 度 ５ の 依 存 関 係 が あ る 16 タ ス ク で 構 成 し た 大 き な ブ ロ ッ
ク は ，８ ，４ ，３ の タ ス ク で 構 成 さ れ る 小 さ な ブ ロ ッ ク に 区 分 す る こ と に よ り ，
シ ン プ ル な 相 互 依 存 で 構 成 さ れ た デ ザ イ ン プ ロ セ ス を 構 築 で き る と 考 え ら れ る 。	 
 
５ ． ３ ． ４ ． タ ス ク へ の 入 力 情 報 の 分 析  
 
デ ザ イ ン プ ロ セ ス の タ ス ク を 実 行 す る 上 で ， 企 画 情 報 や 技 術 情 報 な ど の 入 力
情 報 が ， お 互 い 対 立 や 強 い 矛 盾 が あ る 場 合 ， デ ザ イ ン で 解 決 す る こ と が 困 難 な
問 題 が 生 じ る こ と も あ る [8]。デ ザ イ ン プ ロ セ ス を 入 力 情 報 で 可 視 化 す る こ と に
よ り ， こ う し た 問 題 が 発 生 し や す い タ ス ク を 特 定 す る こ と が で き る 。 	 
表 ５ -２ の 「 Ｅ .モ デ ル 検 討 ① ～ ⑧ 」 の 各 タ ス ク は ， 対 角 線 の 下 の 三 角 形 に 多
く の 数 字 が あ り ， デ ザ イ ン プ ロ セ ス の 川 上 の タ ス ク か ら 多 く の 情 報 ， す な わ ち
要 求 項 目 を 受 け て 行 わ れ る こ と が わ か る 。 企 画 と 技 術 の 要 件 が 矛 盾 ， ま た ， BU
長 か ら の 情 報 に 祖 語 が あ っ た 場 合 に は ， 必 然 的 に デ ザ イ ン 検 討 の 試 行 錯 誤 が 多
く な る タ ス ク で あ る こ と が わ か る 。 	 
反 対 に ，「 Ｃ .（ デ ザ イ ン ） 内 方 向 付 け ① ～ ③ 」 の 各 タ ス ク に は ， 直 前 の タ ス
ク の 情 報 以 外 に 情 報 の 入 力 が 全 く 無 く ， プ ロ セ ス は 前 に 進 み や す い が ， と も す
れ ば イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン 独 自 の 判 断 が な さ れ て い る 状 況 だ と わ か る 。同 様 に「 Ｂ .
ア イ デ ア 展 開 ① ～ ③ 」 の 各 タ ス ク に も 入 力 情 報 が 少 な く ， デ ザ イ ナ ー が 自 由 に
ス ケ ッ チ に よ る ア イ デ ア を 展 開 し て い る 。 少 な い 情 報 を 基 に し た ア イ デ ア は ，
結 果 的 に 後 工 程 で 後 戻 り が 生 じ る こ と に よ り ， 時 間 を 費 や す 要 因 と な る 可 能 性
が あ る 。   
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５ ． ４ ． プ ロ セ ス の ネ ガ テ ィ ブ な 分 析  
 
デ ザ イ ン プ ロ セ ス を タ ス ク 間 の 情 報 の 流 れ （ 情 報 の 依 存 関 係 ） で 可 視 化 し た
表 ５ -１ の デ ー タ を 用 い て ，可 到 達 行 列 を 分 析 し た 。情 報 の 影 響 の 重 要 度 を 閾 値
と し て 可 到 達 行 列 を 分 析 し ，閾 値 を 上 げ る こ と に よ り プ ロ セ ス が 流 れ な く な り ，
後 戻 り が 起 こ る タ ス ク 「 後 戻 り 起 点 」 と 遡 る タ ス ク 「 後 戻 り 終 点 」 を 閾 値 毎 に
特 定 し た 。 具 体 的 に は ， 閾 値 を 上 げ る こ と で タ ス ク の 後 戻 り が あ り ， タ ス ク 間
に 強 連 結 が 発 生 す る 。 強 連 結 を 形 成 す る タ ス ク を 抽 出 し ， 後 戻 り は ， ど の タ ス
ク が 原 因 と な っ て い る か を ， 閾 値 毎 に 分 析 し た 。 こ こ で 閾 値 を 上 げ る と は ， 情
報 の 重 要 度 の 低 い 値 ま で 考 慮 し 分 析 す る こ と で あ り ， 閾 値 が 低 い と は 重 要 度 が
高 い 値 の み 考 慮 し 分 析 す る こ と で あ る 。 す な わ ち ， 閾 値 が 高 い と は ， 重 要 度 ３
や １ 以 上 の 全 て の 依 存 関 係 を 対 象 と す る こ と を 指 す 。  
デ ザ イ ン プ ロ セ ス の「 後 戻 り 終 点 」と な る タ ス ク を 実 行 す る 場 合 ，「 後 戻 り 起
点 」 の タ ス ク の 情 報 を 明 確 化 に す る こ と で ， デ ザ イ ン プ ロ セ ス の 後 戻 り を な る
べ く 少 な く す る こ と が で き る と 考 え た 。  
 
５ ． ４ ． １ ． 可 到 達 行 列 に よ る 情 報 の 流 れ の 可 視 化  
 
情 報 の 重 要 度 の ９ ， ７ ， ５ ， ３ を 閾 値 と し た 可 到 達 行 列 を 分 析 し ， 閾 値 毎 に
タ ス ク 間 の 影 響 を 図 示 し た （ 図 ５ -３ ～ ６ ）。 図 の 可 到 達 行 列 の タ ス ク 間 の 依 存
関 係 は ， 前 工 程 か ら 後 工 程 へ の 情 報 の 流 れ を フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド ， 後 工 程 か ら
前 工 程 へ の 情 報 の 流 れ を フ ィ ー ド バ ッ ク と し て 矢 印 で 表 し ，「 後 戻 り 起 点 」と「 後
戻 り 終 点 」 の タ ス ク を 四 角 で 表 現 し た ［ 4］。 	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図 ５ -３ ． 可 到 達 行 列 か ら の ワ ー ク フ ロ ー （ 閾 値 ９ ） 	 
 
最 も 重 要 度 の 高 い 情 報 の 依 存 関 係 で あ る ９ を 閾 値 と し た 可 到 達 行 列 を 分 析 し
図 示 し た 結 果 ， タ ス ク 間 に 強 連 結 は 存 在 し な い （ 図 ５ -３ ）。 つ ま り ， 閾 値 ９ で
は ， プ ロ セ ス に お け る 後 戻 り は な く ， 基 本 的 に は プ ロ セ ス が ス ム ー ズ に 進 ん で
い る こ と が わ か る 。た だ し ，「 Ａ .企 画 確 認 」か ら「 Ｂ .ア イ デ ア 展 開 」へ の プ ロ
セ ス と ，「 Ｄ .BU と の 方 向 付 け 」 か ら 「 Ｅ .モ デ ル 検 討 」 へ の プ ロ セ ス の 流 れ が
途 切 れ て い る 。 こ れ は ， プ ロ セ ス の 川 上 で の 企 画 の 情 報 が ア イ デ ア 展 開 に は 強
く 影 響 し て い な い こ と を 示 し て い る 。 ま た ， 事 業 部 は ， レ ン ダ リ ン グ を 用 い て
の デ ザ イ ン レ ビ ュ ー の 情 報 を 重 視 し て い な く ， モ デ ル で の デ ザ イ ン レ ビ ュ ー を
重 視 し て い る こ と が わ か る 。 	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図 ５ -４ ． 可 到 達 行 列 か ら の ワ ー ク フ ロ ー （ 閾 値 ７ ， ９ ） 	 
 
閾 値 ７ 以 上 の 場 合 で は ， 大 き く ２ カ 所 に 強 連 結 が 存 在 し た （ 図 ５ -４ ）。 第 一
は ，「 Ｄ ④ BU 長 と の レ ン ダ リ ン グ で の 方 向 付 け 」 や 「 Ｄ ③ 商 品 仕 様 検 討 ／ 方 向
付 け 」段 階 か ら ，「 Ｃ ⑦（ デ ザ イ ン ）内 デ ザ イ ン 方 向 付 け 」，ま た ，「 Ｂ ④ ア イ デ
ア の 絞 込 み 」ま で 後 戻 り が 発 生 し て い る 。第 二 に ，「 Ｆ ① 量 販 商 談 で の モ デ ル 紹
介 （ 意 見 聴 衆 ）」 か ら は ，「 Ｅ ⑦ 企 画 担 当 と の 商 品 仕 様 の 仮 決 定 」 と 「 Ｅ ⑧ BU 長
と の モ デ ル で の 基 本 デ ザ イ ン 決 定 」 に 遡 っ て い る 。 	 
第 一 の 後 戻 り は ， ス ケ ッ チ に よ る ア イ デ ア 展 開 と レ ン ダ リ ン グ を 用 い た （ デ
ザ イ ン ）内 方 向 付 け が ，事 業 部 の 商 品 企 画 や BU 長 の コ メ ン ト を 受 け て ，繰 返 し
作 業 が 発 生 し て い る こ と を 表 し て い る 。 商 品 企 画 の 情 報 の 自 由 度 が 高 い 場 合 ，
ア イ デ ア 展 開 や （ デ ザ イ ン ） 内 で 絞 込 ん だ ア イ デ ア に 対 し ， 方 向 性 の ズ レ を 指
摘 し た 具 体 的 な コ メ ン ト や 評 価 が 顕 著 に な り ， ス ケ ッ チ か ら の 繰 返 し 作 業 が 発
生 し て い る 。 第 二 の 後 戻 り は ， 外 部 の ス テ イ ク ホ ル ダ ー か ら の コ メ ン ト を 反 映
し た ，事 業 部 の 企 画 や BU 長 に よ る 決 定 作 業 の 繰 返 し で あ る 。発 売 前 の 他 社 製 品
の 情 報 に よ る 自 社 商 品 へ の 評 価 か ら ， 最 終 的 な 製 品 仕 様 （ 部 品 素 材 ， カ ラ ー や
テ ク ス チ ャ ー な ど ） を 一 部 変 更 し ， 市 場 で の 優 位 性 を 明 確 に す る ， ま た は 劣 っ
た 点 へ の 事 前 対 策 を 行 う た め の 後 戻 り 作 業 で あ る 。 	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図 ５ -５ ． 可 到 達 行 列 か ら の ワ ー ク フ ロ ー （ 閾 値 ５ ， ７ ， ９ ） 	 
 
閾 値 ５ で は ， 多 数 の 後 戻 り 作 業 が 発 生 し て い る の が わ か る （ 図 ５ -５ ）。「 Ｄ ．
BU と の 方 向 付 け 」，「 Ｅ ．モ デ ル 検 討 」，「 Ｆ ．モ デ ル 修 正 」の 多 く の タ ス ク か ら ，
「 Ｃ ⑦ （ デ ザ イ ン ） 内 デ ザ イ ン 方 向 付 け 」， ま た ，「 Ｂ ④ ア イ デ ア の 絞 込 み 」 ま
で 後 戻 り が 発 生 し て い る 。 	 
最 も 複 雑 な 強 連 結 は ，「 Ｄ ② 企 画 担 当 と の レ ン ダ リ ン グ で の 絞 込 み 」か ら「 Ｄ
④ BU 長 と の レ ン ダ リ ン グ で の デ ザ イ ン 方 向 付 け 」 ま で の BU と の 方 向 付 け の 各
タ ス ク か ら ，「 Ｃ ⑦ （ デ ザ イ ン ） 内 デ ザ イ ン 方 向 付 け 」 と の 間 で 出 現 し て い る 。
次 に 複 雑 な 強 連 結 は ，「 Ｆ ① 量 販 商 談 で の モ デ ル 紹 介 （ 意 見 聴 衆 ）」 と 閾 値 ７ で
発 生 し た 「 Ｅ ⑦ 企 画 担 当 と の 商 品 仕 様 の 仮 決 定 」「 Ｅ ⑧ BU 長 と の モ デ ル で の 基
本 デ ザ イ ン 決 定 」， と 新 た に 「 Ｅ ① モ デ ル 図 作 成 」「 Ｄ ② 企 画 担 当 と の レ ン ダ リ
ン グ で の 絞 込 み 」 と の 間 で 発 生 し て い る 。 発 売 前 の 他 社 製 品 の 情 報 に よ る 評 価
か ら ， レ ン ダ リ ン グ で の デ ザ イ ン の 方 向 性 検 討 が ， 繰 返 し 行 わ れ て い る の が わ
か る 。 	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図 ５ -６ ． 可 到 達 行 列 か ら の ワ ー ク フ ロ ー （ 閾 値 ３ ， ５ ， ７ ， ９ ） 	 
 
さ ら に 閾 値 を ３ ま で 高 め て 分 析 す る と ， 極 め て 少 な い 対 象 で は あ る が ， デ ザ
イ ン プ ロ セ ス の ス タ ー ト 時 点 の 「 Ａ ② デ ザ イ ン コ ン セ プ ト 検 討 」 ま で 遡 る 強 連
結 が 出 現 す る の が わ か る （ 図 ５ -６ ）。 特 に ， デ ザ イ ン プ ロ セ ス の 後 半 の タ ス ク
で あ る モ デ ル 修 正 段 階 の「 Ｆ ① 量 販 商 談 で の モ デ ル 紹 介（ 意 見 聴 衆 ）」か ら の 後
戻 り も み ら れ ， プ ロ セ ス 上 ， 大 き な 繰 返 し 作 業 が 起 き て い る こ と が わ か る 。  
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図 ５ -７ ． 可 到 達 行 列 全 体 （ 閾 値 １ ～ ９ ） 	 
  
A1 A2 A3 B1 B2 B3 B4 C 1 C 2 C 3 C 4 C 5 C 6 C 7 D1 D2 D3 D4 E1 E2 E3 E4 E5 E6 E7 E8 F1 F2 F3 F4 F5 G 1 G 2 G 3 G 4 G 5 G 6
A1 企画確認：①企画担当との開発目的確認 5 1 5 3 7 1 1 A1
A2 企画確認：②デザインコンセプト検討 9 7 3 1 7 7 7 3 A2
A3 企画確認：③CS→担当デザイナーへの情報提供 7 3 1 A3
B1 アイデア展開：①１次スケッチ展開　アイデア拡散 9 3 B1
B2 アイデア展開：②アイデア保管と領域確認 7 B2
B3 アイデア展開：③２次スケッチ展開　アイデア集束 B3
B4 アイデア展開：④アイデア絞込み 9 1 B4
C 1 デザイン）内方向付け：①１次レンダ作成 9 C 1
C 2 デザイン）内方向付け：②１次レンダでの意匠権調査 9 5 5 7 3 5 C 2
C 3 デザイン）内方向付け：③技術担当との実装検討 3 3 3 5 3 7 3 C 3
C 4 デザイン）内方向付け：④２次レンダ作成 7 C 4
C 5 デザイン）内方向付け：⑤GPM プレゼ　アイデア補完と領域確認 5 3 C 5
C 6 デザイン）内方向付け：⑥修正レンダ作成 C6
C 7 デザイン）内方向付け：⑦デザイン）内デザイン方向付け 7 5 3 3 3 3 C 7
D1 BUとの方向付け：①デザインコンセプト／資料の作成 3 3 3 3 1 1 1 5 D1
D2 BUとの方向付け：②企画担当とのレンダでの絞込み確認 5 5 3 3 1 D2
D3 BUとの方向付け：③商品仕様検討／方向付け 3 7 5 7 5 3 1 D3
D4 BUとの方向付け：④BU長とのレンダでのデザイン方向付け 1 3 7 3 7 5 7 5 3 3 D4
E1 モデル検討：①モデル図作成 9 E1
E2 モデル検討：②技術担当とのモデル図　仕様検討 5 9 5 1 E2
E3 モデル検討：③モデル作製 9 9 3 9 E3
E4 モデル検討：④GPM プレゼ　モデルでの確認検討 3 E4
E5 モデル検討：⑤企画担当とのモデル検討 5 3 3 3 3 E5
E6 モデル検討：⑥技術担当とのモデル検討 5 5 5 3 5 E6
E7 モデル検討：⑦企画担当との商品使用の仮決定 5 7 3 5 3 E7
E8 モデル検討：⑧BU長とのモデルでの基本デザイン決定 5 7 3 5 5 3 E8
F1 モデル修正：①量販商談でのモデル紹介（意見聴取） 3 3 3 5 5 7 7 9 9 9 5 9 7 7 7 7 9 F1
F2 モデル修正：②商品企画担当とのモデル修正検討 5 7 3 7 3 5 3 F2
F3 モデル修正：③技術担当とのモデル修正検討 7 3 7 5 3 3 F3
F4 モデル修正：④修正モデル案での意匠権調査 9 5 3 3 3 F4
F5 モデル修正：⑤モデル修正図作製 9 F5
モデル修正：⑥修正モデル作製 9 9 9 9 F6
G 1 最終デザイン決定：①GPM プレゼ　修正モデル確認 5 3 5 G 1
G 2 最終デザイン決定：②企画担当との修正モデル確認 5 3 G 2
G 3 最終デザイン決定：③技術担当との修正モデル確認 3 G 3
G 4 最終デザイン決定：④デザイン）長へのデザイン決定検討 G4
G 5 最終デザイン決定：⑤企画担当との商品仕様の決定 3 G 5
G 6 最終デザイン決定：⑥BU長との最終デザイン決定 G6
A1 A2 A3 B1 B2 B3 B4 C 1 C 2 C 3 C 4 C 5 C 6 C 7 D1 D2 D3 D4 E1 E2 E3 E4 E5 E6 E7 E8 F1 F2 F3 F4 F5 F6 G 1 G 2 G 3 G 4 G 5 G 6
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５ ． ４ ． ２ ．「 後 戻 り 起 点 」 と 「 後 戻 り 終 点 」 の 特 定  
 
強 連 結 を 発 生 さ せ て い る 後 戻 り の 起 点 と 終 点 を 特 定 し ， デ ザ イ ン プ ロ セ ス の
効 率 化 に 影 響 が 強 い タ ス ク を 見 極 め ， 具 体 的 な 対 策 に つ な げ る 。 こ こ で は ， タ
ス ク 間 の 依 存 関 係 を 重 要 度 ９ か ら ， や や 重 要 と 設 定 し た 重 要 度 ５ の 閾 値 ま で の
可 到 達 行 列 を も と に 考 察 す る 。  
強 連 結 を 発 生 さ せ る 最 も 重 要 な「 後 戻 り 起 点 」と し て は ，閾 値 ７ で 出 現 し た ，
BU と の 方 向 付 け の 「 Ｄ ③ 商 品 仕 様 検 討 ／ 方 向 付 け 」「 Ｄ ④ BU 長 と の レ ン ダ リ ン
グ で の デ ザ イ ン 方 向 付 け 」，お よ び ，モ デ ル 修 正 の「 Ｆ ① 量 販 商 談 で の モ デ ル 紹
介（ 意 見 聴 衆 ）」の ３ タ ス ク と 特 定 で き る 。ま た ，閾 値 を ５ に 高 め た 場 合 ま で 考
慮 す る と ， BU と の 方 向 付 け の 「 Ｄ ② 企 画 担 当 と の レ ン ダ リ ン グ で の 絞 込 み 」，
モ デ ル 検 討 の 「 Ｅ ② と Ｅ ⑥ の 技 術 担 当 と の モ デ ル 検 討 」「 Ｅ ⑧ BU 長 と の モ デ ル
で の 基 本 デ ザ イ ン 決 定 」の ４ つ の タ ス ク が 追 加 さ れ る 。「 後 戻 り 起 点 」の タ ス ク
と し て は ， こ れ ら ７ つ の タ ス ク が 重 要 で あ る と 特 定 で き る 。  
強 連 結 の 「 後 戻 り 終 点 」 と し て は ， 閾 値 を ５ に 高 め た 場 合 で 抽 出 す る と ， モ
デ ル 検 討 の 「 Ｅ ① モ デ ル 図 作 成 」「 Ｅ ⑦ 企 画 担 当 と の 商 品 仕 様 の 仮 決 定 」「 Ｅ ⑧
BU 長 と の モ デ ル で の 基 本 デ ザ イ ン 決 定 」，B U と の 方 向 付 け の「 Ｄ ② 企 画 担 当 と
の レ ン ダ リ ン グ で の 絞 込 み 確 認 」，（ デ ザ イ ン ）内 方 向 付 け の「 Ｃ ⑦（ デ ザ イ ン ）
内 デ ザ イ ン 方 向 付 け 」，ア イ デ ア 展 開 の「 Ｂ ④ ア イ デ ア 絞 込 み 」と ６ つ の タ ス ク
に 特 定 で き る 。  
5 . 3 . 1 項 で 抽 出 し た ， 後 戻 り を 起 こ す ， ま た ， 受 け る タ ス ク は ， 強 連 結 を 発
生 さ れ る 影 響 の 大 き さ か ら ， 上 記 の よ う に 絞 込 む こ と が で き る 。  
強 連 結 を 形 成 す る タ ス ク の 中 で ，特 に ，「 Ｄ ② 企 画 担 当 と の レ ン ダ リ ン グ で の 絞
込 み 」と「 Ｅ ⑧ BU 長 と の モ デ ル で の 基 本 デ ザ イ ン 決 定 」の ２ つ の タ ス ク は ，「 後
戻 り 起 点 」 と 「 後 戻 り 終 点 」 の 両 方 を 発 生 さ せ る タ ス ク と な っ て お り ， こ の タ
ス ク で 取 り 扱 う 情 報 が ， プ ロ セ ス を 効 率 的 に 推 進 す る た め に は 特 に 重 要 で あ る
こ と が わ か る 。  
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５ ．５ ．ポ ジ テ ィ ブ な 分 析 と ネ ガ テ ィ ブ な 分 析 に よ る プ ロ セ ス 改 善 と 評
価  
 
本 研 究 で 提 案 し た ポ ジ テ ィ ブ な 分 析 と ネ ガ テ ィ ブ な 分 析 の 方 法 論 を 実 際 の デ
ザ イ ン 開 発 業 務 に 適 用 の 上 ， 後 戻 り の 少 な い 効 率 的 な デ ザ イ ン プ ロ セ ス を 考 察
し ， そ の 効 果 を 測 定 し た 。  
 
５ ． ５ ． １ ． ポ ジ テ ィ ブ な 分 析 に よ る プ ロ セ ス 改 善  
 
● プ ロ セ ス の タ ス ク の 順 序 を 変 更 し ， 後 戻 り を 減 ら す  
 
D S M の パ ー テ ィ シ ョ ニ ン グ 操 作 に よ り ， 後 戻 り の 発 生 リ ス ク が 少 な く な る よ
う に タ ス ク の 順 序 の 組 み 直 し を 行 い ， 後 工 程 の タ ス ク の 影 響 を 極 力 少 な く し た
タ ス ク の 順 序 を 設 定 し た ［ 4］。 	 
こ の 場 合 ， 通 常 の デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス と は 矛 盾 し ， ア イ デ ア 展 開 が プ ロ セ
ス の 後 半 と な る 場 合 も 出 現 し た 。 こ こ で は ， プ ロ セ ス の 川 上 に あ る レ ン ダ リ ン
グ に よ る ア イ デ ア 検 討 の プ ロ セ ス の 中 で ， ス ケ ッ チ に よ る ア イ デ ア 展 開 を 合 わ
せ て 行 う こ と と し た 。 	 
 
● タ ス ク の ブ ロ ッ ク を 小 さ く し ， ブ ロ ッ ク 内 の タ ス ク は 一 緒 に 進 め る  
 
依 存 関 係 の ブ ロ ッ ク の 大 き さ を 決 定 し て い る は ，「 Ｆ ① 量 販 商 談 で の モ デ ル 紹
介（ 意 見 聴 衆 ）」で あ っ た 。レ ン ダ リ ン グ に よ り ，ス テ イ ク ホ ル ダ ー か ら の 情 報
を 取 得 す る タ ス ク を 「 Ｄ ② 企 画 担 当 と の レ ン ダ で の 絞 り 込 み 確 認 」 と 「 Ｅ ① モ
デ ル 図 作 成 」 の 工 程 で 追 加 し ，「 Ｆ ① 量 販 商 談 で の モ デ ル 紹 介 （ 意 見 聴 衆 ）」 か
ら の 入 力 情 報 の 重 要 度 を 下 げ ， ブ ロ ッ ク の 大 き さ を 小 さ く し た 。 	 
各 ブ ロ ッ ク 内 の タ ス ク は 相 互 依 存 の 関 係 に あ り ，後 戻 り が 発 生 し や す い た め ，
ブ ロ ッ ク 内 の タ ス ク は 連 携 を 密 に ， ま た ， 同 時 に 進 め ら れ る よ う に プ ロ セ ス 改
善 を 行 う ［ 4］。 	 
こ こ で は ，「 Ｄ ② 企 画 担 当 と の レ ン ダ で の 絞 り 込 み 確 認 」か ら「 Ｃ ⑦（ デ ザ イ
ン ）内 デ ザ イ ン 方 向 付 け 」ま で の ８ タ ス ク の 強 連 結 ，「 Ｅ ① モ デ ル 図 作 成 」か ら
「 Ｅ ⑥ 技 術 担 当 と の モ デ ル 検 討 」ま で の ４ タ ス ク の 強 連 結 ，「 Ｅ ⑦ 企 画 担 当 と の
商 品 仕 様 の 仮 決 定 」か ら「 Ｆ ① 量 販 商 談 で の モ デ ル 紹 介（ 意 見 聴 衆 ）」ま で の ３
タ ス ク の 強 連 結 ， の 合 計 ３ つ の ブ ロ ッ ク で は ， 構 成 す る 各 タ ス ク を な る べ く 並
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行 し て 進 め る ， す な わ ち ア ジ ャ イ ル な 開 発 を 目 指 し タ ス ク 間 の 連 携 を 高 め た 。 	 
 
５ ． ５ ． ２ ． ネ ガ テ ィ ブ な 分 析 に よ る プ ロ セ ス 改 善  
 
● 「 後 戻 り 起 点 」 と 「 後 戻 り 終 点 」 と な る タ ス ク の 情 報 を 精 査 す る  
 
特 定 し た「 後 戻 り 終 点 」の タ ス ク を 実 行 す る 場 合 ，「 後 戻 り 起 点 」と な る タ ス
ク の 情 報（ タ ス ク を 実 行 す る と き の 要 件 や 判 断 基 準 ）を 事 前 に 体 系 的 に 整 理 し ，
川 上 の 「 後 戻 り 終 点 」 で の 早 期 検 討 を 実 施 す る こ と に よ り ， 後 戻 り の 影 響 を 減
少 さ せ る 。 	 
こ こ で は ，プ ロ セ ス 上 ，最 も 川 上 の「 後 戻 り 終 点 」で あ る ス ケ ッ チ に よ る「 Ｂ
④ ア イ デ ア 絞 り 込 み 」 と レ ン ダ リ ン グ に よ る 「 Ｃ ⑦ （ デ ザ イ ン ） 内 デ ザ イ ン 方
向 付 け 」の タ ス ク は ，「 後 戻 り 起 点 」と し て 特 定 し た 各 タ ス ク の 情 報 の 取 入 れ や
情 報 の 精 度 を 図 っ た 。 	 
一 方 ， プ ロ セ ス 上 ， 最 も 川 下 の 「 後 戻 り 起 点 」 と な っ て い る 「 Ｆ ① 量 販 商 談
で の モ デ ル 紹 介（ 意 見 聴 衆 ）」は ，レ ン ダ リ ン グ に よ る「 Ｄ ② 企 画 担 当 と の レ ン
ダ で の 絞 り 込 み 確 認 」へ の 影 響 が 強 い 。前 述 し た よ う に ，CG に よ る レ ン ダ リ ン
グ 等 を 使 用 し て ，ス テ イ ク ホ ル ダ ー へ の 提 示 と 意 見 聴 衆 を ，「 Ｄ ② 企 画 担 当 と の
レ ン ダ で の 絞 り 込 み 確 認 」 の タ イ ミ ン グ で ， で き る 限 り 実 施 す る こ と と し た 。 	 
 
５ ． ５ ． ３ ． 適 用 結 果 の 考 察  
 
家 電 ５ 商 品 の デ ザ イ ン プ ロ セ ス を 対 象 に ， 上 記 の ポ ジ テ ィ ブ な 分 析 と ネ ガ テ
ィ ブ な 分 析 の ３ つ の プ ロ セ ス 改 善 を 実 施 し ， 改 善 効 果 の 計 測 を 試 み た 。 	 
ネ ガ テ ィ ブ な 分 析 の 閾 値 ５ 以 上 の 分 析 結 果 か ら ， プ ロ セ ス 後 半 か ら の 後 戻 り の
影 響 は ，レ ン ダ リ ン グ に よ る「 Ｃ ⑦（ デ ザ イ ン ）内 デ ザ イ ン 方 向 付 け 」，ま た は ，
ス ケ ッ チ に よ る「 Ｂ ④ ア イ デ ア 絞 込 み 」ま で 現 れ る 。「 後 戻 り 起 点 」と な る 各 タ
ス ク の 情 報 と の 不 整 合 が 理 由 で ， 上 記 タ ス ク へ の 頻 繁 な 後 戻 り が 発 生 し ， 新 規
の ア イ デ ア ス ケ ッ チ 作 成 や レ ン ダ リ ン グ 作 成 に よ る 修 正 作 業 が 繰 り 返 し 行 わ れ
て い る 。 ア イ デ ア の 方 向 付 け に 影 響 を し な か っ た ア イ デ ア （ レ ン ダ リ ン グ や ス
ケ ッ チ ）の 数 は ，意 図 が ず れ た ア イ デ ア 展 開 を 行 っ た 結 果 を 反 映 す る と 考 え た 。 	 
そ こ で ， 通 常 の デ ザ イ ン プ ロ セ ス の 途 中 の 成 果 物 と し て ， ス ケ ッ チ や レ ン ダ
リ ン グ に よ る 創 出 し た ア イ デ ア の 数 を 効 果 の 指 標 と す る こ と に し た 。 具 体 的 に
は ， 改 善 前 の デ ザ イ ン 開 発 と ， 本 方 法 の 分 析 結 果 を 適 用 し ， ３ つ の プ ロ セ ス 改
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善 を 行 っ た 200 9（ 平 成 21）年 の デ ザ イ ン 開 発 を 対 象 に ，以 下 の ３ つ の 視 点 で ア
イ デ ア の 数 を 測 定 し た （ 表 ５ -３ ）。 	 
	 
① 創 出 し た ア イ デ ア 総 数 	 
② 絞 込 み ア イ デ ア 数 （「 Ｄ ④ BU 長 と の レ ン ダ リ ン グ に よ る デ ザ イ ン 方 向 付
け 」 時 点 ） 	 
③ 絞 込 み 案 に 影 響 を 与 え て い な い ア イ デ ア 数 （ 比 率 	 ③ ／ ① ％ ） 	 
	 
そ の 結 果 ， 改 善 前 の ５ 商 品 の デ ザ イ ン 開 発 の 平 均 値 は ， 創 出 ア イ デ ア 総 数
47. 4 	 案 ，絞 込 み ア イ デ ア 数 3.6 案 ，絞 込 み ア イ デ ア に 影 響 を 与 え て い な い ア イ
デ ア 数 25. 0 案 で あ り ， ア イ デ ア 総 数 に 対 す る 比 率 は 52. 7％ で あ っ た 。 一 方 改
善 後 ， 200 9（ 平 成 21） 年 で は ， 創 出 ア イ デ ア 総 数 28. 0 案 ， 絞 込 み ア イ デ ア 数
2.8 案 ， 絞 込 み ア イ デ ア に 影 響 を 与 え て い な い ア イ デ ア 数 9.4 案 で あ り ， ア イ
デ ア 総 数 に 対 す る 比 率 は 33. 6％ と な っ た 。絞 込 み ア イ デ ア に 影 響 を 与 え て い な
い ア イ デ ア 数 は 15. 6 案（ 25 . 0 案 → 9. 4 案 ）減 少 し ，ア イ デ ア 総 数 に 対 す る 比 率
も 19. 1 ポ イ ン ト（ 52. 7％ → 33 . 6％ ）下 が っ た 。あ く ま で も 一 例 で あ る が 一 つ の
成 果 と し て 効 率 化 が な さ れ ， 本 方 法 論 で 導 い た 対 策 が 有 効 で あ る こ と が わ か っ
た 。 	 
	 
 
 
 
 
 
 
表 ５ -３ ． 創 出 し た ア イ デ ア 数 	 
 
  
冷冷蔵庫 ランドリー 電⼦子レンジｺｰﾋｰ ﾒｰ ｶｰ エアコン 平均
56 70 25 36 50 47.4
4 6 3 2 3 3.6
20 54 18 19 14 25.0
35.7% 77.1% 72.0% 52.8% 28.0% 52.7%
30 36 18 24 32 28.0
2 4 3 2 3 2.8
10 17 6 8 6 9.4
33.3% 47.2% 33.3% 33.3% 18.8% 33.6%
改善後
①創出したアイデア総数
②絞込みアイデア数
③絞込み案に影響を与えていないアイデア数
 　 　⽐比率率率（③／① 　％）
改善前
①創出したアイデア総数
②絞込みアイデア数
③絞込み案に影響を与えていないアイデア数  
 　 　⽐比率率率（③／① 　％）  
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５ ． ６ ． お わ り に  
	 
以 上 の 通 り ， 本 章 で 提 案 し た デ ザ イ ン プ ロ セ ス に お け る 「 情 報 の 流 れ 」 を 可
視 化 し ，「 デ ザ イ ン の 後 戻 り 」の 少 な い デ ザ イ ン プ ロ セ ス の 方 針 を 立 案 す る た め
の 方 法 論 に よ り ， 企 業 に お け る デ ザ イ ン プ ロ セ ス の 効 率 向 上 に 資 す る 改 善 方 針
が 得 ら れ た 。 	 
提 案 し た 方 法 は ， デ ザ イ ン プ ロ セ ス の ポ ジ テ ィ ブ な 分 析 と ネ ガ テ ィ ブ な 分 析
の 両 面 を 行 う こ と に 特 徴 が あ る 。 ポ ジ テ ィ ブ な 分 析 で は ， MTP の パ ー テ ィ シ ョ
ニ ン グ 操 作 を 活 用 し ， 後 戻 り の 少 な い タ ス ク の 順 番 を 特 定 し ， 依 存 関 係 の 強 い
ブ ロ ッ ク は 最 小 化 し た 。 ま た ， ネ ガ テ ィ ブ な 分 析 で は ， 可 到 達 行 列 を 活 用 し ，
強 連 結 と な る プ ロ セ ス の 流 れ を 止 め る 可 能 性 の 高 い 「 後 戻 り 起 点 」 と 「 後 戻 り
終 点 」 と な る タ ス ク を 特 定 し た 。 こ の 両 面 を 分 析 す る こ と に よ り ， デ ザ イ ン プ
ロ セ ス の 効 率 化 に つ な げ る 具 体 的 な 改 善 に つ な げ る こ と が で き た 。 分 析 結 果 か
ら 導 出 し た 下 記 改 善 方 針 は ， デ ザ イ ン プ ロ セ ス の 効 率 化 に 一 定 の 効 果 が あ る こ
と が 確 認 で き た 。 	 
	 
● プ ロ セ ス の タ ス ク の 順 序 を 変 更 し ， 後 戻 り を 減 ら す 。 特 に ， パ ー テ ィ シ
ョ ニ ン グ 操 作 の 結 果 ， 通 常 の プ ロ セ ス と 異 な る タ ス ク の 順 序 に 注 目 し ，
「 Ｂ .ア イ デ ア 展 開 ① ～ ③ 」な ど は ，新 し い ア イ デ ア や プ ロ セ ス 改 革 を 示
唆 し て い る 可 能 性 と し て 考 察 す る 。 	 
	 
● 依 存 関 係 の 強 い タ ス ク の ブ ロ ッ ク を 小 さ く し ， ブ ロ ッ ク 内 の タ ス ク は 連
携 を 高 め ， 一 緒 に 進 め る 。 ブ ロ ッ ク を 構 成 す る 各 タ ス ク は ， 部 門 間 の 連
携 性 を 高 め た ア ジ ャ イ ル な 開 発 を 指 向 し ， 効 率 性 向 上 を 図 る 。 	 
	 
● 強 連 結 の 原 因 と な る 「 後 戻 り 起 点 」 と 「 後 戻 り 終 点 」 と な る タ ス ク を 特
定 し ，「 後 戻 り 起 点 」と な る 情 報 を「 後 戻 り 終 点 」の タ ス ク に 反 映 さ せ る 。
最 も 川 上 の 「 後 戻 り 終 点 」 で あ る ， ス ケ ッ チ に よ る 「 Ｂ ④ ア イ デ ア 絞 り
込 み 」 と レ ン ダ リ ン グ に よ る 「 Ｃ ⑦ （ デ ザ イ ン ） 内 デ ザ イ ン 方 向 付 け 」
の タ ス ク を 行 う に あ た り ，「 後 戻 り 起 点 」 と し て 特 定 し た 「 Ｄ ． BU と の
方 向 付 け 」各 タ ス ク の 情 報 を 再 確 認 し ，「 デ ザ イ ン 戦 略 マ ッ プ 」と し て の
可 視 化 を 恒 常 化 す る こ と に よ り ， 情 報 の 精 度 向 上 を 通 じ て 後 戻 り の 削 減
を 実 施 し た 。 	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対 象 会 社 で は ， 本 研 究 で 提 案 す る 方 法 を 基 に ， 全 タ ス ク の ブ ロ ッ ク 化 を 進 め
る こ と に よ り ， ブ ロ ッ ク を 構 成 す る タ ス ク 間 の ア ジ ャ イ ル な 開 発 と ブ ロ ッ ク 間
の 連 携 を 高 め る こ と ， ま た ，「 後 戻 り 起 点 」 の 情 報 精 度 を 向 上 さ せ ，「 後 戻 り 終
点 」 で の 開 発 の 精 度 を 高 め る こ と ， な ど に よ り 更 な る 開 発 プ ロ セ ス の 効 率 化 を
進 め て い る 。  
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第６章 	 社会インフラ分野における効率化デザイン開発プロセ
ス  
 
６ ． １ ． 本 章 の 背 景 お よ び 目 的  
 
第 ６ 章 で は ， 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の 顧 客 ・ 企 業 向 け デ ザ イ ン に お け る デ ザ イ ン
開 発 プ ロ セ ス の 効 率 性 を 高 め る 方 法 を 示 す [1]。  
創 造 性 と 効 率 性 は 相 反 す る 関 係 に あ る と い う 説 明 が 一 般 的 で あ る [2]。つ ま り ，
デ ザ イ ン 開 発 に お け る 時 間 や 手 間 を 省 け ば デ ザ イ ン の 品 質 は 下 が る と い う こ と
で あ る 。 し か し ， 素 晴 ら し い ア イ デ ア や デ ザ イ ン に よ っ て ， 企 業 内 の 関 係 部 署
や 顧 客 と の 調 整 が ス ム ー ズ に 運 び ，結 果 的 に 効 率 的 な 開 発 が 行 え る ，す な わ ち ，
創 造 性 と 効 率 性 は 正 の 関 係 と な る 場 合 も あ る 。 	 
第 ４ 章 の 「 社 会 イ ン フ ラ 分 野 [3]  に お け る 創 造 型 提 案 の デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ
ス 」[4]で は ，手 戻 り（ リ ワ ー ク ）に 着 目 し ，手 戻 り が 多 く 発 生 す る ワ ー ク と 顧
客 が 重 要 と 考 え る ワ ー ク は 重 複 し て い る こ と を 指 摘 し た 。 そ し て ， 創 造 性 と 効
率 性 を 両 立 さ せ る た め に は ， 手 戻 り が 多 く 発 生 す る ワ ー ク に お い て ， い か に 高
品 質 な デ ザ イ ン を 創 造 す る か が 重 要 で あ る こ と を 示 し た 。 つ ま り ， 創 造 性 と 効
率 性 は ， 相 反 す る も の で は な く 両 立 で き る 場 合 も 多 い こ と を 述 べ た 。 企 業 内 デ
ザ イ ン 開 発 に お い て は ，創 造 性 と 効 率 性 を ト レ ー ド オ フ と し て 扱 う の で は な く ，
創 造 性 と 効 率 性 を 両 立 す る よ う 昇 華 す る こ と が 目 指 す べ き 方 向 で あ る 。 	 
ま た ，第 １ 章 で 述 べ た よ う に ，一 般 的 に ，パ フ ォ ー マ ン ス (Pe r f o r m a n c e )＝ 品
質 (Q u a l i t y )／ コ ス ト (Co s t )で あ り ，パ フ ォ ー マ ン ス を 高 め る た め に は ，品 質 を
高 め る ，も し く は コ ス ト を 下 げ る 必 要 が あ る 。そ の 両 方 の 実 現 を 理 想 と す る が ，
通 常 ， 品 質 と コ ス ト は 正 の 関 係 に あ る た め ， な か な か パ フ ォ ー マ ン ス が 高 ま ら
な い と い う の が 一 般 的 な 理 解 で あ る と 推 測 す る 。 そ れ に 対 し ， 企 業 内 イ ン ハ ウ
ス デ ザ イ ン に お け る デ ザ イ ン 開 発 の 場 合 ， コ ス ト の 大 部 分 は 人 件 費 で あ る が ，
デ ザ イ ナ ー を 多 く 充 当 し た と こ ろ で ， そ れ に 見 合 っ た 品 質 の デ ザ イ ン が 保 証 で
き る わ け で は な い 。 一 方 ， ア イ デ ア を 考 え る デ ザ イ ナ ー や 時 間 を 削 減 す る と ，
必 ず 品 質 の 低 い ア イ デ ア し か 出 て こ な い わ け で も な い 。 つ ま り ， デ ザ イ ン 開 発
に お い て は ， 品 質 と コ ス ト の 関 係 を 一 意 的 に 定 義 す る こ と は 難 し い と 考 え る 。 	 
本 章 は ， 創 造 的 ワ ー ク に お け る 効 率 化 の パ タ ー ン を 導 出 し ， 具 体 的 に 企 業 内
イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で 実 施 し た 効 率 化 プ ロ ジ ェ ク ト の 考 察 を 通 じ て ， デ ザ イ ン
開 発 プ ロ セ ス の 効 率 化 を い か に 図 っ て い く べ き か に つ い て 提 示 す る こ と を 目 的
と す る [1]。 	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６ ． ２ ． デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 効 率 化 パ タ ー ン  
	 
ま ず 一 般 的 に ， デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス を 効 率 化 す る 場 合 ， ど の よ う な 方 策 が
考 え ら れ ， ど の よ う に 取 り 組 む べ き か に つ い て 論 じ る 。 	 
背 景 で 述 べ た と お り ，パ フ ォ ー マ ン ス を 向 上 す る た め に は ，品 質 を 上 げ る か ，
コ ス ト を 下 げ る こ と が 手 段 と な る 。 デ ザ イ ン 開 発 の 場 合 ， コ ス ト を か け れ ば 品
質 が 上 が る と い う 単 純 な 関 係 で は な い 。 た と え コ ス ト を か け て 品 質 を 上 げ た と
こ ろ で ， 結 果 と し て の パ フ ォ ー マ ン ス は 変 化 し な く ， 効 率 化 が 図 れ た と 呼 ぶ こ
と は で き な い 。 	 
こ こ で 改 め て ， デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 効 率 化 の 方 策 と し て ， ど の よ う な パ
タ ー ン が あ る か に つ い て 考 え る 。図 ６ -１ に ，品 質 と コ ス ト を 変 動 さ せ た 場 合 の
パ フ ォ ー マ ン ス の 変 化 を 図 示 し た 。図 ６ -1 で 明 ら か な よ う に ，右 上 部 三 角 の エ
リ ア は ， パ フ ォ ー マ ン ス が 下 が る ， も し く は 変 わ ら な い た め 取 り 組 む 意 味 は な
い 。す な わ ち ，効 率 化 の 方 策 と し て は ，図 ６ -１ の 左 下 部 三 角 の 以 下 に 示 す ３ つ
の パ タ ー ン し か な い こ と が わ か る 。 	 
	 
Ａ ： コ ス ト を 下 げ て ， 品 質 を 維 持 す る 。 	 
Ｂ ： コ ス ト を 下 げ て ， 品 質 を 上 げ る 。 	 
Ｃ ： コ ス ト は 変 わ ら ず ， 品 質 を 上 げ る 。 	 
	 
下げる↓ 変らない→ 上げる↑
下がる↓ → ↓ ↓↓
変らない→ Ａ：↑ → ↓
上がる↑ Ｂ：↑↑ Ｃ：↑ →
コスト
品質
	 
図 ６ -１ ． コ ス ト ， 品 質 と パ フ ォ ー マ ン ス と の 関 係 	 
（ 矢 印 は パ フ ォ ー マ ン ス の 変 化 を 示 す ） 	 
 
Ａ の パ タ ー ン に つ い て は ， 品 質 を 向 上 さ せ る 必 要 は 無 く ， ワ ー ク に 費 や さ れ
る コ ス ト を 削 減 す れ ば 良 い 。 デ ザ イ ン 開 発 の 場 合 ， 主 な コ ス ト は 人 件 費 で あ る
た め ， デ ザ イ ン 開 発 に か か る 人 数 ， 時 間 を 削 減 す る こ と で 効 率 化 を 図 る パ タ ー
ン で あ る 。 	 
Ｂ ， Ｃ の パ タ ー ン に つ い て は ， 品 質 を 向 上 さ せ る 必 要 が あ る 。 品 質 に は ， エ
ラ ー が 少 な い 操 作 画 面 ， 筋 負 担 が 少 な い 入 力 デ バ イ ス な ど の よ う に 数 値 化 し ，
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客 観 的 に 評 価 で き る 定 量 品 質 と ， カ ッ コ い い ， 魅 力 的 で あ る な ど 人 に よ っ て 評
価 が 異 な り ， 同 じ 人 で も コ ン テ ク ス ト に よ り 評 価 が 変 化 す る 定 性 品 質 ， の 二 つ
が あ る 。 	 
次 に ，図 ６ -１ の 左 下 部 三 角 を 取 り 出 し ，品 質 を 定 性 品 質 と 定 量 品 質 に 分 け て ，
パ フ ォ ー マ ン ス と の 関 係 を 図 示 し た（ 図 ６ -２ ）。図 ６ -２ を も と に デ ザ イ ン 開 発
プ ロ セ ス の 効 率 化 を 図 る た め に ， ど こ か ら ど の よ う に 取 り 組 む べ き か に つ い て
以 下 に 述 べ る 。 ま ず ， 定 量 品 質 と 定 性 品 質 の 性 質 に つ い て 考 察 す る 。 	 
	 
	 
図 ６ -２ ． コ ス ト ， 品 質 (定 量 品 質 ， 定 性 品 質 )と パ フ ォ ー マ ン ス と の 関 係 	 
 
定 性 品 質 は ， 定 量 的 に 把 握 す る こ と が 難 し い と い う 側 面 が あ り ， デ ザ イ ン 開
発 の 効 率 化 を 図 る 場 合 ， 最 も 取 り 扱 い に く い 品 質 で あ る 。 本 研 究 で 対 象 と す る
社 会 イ ン フ ラ 分 野 の デ ザ イ ン の 場 合 は ， ト ー タ ル の 品 質 に 占 め る 定 性 品 質 の 割
合 は コ ン シ ュ ー マ 向 け の デ ザ イ ン と 比 較 す る と 決 し て 多 く な い 。 し か し ， 定 性
品 質 は ， ス タ イ リ ッ シ ュ な 造 形 の た め こ の 装 置 を 使 う こ と で 仕 事 に 誇 り が 持 て
る な ど の 要 因 か ら ， 重 要 な 品 質 の 一 つ で あ る 。 	 
定 量 品 質 は ， そ れ を 測 る 物 差 し が 既 定 さ れ て お り ， 他 社 と 同 じ 物 差 し の 上 で
競 争 す る た め ， 他 社 が 容 易 に 参 入 で き な い 技 術 や ノ ウ ハ ウ が な い と 差 別 化 が 難
し い ， ま た ， 差 別 化 で き た と し て も 容 易 に 追 い つ か れ る 品 質 で あ る 。 一 方 ， 定
性 品 質 は ， そ れ を 測 る 物 差 し を 定 義 す る の は 難 し い が ， 他 社 と の 差 別 化 に は 比
較 的 有 効 な 品 質 で あ る 。 	 
定 量 品 質 の 向 上 は ， そ の 効 果 を 数 値 で 表 す こ と が で き る た め ， 定 性 品 質 と 比
較 す る と よ り 取 り 組 み や す い 品 質 で あ る と い え る 。 特 に 顧 客 ・ 企 業 を 対 象 と し
た 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の デ ザ イ ン は ， 専 門 家 が 仕 事 と し て 使 用 す る こ と も 多 い た
め ， 使 用 時 間 や 使 用 回 数 も 多 い 傾 向 に あ る 。 少 し の 使 い に く さ が 膨 大 な ロ ス に
つ な が る な ど ， 定 量 品 質 は 重 要 な 品 質 で あ る と 言 え る 。 	 
通 常 ， 効 率 化 を 議 論 す る 場 合 ， 量 は 非 常 に 重 要 な 要 素 と し て 取 り 扱 わ れ る 。
 
下げる↓ 変らない→
定量品質→ Ａ－Ⅰ 効率→
定性品質→ Ａ－Ⅱ 効率→
定量品質↑ Ｂ-Ⅰ Ｃ-Ⅰ
定性品質↑ Ｂ-Ⅱ Ｃ-Ⅱ
コスト
品質
変らない→
品質
上がる↑
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た だ し ， デ ザ イ ン 開 発 の よ う な 創 造 的 ワ ー ク で は ， 量 を 多 く 生 産 す れ ば 良 い と
い う こ と は 少 な い 。 品 質 の 高 い ア イ デ ア が あ れ ば ， そ れ よ り 劣 る ア イ デ ア を い
く ら 創 出 し て も 意 味 が な い 。 つ ま り ， 創 造 的 ワ ー ク で は ， 量 を 多 く 処 理 し パ フ
ォ ー マ ン ス の 向 上 を 図 る 場 面 は 少 な く ， そ の 高 い 処 理 能 力 は 結 果 と し て 時 間 削
減 に 繫 が り ， コ ス ト 削 減 と し て 表 れ て く る 場 合 が 多 い 。 そ の た め ， 本 研 究 に お
い て も ， 量 に つ い て は 特 に 考 慮 し な い こ と と す る 。 	 
以 上 の 考 察 を も と に ， ３ つ の デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 効 率 化 パ タ ー ン に つ い
て ， 取 り 組 み の 難 易 度 か ら 考 察 す る 。 	 
ま ず ，取 り 組 み や す い パ タ ー ン は ，図 ６ -２ の Ａ － Ⅰ と Ａ － Ⅱ の 定 量 品 質 ま た
は 定 性 品 質 を 維 持 ／ コ ス ト は 削 減 す る こ と に よ り ， 効 率 化 を 図 る パ タ ー ン で あ
る と い え る 。 こ の パ タ ー ン で は 品 質 を 測 る 必 要 が な く ， コ ス ト を 下 げ る こ と に
注 力 す れ ば よ い 。 特 に こ の パ タ ー ン で は ， 品 質 を 向 上 さ せ る 必 要 が な く ， 測 る
と い う よ り 今 ま で と 変 わ り が な い か チ ェ ッ ク す れ ば 良 い た め ， 定 性 品 質 で あ っ
て も 比 較 的 扱 い や す い と 考 え る 。 	 
次 に ，Ｂ － Ⅰ と Ｃ － Ⅰ の 定 量 品 質 の 向 上 を 図 る /コ ス ト は 維 持 ま た は 削 減 の パ
タ ー ン が ， 扱 う 品 質 が 定 量 品 質 で あ る た め に 品 質 の 向 上 を 数 値 と し て 測 る こ と
が で き ，比 較 的 扱 い や す い と い え る 。具 体 的 に は ，タ ス ク 完 了 時 間 ，エ ラ ー 数 ，
ス テ ッ プ 数 な ど の 定 量 品 質 を 計 測 し ， そ れ ら 定 量 品 質 を 向 上 す る こ と に よ り ，
効 率 化 を 図 る こ と が で き る 。 	 
そ し て ， 最 も 取 り 組 み に く い の が Ｂ － Ⅱ と Ｃ ― Ⅱ の 定 性 品 質 の 向 上 を 図 る /
コ ス ト は 維 持 ま た は 削 減 の パ タ ー ン で あ る 。 こ の パ タ ー ン で は 定 性 品 質 の 向 上
を 測 る 必 要 が あ る た め ， デ ザ イ ン と し て 最 も 重 要 で あ る が 最 も 難 し い パ タ ー ン
で あ る と い え る 。 	 
以 上 よ り ， デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 効 率 化 を 検 討 す る パ タ ー ン の 順 番 と し て
は ， 以 下 の 通 り と な る 。 	 
	 
① 定 量 品 質 ま た は 定 性 品 質 を 維 持 ／ コ ス ト は 削 減 	 （ Ａ － Ⅰ ， Ⅱ ） 	 
② 定 量 品 質 の 向 上 を 図 る ／ コ ス ト は 維 持 ま た は 削 減 	 （ Ｂ － Ⅰ ， Ｃ － Ⅰ ） 	 
③ 定 性 品 質 の 向 上 を 図 る ／ コ ス ト は 維 持 ま た は 削 減 	 （ Ｂ － Ⅱ ， Ｃ － Ⅱ ） 	 
	 
定 量 品 質 は 品 質 と し て は 測 る こ と は 可 能 で あ り ， ② 定 量 品 質 の 向 上 を 図 る ／
コ ス ト は 維 持 ま た は 削 減 は ， ③ 定 性 品 質 の 向 上 を 図 る ／ コ ス ト は 維 持 ま た は 削
減 よ り も 取 り 組 み や す い と 考 え ら れ る 。 し か し ， タ ス ク 完 了 時 間 な ど の 定 量 品
質 を 向 上 す る た め に は ，操 作 に つ い て 新 し い ア イ デ ア の 創 造 を 伴 う 場 合 も 多 い 。
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こ う し た ア イ デ ア の 創 造 は ， 定 性 品 質 を 向 上 さ せ る た め の ア イ デ ア 創 造 と 同 じ
創 造 的 ワ ー ク で あ り ， 同 様 の 難 し さ が 伴 う 。 	 
本 研 究 で は ， ① 定 量 品 質 ま た は 定 性 品 質 を 維 持 ／ コ ス ト は 削 減 （ Ａ － Ⅰ ， Ａ
－ Ⅱ ） パ タ ー ン に 着 目 し て ， 効 率 化 の 検 討 を 行 う こ と と す る 。 	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６ ． ３ ． デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス 効 率 化 プ ロ ジ ェ ク ト の 説 明  
	 
次 に ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で 実 際 に 取 り 組 ん だ 効 率 化 プ ロ ジ ェ ク ト を 取 り 上
げ ， 具 体 的 に ， デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 効 率 化 に ど の よ う に 取 り 組 む べ き か に
つ い て 論 じ る 。 本 研 究 で は ， 顧 客 や 企 業 を 対 象 と し た 社 会 イ ン フ ラ 分 野 に お け
る デ ザ イ ン 開 発 を 対 象 と し た 。 	 
	 
６ ． ３ ． １ ． 対 象 プ ロ ジ ェ ク ト 概 要  
	 
効 率 化 プ ロ ジ ェ ク ト で は ， 対 象 企 業 の イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で 199 9 (平 成 11 )
年 ～ 20 0 0 (平 成 12 )年 の 間 に 行 わ れ た 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の 28 件 の デ ザ イ ン 開 発
を 分 析 の 対 象 と し た 。 	 
社 会 イ ン フ ラ 分 野 の デ ザ イ ン 開 発 は ， 電 力 ， 上 下 水 道 ， 鉄 道 ， 道 路 な ど の 社
会 イ ン フ ラ の 整 備 ・ 運 営 を 主 た る 事 業 と す る 企 業 な ど を 顧 客 と し て ， そ の 顧 客
に 対 し て デ ザ イ ン 提 案 を 行 う 業 務 で あ る 。 代 表 的 な デ ザ イ ン 提 案 は ， 社 会 イ ン
フ ラ 分 野 の 製 品 や シ ス テ ム の 運 営 ・ 管 理 を 行 う コ ン ト ロ ー ル 室 の デ ザ イ ン な ど
で あ る が ， 他 に も 新 し い 運 用 シ ス テ ム や 新 し い ビ ジ ネ ス モ デ ル な ど ， 様 々 な 種
類 の 提 案 が 含 ま れ る 。 	 
図 ６ -３ は ，社 会 イ ン フ ラ 分 野 の デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 概 要 を 示 し た も の あ
る 。特 徴 と し て は ，テ レ ビ や 冷 蔵 庫 な ど コ ン シ ュ ー マ 向 け の デ ザ イ ン と 異 な り ，
い ず れ の デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス に お い て も ，提 案 書 を 通 じ て 顧 客 に 提 案 を 行 い ，	 	 
	 
	 
図 ６ -３ ． 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス 概 要 	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そ の 提 案 が 受 け 入 れ ら れ て 初 め て デ ザ イ ン 図 面 の 作 成 な ど ， 製 造 の た め の デ ザ
イ ン 開 発 に 繋 が る 点 で あ る 。 社 会 イ ン フ ラ 分 野 に お い て は ， 顧 客 が 公 共 機 関 で
あ る こ と も 多 く ，競 争 入 札 な ど で 他 の 企 業 か ら の 提 案 が 採 用 さ れ た 場 合 な ど は ，
デ ザ イ ン 提 案 だ け で 終 わ る こ と も 少 な く な い 。 た と え 受 注 し た 場 合 で も ， 詳 細
設 計 は 事 業 部 門 で 行 い ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で は 行 わ な い 場 合 も あ る 。 	 
こ の よ う な 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の デ ザ イ ン 開 発 の 特 性 を 踏 ま え ， 本 研 究 が 対 象
と す る 効 率 化 プ ロ ジ ェ ク ト は ， デ ザ イ ン 提 案 書 の 作 成 を 対 象 と し た 。 デ ザ イ ン
提 案 書 の 作 成 に 絞 る こ と に よ り ， 異 な る 分 野 の デ ザ イ ン 開 発 に つ い て も 同 様 に
扱 う こ と が 可 能 と な り ， よ り 広 範 囲 な 効 率 化 に 貢 献 で き る と 考 え た 。 	 
	 
６ ． ３ ． ２ ． 提 案 書 作 成 プ ロ セ ス  
	 
図 ６ -４ が 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス に お け る 提 案 書 の 作 成
プ ロ セ ス を 示 し た フ ロ ー 図 で あ る 。 大 き く は 以 下 に 示 す 準 備 段 階 と 作 成 段 階 に
分 け る こ と が で き る 。 	 
	 
( 1 ) 	 準 備 段 階 :	 	 
準 備 段 階 の 目 的 は ， 社 内 事 業 部 門 か ら の 依 頼 内 容 お よ び 提 案 書 に 含 む べ
き 提 案 の 確 認 ， 提 案 先 で あ る 顧 客 の 情 報 や 具 体 的 な 現 場 の 確 認 な ど ， 提
案 書 を 作 成 す る に あ た り 必 要 と な る 情 報 収 集 で あ る 。 主 に ， 社 内 の 事 業
部 関 係 者 や 顧 客 と の 打 ち 合 わ せ を 通 じ て 行 わ れ る 。 	 
	 
( 2 ) 	 製 作 段 階 ： 	 	 
製 作 段 階 で は ， 準 備 段 階 の 情 報 を も と に ， ま ず 提 案 方 針 を 決 定 し コ ン セ
プ ト の 立 案 が 行 わ れ る 。 そ の 後 ， 設 定 し た 方 針 や コ ン セ プ ト に 従 い ， 具
体 的 な 提 案 書 の 作 成 に 移 行 す る 。 図 ６ － ５ は ， 一 般 的 な 提 案 書 の 構 成 例
お よ び コ ン テ ン ツ の 構 成 例 を 示 し ， 異 な る 顧 客 ， 異 な る デ ザ イ ン 対 象 で
あ っ て も ， ほ ぼ 同 様 な 構 成 の 提 案 書 が 作 成 さ れ る 。 そ の た め ， 図 ６ － ４
で も 示 さ れ て い る 通 り ， レ イ ア ウ ト 図 や 画 像 ， ま た そ れ ら を 作 成 す る た
め の ２ Ｄ や ３ Ｄ デ ー タ な ど 過 去 に 作 成 し た 紙 面 （ コ ン テ ン ツ ） の 再 利 用
が 頻 繁 に 行 わ れ る 。 本 来 ， ア イ デ ア を 検 討 し な が ら 作 成 す る が ， 時 間 が
な い デ ザ イ ン 開 発 や デ ザ イ ナ ー の Ｃ Ｇ 作 成 ス キ ル な ど の 理 由 か ら ， 新 規
に コ ン テ ン ツ を 作 成 す る た め に 外 部 の デ ザ イ ン 事 務 所 な ど に 外 注 す る こ
と も あ る 。 	 	 
 128 
	 
図 ６ -４ ． 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の 提 案 書 作 成 フ ロ ー 	 
 
提 案 書 が 完 成 す る と ， 顧 客 に プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 行 い ， そ の 提 案 が 受 け 入
れ ら れ た 場 合 は ， そ の 時 点 で 提 案 書 作 成 は 完 了 と な る 。 し か し な が ら ， 提 案 が
受 け 入 れ ら れ ず 顧 客 か ら 変 更 依 頼 な ど の フ ィ ー ド バ ッ ク が あ っ た 場 合 は ， そ の
フ ィ ー ド バ ッ ク に 応 え る よ う 再 度 提 案 書 を 作 成 し ，顧 客 に 受 け 入 れ ら れ る ま で ，
再 提 案 を 続 け る 。 	 
提 案 書 に て 顧 客 の 承 認 が 得 ら れ た 後 は ， 当 該 提 案 書 で 作 成 し た デ ー タ の う ち
再 利 用 性 が 高 い コ ン テ ン ツ を デ ー タ ベ ー ス に 整 備 し ， 具 体 的 な 開 発 段 階 の プ ロ
セ ス に 移 行 す る 。 	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図 ６ -５ ． 提 案 書 の 構 成 例 お よ び 紙 面 （ コ ン テ ン ツ ） 構 成 例 	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６ ． ４ ． デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の デ ー タ に よ る 可 視 化  
	 
提 案 書 作 成 の 現 状 を 把 握 す る た め ，199 9 (平 成 11 )年 ～ 20 0 0 (平 成 12 )年 の 間 に
行 わ れ た 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の 28 件 を 対 象 に ，デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス に お け る 提
案 書 作 成 の ワ ー ク に つ い て 調 査 を 行 い ， 表 ６ -１ の よ う に ま と め た 。 	 
結 果 ， 提 案 書 作 成 は 19 の ワ ー ク で 構 成 さ れ る こ と ， 19 の ワ ー ク は 調 査 対 象
に 共 通 す る 「 イ ン ト ロ 」「 デ ザ イ ン 提 案 」「 ま と め 」 の ３ 段 階 の 区 分 と ， 非 定 期
に 発 生 す る ワ ー ク を 別 項 目 と し て 区 分 で き る こ と が 示 さ れ た 。 表 ６ -１ は 19 の
ワ ー ク に つ い て ， 新 規 作 成 と 再 利 用 が あ っ た 場 合 に 分 け ， そ れ ぞ れ の 件 数 と 作
成 時 間 の デ ー タ を 調 査 し た 結 果 を 示 す 。 全 調 査 デ ー タ に つ い て ， ワ ー ク ご と に
総 件 数 と 総 作 業 時 間 を グ ラ フ と し て ま と め た の が ， 図 ６ -６ と 図 ６ -７ で あ る 。 	 
	 
	 
表 ６ -１ ． 提 案 書 作 成 に お け る ワ ー ク の 内 容 	 
	 
（ 19 9 9 (平 成 11 )年 ～ 20 0 0 (平 成 12 )年 の 社 会 イ ン フ ラ 分 野 28 件 ） 	 
	 	 
 モデル費 製作以外件
名
回
数
C
G
劣
ム
勖
ビ
勖
モ
勏
ク
ア
勏
プ
モ
デ
ル
そ
の
他
準
備
劣
打
合
せ
劣
情
報
収
集
劣
調
査
劣
プ
レ
ゼ
ン
提
案
方
針
劣
提
案
書
構
成
提
案
書
作
成
外
注
指
示
D
B
へ
の
ア
ク
セ
ス は
じ
め
に
劣
グ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
デ
ザ
イ
ン
紹
介
劣
デ
ザ
イ
ン
フ
ロ
勖
図 調
査
報
告
コ
ン
セ
プ
ト
図
レ
イ
ア
ウ
ト
劣
ゾ
勖
ニ
ン
グ
案
コ
ン
ソ
勖
ル
／
機
器
デ
ザ
イ
ン
劣
盤
面
デ
ザ
イ
ン
図
そ
の
他
の
デ
ザ
イ
ン
検
討
协
景
観
等
卐
人
間
工
学
検
討
完
成
イ
メ
勖
ジ
図
内
容
概
要
評
価
表
ペ
␗
ジ
数
〇〇電力系統制御所 2 0 *** *** 77 16 138 8 2 240.5 0 4 0 0 0 4 9 2.5 0 6 0 0 0 0 1.5 0 7 0 0 34
作成時間 0.5 1 0 0 0 8 8.5 24 0 28 0 0 0 0 4 0 64 0 0 138
新規作成（件） 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 4 0 0 7
新規作成（H) 0 0 0 0 0 0 0 15 0 16 0 0 0 0 1.5 0 64 0 0 96.5
再利用（件） 1 2 0 0 0 4 3 2 0 3 0 0 0 0 2 0 0 0 0 17
再利用（H) 0.5 1 0 0 0 8 8.5 9 0 12 0 0 0 0 2.5 0 0 0 0 41.5
〇〇変電所制御所 1 0 0 0 42.5 4 70 0 2 118.5 0 1 1 0 0 0 4 0.5 0 0.5 0 1 0 0 0 0 3 0 0 11
作成時間 2 2 3 0 0 0 30 4.5 0 0.5 0 3 0 0 0 0 25 0 0 70
新規作成（件） 2 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 2 0 0 9
新規作成（H) 2 1.5 1.5 0 0 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 19 0 0 27
再利用（件） 0 1 3 0 0 0 3 3 0 4 0 1 0 0 0 0 1 0 0 16
再利用（H) 0 0.5 1.5 0 0 0 30 3.5 0 0.5 0 1 0 0 0 0 6 0 0 43
〇〇給電制御所 6 *** 0 0 94 12 148 28 6 287.5 0 5 0 0 0 0 20 1 0 12 15 2 2 1 0 0 0 0 0 58
作成時間 1 1 0 0 0 0 108 4 0 5 10 5 12 2 0 0 0 0 0 148
新規作成（件） 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 1 1 2 0 0 0 0 0 0 7
新規作成（H) 0 0 0 0 0 0 0 3 0 1 10 1 10 0 0 0 0 0 0 25
再利用（件） 1 1 0 0 0 0 3 1 0 2 0 3 1 3 0 0 0 0 0 15
再利用（H) 1 1 0 0 0 0 108 1 0 4 0 4 2 2 0 0 0 0 0 123
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図 ６ -６ ． ワ ー ク ご と の 総 件 数 	 
 
図 ６ -６ に 示 す ワ ー ク ご と の 総 件 数 よ り ，ほ ぼ 全 て の ワ ー ク に お い て ，過 去 に
作 成 し た コ ン テ ン ツ の 再 利 用 が な さ れ て い る こ と が わ か る 。「 デ ザ イ ン 紹 介 ，デ
ザ イ ン フ ロ ー 図 」「 環 境 計 画 」 に つ い て は 100％ 再 利 用 さ れ て お り ，「 完 成 イ メ
ー ジ 図 」「 運 用 フ ロ ー ，イ メ ー ジ ，事 例 ，ソ リ ュ ー シ ョ ン の 説 明 」な ど 案 件 ご と
に 作 成 す る 必 要 が あ る ワ ー ク は ， 再 利 用 率 が 低 い こ と が わ か る 。 ワ ー ク に よ っ
て バ ラ つ き は あ る が ， 再 利 用 の 割 合 は 件 数 で 平 均 54%で あ り ， 全 体 的 に 高 い こ
と が 示 さ れ た 。 	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図 ６ -７ ． ワ ー ク ご と の 総 作 業 時 間 数 	 
 
図 ６ -７ に 示 す ワ ー ク ご と の 総 作 業 時 間 数 を 見 る と ，「 イ ン ト ロ 」「 デ ザ イ ン 提
案 」「 ま と め 」 の ３ 段 階 で は ，「 デ ザ イ ン 提 案 」 に 多 く の 時 間 を 割 い て い る こ と
が わ か る 。ま た 個 別 の ワ ー ク で 見 て み る と ，「 レ イ ア ウ ト ，ゾ ー ニ ン グ 案 」が 非
常 に 高 い 値 を 示 し て お り ， 次 に 「 運 用 フ ロ ー ， イ メ ー ジ ， 事 例 ， ソ リ ュ ー シ ョ
ン の 説 明 」「 機 器 ，機 能 ，シ ス テ ム ，環 境 の 説 明 」と 続 く が ，こ の ２ つ の ワ ー ク
は ， 非 定 期 に 発 生 す る ワ ー ク で あ り ， 通 常 の ワ ー ク に お い て は ， 圧 倒 的 に 「 レ
イ ア ウ ト ， ゾ ー ニ ン グ 案 」 の ワ ー ク に 多 く の 時 間 を 使 っ て い る こ と が わ か る 。
再 利 用 に か か る 時 間 の 割 合 は ， 平 均 38%で あ っ た 。 そ の 中 で 「 レ イ ア ウ ト ， ゾ
ー ニ ン グ 案 」作 成 ワ ー ク の 再 利 用 率 は 67％ を 示 し ，平 均 よ り も 多 く 再 利 用 の た
め に 時 間 を 費 や し て い る こ と が 示 さ れ た 。 	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６ ． ５ ． 効 率 化 の 方 向 性 と 対 策 す べ き ワ ー ク の 特 定  
	 
６ ． ５ ． １ ． 効 率 化 の 方 向 性  
	 
６ ． ２ 節 で 述 べ た と お り ， こ こ で は ① 定 量 品 質 ま た は 定 性 品 質 を 維 持 ／ コ ス
ト は 削 減 す る パ タ ー ン に 取 り 組 み ， 提 案 書 作 成 の 効 率 化 を 図 る 。 提 案 書 作 成 の
ワ ー ク に お い て ， 主 な コ ス ト は 作 業 時 間 で あ り ， い か に 作 業 時 間 を 少 な く す る
か が ，取 り 組 む べ き 方 向 性 と し て 考 え ら れ る 。さ ら に ，提 案 書 作 成 の ワ ー ク は ，
デ ー タ を 再 利 用 す る 場 面 が 多 い た め ， デ ー タ の 再 利 用 率 を さ ら に 高 め る こ と が
で き れ ば ， 品 質 に 影 響 を 与 え る こ と な く ， コ ス ト 低 減 が で き ， 効 率 化 が 図 れ る
と 考 え る こ と が で き る 。 	 
そ こ で ， 課 題 を 「 デ ザ イ ン 資 源 の 再 利 用 が 不 十 分 」 と 設 定 し ， 再 利 用 を 阻 害
す る 可 能 性 の あ る 全 て の 事 象 に つ い て ， 対 象 と す る 分 野 の デ ザ イ ン 開 発 メ ン バ
ー ４ 名 に よ り 幅 広 く 検 討 し た 。こ こ で は ，本 質 的 な 問 題 と は 何 か を 深 く 追 求 し ，
検 討 の 幅 を 広 げ る た め に ， 特 性 要 因 図 [5]  を 用 い ， 手 順 ， 素 材 ， 人 ， 環 境 ， 測
定 の ５ 側 面 か ら 再 利 用 が 不 十 分 な 要 因 を 広 く 抽 出 し た （ 図 ６ -８ ）。 	 
	 
	 
図 ６ -８ ．「 デ ザ イ ン 資 産 の 再 利 用 が 不 十 分 」 の 問 題 に 対 し て 得 ら れ た 要 因 	 
データベースが使いにくい
•データ活用の認識不足
クリエイティビティ発揮の
ミッション意識識が強い
•独自のものを創りたい
•常に変革したい
情報が個⼈人に抱え込
んで外に出ない
活⽤用スキルの不不⾜足
•検索性が悪い
•どこにどんなデータがある
か分かりにくい
•ネットワークが遅い
ジョブコスト意識識の格差
•データベースへのデータ
蓄積が面倒
•メンバー間の情報交換の
機会が少ない
•製作時期による違い
•業者による違い
•他人の作ったデータは扱
いづらい
•データが修正できるよう
になっていない
修正に適したデータでない
適切切なデータが無い
•時代に適合していな
い（古臭い）
•タッチがバラバラにな
るのを避ける
提案後の評価をしていない
OS、アプリ、バージョンの
違いで使いにくい
デザイン
資産の有
効活用が
不十分
People Environment Measurement（人） （環境） （測定）
作業環境が過渡期
•M acとW inが混在
•紙ベース資産から電子
データへの移行期で揺
れている
事前に作業⾒見見積もり
を実施していない
•業務のウェイト付けが
なされていない
•再活用すべきかどうか
の判断ができない
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表 ６ -２ ． Ｃ ＆ Ｅ マ ト リ ッ ク ス に よ る 要 因 の 特 定 	 
 
 
 
次 に ， ４ 名 の 検 討 メ ン バ ー に て ， 得 ら れ た 要 因 の 中 で 特 に 重 要 と 思 わ れ る ９
要 因 を 選 定 し ， Ｃ ＆ Ｅ マ ト リ ッ ク ス [6]  を 用 い て ， ど の 要 因 が 重 視 す べ き 要 因
で あ る か の 分 析 を 行 っ た（ 表 ６ -２ ）。そ の 結 果 ，「 デ ー タ ベ ー ス の 使 い 勝 手 向 上 」
「 コ ン テ ン ツ 上 の 汎 用 性 の 配 慮 」 の 二 つ の 要 因 が ， 最 も 考 慮 す べ き 要 因 で あ る
と の 結 論 に 至 り ， 効 率 化 の 方 向 性 と し て こ の ２ 点 を 特 定 し た 。 	 
本 研 究 で 行 っ た Ｃ ＆ Ｅ マ ト リ ッ ク ス に お い て は ， 出 力 を 「 品 質 」「 ス ピ ー ド 」
「 コ ス ト 」 の ３ つ と し ， そ れ ぞ れ 重 み づ け を 10 ,７ ,５ と 設 定 し た 。 こ れ ら は ，
決 し て 社 会 イ ン フ ラ 分 野 に 最 適 な 出 力 ， 重 み づ け で は な く ， 本 効 率 化 プ ロ ジ ェ
ク ト が 行 わ れ た 当 時 ， 対 象 の 企 業 内 イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン に お い て ， 部 門 全 体 と
し て 議 論 さ れ た 結 果 ，至 っ た 出 力 ，重 み づ け を そ の ま ま 当 て は め た も の で あ る 。 	 
次 に ，効 率 化 の 方 向 性 と し て 特 定 し た「 デ ー タ ベ ー ス の 使 い 勝 手 向 上 」「 コ ン
テ ン ツ 上 の 汎 用 性 の 配 慮 」 を 解 決 す る た め に ， そ の 原 因 と 対 策 に つ い て メ ン バ
ー 間 で 議 論 を 行 っ た 結 果 ， 以 下 の ４ 点 に 整 理 す る こ と が で き た 。 	 
	 
( 1 )  デ ー タ ベ ー ス に フ ァ イ ル さ れ て い る コ ン テ ン ツ が 再 利 用 し に く い 状 態 で
保 存 さ れ て い る 。 	 
対 策 ： 使 い 勝 手 を 高 め る た め コ ン テ ン ツ 蓄 積 の 方 法 を ル ー ル 化 。 	 
	 
( 2 )  資 産 化 が 必 要 な コ ン テ ン ツ で あ る か ど う か の 見 極 め が 出 来 て い な い 。 	 
対 策 ： 資 産 化 す べ き 汎 用 的 な コ ン テ ン ツ の 選 定 。 	 
Rating	 of	 Im portance	 to	 C ustom er 10 7 5
O utputs
Inputs
M easurem ent C S予測による作業見積もり 4 4 9 113
提案後の評価とノウハウ蓄積 4 0 1 45
Environm ent アプリ、O S環境の統一 0 4 1 33
People コスト意識の向上 1 4 9 83
クリエイティビティ発揮への注力 9 0 0 90
Procedures データベースの使い勝手向上 4 9 4 123
グループメンバー間の情報交換する機
会の設定 9 4 0 118
M aterial データ作成上の汎用性配慮 0 4 4 48
コンテンツ上の汎用性配慮 4 9 4 123
C ost Total
Points
Q uality Speed
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( 3 )  一 部 古 い コ ン テ ン ツ が 混 在 し ， 新 旧 の 区 別 が わ か ら な い 。 	 
対 策 ： 提 案 力 の あ る 新 し い コ ン テ ン ツ へ の 更 新 と メ ン テ ナ ン ス の 充 実 。 	 
	 
( 4 )  グ ル ー プ 員 の 情 報 交 換 が 不 充 分 な 結 果 ， コ ン テ ン ツ の 個 人 所 有 な ど ， 保
存 場 所 の 偏 在 が 起 き て い る 。 	 
対 策 ： デ ー タ ベ ー ス へ の 一 元 管 理 シ ス テ ム の 構 築 と 蓄 積 の 方 法 を ル ー ル 化 。 	 
	 
６ ． ５ ． ２ ． 対 策 す べ き ワ ー ク の 特 定 	 
	 
6 . 5 . 1 項 で 得 ら れ た ４ 点 の 中 で ，最 も 重 要 で あ る と 考 え る ，(1)デ ー タ ベ ー ス
に フ ァ イ ル さ れ て い る コ ン テ ン ツ が 再 利 用 し に く い 状 態 で 保 存 さ れ て い る ， に
つ い て さ ら に 調 査 を 実 施 し た 。再 利 用 を 行 わ な い 場 合 で 新 規 に 作 成 す る 場 合 は ，
デ ザ イ ナ ー 自 ら 作 成 す る ， も し く は 作 成 を 外 部 に 委 託 す る こ と に な る 。 新 規 作
成 の 件 数 が 多 い（ 図 ６ -６ ）に も か か わ ら ず ，新 規 作 成 の 時 間 が 少 な い コ ン テ ン
ツ （ 図 ６ -７ ） は ， 外 部 に 作 成 を 委 託 し て い る 状 況 が 多 い こ と を 示 す 。 そ こ で ，
ワ ー ク ご と の 外 注 コ ス ト に つ い て も 調 査 を 行 い ， 対 策 す べ き 具 体 的 ワ ー ク を 特
定 す る 。 図 ６ -９ に ワ ー ク ご と の 外 注 コ ス ト を 示 す 。 図 ６ -９ か ら 外 注 す る ワ ー
ク は ， 常 に 限 れ た ５ つ の ワ ー ク で あ る こ と が 分 か る 。 ま た そ の 内 容 も ご く 限 ら
れ た 種 類 の デ ー タ 作 成 で あ っ た 。外 注 コ ス ト の 中 で 最 も 大 き な 割 合 を 占 め る「 完
成 イ メ ー ジ 図 」を 作 成 す る た め の Ｃ Ｇ 作 成 コ ス ト は ，全 体 の 約 60％ を 占 め て い
る 。 Ｃ Ｇ 作 成 の 件 数 も 15 件 で あ り ， 全 28 件 の デ ザ イ ン 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト の 約
半 分 が 「 完 成 イ メ ー ジ 図 」 の Ｃ Ｇ 作 成 を 外 注 し て い る こ と が わ か る 。 	 
こ こ で ， 提 案 書 を 構 成 す る ワ ー ク を デ ー タ 形 式 で 区 分 す る と 以 下 の ４ タ イ プ
で 構 成 さ れ る 。 外 注 に お い て は ， デ ー タ 形 式 ご と に 各 専 門 の 外 部 委 託 業 者 に 発
注 し て い る 。 	 
	 
・ Ｃ Ｇ デ ー タ ： 特 に ３ Ｄ -Ｃ Ｇ ， 他 ， 写 真 な ど の 画 像 	 
・ テ キ ス ト デ ー タ ： 説 明 文 ， 人 間 工 学 分 析 の 数 値 デ ー タ 	 
・ 図 デ ー タ ： ２ Ｄ に よ る ベ ク タ ー 形 式 の 図 表 	 
・ フ ォ ー マ ッ ト デ ー タ ： プ レ ゼ ン 資 料 ・ 報 告 書 な ど の フ ォ ー マ ッ ト 	 
	 
提 案 書 を 構 成 す る ワ ー ク に つ い て ， 上 記 ４ タ イ プ の デ ー タ 形 式 ご と に ， 社 内
の 作 業 時 間 と 外 注 コ ス ト を 合 わ せ た 総 コ ス ト を 算 出 し ，パ レ ー ト 図 [7]に て 表 現
し た （ 図 ６ -１ ０ ）。 	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図 ６ -９ ． ワ ー ク ご と の 外 注 コ ス ト 	 
	 
図 ６ -１ ０ ． デ ー タ 形 式 ご と の 総 コ ス ト 	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総 コ ス ト は ， デ ー タ 形 式 ご と に ， デ ザ イ ナ ー に よ る 指 示 書 な ど の 作 成 の た め
の 作 業 時 間 に 社 内 の 時 間 単 価 を 乗 じ た 人 件 費 と 外 部 委 託 業 者 へ の 外 注 コ ス ト を
加 え て 算 出 し た 。 	 
図 ６ -1 0 よ り ， 提 案 書 作 成 の ワ ー ク に お け る 総 コ ス ト の 58％ は Ｃ Ｇ デ ー タ の
作 成 に 費 や し て い る こ と が わ か る 。次 に テ キ ス ト デ ー タ（ 21%），図 表 デ ー タ (19 % )
と 続 い て い る 。 	 
つ ま り ，図 ６ -７ で 確 認 し た よ う に ，社 会 イ ン フ ラ 分 野 の 提 案 書 作 成 の 多 く は ，
「 レ イ ア ウ ト ， ゾ ー ニ ン グ 案 の 」 の ワ ー ク に 時 間 が か か り ， 図 ６ -９ ， 図 ６ -10
の 考 察 か ら そ の 大 部 分 は ， Ｃ Ｇ デ ー タ の 作 成 に 費 や さ れ て い る こ と ， ま た ， そ
の 多 く は 外 注 業 者 に 委 託 し て 作 成 さ れ て い る こ と が わ か っ た 。 	 
デ ー タ 形 式 ご と の デ ー タ の 再 利 用 件 数（ 図 ６ -11）を み る と ，Ｃ Ｇ デ ー タ の 件
数 ベ ー ス で 再 利 用 率 が 39. 3％ と 最 も 低 い こ と が わ か る 。デ ー タ の 再 利 用 が 上 手
く 行 え な い と い う 理 由 と し て は ， Ｃ Ｇ を 外 注 し た 場 合 ， デ ー タ 形 式 の 違 い ， ま
た ， 最 終 イ メ ー ジ デ ー タ し か 納 品 さ れ な い こ と が 原 因 で あ る こ と が わ か っ た 。 	 
以 上 の 考 察 に よ り ， 本 研 究 が 対 象 と す る 効 率 化 プ ロ ジ ェ ク ト に お い て 効 率 化
の 対 象 は ，「 完 成 イ メ ー ジ 図 」の ワ ー ク と 特 定 し ，具 体 的 に Ｃ Ｇ デ ー タ ，特 に ３
Ｄ -Ｃ Ｇ の 内 製 化 を 行 う こ と に よ り ワ ー ク の 効 率 化 を 図 る こ と と し た 。 	 
	 
	 
	 
図 ６ -１ １ ． デ ー タ 形 式 ご と の 新 規 ／ 再 利 用 件 数 	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６ ． ６ ． 効 率 化 の た め の 施 策 決 定  
	 
３ Ｄ -Ｃ Ｇ デ ー タ の 内 製 化 を 取 り 組 む に あ た り ，考 慮 す べ き 点 と し て ，メ ン バ
ー に て 検 討 結 果 ， 以 下 の ４ 点 が あ げ ら れ た 。 	 
	 
( 1 )ソ フ ト 導 入 ， デ ザ イ ナ ー の 教 育 な ど の 導 入 費 用 	 
(2 )デ ー タ の 再 利 用 率 の 増 加 目 標 	 
(3 )内 製 化 に よ る デ ザ イ ナ ー の 作 業 時 間 の 増 加 	 
(4 )３ Ｄ -Ｃ Ｇ 作 成 ス キ ル の 習 熟 	 
	 
ポ イ ン ト と し て は ， 2） デ ー タ の 再 利 用 率 の 増 加 に よ り ， 3） の 内 製 化 に よ る
作 業 時 間 の 増 加 ， が 相 殺 で き れ ば ， 効 率 化 が 図 れ る こ と で あ る 。 す な わ ち ， 内
製 化 に よ っ て 生 じ る 作 業 時 間 を 補 う 作 成 プ ロ セ ス の 改 善 と 再 利 用 率 の 増 加 目 標
の 設 定 が ポ イ ン ト と な る 。 す な わ ち ， 内 製 化 に よ り 従 来 発 生 し て い た 外 注 コ ス
ト が 削 減 で き る た め ， コ ス ト 面 で は か な り の 効 率 化 が 期 待 で き る と 考 え る 。 	 
そ れ ぞ れ の 点 に つ い て 考 察 お よ び 具 体 的 な 実 施 項 目 に つ い て 説 明 す る 。 	 
	 
( 1 ) 	 導 入 費 用：	 ３ Ｄ -Ｃ Ｇ を 導 入 す る た め に ソ フ ト ウ ェ ア 導 入 費（ 360 k 円 ），
導 入 教 育 費 用 （ 73k 円 ）， ソ フ ト 維 持 費 用 （ 12k 円 ／ 年 ） の 見 積 も り を 得
た 。初 年 度 の 初 期 費 用 は ，約 50 万 程 度 で あ り ，ま た 毎 年 の ラ ン ニ ン グ コ
ス ト は 少 額 で あ る た め ， 特 に 考 慮 す る 必 要 が な い と 考 え る 。 	 
	 
( 2 ) 	 内 製 化 に よ る 再 利 用 率 の 増 加 と 内 製 化 に よ る デ ザ イ ナ ー の 作 業 時 間 の 増
加 ： 	 図 ６ － 12 に ，内 製 化 に よ り 作 業 時 間 が ど の 程 度 増 加 す る か に つ い
て 検 討 結 果 を 示 す 。横 軸 は ３ Ｄ -Ｃ Ｇ 作 成 の た め の 作 業 項 目 詳 細 ，縦 軸 に
作 業 時 間 を 示 す 。あ る 提 案 物 件 を 対 象 に ，３ Ｄ -Ｃ Ｇ で 完 成 イ メ ー ジ 図 を
作 成 し た 実 際 の デ ザ イ ナ ー の 作 業 時 間 と ，同 じ ３ Ｄ -Ｃ Ｇ を 作 成 す る た め
に ， 従 来 の よ う に デ ザ イ ナ ー に よ る ２ Ｄ デ ー タ に よ る 指 示 書 の 作 成 と ３
Ｄ -Ｃ Ｇ 作 成 を 外 注 先 に 依 頼 し た 場 合 の 指 示 等 の 時 間 を 計 測 し た 。 	 
結 果 ， ２ Ｄ デ ー タ の 作 成 に よ る 指 示 書 の 作 成 と 外 注 先 と の 調 整 の た め
の 時 間 が 合 計 20 時 間 で あ る の に 対 し ， ３ Ｄ -Ｃ Ｇ を 内 製 化 し た 場 合 は 合
計 で 35 時 間 か か る こ と が わ か っ た 。つ ま り ，内 製 す る こ と に よ り ，３ Ｄ
-Ｃ Ｇ １ 件 に つ き 15 時 間 の 作 業 時 間 の 増 加 が 予 測 さ れ る 。仮 に ３ Ｄ -Ｃ Ｇ
パ ー ツ デ ー タ の 再 利 用 率 が ０ ％ で ， 毎 回 新 規 に パ ー ツ デ ー タ を 作 成 し た
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場 合 は ，こ の 15 時 間 は 変 化 し な い 。図 ６ － 13 は ，横 軸 に ３ Ｄ -Ｃ Ｇ パ ー
ツ デ ー タ の 再 利 用 率 ，縦 軸 に 作 成 時 間 を 示 し た も の で あ る 。図 ６ － 12 の
作 業 項 目 の 中 で ， ３ Ｄ -Ｃ Ｇ パ ー ツ デ ー タ を 再 利 用 す る こ と に よ り ，「 部
屋 の モ デ リ ン グ （ ４ 時 間 ）」 と 「 モ デ リ ン グ （ 16 時 間 ）」 の 項 目 が 省 略 で
き る 。 100 %再 利 用 を 行 う こ と が で き れ ば ， 35 時 間 か ら 上 記 20 時 間 を 削
減 し た 15 時 間 で ３ Ｄ -Ｃ Ｇ が 内 製 さ れ る こ と が わ か る 。 	 
	 
図 ６ -１ ２ ． ３ Ｄ -Ｃ Ｇ の 内 製 化 作 業 と ２ Ｄ 作 成 ＆ 外 注 の 作 業 時 間 比 較 	 
 
図 ６ -１ ３ ． ３ Ｄ -Ｃ Ｇ パ ー ツ デ ー タ の 再 利 用 率 と イ ー ブ ン ポ イ ン ト 	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図 ６ -13 で 示 さ れ た よ う に 再 利 用 率 を 約 75％ ま で 高 め る こ と が で き れ ば ，
ほ ぼ 現 在 と 同 じ 作 業 時 間 内 で ３ Ｄ -Ｃ Ｇ の 作 成 が 行 え る と 予 測 で き る 。こ
れ に よ り ， 担 当 人 数 な ど 現 有 の 資 源 を 維 持 し ， 少 な く と も 必 要 の な く な
っ た 外 注 コ ス ト 分 は 効 率 化 が 図 れ る こ と が で き る こ と が わ か る 。 	 
	 
( 3 ) 	 ３ Ｄ -Ｃ Ｇ 作 成 ス キ ル の 習 熟：	 求 め ら れ る Ｃ Ｇ 作 成 の ス キ ル は ，常 に 向
上 が 求 め ら れ る よ う な 高 度 な も の で は な く ， あ る 一 定 レ ベ ル の ス キ ル で
十 分 な た め ， 数 回 程 度 の 学 習 で 習 熟 曲 線 は 漸 近 線 に 近 づ く こ と が 予 想 で
き る 。 そ の た め ， ス キ ル の 習 熟 に つ い て も 導 入 費 用 と 同 様 に あ ま り 考 慮
す る 必 要 が な い と 考 え た 。 	 
	 
以 上 の 考 察 に よ り ， ３ Ｄ -Ｃ Ｇ を 内 製 化 す る こ と に よ り ， ３ Ｄ -Ｃ Ｇ パ ー ツ デ
ー タ の 再 利 用 率 を 75%に 近 づ け る こ と は 可 能 で あ り ， 提 案 書 作 成 プ ロ セ ス に お
い て 時 間 的 コ ス ト が 削 減 で き る こ と に よ り ， デ ザ イ ン ワ ー ク の 効 率 化 が 図 れ る
と 予 想 で き る 。 結 果 ， 従 来 の 外 注 コ ス ト の 削 減 ， ま た は ， デ ザ イ ナ ー の 増 加 ほ
か ， 効 果 的 な マ ネ ジ メ ン ト を 可 能 と す る こ と が で き る 。 	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６ ． ７ ． 対 策 実 施 と 効 果 測 定  
	 
2 0 0 1（ 平 成 13） 年 上 期 （ 4 月 ～ 9 月 ） よ り ， ３ Ｄ -Ｃ Ｇ の 内 製 化 に 取 り 組 ん だ
結 果 を ，200 0（ 平 成 12）年 上 期 の ２ Ｄ デ ー タ に よ る 指 示 と 外 部 委 託 業 者 に よ る
３ Ｄ -Ｃ Ｇ を 作 成 し た 場 合 を 比 較 す る こ と に よ り ，本 研 究 で 提 示 し た 効 率 化 の 効
果 に つ い て 検 証 を 行 っ た （ 表 ６ -３ ）。 	 
20 0 1（ 平 成 13） 年 か ら の ３ Ｄ -Ｃ Ｇ 内 製 化 は ， 業 務 件 数 の 約 半 分 を 対 象 に 実
施 し た 。ま ず 外 注 コ ス ト は ，件 数 で 14 件 か ら ９ 件 に ，デ ー タ 数 で 20 件 か ら 12
件 に 減 少 し た た め ，約 1,8 0 0 k 円 程 度 の コ ス ト 削 減 が で き た 。そ れ に 対 し 内 製 に
よ り 作 業 時 間 は 245 時 間 増 加 し た の で あ る が ，外 注 先 と の 調 整 時 間 が 48 時 間 削
減 で き た た め ， 最 終 的 に 増 加 し た 作 業 時 間 は 197 時 間 で あ っ た 。 こ れ に 人 件 費
単 価 を 乗 じ て 金 額 ベ ー ス に 変 換 し 集 計 す る と ，ト ー タ ル で は 650 k 円 程 度 の コ ス
ト を 削 減 す る こ と が で き た 。 	 
20 0 1（ 平 成 13） 年 に は ， デ ー タ の 再 利 用 を 行 う に あ た り ， 部 屋 の モ デ リ ン グ
デ ー タ と モ デ リ ン グ の 多 く を 新 規 で 作 製 し た 時 間 も 含 ま れ ， デ ー タ の 再 利 用 に
よ る ，作 業 時 間 削 減 が 更 に 実 現 で き る と 判 断 し ，３ Ｄ -Ｃ Ｇ の 内 製 化 を デ ザ イ ン
開 発 に 一 般 化 さ せ た 。200 1（ 平 成 13）年 の 上 期 の 内 製 率 は ，約 44％ 程 度 で あ っ
た が ， 200 2（ 平 成 14） 年 以 降 100％ ま で 高 め る こ と に よ り ， 作 業 時 間 の 増 加 を
伴 わ な い 外 注 コ ス ト の 削 減 を 実 現 し た 。 	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
表 ６ -３ ． ３ Ｄ -Ｃ Ｇ の 内 製 化 に よ る コ ス ト 削 減 結 果 	 	 
単位 2000上期
(2000年年4⽉月〜～9⽉月）
2001上期
(200１年年4⽉月〜～9⽉月） 増減
C G外注 件数 14 9
製作毎数 20 12
C G内製 件数 0 7
製作毎数 0 13
外注⾦金金額（対社外） 円 4,717,000 2,879,000 ▲  1,838,000
C G内製時間 時間 0 245 245
外注調整時間 時間 120 72 -48
時間⾦金金額計（対社内）円（時間*単価） 720,000 1,902,000 1,182,000
計 5,437,000 4,781,000 ▲  656,000
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６ ． ８ ． ま と め  
	 
本 章 の 前 半 で は ， 創 造 的 ワ ー ク に お け る 効 率 化 の パ タ ー ン を 導 出 し ， ど の よ
う な 順 で 効 率 化 に 取 り 組 む べ き か に つ い て 論 じ た 。 後 半 で は ， 効 率 化 パ タ ー ン
の 一 つ で あ る ， ① 定 量 品 質 ま た は 定 性 品 質 を 維 持 ／ コ ス ト は 削 減 す る パ タ ー ン
の 例 と し て ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で 社 会 イ ン フ ラ 分 野 を 対 象 に 実 施 し た ， デ ー
タ に よ る 可 視 化 に も と づ い た デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 効 率 化 に つ い て 説 明 し た 。
結 果 ， デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 効 率 化 に お い て ， 1)デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の デ
ー タ に よ る 可 視 化 ， 2)効 率 化 の 方 向 性 と 対 策 す べ き ワ ー ク の 特 定 ， 3)効 率 化 施
策 の 決 定 ， 4)対 策 実 施 と 効 果 測 定 ， の ４ つ の ス テ ッ プ が 効 果 の あ る こ と を 提 示
し た 。 	 
本 章 で 説 明 し た プ ロ ジ ェ ク ト は ， 企 業 内 で 実 際 に 行 わ れ た プ ロ ジ ェ ク ト で あ
り ， 関 係 者 に よ る 議 論 で 決 定 し た 内 容 も あ り ， 論 理 的 に 説 明 し か ね る 部 分 も あ
る の は 認 め ざ る を 得 な い 。 	 
た だ し ， 今 回 提 示 し た 効 率 化 の よ う に ， 定 性 的 な 判 断 が な さ れ が ち な デ ザ イ
ン 開 発 の 中 で ， デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス を デ ー タ に て 可 視 化 し ， デ ー タ に も と づ
い た 議 論 と 意 思 決 定 を 基 本 す る 効 率 化 プ ロ セ ス の 有 効 性 に つ い て は 示 さ れ た と
考 え る 。 	 
今 ま で 企 業 内 で 実 際 に 行 わ れ た 効 率 化 プ ロ ジ ェ ク ト を ベ ー ス に 創 造 的 ワ ー ク
の 効 率 化 に つ い て 論 じ ら れ た 研 究 は 今 ま で な く ， 理 論 と 実 践 の 橋 渡 し を す る 意
味 に お い て も ， 有 効 な 研 究 で は な い か と 考 え る 。 	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第７章  総括  
	 
本 研 究 の 成 果 を 総 括 す る と と も に 今 後 の 課 題 と 展 望 を 述 べ ， 本 論 文 の 結 び と
す る 。 	 
	 
７ ． １ ． 各 章 の ま と め  
	 
各 章 の 内 容 を 以 下 に ま と め る 。 	 
	 
（ １ ） 第 １ 章 ： 序 論 	 
	 
本 研 究 は 企 業 の 大 規 模 な イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン に よ る コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野 の
デ ザ イ ン や 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の デ ザ イ ン を 対 象 と し て い る 。 第 １ 章 で は 本 研 究
の 背 景 ， 既 往 研 究 ， お よ び 研 究 の 目 的 を 述 べ た 。 	 
ま ず ， 本 研 究 の 背 景 と し て ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン は ， 企 業 活 動 を デ ザ イ ン の
立 場 で 行 う と い う 役 割 の も と ， 限 ら れ た リ ソ ー ス （ 人 や 活 動 費 ） を 使 い ， 様 々
な 分 野 で パ フ ォ ー マ ン ス を 最 大 に 発 揮 し ， 事 業 活 動 を 優 位 に 進 め る と い う 重 要
な 役 割 を 担 っ て い る こ と を 説 明 し た 。 そ の た め に ， 創 造 性 を 高 め た デ ザ イ ン 開
発 を 効 率 的 に 行 う こ と が 重 要 と な る が ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 規 模 や 対 象 と す
る 事 業 領 域 が 大 き い ほ ど ， デ ザ イ ン 開 発 の マ ネ ジ メ ン ト は 難 し く な る 点 を 指 摘
し た 。 	 
ま た ， デ ザ イ ン 開 発 の 対 象 は ， 企 業 の 事 業 領 域 に 対 応 し て 一 般 的 に ， コ ン シ
ュ ー マ 製 品 分 野 の デ ザ イ ン と 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の デ ザ イ ン に 二 分 で き る こ と を
述 べ た 。 そ し て イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 活 動 は ， 創 造 性 を 発 揮 し た デ ザ イ ン 開 発
と イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 創 造 性 を 高 め る た め に 投 資 の 意 味 を 持 つ 開 発 に 区 分 で
き る こ と を 説 明 し た 。特 に 前 者 の デ ザ イ ン 開 発 は 年 間 200 0 件 を 超 え ，創 造 性 と
と も に 効 率 性 を 高 め る こ と が イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 重 要 な 課 題 で あ る こ と を 述
べ た 。 	 
続 い て ， 本 研 究 の 基 本 と な る 創 造 性 と 効 率 性 の 概 念 に つ い て ， 既 往 研 究 を 概
観 し た 。 創 造 性 に つ い て は 様 々 な 提 言 は み ら れ る も の の ， 創 造 性 と 効 率 性 の 両
面 を 捉 え た き ち ん と し た 定 義 が な く ， デ ザ イ ン 開 発 を 対 象 と し た 研 究 分 析 は 十
分 に 行 わ れ て な い こ と を 指 摘 し た 。特 に デ ザ イ ン に お け る 創 造 性 は ，「 目 的 を も
つ 物 」の 創 造 で あ る 理 由 か ら ，「 新 規 性 」と と も に「 合 目 的 性 」の 両 面 が 必 要 で
あ り ， 創 造 性 を 高 め る こ と と は ， デ ザ イ ン を 使 用 す る コ ン シ ュ ー マ や 顧 客 の 目
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的 と す る 機 能 や 感 性 な ど の 評 価 を 満 た す 必 要 が あ る こ と を 述 べ た [1]。す な わ ち ，
デ ザ イ ン の 創 造 性 は コ ン シ ュ ー マ や 顧 客 の デ ザ イ ン に 対 す る 満 足 度 を 高 め る こ
と が 重 要 と な る こ と を 指 摘 し た 。 	 
そ し て ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の パ フ ォ ー マ ン ス は ， 創 造 性 を 高 め る 要 因 を 分
子 に ， 効 率 性 を 高 め る 要 因 を 分 母 と し て 概 念 的 に 表 現 で き る こ と を 示 し た 。 パ
フ ォ ー マ ン ス を 高 め る た め に は ， 分 子 の 創 造 性 を 高 め （ コ ン シ ュ ー マ や 顧 客 ・
企 業 の デ ザ イ ン に 対 す る 満 足 度 を 高 め る ），分 母 の 効 率 性 を 高 め る こ と（ 無 駄 な
開 発 時 間 の 削 減 や デ ザ イ ン 開 発 要 素 の 共 通 化 ） が 重 要 と な る こ と を 説 明 し た 。 	 
上 記 の 背 景 や 既 往 研 究 か ら 本 研 究 の 目 的 が ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の デ ザ イ ン
開 発 に お け る 創 造 性 と 効 率 性 を と も に 高 め る 方 法 論 を 明 ら か に す る こ と に あ る
こ と を 示 し た 。研 究 の 対 象 は ，年 間 200 0 件 を 超 え る 創 造 性 を 発 揮 し た デ ザ イ ン
開 発 業 務 と し ， こ れ ら デ ザ イ ン 開 発 の 創 造 性 と と も に 効 率 性 を 高 め る こ と で あ
る こ と を 述 べ た 。 	 
最 後 に 本 研 究 は ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン を 対 象 に ， 次 の ３ つ の 方 法 に よ っ て ，
デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 可 視 化 ， お よ び ， そ れ ら の デ ー タ を 用 い て コ ン シ ュ ー
マ 製 品 分 野 の デ ザ イ ン と 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の デ ザ イ ン の デ ザ イ ン 開 発 に お け る
創 造 性 と 効 率 性 を 高 め る 方 法 を 提 案 す る 。 	 
	 
・ 時 間 に 着 目 し 多 様 な デ ザ イ ン 開 発 を 定 量 的 に 把 握 す る 方 法 	 
・ 創 造 性 を 高 め る 方 法 	 
・ 効 率 性 を 高 め る 方 法  
	 
（ ２ ） 第 ２ 章 ： イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン に お け る デ ザ イ ン マ ネ ジ メ ン ト の 視 点 	 
	 
第 ２ 章 で は ， デ ザ イ ン 開 発 に 関 す る 時 間 に 着 目 し ， デ ザ イ ン 開 発 を 定 量 的 に
把 握 す る 方 法 と そ の 有 用 性 を 述 べ た 。 す な わ ち タ イ ム ・ マ ネ ジ メ ン ト の 視 点 か
ら デ ザ イ ン 開 発 を 定 量 的 に 把 握 ・ 分 析 す る 仕 組 み を 構 築 す る こ と に よ っ て ， デ
ー タ ド リ ブ ン な デ ザ イ ン 開 発 業 務 の マ ネ ジ メ ン ト ， お よ び 部 門 の マ ネ ジ メ ン ト
が 実 現 で き る こ と を 示 し た [2]。 	 
現 状 の 課 題 と し て ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で は 各 デ ザ イ ン 開 発 や デ ザ イ ン 開 発
に 対 す る 予 算 ・ 実 績 把 握 す る た め の 業 務 管 理 の 時 間 が 増 大 す る 傾 向 に あ り ， 経
営 の 視 点 か ら 見 る と ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン が 提 供 す る 価 値 の 費 用 対 効 果 を 減 少
さ せ る こ と を 示 し た 。 こ こ で は 業 務 管 理 の 時 間 を 「 デ ザ イ ン 業 務 を 把 握 す る た
め の 作 業 時 間 」 と 定 義 し ， COP Q ( C o s t 	 o f 	 P o o r 	 Q u a l i t y )と し て 捉 え ， 業 務 管 理
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の 仕 組 み を 構 築 す る た め の メ ト リ ク ス （ 定 量 的 な 目 標 値 ） と し た 。 	 
業 務 管 理 プ ロ セ ス を 改 善 す る 方 法 は ， (1)業 務 管 理 プ ロ セ ス の 見 え る 化 ， (2)
業 務 管 理 の 品 質 を 低 下 さ せ る 要 因 の 特 定 ，そ し て ，(3)業 務 管 理 の 要 求 項 目 か ら
取 得 す べ き 業 務 管 理 デ ー タ と 運 用 方 法 の 特 定 ， の ３ 段 階 で 構 成 さ れ る こ と を 示
し た 。 	 
ま ず ，(1)業 務 管 理 プ ロ セ ス の 見 え る 化 で は ，プ ロ セ ス フ ロ ー 図 を 用 い て 作 業
の 質（ VA（ 価 値 を 生 む が 効 率 化 の 対 象 ）作 業 ， NVA（ 価 値 を 生 ま な い ）作 業 ， HF
（ グ ル ー プ 間 で 重 複 し た ）作 業 ）を 明 確 に し ，COP Q が 年 間 合 計 3,6 7 1 . 3 時 間 で
あ る こ と を 確 認 し た 。 そ し て ， 業 務 管 理 の 品 質 に 影 響 を 与 え る 主 要 な 要 因 は ，
プ ロ セ ス マ ッ ピ ン グ と 特 性 要 因 図 を 用 い て 分 析 し ， 10 項 目 あ る こ と を 示 し た 。	 
次 に ， (2)業 務 管 理 の 品 質 を 低 下 さ せ る 要 因 は ， 対 策 の 効 果 面 （ 因 果 関 係 図 ）
と リ ス ク の 大 き さ 面 （ 故 障 モ ー ド 影 響 解 析 ） か ら 評 価 し ，「 業 務 No 発 番 の 適 正
化 (RP N = 3 8 4 )」 を 中 心 に ，「 デ ー タ 入 力 ・ 集 計 作 業 の ダ ブ り の 改 善 (RP N = 8 0 )」 を
可 能 と す る ，「 業 務 管 理 シ ス テ ム 」 が 有 効 で あ る こ と を 示 し た 。 ま た ，「 業 務 見
積 り の 精 度 (RP N = 3 2 0 )」 が 重 要 で あ る こ と を 示 し た 。 	 
続 い て ，(3)業 務 管 理 デ ー タ は ，イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 管 理 職 へ の ヒ ア リ ン グ
調 査 か ら デ ザ イ ン 開 発 と 部 門 運 営 に 必 要 な 管 理 項 目 を 抽 出 し ， 品 質 機 能 展 開 を
用 い て 管 理 項 目 を 把 握 す る た め の 12 項 目 を 決 定 し た 。こ の 中 で 部 門 共 通 の 管 理
デ ー タ は ，「 ② 業 務 No 発 番 の 適 正 化 」に お け る ① 依 頼 業 務 件 名 ，② 業 務 依 頼 日 ，
③ 業 務 担 当 グ ル ー プ ，④ 依 頼 事 業 部 ，⑤ 業 務 内 容 ，⑥ 事 業 部 /期 の 依 頼 件 数 の ６
項 目 で あ る こ と を 示 し た 。ま た ，「 業 務 見 積 り の 精 度 」に お け る 時 間 の 計 測 で は ，
「 K1.会 議 ・ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 」「 P1.企 画 ・ 計 画 ・ 調 査 」「 O1.デ ザ イ ン 検 討 」
「 O2. 3 D - C A D 入 力 」「 O3. 	 提 案 書 作 成 」「 O4. C I・ VC I デ ザ イ ン 」「 O5.ヒ ュ ー マ ン
テ ク ノ ロ ジ ー 」「 O6. U I・ 画 面 デ ザ イ ン 」「 O7. W e b デ ザ イ ン 」「 A1.デ ザ イ ン 量 産
フ ォ ロ ー 」 の 10 作 業 項 目 の 時 間 デ ー タ が 重 要 で あ る こ と を 示 し た 。  
こ れ ま で 述 べ た 分 析 結 果 を 踏 ま え ，デ ザ イ ン 業 務 の 定 量 化 を 目 的 と し た ，「 業
務 管 理 シ ス テ ム 」の 開 発 方 針 を 以 下 に 定 め た 。「 業 務 管 理 シ ス テ ム 」は ，デ ザ イ
ン 開 発 業 務 が 発 生 し た 場 合 に 管 理 職 が 業 務 の 属 性 を 選 定 し 発 番 を 行 う 「 業 務 Ｎ
ｏ 発 番 シ ス テ ム 」 と イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン 全 従 業 員 が 作 業 項 目 に 従 い 業 務 時 間 を
入 力 す る と と も に ， デ ザ イ ン 業 務 件 数 や 業 務 時 間 の タ イ ム リ ー な 集 計 を 可 能 と
し た 「 業 務 入 力 シ ス テ ム 」 と で 構 成 す る こ と に 方 向 付 け た 。  
「 業 務 管 理 シ ス テ ム 」 導 入 に よ る 業 務 管 理 時 間 の 削 減 効 果 を 検 証 す る た め ，
上 記 内 容 で プ ロ ト タ イ プ を 作 成 し ， 業 務 管 理 時 間 を 集 計 し た と こ ろ ， 1,0 6 0 . 5
時 間 （ 1 年 間 ） と な っ た 。「 業 務 管 理 シ ス テ ム 」 導 入 以 前 の 367 1 . 3 時 間 と 比 較
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す る と 年 間 で 2,6 1 0 時 間 改 善 さ れ ，「 業 務 管 理 シ ス テ ム 」の 有 効 性 を 示 す こ と が
で き た 。 	 
	 
（ ３ ） 第 ３ 章 ： 継 続 型 コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野 に お け る 創 造 型 製 品 の デ ザ イ ン 開
発 プ ロ セ ス 	 
	 
第 ３ 章 で は ， コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野 の デ ザ イ ン の 創 造 性 を 高 め た デ ザ イ ン 開
発 の 方 法 を 示 し た 。 こ こ で は ， 事 業 目 標 に 沿 っ て よ り 精 度 の 高 い デ ザ イ ン 決 定
を 行 う こ と を 目 的 と し ， 継 続 型 製 品 の デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 中 で ， 事 業 目 標
と し て 設 定 し た 販 売 台 数 目 標 と の 合 致 性 を タ イ ム リ ー に 検 証 し な が ら ， 製 品 デ
ザ イ ン を 開 発 す る 方 法 を 提 案 し た 。 そ の 方 法 を 実 際 の デ ザ イ ン 開 発 業 務 に 適 用
し ， そ の 有 用 性 を 示 し た 。 研 究 の 対 象 は ， 各 社 か ら 毎 年 発 売 さ れ る 洗 濯 機 と し
た [3]。 	 
本 方 法 は ， 販 売 台 数 目 標 と の 合 致 性 を 製 品 の 外 観 デ ザ イ ン と ユ ー ザ ー イ メ ー
ジ の 両 視 点 か ら 分 析 す る こ と に 特 徴 が あ る 。  
ま ず ， 企 業 が 継 続 型 製 品 に お い て 期 待 す る デ ザ イ ン は ， 対 象 市 場 の 中 で 大 き
な デ ザ イ ン の 流 れ に 即 し て い る こ と ， そ し て 他 社 製 品 と 比 較 し ， 製 品 の 特 徴 を
強 く 備 え て い る こ と で あ る こ と を 述 べ た 。  
そ こ で ， 外 観 デ ザ イ ン の 分 析 で は ， ま ず ， 製 品 や 機 能 の 特 徴 と な り ， デ ザ イ
ン 開 発 の ポ イ ン ト と な る 外 観 デ ザ イ ン を 構 成 す る 16 の フ ォ ル ム 要 素 を 抽 出 し
た 。こ れ ら 16 の フ ォ ル ム 要 素 の 構 成 パ タ ー ン を 用 い て 洗 濯 機 を 分 析 し ，各 社 の
外 観 デ ザ イ ン の 変 遷 と 継 続 性 を 十 分 可 視 化 で き る こ と に よ り ， 抽 出 し た フ ォ ル
ム 要 素 が 妥 当 性 で あ る こ と を 示 し た 。 次 に ， 販 売 台 数 の 多 い ３ 製 品 を 選 定 し ，
市 場 で 好 評 な 製 品 に 共 通 す る フ ォ ル ム 要 素 の 特 徴 を 示 し た 。 具 体 的 に ， 共 通 す
る フ ォ ル ム 要 素 は ，「 4.上 面 全 体 」は 膨 ら み ，「 5.窓 の 形 状 」は 特 徴 的 ，「 8.蓋 の
大 き さ 」は 左 右 全 体 ，「 9.上 面 と 正 面 」は 上 面 で 完 結 ，「 11.特 徴 的 起 伏 」は 突 起
有 ，「 13.機 能 」 は シ ン プ ル ，「 16.液 晶 」 は 無 ， で あ る こ と を 示 し た 。 	 
ユ ー ザ ー イ メ ー ジ の 分 析 で は ， ま ず ， イ メ ー ジ 調 査 か ら 「 好 き な デ ザ イ ン 」
の 評 価 と 販 売 台 数 の 相 関 関 係 を 示 し た 。次 に ，「 好 き な デ ザ イ ン 」に 対 す る 評 価
と 相 関 の 高 い 印 象 ワ ー ド に 注 目 す る と ，「 上 品 な デ ザ イ ン（ ｒ =0. 6 4 6）」「 高 級 感
が あ る（ 高 級 感 が あ る 操 作 部 ）（ ｒ =0. 5 5 4 ( 0 . 5 6 3 )）」「 優 し い イ メ ー ジ（ ｒ =0. 6 2 6）」
で あ る こ と を 示 し た 。続 い て ，上 記 調 査 を 基 に コ レ ス ポ ン デ ン ス 分 析 を 実 施 し ，
ポ ジ シ ョ ニ ン グ マ ッ プ 上 に 印 象 ワ ー ド と 各 製 品 を 付 置 し た 。 199 7（ 平 成 9） 年
か ら 200 1（ 平 成 13）年 の 洗 濯 機 に お け る 印 象 ワ ー ド や 各 製 品 の ポ ジ シ ョ ニ ン グ
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を 分 析 し ， 各 製 品 に お け る 外 観 デ ザ イ ン の イ メ ー ジ の 変 遷 と 継 続 性 が 適 切 に 説
明 で き る こ と を 示 し た 。 	 
19 9 9（ 平 成 11） 年 と 20 0 0（ 平 成 12） 年 の ポ ジ シ ョ ニ ン グ と 販 売 台 数 の 分 析
か ら ，「 好 き な デ ザ イ ン 」 の ポ ジ シ ョ ン を 中 心 に 「 優 し い イ メ ー ジ 」「 上 品 な デ
ザ イ ン 」か ら「 高 級 感 が あ る 」と い う イ メ ー ジ の ポ ジ シ ョ ン に 位 置 す る 製 品 が ，
高 い 販 売 台 数 を 記 録 し て い る こ と が わ か っ た 。 結 果 ， 洗 濯 機 の デ ザ イ ン 開 発 に
お い て ， 高 い 販 売 台 数 を 計 画 的 に 達 成 す る た め に は ， ユ ー ザ ー イ メ ー ジ の 面 で
は ，「 好 き な デ ザ イ ン 」 の ポ ジ シ ョ ン を 中 心 に 「 上 品 な デ ザ イ ン 」「 高 級 感 が あ
る 」「 優 し い イ メ ー ジ 」が 位 置 す る ポ ジ シ ョ ン を 狙 っ た デ ザ イ ン 開 発 を 行 う こ と
が 重 要 で あ る こ と を 示 し た 。 	 
こ れ ら の 結 果 か ら 次 年 度 の 製 品 の コ ン セ プ ト は ，ポ ジ シ ョ ニ ン グ マ ッ プ 上 で ，
販 売 台 数 目 標 と 合 致 し た 位 置 の ユ ー ザ ー イ メ ー ジ と フ ォ ル ム 要 素 に 設 定 し た 。
こ れ を も と に 創 作 し た デ ザ イ ン プ ロ ト タ イ プ の 位 置 を ポ ジ シ ョ ニ ン グ マ ッ プ 上
で 確 認 し な が ら デ ザ イ ン 開 発 を 実 施 し た 。 結 果 ， こ の 製 品 が 目 標 と し た 販 売 台
数 を 達 成 し た こ と を 確 認 し 本 方 法 の 妥 当 性 を 示 し た 。  
	 
（ ４ ） 第 ４ 章 ： 社 会 イ ン フ ラ 分 野 に お け る 創 造 型 提 案 の デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス 	 
	 
第 ４ 章 で は ， 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の デ ザ イ ン 開 発 に お い て ， 効 率 的 に 創 造 性 を
高 め る 方 法 を 提 案 し ，そ の 有 用 性 を 述 べ た [4]。研 究 対 象 は 同 分 野 の シ ス テ ム の
中 核 と し て 顧 客 の 関 心 が 高 い 監 視 制 御 シ ス テ ム の コ ン ト ト ー ル 室 と し た 。 	 
森 [1 ]が 定 義 し た デ ザ イ ン の 創 造 性 の 条 件 「 合 目 的 性 と 新 規 性 を 満 た す こ と 」
を も と に ， 社 会 イ ン フ ラ 分 野 を 対 象 と す る 本 章 で は ， デ ザ イ ン 開 発 の 創 造 性 を
高 め る 視 点 と し て 顧 客 満 足 度 （ 顧 客 の 目 的 に 合 っ て い る か ） に 着 目 し ， 創 造 性
の 高 い ， す な わ ち 顧 客 満 足 度 を 最 大 化 し つ つ 作 業 時 間 （ 効 率 性 ） を 最 小 化 す る
方 法 論 に つ い て 述 べ た 。 	 
創 造 性 に 関 す る 分 析 で は ，顧 客 満 足 度 を 効 果 的 に 高 め る 方 法 を 述 べ た 。ま ず ，
顧 客 満 足 度 を 高 め る デ ザ イ ン CTQ を 特 定 す る た め に ， 顧 客 が デ ザ イ ン 開 発 に 要
求 す る 品 質 を ア ン ケ ー ト 調 査 で 収 集 し ， 主 要 な 要 求 品 質 を 抽 出 し た 。 次 に ， 品
質 機 能 展 開 を 用 い て ， 要 求 品 質 を デ ザ イ ン 開 発 に お け る 品 質 要 素 に 変 換 し た 。
デ ザ イ ン CTQ は ， 要 求 品 質 に 強 く 影 響 す る 品 質 要 素 と し て ，「 リ ワ ー ク の 削 減 」
で あ る こ と を 示 し た 。 リ ワ ー ク と は 提 案 し た 品 質 の 不 良 が 原 因 で 顧 客 満 足 が 得
ら れ ず ， 同 じ 検 討 を 繰 り 返 し 顧 客 へ の 再 提 案 を 行 う 作 業 で あ る 。 そ し て ， CTQ
と し て 特 定 し た 「 リ ワ ー ク の 削 減 」 を 低 下 さ せ る 原 因 と そ の 対 策 は ， 特 性 要 因
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図 を 用 い て 発 生 個 所 と 原 因 を 明 確 に し ９ 項 目 の 対 策 案 を 導 い た 。 効 果 の 高 い 対
策 は ， 因 果 関 係 図 を 用 い て イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の 目 的 と の 合 致 性 の 評 価 か ら ，
「 顧 客 ニ ー ズ 分 析・体 系 化 」「 セ ミ オ ー ダ ー 対 応 デ ー タ ベ ー ス 」で あ る こ と を 示
し た 。 	 
効 率 性 に 関 す る 分 析 で は ， デ ザ イ ン 開 発 の プ ロ セ ス デ ー タ を 用 い て 作 業 の 効
率 性 を 高 め る 方 法 を 述 べ た 。 ま ず ， デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス を 表 す デ ー タ （ 顧 客
へ の 提 案 回 数 ， 作 業 時 間 （ デ ザ イ ン ワ ー ク ）， 提 案 枚 数 （ 制 作 物 の 数 ）） を も と
に ， 分 散 分 析 ， お よ び 視 覚 的 に 解 析 す る 図 式 手 法 を 応 用 し ， 効 率 性 を 低 下 さ せ
て い る ワ ー ク を 特 定 し た 。 結 果 ， ワ ー ク 詳 細 で は ， 2-4 .コ ン セ プ ト 図 ， 2-5 .業
務 分 析 説 明 図 か ら ， 3-2 .レ イ ア ウ ト 案 ， ま で の 一 連 の 作 業 が 時 間 を 要 し ， デ ザ
イ ン 対 象 ご と に ば ら つ き が 大 き く ， 効 率 性 を 高 め る た め に 改 善 す べ き 重 要 な ワ
ー ク で あ る こ と を 示 し た 。 	 
そ し て ， 特 定 し た ワ ー ク 詳 細 の 改 善 が ， 創 造 性 の 分 析 で 特 定 し た CTQ を 向 上
さ せ ， 顧 客 満 足 度 を 高 め る こ と に つ な が る か を 評 価 す る た め に ， 過 去 の 成 果 物
を も と に ワ ー ク に 対 す る 顧 客 の 評 価 を ま と め た 。 顧 客 満 足 度 の 評 価 は ， 成 果 物
が 顧 客 の 要 求 に 合 致 し 承 認 さ れ た ワ ー ク を「 高 い 顧 客 満 足 度 」，ま た ，顧 客 の 要
求 に 合 わ ず リ ワ ー ク と な っ た ワ ー ク を 「 低 い 顧 客 満 足 度 」 に 区 分 し ， ワ ー ク ご
と の 時 間 を 集 計 し た 。 	 
結 果 ， 2-4 .コ ン セ プ ト 図 と 2-5 .業 務 分 析 説 明 図 は ，「 高 い 顧 客 満 足 度 」 の 時
間 が 多 い こ と が わ か っ た 。一 方 ，3-2 .レ イ ア ウ ト 案 は ，「 低 い 顧 客 満 足 度 」の 時
間 が 多 く ， 作 業 時 間 の 平 均 値 が 最 も 高 い ワ ー ク 詳 細 で あ る こ と か ら ， 顧 客 満 足
度 に は 特 に 効 果 的 な ワ ー ク 詳 細 で あ る こ と を 示 し た 。 	 
こ れ ら の 分 析 に も と づ く 改 善 は ， 2-4 .コ ン セ プ ト 図 ， 2-5 .業 務 分 析 説 明 図 か
ら ，3-2 .レ イ ア ウ ト 案 ，ま で の 一 連 の レ イ ア ウ ト 案 の 作 成 ，特 に 3-2 .レ イ ア ウ
ト 案 を 支 援 す る シ ス テ ム の 構 築 が 有 効 で あ る こ と を 述 べ た 。 	 
対 策 方 針 に も と づ き ， 支 援 ツ ー ル の プ ロ ト タ イ プ を 作 成 し ， 実 際 の デ ザ イ ン
開 発 に 応 用 し た 結 果 ， 効 率 的 に 創 造 性 を 高 め る 一 定 の 効 果 を 得 た こ と に よ り ，
本 方 法 の 有 用 性 を 示 し た 。 	 
	 
（ ５ ） 第 ５ 章 	 継 続 型 コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野 に お け る 効 率 化 デ ザ イ ン 開 発 プ ロ
セ ス 	 
	 
第 ５ 章 で は ， コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野 の デ ザ イ ン に お け る 効 率 性 を 高 め た デ ザ
イ ン 開 発 の 方 法 を 示 す 。こ こ で は ，「 情 報 の 流 れ 」に 着 目 し デ ザ イ ン プ ロ セ ス の
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中 で ，タ ス ク 間 や 機 能 組 織 部 門 間 と の「 情 報 の 流 れ 」を 可 視 化 す る こ と に よ り ，
誰 が ど の タ ス ク で ど の 情 報 の 影 響 を 受 け て い る か ， ま た ， ど の 情 報 が 影 響 を 与
え て い る か ，を 正 し く 理 解 し た 上 で ，「 デ ザ イ ン の 後 戻 り 」の 少 な い 効 率 的 な デ
ザ イ ン プ ロ セ ス を 構 築 す る 方 法 を 提 案 し た [5]。提 案 し た 方 法 は ，プ ロ セ ス の ポ
ジ テ ィ ブ な 分 析 と ネ ガ テ ィ ブ な 分 析 の 両 面 を 行 な う こ と に 特 徴 が あ る 。  
ま ず ，ポ ジ テ ィ ブ な 分 析 で は ，DSM を 活 用 し て プ ロ セ ス を 可 視 化 し ，「 デ ザ イ
ン の 後 戻 り 」 を 受 け る ８ タ ス ク と 「 デ ザ イ ン の 後 戻 り 」 を 起 こ す ８ タ ス ク を 示
し た 。 こ れ ら の タ ス ク が 同 じ 作 業 を 繰 り 返 す 箇 所 で あ る 。 続 い て ， MTP の パ ー
テ ィ シ ョ ニ ン グ 操 作 を 活 用 し ， 後 戻 り を 減 少 さ せ る 効 率 的 な タ ス ク の 順 番 ， 情
報 の 依 存 関 係 が 強 く タ ス ク を ま と め て 実 行 す べ き タ ス ク の 塊（ ブ ロ ッ ク ），ま た ，
ブ ロ ッ ク を 小 さ く す る 解 決 策 を 示 し た 。 	 
次 に ， ネ ガ テ ィ ブ な 分 析 で は ， グ ラ フ 理 論 の 可 到 達 行 列 を 活 用 し ， 閾 値 を 厳
し く す る こ と に よ り プ ロ セ ス が 流 れ な く な っ た 場 合 に ， 強 連 結 を 発 生 さ せ て い
る 「 後 戻 り 起 点 」 と し て ７ タ ス ク ， そ の 原 因 と な る 「 後 戻 り 終 点 」 と し て ６ タ
ス ク が 重 要 で あ る こ と を 示 し た 。 	 
ポ ジ テ ィ ブ な 分 析 で 示 し た 「 デ ザ イ ン の 後 戻 り 」 を 起 こ す ， ま た ， 受 け る タ
ス ク は ， 強 連 結 を 発 生 さ れ る 影 響 の 大 き さ か ら ， 上 記 の タ ス ク に 絞 込 む こ と が
で き る こ と を 示 し た 。強 連 結 を 形 成 す る タ ス ク の 中 で ，特 に ，「 Ｄ ② 企 画 担 当 と
の レ ン ダ リ ン グ で の 絞 込 み 」 と 「 Ｅ ⑧ BU 長 と の モ デ ル で の 基 本 デ ザ イ ン 決 定 」
の ２ つ の タ ス ク は ，「 後 戻 り 起 点 」と「 後 戻 り 終 点 」の 両 方 を 発 生 さ せ る タ ス ク
で あ り ， こ の タ ス ク で 取 り 扱 う 情 報 が ， プ ロ セ ス を 効 率 的 に 推 進 す る た め に は
特 に 重 要 で あ る こ と を 示 し た 。 	 
こ れ ら タ ス ク が ， デ ザ イ ン プ ロ セ ス の 中 で 同 じ 作 業 を 繰 り 返 し 発 生 さ せ る 箇
所 と な っ て い る こ と を 特 定 で き る 。 デ ザ イ ン プ ロ セ ス の 効 率 向 上 に は ， こ れ ら
タ ス ク に 注 目 し た 改 善 が 必 要 だ と わ か る 。 	 
分 析 結 果 か ら 導 出 し た 下 記 の 改 善 方 針 は ， デ ザ イ ン プ ロ セ ス の 効 率 化 に 一 定
の 効 果 が あ る こ と を 確 認 し た 。 	 
● プ ロ セ ス の タ ス ク の 順 序 を 変 更 し ， 後 戻 り を 減 ら す 。 特 に ， パ ー テ ィ シ ョ
ニ ン グ 操 作 の 結 果 か ら ，「 Ｂ .ア イ デ ア 展 開 ① ～ ③ 」 な ど は ， 通 常 の プ ロ セ
ス と 異 な る タ ス ク の 順 序 に 変 更 す る な ど ， プ ロ セ ス 改 革 の 可 能 性 を 示 唆 し
て い る 。 	 
● 依 存 関 係 の 強 い タ ス ク の ブ ロ ッ ク を 小 さ く し ， ブ ロ ッ ク を 構 成 す る 各 タ ス
ク は ， 部 門 間 の 連 携 性 を 高 め た ア ジ ャ イ ル な 開 発 を 指 向 す る 。 	 
● 強 連 結 の 「 後 戻 り 起 点 」 と な る 情 報 を 「 後 戻 り 終 点 」 の タ ス ク に 反 映 さ せ
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る 。 こ こ で は ， 最 も 川 上 の 「 後 戻 り 終 点 」 で あ る ス ケ ッ チ に よ る 「 Ｂ ④ ア
イ デ ア 絞 り 込 み 」 と レ ン ダ リ ン グ に よ る 「 Ｃ ⑦ （ デ ザ イ ン ） 内 デ ザ イ ン 方
向 付 け 」の タ ス ク を 行 う に あ た り ，「 後 戻 り 起 点 」と し て 特 定 し た「 Ｄ ．BU
と の 方 向 付 け 」 の 各 タ ス ク の 情 報 を 「 デ ザ イ ン 戦 略 マ ッ プ 」 と し て 示 す 改
善 を 行 っ た 。 	 
	 
（ ６ ） 第 ６ 章 ： 社 会 イ ン フ ラ 分 野 に お け る 効 率 化 デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス 	 
	 
第 ６ 章 で は ， 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の デ ザ イ ン に お け る 効 率 性 を 高 め た デ ザ イ ン
開 発 の 方 法 を 示 し た [6]。本 章 の 前 半 で は ，創 造 的 ワ ー ク に お け る 効 率 化 の パ タ
ー ン を 導 出 し ， 取 り 組 み の 難 易 度 か ら ， ① 定 量 品 質 ま た は 定 性 品 質 を 維 持 ／ コ
ス ト は 削 減 ，② 定 量 品 質 の 向 上 を 図 る /コ ス ト は 維 持 ま た は 削 減 ，③ 定 性 品 質 の
向 上 を 図 る /コ ス ト は 維 持 ま た は 削 減 ， で あ る こ と を 示 し た 。 	 	 
後 半 で は ， 効 率 化 パ タ ー ン の 一 つ で あ る ， ① 定 量 品 質 ま た は 定 性 品 質 を 維 持
／ コ ス ト は 削 減 す る パ タ ー ン の 例 と し て ， デ ー タ に よ る 可 視 化 に も と づ い た ，
デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 効 率 化 に つ い て 述 べ た 。 	 
デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 効 率 化 で は ，１ ）プ ロ セ ス デ ー タ に よ る 可 視 化 ，２ ）
効 率 化 の 方 向 性 と 対 策 す べ き ワ ー ク の 特 定 ， ３ ） 効 率 化 施 策 の 決 定 ， ４ ） 対 策
実 施 と 効 果 測 定 ，の ４ つ の ス テ ッ プ に よ る 分 析 方 法 を 提 案 し ，効 果 を 確 認 し た 。 	 
１ ） プ ロ セ ス デ ー タ に よ る 可 視 化 で は ， 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の デ ザ イ ン 開 発 の
特 徴 は 提 案 書 を 通 じ て 顧 客 に 提 案 を 行 う こ と か ら ， 提 案 書 作 成 プ ロ セ ス を 効 率
化 の 対 象 と し た 。 提 案 書 は ， 異 な る 顧 客 ・ デ ザ イ ン 対 象 で あ っ て も ほ ぼ 同 様 の
構 成 で あ り 再 利 用 が 頻 繁 に 行 わ れ る こ と ，19 の ワ ー ク で 構 成 さ れ る こ と を 述 べ
た 。そ こ で ，19 の ワ ー ク を 対 象 に ，再 利 用 が あ っ た 場 合 と 新 規 作 成 の 場 合 に 区
分 し ， 作 成 件 数 と 作 成 時 間 を 調 査 し た 。 結 果 ， ほ ぼ 全 て の ワ ー ク で 再 利 用 が 行
わ れ て い る こ と （ 件 数 比 率 は 平 均 54％ ）， 特 に 「 レ イ ア ウ ト ， ゾ ー ニ ン グ 案 」
ワ ー ク は 圧 倒 的 に 作 業 時 間 比 率 が 高 く ， 再 利 用 の た め の 時 間 が 多 い こ と が 示 さ
れ た 。 	 
次 に ， 再 利 用 率 を 高 め る た め の ， ２ ） 効 率 化 の 方 向 性 と 対 策 す べ き ワ ー ク を
特 性 要 因 図 と Ｃ ＆ Ｅ マ ト リ ク ス を 用 い て 特 定 し た 。 結 果 ， 再 利 用 率 を 高 め る た
め に は ，「 デ ー タ ベ ー ス の 使 い 勝 手 向 上 」と「 コ ン テ ン ツ 上 の 汎 用 性 の 配 慮 」の
２ 点 が 有 効 で あ る こ と を 示 し た 。 ま た ， 再 利 用 が 行 わ れ な く 外 部 に 製 作 を 委 託
し て い る 金 額 の 調 査 か ら ， 対 策 す べ き ワ ー ク は 「 完 成 イ メ ー ジ 図 」 と 特 定 し ，
特 に ３ Ｄ － Ｃ Ｇ の 作 成 （ 外 部 委 託 費 全 体 の 60％ ） が 重 要 で あ る こ と を 示 し た 。	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そ し て ３ ） 効 率 化 施 策 と し て ， 効 率 化 の 効 果 と し て ３ Ｄ － Ｃ Ｇ の 内 製 化 に よ
る デ ザ イ ナ ー の 作 業 時 間 の 増 加 と 再 利 用 率 と の イ ー ブ ン ポ イ ン ト を 算 出 か ら 目
標 の を 具 体 的 に 提 示 で き た 。 	 
最 後 に ４ ） 対 策 実 施 と 効 果 測 定 で は ， 具 体 的 に ３ Ｄ － Ｃ Ｇ の 内 製 化 を 実 施 し
た 結 果 ， 一 定 の 効 果 が 図 れ た こ と か ら ， １ ） ～ ４ ） の ４ ス テ ッ プ の 効 率 化 の 方
法 の 有 効 性 を 示 し た 。 	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７ ． ２ ． ま と め （ 要 約 ）  
	 
本 研 究 は ， 企 業 の 大 規 模 な イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン に よ る コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野
や 社 会 イ ン フ ラ 分 野 を 対 象 と し た デ ザ イ ン 開 発 に お け る 創 造 性 と 効 率 性 を 高 め
る マ ネ ジ メ ン ト の 方 法 論 を 提 案 し ， そ の 有 効 性 を 示 し た 。 	 
提 案 方 法 は ， 時 間 を 中 心 に 主 要 な プ ロ セ ス デ ー タ に 着 目 し て ， デ ザ イ ン 開 発
を 可 視 化 す る こ と に 特 徴 が あ り ， 以 下 の 手 法 を 組 み 合 わ せ て 用 い る こ と に よ り
デ ザ イ ン 開 発 の 創 造 性 と 効 率 性 を 高 め た も の で あ る 。 本 方 法 論 の 全 体 像 は 図 ７
－ １ （ 図 １ － ４ 本 研 究 の 構 成 と 同 ） の 通 り で あ る 。 	 
	 
( 1 )時 間 に 着 目 し 多 様 な デ ザ イ ン 開 発 を 定 量 的 に 把 握 す る 方 法 （ 第 ２ 章 ）。 	 
	 
( 2 )創 造 性 を 高 め る 方 法：コ ン シ ュ ー マ や 顧 客 の 満 足 度 に 着 目 し ，コ ン シ ュ ー
マ の 受 容 性 確 認 を 通 じ て ，販 売 台 数 目 標 と の 合 致 性 を 検 証 し な が ら デ ザ イ
ン 開 発 を 行 う 方 法 ，お よ び 顧 客 満 足 度 を 最 大 化 し 作 業 時 間 を 最 小 化 す る デ
ザ イ ン 開 発 の 要 因 を 特 定 す る 方 法 （ 第 ３ 章 ， 第 ４ 章 )。 	 
	 
( 3 )効 率 性 を 高 め る 方 法：デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の タ ス ク の 順 番 や ワ ー ク の 時
間 に 着 目 し ，効 率 性 を 阻 害 す る 要 因 と し て ，後 戻 り と な る タ ス ク の 特 定 と
改 善 の 方 法 ，お よ び 品 質 を 維 持 し つ つ コ ス ト を 下 げ る ワ ー ク の 特 定 と 改 善
の 方 法 （ 第 ５ 章 ， 第 ６ 章 )。 	 
	 
図 ７ -１ ． 方 法 論 の 全 体 像 	 
第３章 継続型コンシューマ分野におけ
る創造型製品のデザイン開発プロセス
（売れるデザイン決定法）
1.外観デザインと販売台数の合致度評価
2.ユーザーイメージと販売台数の合致度評価
3.ポジショニングマップ上で販売台数目標と合致度
評価
第２章 インハウスデザインにおけるマネジメントの視点
（時間に着目，デザイン開発業務を定量的に把握するデザイン組織の仕組み）
1.業務プロセスの見える化
2.業務プロセスの品質を低下させる要因の特定
3.業務管理データの決定と運用方法策定
第４章 社会インフラ分野の創造型提
案のデザイン開発プロセス
（顧客満足度を高めるデザイン開発要素特定法）
1.創造性に関する分析：顧客満足度を高めるCTQ，
原因と改善方針の決定
2.効率性に関する分析：プロセスデータの抽出と改
善効果の高いワークの特定
3.対策の特定と効果測定
第５章 継続型コンシューマ分野にお
ける効率率率化デザイン開発プロセス
（効率化の観点から見た開発プロセス）
1.ポジティブな分析:プロセスを前に進めるタスク
構造
2.ネガティブな分析:プロセスの流れを止めるタス
ク特定
3.プロセス改善と評価
第６章 社会インフラ分野の効率率率化デ
ザイン開発プロセス
（効率化の観点から見たデザインプロセス）
1.効率化パターン
2.デザイン開発プロセスのデータによる可視化
3.効率化の方向性と対策すべきワークの特定
4.施策の決定と効果測定
（２）創造性を⾼高める⽅方法 （３）効率率率性を⾼高める⽅方法
（１）インハウス
デザインの基盤
コンシューマ製品分野
のデザイン
社会インフラ分野の顧
客・企業向けデザイン
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本 研 究 の 背 景 と し て ， イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン の デ ザ イ ン 開 発 を 把 握 す る た め に
は ， 時 間 に 着 目 す る こ と の 重 要 性 を 示 し た 。 ま た ， 本 研 究 の 基 本 と な る 創 造 性
と 効 率 性 の 概 念 に つ い て 既 往 研 究 を 概 観 し ， 創 造 性 と 効 率 性 の 両 面 を 捉 え た き
ち ん と し た 定 義 が な い こ と を 指 摘 し た 。加 え て ，デ ザ イ ン の 創 造 性 は ，「 目 的 を
も つ 物 」の 創 造 で あ る 理 由 か ら ，「 新 規 性 」と と も に「 合 目 的 性 」の 両 面 が 必 要
で あ り ， 創 造 性 を 高 め る こ と と は ， コ ン シ ュ ー マ や 顧 客 の 満 足 度 を 高 め る こ と
が 重 要 で あ る と 示 し た （ 第 １ 章 ）。 	 
ま ず ， 時 間 に 着 目 し て 多 様 な デ ザ イ ン 開 発 を 可 視 化 す る イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン
の 仕 組 み を 構 築 す る 方 法 を 提 案 し た 。 そ の 中 で ， 個 々 の デ ザ イ ン 開 発 や イ ン ハ
ウ ス デ ザ イ ン 全 体 の 活 動 を 定 量 的 に 把 握 す る た め の 具 体 的 な「 業 務 管 理 デ ー タ 」
と 「 時 間 を 把 握 す る た め の デ ザ イ ン ワ ー ク 」 が 特 定 で き る こ と を 示 し た 。 デ ー
タ 基 盤 と し て 「 業 務 管 理 シ ス テ ム 」 を 構 築 し ， そ の 有 用 性 を 示 し た （ 第 ２ 章 ）。	 
創 造 性 を 高 め る 方 法 で は ， ま ず ， 創 造 性 の 高 い 製 品 や シ ス テ ム が で き た か の
判 断 は ， 企 業 内 で の 評 価 で は 不 十 分 で あ り ， コ ン シ ュ ー マ や 顧 客 の 満 足 度 が 重
要 と な る こ と を 提 言 し た 。 	 
コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野 の デ ザ イ ン で は ， コ ン シ ュ ー マ の 評 価 を 獲 得 し 事 業 目
標 に 沿 っ て よ り 精 度 の 高 い デ ザ イ ン の 決 定 を 行 う 方 法 を 示 し た 。 こ れ は ， 事 業
目 標 と し て 設 定 し た 販 売 台 数 と の 合 致 性 を ユ ー ザ ー の 受 容 性 の 評 価 を も と に ，
市 場 で の デ ザ イ ン の ポ ジ シ ョ ニ ン グ を 検 証 し な が ら 製 品 デ ザ イ ン を 開 発 す る 方
法 を 示 し ，そ の 有 用 性 を 示 し た（ 第 ３ 章 ）。ま た ，社 会 イ ン フ ラ 分 野 の デ ザ イ ン
で は ， 顧 客 満 足 度 向 上 に 影 響 す る デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 要 因 を 特 定 し ， 効 率
性 を 損 な う こ と な く 顧 客 満 足 度 を 高 め る 仕 組 み を 構 築 す る 方 法 を 示 し ， そ の 効
果 を 示 し た (第 ４ 章 )。 	 
	 効 率 性 を 高 め る 方 法 で は ， 開 発 プ ロ セ ス の タ ス ク の 順 番 や ワ ー ク の 時 間 に 着
目 し ， 効 率 性 を 阻 害 す る 要 因 と し て 効 率 化 す べ き タ ス ク や ワ ー ク の 特 定 を 通 じ
て ， 開 発 プ ロ セ ス の 改 善 を 行 う 方 法 を 示 し た 。 コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野 の デ ザ イ
ン で は ，デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 中 で「 情 報 の 流 れ 」着 目 し ，「 デ ザ イ ン の 後 戻
り 」 の 少 な い タ ス ク の 順 番 と 「 後 戻 り の 起 点 や 終 点 」 と な る タ ス ク を 特 定 す る
こ と に よ り ， 効 率 的 な デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス を 構 築 す る 方 法 を 提 案 し ， そ の 改
善 効 果 を 示 し た (第 ５ 章 )。 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の デ ザ イ ン で は ， ま ず ， 効 率 化 の
パ タ ー ン を 提 言 し ， そ の 中 で 「 品 質 を 維 持 し コ ス ト を 下 げ る パ タ ー ン 」 に 着 目
し た 。 タ ス ク の 時 間 を 分 析 し ， 社 会 イ ン フ ラ 分 野 で 多 い 提 案 書 作 成 業 務 で は デ
ザ イ ン デ ー タ 再 利 用 に よ る 時 間 短 縮 が 効 果 的 で あ る こ と を 特 定 し ， 具 体 的 に ３
Ｄ － Ｃ Ｇ 作 成 の デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 改 善 を 行 い ，効 率 性 の 結 果 を 示 し た (第
６ 章 )。 	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 図 ７ － ２ に マ ネ ジ メ ン ト の 観 点 か ら 創 造 性 と 効 率 性 に つ い て ま と め た 結 果 を
概 念 的 に 示 す 。 	 
創 造 性 を 高 め る た め に は ， コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野 で は コ ン シ ュ ー マ に 早 く 見
せ て そ の 結 果 を 聞 き ，事 業 目 標 と の 合 致 性 が 高 ま る よ う ク リ ニ ッ ク を 行 う こ と ，
社 会 イ ン フ ラ 分 野 で は ， 顧 客 の 予 測 や 要 求 を 聞 き 顧 客 要 求 と の 合 致 性 が 高 ま る
よ う ク リ ニ ッ ク を 行 う こ と が 重 要 で あ る 。 	 
ま た ， 効 率 性 を 高 め る た め に は ， デ ー タ ド リ ブ ン に て ， コ ン シ ュ ー マ 製 品 分
野 の プ ロ セ ス 間 の 無 駄 を な く す こ と ， 社 会 イ ン フ ラ 分 野 で は ， 標 準 化 等 に よ り
プ ロ セ ス 毎 の 無 駄 を な く す こ と が 重 要 と な る 。 	 
	 
	 
図 ７ -２ ． マ ネ ジ メ ン ト の 観 点 	 
	 
図 ７ － ３ に ， 本 方 法 論 の 分 析 プ ロ セ ス と 使 用 し た 分 析 ツ ー ル の 全 体 像 を ま と
め て 示 す 。 図 ７ － ３ の 左 側 は ， コ ン シ ュ ー マ や 顧 客 を 位 置 づ け ， デ ザ イ ン に つ
い て コ ン シ ュ ー マ や 顧 客 ・ 企 業 か ら の 満 足 度 を 確 認 し ， 創 造 性 を 高 め る プ ロ セ
ス と ツ ー ル を 示 す 。 右 側 は ， デ ザ イ ナ ー を 位 置 づ け ， デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の
プ ロ セ ス デ ー タ を 収 集 す る 仕 組 み と プ ロ セ ス デ ー タ を 用 い て 効 率 性 を 高 め る プ
ロ セ ス と ツ ー ル を 示 す 。 	 
ま ず ，「 業 務 管 理 シ ス テ ム 」は ，プ ロ セ ス デ ー タ と し て 時 間 に 着 目 し ，特 性 要
因 図 ， 因 果 関 係 図 ， 故 障 モ ー ド 影 響 解 析 ， QFD に よ り ， 業 務 管 理 プ ロ セ ス の 品
質 を 低 下 さ せ て い る 要 因 と イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で 管 理 す べ き デ ー タ を 特 定 し た
（ 第 ２ 章 ）。 	 
図 ７ － ３ で 創 造 性 の 分 析 の 下 側 は ， イ メ ー ジ 調 査 を も と に デ ザ イ ン に 対 す る
コンシューマ製品分野
のデザイン
社会インフラ分野
の顧客・企業向けのデザイン
インハウスデザイン
の基盤
時間を中⼼心としたプロセスデータ
クリニック（早く⾒見見せ結果を聞く）
事業⽬目標との合致性
C
後戻りをなくす
プロセス間の無駄
C
データベース，標準化
プロセス毎の無駄（異異分野展開）
CCC
予測や要求を聞く
顧客との合致性
CCC
創造性
（精度度）
効率率率性
（時間）
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コ ン シ ュ ー マ の 満 足 度 評 価 を 確 認 し ， コ レ ス ポ ン デ ン ス 分 析 を 用 い て 評 価 と フ
ィ ー ド バ ッ ク の プ ロ セ ス を 示 す （ 第 ３ 章 ）。 図 ７ － ３ で 創 造 性 の 分 析 の 上 側 は ，
顧 客 へ の ア ン ケ ー ト 調 査 で 得 た 要 求 品 質 を QFD， 特 性 要 因 図 や 因 果 関 係 図 を も
と に 改 善 方 針 を 決 定 し ， プ ロ セ ス デ ー タ を 用 い た 分 散 分 析 を 使 用 し 具 体 的 に 改
善 す る ワ ー ク を 特 定 す る プ ロ セ ス を 示 す （ 第 ４ 章 ）。 	 
図 ７ － ３ で 効 率 性 の 分 析 の 下 側 は ， コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野 の デ ザ イ ン 開 発 プ
ロ セ ス を DSM で 可 視 化 し ， MTP と グ ラ フ 理 論 に よ っ て 効 率 的 な タ ス ク の 順 番 と
対 策 す べ き タ ス ク の 特 定 を 行 う プ ロ セ ス を 示 す（ 第 ５ 章 ）。図 ７ － ３ で 効 率 性 の
分 析 の 上 側 は ， プ ロ セ ス デ ー タ と 特 性 要 因 図 ， 因 果 関 係 図 を 用 い て ， 効 率 化 の
改 善 方 針 と 改 善 効 果 の あ る ワ ー ク を 特 定 す る プ ロ セ ス を 示 し た （ 第 ６ 章 ）。 	 
本 研 究 は ， 企 業 の 大 規 模 な イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン に て 行 わ れ る コ ン シ ュ ー マ 製
品 分 野 お よ び 社 内 イ ン フ ラ 分 野 の デ ザ イ ン の 全 て を 対 象 に ， 創 造 性 と 効 率 性 を
高 め る 方 法 ， ま た ， マ ネ ジ メ ン ト の 基 盤 を 提 示 し た 。 本 研 究 を 通 じ て ， イ ン ハ
ウ ス デ ザ イ ン に お け る デ ザ イ ン マ ネ ジ メ ン ト の 方 法 論 が ， 初 め て 提 示 で き た と
考 え る 。 	 
	 
筆 者 は ， 企 業 の イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン に 所 属 し ， コ ン シ ュ ー マ 向 け 家 電 製 品 や
デ ジ タ ル 製 品 ， お よ び 社 会 イ ン フ ラ 分 野 な ど 顧 客 ・ 企 業 向 け の 各 製 品 ・ シ ス テ
ム の デ ザ イ ン 開 発 に 長 く 従 事 し て い る 。 本 論 文 で 提 案 し た 創 造 性 と 効 率 性 を 高
め る 方 法 を 10 年 以 上 に わ た り 必 要 に 応 じ て デ ザ イ ン 開 発 業 務 に 適 用 し て き た 。
特 に ， 第 ２ 章 で 提 案 し た 業 務 時 間 に 着 目 し た デ ザ イ ン 管 理 方 法 は ， 現 在 も 全 デ
ザ イ ナ ー が 使 用 し 各 業 務 管 理 と と も に 部 門 の マ ネ ジ メ ン ト 基 盤 と し て 機 能 し て
い る 。10 年 以 上 経 過 し た 現 在 で も ，本 研 究 の 結 論 に 変 わ り は な い こ と を 申 し 添
え る 。 	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図 ７ -３ ． 本 研 究 で 使 用 し た 分 析 ツ ー ル の 全 体 像 	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７ ． ３ ． 本 研 究 の 課 題 と 展 望  
	 
デ ザ イ ン 開 発 に お け る 創 造 性 と 効 率 性 を と も に 高 め る 方 法 論 の 課 題 と 展 望 に
つ い て ま と め る 。 	 
	 
・ デ ザ イ ン 開 発 を 業 務 時 間 に 着 目 し ， 定 量 的 に 把 握 ・ 分 析 す る 仕 組 み に よ る デ
ー タ ド リ ブ ン な 部 門 の マ ネ ジ メ ン ト を 提 案 し た（ 第 １ 章 ）。し か し ，提 案 方 法
の 適 用 結 果 は ， 一 企 業 の 一 事 例 で あ る た め ， 他 の 大 規 模 な イ ン ハ ウ ス デ ザ イ
ン に 応 用 で き る よ う な 普 遍 的 な 経 営 管 理 の 方 法 に す る た め の 要 件 を 述 べ る 。  
本 研 究 で 提 案 し た 経 営 管 理 方 法 を 対 象 企 業 に 適 用 し 効 果 を 確 認 し て か ら 数
年 後 に ， 対 象 企 業 の 事 業 セ グ メ ン ト の 構 成 比 が 民 生 分 野 （ 家 電 や Ａ Ｖ 機 器 ）
か ら 社 会 イ ン フ ラ 分 野 へ と 大 き く シ フ ト し た 。 イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で も 部 門
内 の グ ル ー プ 編 成 を 大 幅 に 変 更 す る な ど の 対 応 が 行 わ れ ， 経 営 管 理 の 方 法 を
見 直 す 必 要 に 迫 ら れ た 。 対 象 企 業 の イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン で 生 じ た 前 記 の 変 化
か ら ， 本 研 究 で 提 案 し た 方 法 の 普 遍 性 を 考 察 す る 。  
本 研 究 を 実 施 し た 当 時 と 数 年 後 の 対 象 企 業 に お け る 事 業 セ グ メ ン ト 別 売 上
比 率 を 比 較 す る と ，全 売 上 高 に 占 め る 民 生 分 野 の 割 合 は 13％ 減 少 し ，社 会 イ
ン フ ラ 分 野 の 割 合 は 16％ 増 加 し た 。ま た ，イ ン ハ ウ ス デ ザ イ ン 内 に お け る 研
究 開 発 要 員 の 比 率 は 9％ 増 加 し た 。 本 研 究 で 提 案 し た 業 務 管 理 シ ス テ ム は 継
続 的 に 運 用 さ れ て お り ， そ の 改 善 を 目 的 に 数 年 後 に 提 案 方 法 を 用 い て 分 析 を
行 っ た 。 	 
結 論 と し て ， 業 務 時 間 に 着 目 し た 経 営 管 理 の 方 法 は 有 効 で あ る こ と ， 業 務
管 理 シ ス テ ム は 改 修 を 行 わ な く て も 経 営 管 理 に 資 す る 状 態 に あ る こ と が わ か
っ た 。 一 方 ， 社 会 イ ン フ ラ 分 野 の 業 務 拡 大 に よ り ， 客 先 と 共 同 で 様 々 な リ サ
ー チ を 行 う 従 来 は 少 な か っ た フ ィ ー ル ド 調 査 や 各 種 ワ ー ク シ ョ ッ プ の フ ァ シ
リ テ ー シ ョ ン 業 務 な ど ワ ー ク の 定 義 方 法 ， ま た ， 外 注 化 で き な い 業 務 割 合 が
増 え ， 一 層 の 効 率 化 や 見 積 精 度 の 向 上 が 求 め ら れ る 状 況 な ど も 明 ら か に な っ
た 。 	 
今 後 ，本 研 究 で 提 案 し た 経 営 管 理 手 法 を 更 に 普 遍 的 な 方 法 と す る た め に は ，
過 去 の 類 似 し た 業 務 の ノ ウ ハ ウ を 活 か し て ， 業 務 時 間 や 外 注 費 を 予 測 で き る
こ と が 不 可 欠 で あ り ， そ の た め に は ， 顧 客 が 求 め る 要 件 に そ っ た デ ザ イ ン 業
務 の 類 型 化 と 過 去 の デ ー タ を 用 い た プ ロ ア ク テ ィ ブ な 経 営 管 理 が 求 め ら れ る 。
こ の よ う な ビ ジ ネ ス イ ン テ リ ジ ェ ン ス の 蓄 積 や 活 用 に は ，IT シ ス テ ム の 援 用
が 必 須 で あ る た め ， プ ロ ア ク テ ィ ブ な 経 営 管 理 を 行 う こ と を 前 提 と し た 業 務
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管 理 シ ス テ ム の 要 件 定 義 を 行 っ て い く 必 要 が あ る と 考 え る 。  
 
・ コ ン シ ュ ー マ 製 品 分 野 の デ ザ イ ン に お け る 創 造 性 を 高 め る 方 法 と し て ， 継 続
型 主 力 製 品 の デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス の 中 で ， タ イ ム リ ー な 検 証 と デ ザ イ ン 開
発 へ の フ ィ ー ド バ ッ ク を 目 的 に ， ユ ー ザ ー へ の ア ン ケ ー ト 調 査 を 用 い て 創 作
し た デ ザ イ ン プ ロ ト タ イ プ の ユ ー ザ ー ニ ー ズ へ の 適 合 性 を 評 価 し た (第 ２ 章 )。	 
今 回 は 対 象 と し て い な い が ， 継 続 型 主 力 製 品 に お い て も ， 製 品 の 機 能 が 画
期 的 に 変 化 す る 場 合 な ど ユ ー ザ ー も 使 用 し て み な い と そ の 価 値 が 評 価 で き な
い よ う な 受 容 性 へ の 評 価 ， ま た ， 競 合 製 品 が ま だ 上 市 し て い な い 翌 年 度 の 市
場 に お け る 受 容 性 の 評 価 の た め に は ， ア ン ケ ー ト 調 査 だ け で は 限 界 が あ り ，
ユ ー ザ ー の 新 た な 価 値 の 評 価 が 課 題 で あ る 。 	 
	 
・ 効 率 性 を 高 め る 方 法 の よ う に ， 定 性 的 な 判 断 が な さ れ が ち な デ ザ イ ン 開 発 の
中 で ， デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス を デ ー タ に て 可 視 化 し ， デ ー タ に も と づ い た 議
論 と 意 思 決 定 を 基 本 す る 効 率 化 プ ロ セ ス の 有 効 性 に つ い て は ， 示 さ れ た と 考
え る （ 第 ６ 章 ）。 	 
し か し ， 説 明 し た プ ロ ジ ェ ク ト は ， 企 業 内 で 実 際 に 行 わ れ た プ ロ ジ ェ ク ト
で あ り ， 関 係 者 に よ る 議 論 で 決 定 し た 内 容 も あ り ， 論 理 的 に 説 明 し か ね る 部
分 も あ る 。 特 に 改 善 方 針 の 決 定 法 に つ い て は ， 定 量 的 な 手 法 の 開 発 が 必 要 で
あ と 考 え る 。 	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1 D1 11 Hum anTechnology 1 958 0 7,664,000 295 80 75 0 63 0 355 90 0 0
2 D1 11 Hum anTechnology 2 689 2,000,000 7,512,000 244 230 0 0 0 20 165 30 0 0
3 D1 11 Hum anTechnology 3 99 200,000 992,000 14 0 0 0 0 0 80 0 0 5
4 D1 11 Hum anTechnology 4 203 313,750 1,937,750 23 0 0 0 0 0 180 0 0 0
5 D1 11 Hum anTechnology 5 855 0 6,840,000 205 650 0 0 0 0 0 0 0 0
6 D1 11 Hum anTechnology 6 115 0 920,000 115 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7 D1 11 Hum anTechnology 7 220 4,990,000 6,750,000 50 70 0 0 0 0 0 100 0 0
8 D1 12 User	 Interface 1 602 0 4,816,000 153 28 0 0 32 0 29 360 0 0
9 D1 12 User	 Interface 2 1100 1,294,600 10,094,600 219 22 0 0 75 0 61 723 0 0
10 D1 12 User	 Interface 3 662 850,000 6,146,000 80 0 0 0 0 0 46 536 0 0
11 D1 12 User	 Interface 4 2906 4,011,700 27,259,700 512 0 0 0 0 0 764 1630 0 0
12 D1 12 User	 Interface 5 678 1,115,750 6,539,750 126 0 4 0 90 0 114 344 0 0
13 D1 12 User	 Interface 6 186 798,400 2,286,400 44 0 4 0 26 0 12 100 0 0
14 D1 13 G UI 1 199 883,000 2,475,000 64 0 0 0 0 0 0 135 0 0
15 D1 13 G UI 2 106 0 848,000 24 0 8 0 0 0 12 62 0 0
16 D1 13 G UI 3 69 0 552,000 9 0 0 0 0 0 0 60 0 0
17 D1 13 G UI 4 1446 0 11,568,000 180 45 15 0 1005 0 68 123 10 0
18 D1 13 G UI 5 2337 0 18,696,000 927 0 0 0 0 0 80 1320 10 0
19 D1 13 G UI 6 145 2,453,000 3,613,000 23 0 0 0 0 0 0 122 0 0
20 D1 13 G UI 7 144 407,000 1,559,000 39 0 0 0 0 0 0 105 0 0
21 D1 13 G UI 8 465 70,000 3,790,000 58 0 0 0 0 0 0 407 0 0
22 D1 13 G UI 9 68 268,944 812,944 18 0 0 0 0 0 0 50 0 0
23 D1 14 W ebDesign 1 54 0 432,000 22 0 8 0 0 0 0 12 12 0
24 D1 14 W ebDesign 2 164 0 1,312,000 14 0 0 0 0 0 0 50 100 0
25 D1 14 W ebDesign 3 148 0 1,184,000 8 0 0 0 0 0 0 0 140 0
26 D1 14 W ebDesign 4 28 0 224,000 28 0 0 0 0 0 0 0 0 0
27 D1 14 W ebDesign 5 48 11,400,000 11,784,000 8 0 0 0 0 0 0 0 40 0
28 D1 14 W ebDesign 6 0 946,300 946,300 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
29 D1 14 W ebDesign 7 0 3,005,255 3,005,255 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
30 D1 14 W ebDesign 8 0 134,300 134,300 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
31 D1 14 W ebDesign 9 0 331,000 331,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
32 D2 21 kaihatsu 1 110 1,000,000 1,880,000 24 8 69 0 3 0 0 0 0 6
33 D2 21 kaihatsu 2 1200 18,504,380 28,104,380 140 120 844 0 48 0 0 0 0 48
34 D2 21 kaihatsu 3 80 1,041,600 1,681,600 80 0 0 0 0 0 0 0 0 0
35 D2 22 TV 1 529 9,192,700 13,424,700 30 70 270 130 2 0 0 0 0 27
36 D2 22 TV 2 164 2,521,800 3,833,800 6 0 130 15 2 0 0 0 0 11
37 D2 22 TV 3 278 1,193,700 3,417,700 90 0 110 70 2 0 0 0 0 6
38 D2 22 VTR 1 228 699,400 2,523,400 50 35 41 45 5 0 0 0 0 52
39 D2 22 VTR 2 283 736,700 3,000,700 45 35 106 0 5 0 0 0 0 92
40 D2 22 VTR 3 310 1,273,000 3,753,000 55 55 51 45 5 0 0 0 0 99
41 D2 22 VTR 4 305 1,357,900 3,797,900 70 40 35 60 5 0 0 0 0 95
42 D2 22 VTR 5 233 988,600 2,852,600 42 70 81 0 10 0 0 0 0 30
43 D2 22 VTR 6 163 3,000,000 4,304,000 27 30 71 0 5 0 0 0 0 30
44 D2 22 DVD 1 318 953,600 3,497,600 100 40 46 50 5 0 0 0 0 77
45 D2 22 DVD 2 257 2,945,080 5,001,080 121 27 70 0 6 0 0 0 0 33
46 D2 23 DVD 3 428 1,385,000 4,809,000 147 66 147 0 8 0 0 0 0 60
47 D2 23 PC 1 578 0 4,624,000 48 72 80 330 8 0 0 0 0 40
48 D2 23 PC 2 262 0 2,096,000 24 16 0 190 8 0 0 0 0 24
49 D2 23 PC 3 114 0 912,000 4 0 0 90 4 0 0 0 0 16
50 D2 23 PC 4 218 38,000 1,782,000 24 30 60 80 4 0 0 0 0 20
デザイン作業区分と作業時間
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補 遺 ４ － １ ． デ ザ イ ン 開 発 プ ロ セ ス デ ー タ １ （ 表 ４ － ４ ） 	 
 
年年
洗濯機 A B C D E F A B C D E F A B C D E F A B C D E F A B C D E F
1 新しさがある 2 1 0 3 1 1 1 1 3 2 0 3 0 4 0 1 1 0 0 2 0 2 2 0 0 2 0 2 2
2 洗練されている 1 3 1 1 0 5 2 1 0 0 0 2 3 3 0 0 0 0 2 2 0 1 3 0 2 2 0 1 3
3 上品なデザイン 4 1 2 0 3 6 4 0 0 0 2 4 1 2 1 0 0 0 0 3 0 1 2 0 0 3 0 1 2
4 装飾的なデザイン 0 1 6 0 0 1 0 3 2 2 1 0 1 5 0 0 0 2 0 1 2 0 2 2 0 1 2 0 2
5 ダイナミックなかたち 1 2 1 4 0 0 0 4 4 3 0 0 0 5 1 0 3 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 0
6 高級感がある 1 4 1 0 0 2 6 0 0 0 1 3 2 0 0 0 0 1 0 3 1 0 1 1 0 3 1 0 1
7 優しいイメー ジ 6 1 2 0 1 3 1 2 1 0 2 4 0 2 0 0 1 1 0 2 1 1 1 1 0 2 1 1 1
8 丸みがある 3 5 1 1 1 0 3 5 3 3 1 0 0 6 2 0 2 0 2 1 2 3 1 0 2 1 2 4 1
9 楽しいイメー ジ 0 0 3 2 0 0 0 5 5 1 0 0 0 5 1 0 0 1 0 2 0 3 0 1 0 2 0 3 0
10 目立つデザインである 2 1 4 4 0 1 1 6 3 2 0 0 0 6 2 1 0 1 0 2 1 2 2 1 0 3 1 2 2
11 区分けが明快な操作部 5 0 2 1 1 4 3 1 2 1 2 1 1 3 0 3 0 2 0 2 1 1 4 2 0 2 1 1 4
12 分かりやすい操作部 4 3 5 3 1 3 2 2 2 1 1 2 2 2 1 4 0 1 1 3 3 2 1 1 1 3 3 2 1
13 高級感がある操作部 1 2 2 1 1 1 3 1 0 2 0 2 1 1 1 0 1 1 0 3 1 0 1 1 0 3 1 0 1
14 清潔感がある 3 0 4 0 3 2 2 2 1 0 2 3 1 1 1 1 0 0 2 1 0 3 2 0 2 1 0 2 2
15 インテリアに合いそう 2 4 0 0 2 2 1 1 1 0 2 2 0 3 0 0 2 0 0 2 0 2 4 0 0 2 0 2 4
好きなデザインだ 2 3 4 0 0 4 4 2 2 0 3 6 5 3 1 0 0 0 0 3 0 1 1 0 0 3 0 1 1
1997年年2001年年 2000年年 1999年年 1998年年
A B C D 計 A B C D 計 A B C D 計
(1)火力発電監視制御 新設 受注前 2 1996年7月 1998年4月 92 1 4 6 3 14 24 225 385 254 888 2 88 25 26 141
(2)火力発電監視制御 新設 受注後 2 1997年12月 1998年10月 47 1 2 3 5 11 20 83.5 116 225 444 1 11 26 35 73
(3)火力発電監視制御 増設 受注後 2 1997年10月 1999年5月 86 1 4 2 7 67 120 333 520 12 20 14 46
(4)火力発電監視制御 新設 受注後 2 1997年5月 1997年12月 34 2 7 5 14 94.5 173 160 428 18 31 28 77
(5)火力発電監視制御 新設 受注後 2 1997年8月 1998年9月 55 14 14 386 386 36 36
(6)火力発電監視制御 新設 受注後 1 1998年4月 1998年5月 7 2 2 78 78 7 7
(7)火力発電監視制御 増設 受注前 2 1998年3月 1998年3月 3 1 1 31 31 6 6
(8)火力発電監視制御 新設 受注後 1 1997年4月 1997年12月 35 3 3 32.5 32.5 48 48
(9)火力発電監視制御 新設 受注前 1 1997年11月 1998年1月 8 2 2 26.5 26.5 4 4
(10)火力発電監視制御 増設 受注後 1 1999年4月 1999年4月 2 1 1 18 18 2 2
(11)火力発電監視制御 未定 受注前 1 1997年5月 1997年5月 1 1 1 17 17 7 7
(12)原子力発電監視制御 新設 受注後 1 1998年4月 1999年6月 58 1 2 9 12 32 81 214 327 5 17 47 69
(13)原子力発電監視制御 新設 受注前 1 1997年9月 1998年6月 40 2 2 4 36 213 249 3 38 41
(14)電力センター 増設 受注前 1 1998年8月 1998年10月 11 1 1 46 46 7 7
(15)電力センター 更新 受注後 1 1998年8月 1998年12月 17 1 1 20 20 3 3
(16)鉄道運転指令 新設 受注前 2 1999年1月 1999年4月 11 1 1 428 428 30 30
(17)鉄道運転指令 新設 受注前 2 1999年4月 1999年5月 6 1 1 321 321 25 25
鉄道運転指令 新設 受注後 1 1998年3月 1998年4月 5 1 1 34 34 3 3
ガス監視制御 更新 受注後 1 1997年11月 1998年3月 17 1 1 3 2 7 64 75 102 171 412 1 9 35 37 82
ガス監視制御 更新 受注前 2 1997年8月 1997年10月 9 1 2 3 25 323 348 1 23 24
交通管制 新設 受注後 2 1997年4月 1997年9月 24 2 1 5 8 139 69.5 218 427 13 9 52 74
交通管制 更新 受注後 2 1997年4月 1998年6月 61 3 4 4 11 183 169 28 380 12 34 10 56
交通管制 新設 受注前 2 1999年4月 1999年5月 6 1 1 148 148 13 13
交通管制 新設 受注後 2 1997年5月 1999年7月 114 2 1 1 4 31 30 73 134 3 4 14 21
交通管制 更新 受注後 1 1998年1月 1998年2月 6 1 1 2 39 16 55 4 5 9
交通管制 新設 受注前 1 1998年9月 1998年10月 2 1 1 37 37 7 7
交通管制 新設 受注前 1 1998年2月 1998年3月 5 1 1 21 21 6 6
航空管制 更新 受注前 2 1998年5月 1999年3月 43 1 1 318 318 20 20
航空管制 増設 受注前 2 1997年10月 1999年6月 89 2 2 63 63 7 7
航空管制 新設 受注前 1 1996年4月 1998年3月 100 2 2 1 5 40 99 67 206 6 18 4 28
防災監視 新設 受注後 1 1999年1月 1999年5月 15 1 1 97 97 10 10
防災監視 増設 受注前 1 1998年3月 1998年3月 3 1 1 17 17 1 1
ダム管理 新設 受注前 1 1997年7月 1997年10月 12 1 1 64 64 12 12
水道管理 更新 受注後 2 1998年4月 1998年11月 32 1 3 2 6 41 137 87 265 6 22 15 43
水道管理 更新 受注後 2 1998年7月 1999年2月 28 1 1 2 87 53 140 10 9 19
水道管理 新設 受注前 2 1998年9月 1999年2月 22 1 1 114 114 7 7
水道管理 新設 受注後 1 1997年7月 1997年12月 22 1 2 1 4 32 64 37 133 6 6 2 14
水道管理 更新 受注前 1 1998年7月 1998年8月 5 2 2 80 80 14 14
水道管理 更新 受注後 1 1999年5月 1999年6月 6 1 1 65 65 11 11
水道管理 更新 受注前 1 1999年3月 1999年4月 5 2 2 41 41 7 7
水道管理 新設 受注後 1 1999年5月 1999年6月 4 2 2 30 30 7 7
水道管理 更新 受注前 1 1998年10月 1998年11月 4 1 1 30 30 4 4
水道管理 新設 受注前 1 1998年11月 1998年12月 5 1 1 16 16 2 2
水道管理 更新 受注前 1 1998年2月 1998年3月 5 1 1 14 14 1 1
水道管理 更新 受注後 1 1998年5月 1998年5月 1 1 1 13 13 1 1
設備監視 新設 受注前 1 1998年6月 1998年6月 1 1 1 20 20 1 1
設備監視 新設 受注後 1 1998年1月 1998年2月 3 2 2 15 15 3 3
設備監視 新設 受注後 1 1998年6月 1998年12月 25 2 2 10 10 2 2
設備監視 新設 受注前 1 1998年10月 1999年2月 20 1 1 7 7 3 3
設備監視 新設 受注後 1 1998年8月 1998年8月 2 1 1 11 11 1 1
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1 1996年7月 A 8 12 4 24
2 1996年10月 B 22 34 0.5 7.5 8 14 8 94
3 1996年11月 B 3 22 12 37
4 1996年12月 B 22 10 12 3 10 3 8 3 71
5 1996年12月 B 11 4 8 23
6 1997年2月 C 8 8
7 1997年5月 C 6 22 58.5 87
8 1997年6月 C 22 46 4 72
9 1997年6月 C 33 33
10 1997年6月 C 3 22 35 25 85
11 1997年7月 C 3 11 24 10 12 24 16.5 101
12 1997年8月 D 11 31 20 62
13 1997年11月 D 3 22 24 16 8 24 6 30 133
14 1998年3月 D 3 11 22 22.5 59
1 1997年11月 A 10 4 6 20
2 1997年12月 B 8.5 22 30.5
3 1998年2月 B 4 5 28 8 8 53
4 1998年3月 C 6 8.5 11 11 15 51.5
5 1998年4月 C 4 2 0.5 2.5 9
6 1998年5月 C 10 3 11 31 55
7 1998年6月 D 7.5 1 8 16.5
8 1998年7月 D 9 92.5 8 109.5
9 1998年8月 D 4 13.5 8 25.5
10 1998年8月 D 6 8.5 5 19.5
11 1998年10月 D 13 40.5 53.5
1 1997年10月 B 37 10 20 67
2 1998年3月 C 8 35 43
3 1998年3月 C 26 26
4 1998年4月 C 30 4 34
5 1998年5月 C 6.5 10 16.5
6 1998年9月 D 　 24 86 110
7 1999年4月 D 110 113 223
1 1997年6月 B 8 8 2 14.5 12 10 54.5
2 1997年6月 B 3 8 8 16 1 4 40
3 1997年6月 C 2 10 12
4 1997年7月 C 8 21 8 37
5 1997年7月 C 8 8 13 29
6 1997年8月 C 2 16 3 8 15 44
7 1997年8月 C 8 6 14
8 1997年9月 C 13 12 6 31
9 1997年9月 C 6 6
10 1997年10月 D 24 8 32
11 1997年12月 D 12 10 15 37
12 1999年6月 D 7 3 16.5 18 14.5 59
13 1999年6月 D 11 11
14 1999年7月 D 21 21
1 1997年10月 D 3 7 73 83
2 1997年11月 D 4 3 11 18
3 1997年12月 D 4 4 15 23
4 1997年12月 D 37 37
5 1998年3月 D 8 8 37.5 22 75.5
6 1998年3月 D 8.5 3 11.5
7 1998年5月 D 2 42 23.5 67.5
8 1998年6月 D 8 13 21
9 1998年6月 D 3 3
10 1998年7月 D 4 6 10
11 1998年7月 D 4 8 12
12 1998年9月 D 7 7
13 1998年10月 D 4 3 7
14 1999年1月 D 10 10
1 1998年5月 D 16 18 27 61
2 1998年9月 D 17 17
1 1998年3月 B 2 8 21 31
1 1997年7月 D 9 9
2 1997年9月 D 8 8
3 1997年12月 D 15.5 15.5
1 1997年11月 B 4 2.5 6.5
2 1997年1月 B 4 16 20
1 1999年4月 D 18 18
1 1997年5月 B 12 5 17
1 1998年5月 B 8 15 5 4 32
2 1998年6月 C 8 35 6 49
3 1998年10月 C 8 15 4 5 32
4 1998年11月 D 36 36
5 1998年12月 D 5 5
6 1999年1月 D 16 16
7 1999年2月 D 9 9
8 1999年3月 D 8 10 10 28
9 1999年3月 D 3 3
10 1999年4月 D 46 46
11 1999年5月 D 42 42
12 1999年7月 D 29 29
1 1997年9月 A 4 24 28
2 1997年12月 A 8 8
3 1997年1月 B 9 16 65 12.5 102.5
4 1997年3月 B 8 102 110
73 4
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1 1998年9月 B 8 32 6 46
1 1998年9月 B 2 18 20
1 1999年7月 B 32 24 120 64 28 88 12 40 428
1 1999年5月 B 30 60 75 40 	 40 24 20 32 321
1 1998年4月 B 5.5 4 18.5 6 34
1 1997年12月 A 5 6 8 20 10 15 64
2 1998年1月 B 2 8 8 12 20 2 23 75
3 1998年1月 C 1 8 4 4 23 4 12 56
4 1998年2月 C 1 8 16 6 4 35
5 1998年2月 C 11 11
6 1998年3月 D 2 8 6 10 3 7 87 123
7 1998年3月 D 6 4 8 29.5 47.5
1 1997年9月 A 2 3 8 9 3 25
2 1997年10月 B 7 7 8 20 112 28 60 16 8 16 8 298
3 1997年10月 B 2 2 20.5 24.5
1 1997年4月 B 6 8 16 45.5 75.5
2 1997年5月 B 6 8 2 4 25 2.5 8 8 63.5
3 1997年6月 C 10 8 2 22.5 3 16 8 69.5
4 1997年6月 D 3 13 4 6 2 28
5 1997年7月 D 2 8 3 6 23 1 3 46
6 1997年7月 D 6 16 24 18 10 5 79
7 1997年8月 D 2 16 15 1 4 6 44
8 1997年9月 D 11 10 21
1 1997年4月 B 3 20 2 12 15 52
2 1997年5月 B 11 20 18 49
3 1997年9月 B 3 11 26 14 28 82
4 1997年10月 C 3 8 5 10 8 34
5 1997年11月 C 8 10 6 12 12 48
6 1998年5月 C 10 42 22 74
7 1998年5月 C 3 2 8 13
8 1998年6月 D 8 6 14
9 1998年7月 D 8 8
10 1998年9月 D 2 2
11 1998年11月 D 4 4
1 1999年5月 B 26 8 2 6 44 44 3 148
1 1997年5月 B 4 17 21
2 1998年6月 B 2 8 10
3 1999年5月 C 8 22 30
4 1999年7月 D 8 5 30 5 10 5 10 73
1 1999年5月 B 3 7 1 28 39
2 1999年5月 C 4 6 2 4 16
1 1998年10月 B 5 10 5 37
1 1997年3月 B 2 14 5 21
1 1998年3月 B 28 10 56 4 88 88 16 8 4 16 318
1 1999年6月 B 3 24 27
2 1999年6月 B 3 7 12 8 6 36
1 1996年5月 B 4 24 28
2 1996年5月 B 4 8 12
3 1997年3月 C 4 8 14 22 8 56
4 1997年4月 C 8 5 6 14 10 43
5 1997年8月 D 4 26 22 15 67
1 1999年5月 B 16 8 2 28 5 28 5 5 97
1 1998年4月 B 2 15 17
1 1997年12月 B 3 64
1 1998年4月 B 3 5 27 4 41
2 1998年8月 C 4 1 12.5 28 8 12 8 73.5
3 1998年10月 C 2 6 21.5 8 10 47.5
4 1998年11月 C 2 8 6 16
5 1998年6月 D 12 31 8 16 8 75
6 1998年7月 D 4 8 12
1 1998年11月 B 6 8 14 10 49 87
2 1999年2月 C 8 8 2 8 19 4 4 53
1 1999年2月 B 30 20 8 114
1 1996年1月 B 4 28 32
2 1997年9月 C 4 46 50
3 1997年10月 C 4 10 14
4 1997年12月 D 4 33 37
1 1998年7月 B 4 8 28 40
2 1998年8月 B 2 14 24 40
1 1999年6月 B 5 2 6 6 3 1 2 2 3 5 10 20 	 65
1 1999年3月 B 3 23.5 26.5
2 1999年3月 B 14.5 14.5
1 1999年5月 B 2 8 4 14
2 1999年6月 B 4 8 4 16
1 1998年11月 B 2 15 13 30
1 1999年1月 B 3 13 16
1 1997年3月 B 3 14
1 1998年5月 B 1 12 13
1 1998年6月 B 2 18 20
1 1998年2月 B 11 11
2 1998年3月 B 4 4
1 1997年6月 B 5 5
2 1997年9月 B 5 5
1 1998年10月 B 2 5 7
1 1997年8月 B 11 11
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補 遺 ５ － ２ ． 可 到 達 行 列 （ 閾 値 ９ ）（ 図 ５ － ３ ） 	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A1 A2 A3 B1 B2 B3 B4 C 1 C 2 C 3 C 4 C 5 C 6 C 7 D1 D2 D3 D4 E1 E2 E3 E4 E5 E6 E7 E8 F1 F2 F3 F4 F5 F6 G 1 G 2 G 3 G 4 G 5 G 6
A1 企画確認：①企画担当との開発目的確認 A1
A2 企画確認：②デザインコンセプト検討 1 A2
A3 企画確認：③CS→担当デザイナーへの情報提供 A3
B1 アイデア展開：①１次スケッチ展開　アイデア拡散 1 B1
B2 アイデア展開：②アイデア保管と領域確認 B2
B3 アイデア展開：③２次スケッチ展開　アイデア集束 B3
B4 アイデア展開：④アイデア絞込み 1 B4
C 1 デザイン）内方向付け：①１次レンダ作成 1 C 1
C 2 デザイン）内方向付け：②１次レンダでの意匠権調査 1 C 2
C 3 デザイン）内方向付け：③技術担当との実装検討 C3
C 4 デザイン）内方向付け：④２次レンダ作成 C4
C 5 デザイン）内方向付け：⑤GPM プレゼ　アイデア補完と領域確認 C5
C 6 デザイン）内方向付け：⑥修正レンダ作成 C6
C 7 デザイン）内方向付け：⑦デザイン）内デザイン方向付け C7
D1 BUとの方向付け：①デザインコンセプト／資料の作成 D1
D2 BUとの方向付け：②企画担当とのレンダでの絞込み確認 D2
D3 BUとの方向付け：③商品仕様検討／方向付け D3
D4 BUとの方向付け：④BU長とのレンダでのデザイン方向付け D4
E1 モデル検討：①モデル図作成 1 E1
E2 モデル検討：②技術担当とのモデル図　仕様検討 1 E2
E3 モデル検討：③モデル作製 1 1 1 E3
E4 モデル検討：④GPM プレゼ　モデルでの確認検討 E4
E5 モデル検討：⑤企画担当とのモデル検討 E5
E6 モデル検討：⑥技術担当とのモデル検討 E6
E7 モデル検討：⑦企画担当との商品使用の仮決定 E7
E8 モデル検討：⑧BU長とのモデルでの基本デザイン決定 E8
F1 モデル修正：①量販商談でのモデル紹介（意見聴取） 1 1 1 1 1 F1
F2 モデル修正：②商品企画担当とのモデル修正検討 F2
F3 モデル修正：③技術担当とのモデル修正検討 F3
F4 モデル修正：④修正モデル案での意匠権調査 1 F4
F5 モデル修正：⑤モデル修正図作製 1 F5
F6 モデル修正：⑥修正モデル作製 1 1 1 1 F6
G 1 最終デザイン決定：①GPM プレゼ　修正モデル確認 G1
G 2 最終デザイン決定：②企画担当との修正モデル確認 G2
G 3 最終デザイン決定：③技術担当との修正モデル確認 G3
G 4 最終デザイン決定：④デザイン）長へのデザイン決定検討 G4
G 5 最終デザイン決定：⑤企画担当との商品仕様の決定 G5
G 6 最終デザイン決定：⑥BU長との最終デザイン決定 G6
A1 A2 A3 B1 B2 B3 B4 C 1 C 2 C 3 C 4 C 5 C 6 C 7 D1 D2 D3 D4 E1 E2 E3 E4 E5 E6 E7 E8 F1 F2 F3 F4 F5 F6 G 1 G 2 G 3 G 4 G 5 G 6
A1 A2 A3 B1 B2 B3 B4 C 1 C 2 C 3 C 4 C 5 C 6 C 7 D1 D2 D3 D4 E1 E2 E3 E4 E5 E6 E7 E8 F1 F2 F3 F4 F5 F6 G 1 G 2 G 3 G 4 G 5 G 6
A1 企画確認：①企画担当との開発目的確認 1 A1
A2 企画確認：②デザインコンセプト検討 1 1 1 1 1 A2
A3 企画確認：③CS→担当デザイナーへの情報提供 1 A3
B1 アイデア展開：①１次スケッチ展開　アイデア拡散 1 B1
B2 アイデア展開：②アイデア保管と領域確認 1 B2
B3 アイデア展開：③２次スケッチ展開　アイデア集束 B3
B4 アイデア展開：④アイデア絞込み 1 B4
C 1 デザイン）内方向付け：①１次レンダ作成 1 C 1
C 2 デザイン）内方向付け：②１次レンダでの意匠権調査 1 1 C 2
C 3 デザイン）内方向付け：③技術担当との実装検討 1 C 3
C 4 デザイン）内方向付け：④２次レンダ作成 1 C 4
C 5 デザイン）内方向付け：⑤GPM プレゼ　アイデア補完と領域確認 C5
C 6 デザイン）内方向付け：⑥修正レンダ作成 C6
C 7 デザイン）内方向付け：⑦デザイン）内デザイン方向付け 1 C 7
D1 BUとの方向付け：①デザインコンセプト／資料の作成 D1
D2 BUとの方向付け：②企画担当とのレンダでの絞込み確認 D2
D3 BUとの方向付け：③商品仕様検討／方向付け 1 1 D3
D4 BUとの方向付け：④BU長とのレンダでのデザイン方向付け 1 1 1 D4
E1 モデル検討：①モデル図作成 1 E1
E2 モデル検討：②技術担当とのモデル図　仕様検討 1 E2
E3 モデル検討：③モデル作製 1 1 1 E3
E4 モデル検討：④GPM プレゼ　モデルでの確認検討 E4
E5 モデル検討：⑤企画担当とのモデル検討 E5
E6 モデル検討：⑥技術担当とのモデル検討 E6
E7 モデル検討：⑦企画担当との商品使用の仮決定 1 E7
E8 モデル検討：⑧BU長とのモデルでの基本デザイン決定 1 E8
F1 モデル修正：①量販商談でのモデル紹介（意見聴取） 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 F1
F2 モデル修正：②商品企画担当とのモデル修正検討 1 1 F2
F3 モデル修正：③技術担当とのモデル修正検討 1 1 F3
F4 モデル修正：④修正モデル案での意匠権調査 1 F4
F5 モデル修正：⑤モデル修正図作製 1 F5
F6 モデル修正：⑥修正モデル作製 1 1 1 1 F6
G 1 最終デザイン決定：①GPM プレゼ　修正モデル確認 G1
G 2 最終デザイン決定：②企画担当との修正モデル確認 G2
G 3 最終デザイン決定：③技術担当との修正モデル確認 G3
G 4 最終デザイン決定：④デザイン）長へのデザイン決定検討 G4
G 5 最終デザイン決定：⑤企画担当との商品仕様の決定 G5
G 6 最終デザイン決定：⑥BU長との最終デザイン決定 G6
A1 A2 A3 B1 B2 B3 B4 C 1 C 2 C 3 C 4 C 5 C 6 C 7 D1 D2 D3 D4 E1 E2 E3 E4 E5 E6 E7 E8 F1 F2 F3 F4 F5 F6 G 1 G 2 G 3 G 4 G 5 G 6
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補 遺 ５ － ４ ． 可 到 達 行 列 （ 閾 値 ５ ， ７ ， ９ ）（ 図 ５ － ５ ） 	 
 
 
補 遺 ５ － ５ ． 可 到 達 行 列 （ 閾 値 ３ ， ５ ， ７ ， ９ ）（ 図 ５ － ６ ） 	 
 
 
 
 
A1 A2 A3 B1 B2 B3 B4 C 1 C 2 C 3 C 4 C 5 C 6 C 7 D1 D2 D3 D4 E1 E2 E3 E4 E5 E6 E7 E8 F1 F2 F3 F4 F5 F6 G 1 G 2 G 3 G 4 G 5 G 6
A1 企画確認：①企画担当との開発目的確認 1 1 1 A1
A2 企画確認：②デザインコンセプト検討 1 1 1 1 1 A2
A3 企画確認：③CS→担当デザイナーへの情報提供 1 A3
B1 アイデア展開：①１次スケッチ展開　アイデア拡散 1 B1
B2 アイデア展開：②アイデア保管と領域確認 1 B2
B3 アイデア展開：③２次スケッチ展開　アイデア集束 B3
B4 アイデア展開：④アイデア絞込み 1 B4
C 1 デザイン）内方向付け：①１次レンダ作成 1 C 1
C 2 デザイン）内方向付け：②１次レンダでの意匠権調査 1 1 1 1 1 C 2
C 3 デザイン）内方向付け：③技術担当との実装検討 1 1 C 3
C 4 デザイン）内方向付け：④２次レンダ作成 1 C 4
C 5 デザイン）内方向付け：⑤GPM プレゼ　アイデア補完と領域確認 1 C 5
C 6 デザイン）内方向付け：⑥修正レンダ作成 C6
C 7 デザイン）内方向付け：⑦デザイン）内デザイン方向付け 1 1 C 7
D1 BUとの方向付け：①デザインコンセプト／資料の作成 1 D1
D2 BUとの方向付け：②企画担当とのレンダでの絞込み確認 1 1 D2
D3 BUとの方向付け：③商品仕様検討／方向付け 1 1 1 1 D3
D4 BUとの方向付け：④BU長とのレンダでのデザイン方向付け 1 1 1 1 1 D4
E1 モデル検討：①モデル図作成 1 E1
E2 モデル検討：②技術担当とのモデル図　仕様検討 1 1 1 E2
E3 モデル検討：③モデル作製 1 1 1 E3
E4 モデル検討：④GPM プレゼ　モデルでの確認検討 E4
E5 モデル検討：⑤企画担当とのモデル検討 1 E5
E6 モデル検討：⑥技術担当とのモデル検討 1 1 1 1 E6
E7 モデル検討：⑦企画担当との商品使用の仮決定 1 1 1 E7
E8 モデル検討：⑧BU長とのモデルでの基本デザイン決定 1 1 1 1 E8
F1 モデル修正：①量販商談でのモデル紹介（意見聴取） 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 F1
F2 モデル修正：②商品企画担当とのモデル修正検討 1 1 1 1 F2
F3 モデル修正：③技術担当とのモデル修正検討 1 1 1 F3
F4 モデル修正：④修正モデル案での意匠権調査 1 1 F4
F5 モデル修正：⑤モデル修正図作製 1 F5
F6 モデル修正：⑥修正モデル作製 1 1 1 1 F6
G 1 最終デザイン決定：①GPM プレゼ　修正モデル確認 1 1 G 1
G 2 最終デザイン決定：②企画担当との修正モデル確認 1 G 2
G 3 最終デザイン決定：③技術担当との修正モデル確認 G3
G 4 最終デザイン決定：④デザイン）長へのデザイン決定検討 G4
G 5 最終デザイン決定：⑤企画担当との商品仕様の決定 G5
G 6 最終デザイン決定：⑥BU長との最終デザイン決定 G6
A0 A2 A0 B0 B2 B0 B4 C 0 C 2 C 0 C 4 C 1 C 6 C 1 D0 D2 D0 D4 E0 E2 E0 E4 E1 E6 E1 E8 F0 F2 F0 F4 F1 F6 G 0 G 2 G 0 G 4 G 1 G 6
A1 A2 A3 B1 B2 B3 B4 C 1 C 2 C 3 C 4 C 5 C 6 C 7 D1 D2 D3 D4 E1 E2 E3 E4 E5 E6 E7 E8 F1 F2 F3 F4 F5 G 1 G 2 G 3 G 4 G 5 G 6
A1 企画確認：①企画担当との開発目的確認 1 1 1 1 A1
A2 企画確認：②デザインコンセプト検討 1 1 1 1 1 1 1 A2
A3 企画確認：③CS→担当デザイナーへの情報提供 1 1 A3
B1 アイデア展開：①１次スケッチ展開　アイデア拡散 1 1 B1
B2 アイデア展開：②アイデア保管と領域確認 1 B2
B3 アイデア展開：③２次スケッチ展開　アイデア集束 B3
B4 アイデア展開：④アイデア絞込み 1 B4
C 1 デザイン）内方向付け：①１次レンダ作成 1 C 1
C 2 デザイン）内方向付け：②１次レンダでの意匠権調査 1 1 1 1 1 1 C 2
C 3 デザイン）内方向付け：③技術担当との実装検討 1 1 1 1 1 1 1 C 3
C 4 デザイン）内方向付け：④２次レンダ作成 1 C 4
C 5 デザイン）内方向付け：⑤GPM プレゼ　アイデア補完と領域確認 1 1 C 5
C 6 デザイン）内方向付け：⑥修正レンダ作成 C6
C 7 デザイン）内方向付け：⑦デザイン）内デザイン方向付け 1 1 1 1 1 1 C 7
D1 BUとの方向付け：①デザインコンセプト／資料の作成 1 1 1 1 1 D1
D2 BUとの方向付け：②企画担当とのレンダでの絞込み確認 1 1 1 1 D2
D3 BUとの方向付け：③商品仕様検討／方向付け 1 1 1 1 1 1 D3
D4 BUとの方向付け：④BU長とのレンダでのデザイン方向付け 1 1 1 1 1 1 1 1 1 D4
E1 モデル検討：①モデル図作成 1 E1
E2 モデル検討：②技術担当とのモデル図　仕様検討 1 1 1 E2
E3 モデル検討：③モデル作製 1 1 1 1 E3
E4 モデル検討：④GPM プレゼ　モデルでの確認検討 1 E4
E5 モデル検討：⑤企画担当とのモデル検討 1 1 1 1 1 E5
E6 モデル検討：⑥技術担当とのモデル検討 1 1 1 1 1 E6
E7 モデル検討：⑦企画担当との商品使用の仮決定 1 1 1 1 1 E7
E8 モデル検討：⑧BU長とのモデルでの基本デザイン決定 1 1 1 1 1 1 E8
F1 モデル修正：①量販商談でのモデル紹介（意見聴取） 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 F1
F2 モデル修正：②商品企画担当とのモデル修正検討 1 1 1 1 1 1 1 F2
F3 モデル修正：③技術担当とのモデル修正検討 1 1 1 1 1 1 F3
F4 モデル修正：④修正モデル案での意匠権調査 1 1 1 1 1 F4
F5 モデル修正：⑤モデル修正図作製 1 F5
F6 モデル修正：⑥修正モデル作製 1 1 1 1 F6
G 1 最終デザイン決定：①GPM プレゼ　修正モデル確認 1 1 1 G 1
G 2 最終デザイン決定：②企画担当との修正モデル確認 1 1 G 2
G 3 最終デザイン決定：③技術担当との修正モデル確認 1 G 3
G 4 最終デザイン決定：④デザイン）長へのデザイン決定検討 G4
G 5 最終デザイン決定：⑤企画担当との商品仕様の決定 1 G 5
G 6 最終デザイン決定：⑥BU長との最終デザイン決定 G6
A1 A2 A3 B1 B2 B3 B4 C 1 C 2 C 3 C 4 C 5 C 6 C 7 D1 D2 D3 D4 E1 E2 E3 E4 E5 E6 E7 E8 F1 F2 F3 F4 F5 F6 G 1 G 2 G 3 G 4 G 5 G 6
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製作以外
件
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じ
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イ
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図
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の
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検
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协
景
観
等
卐
人
間
工
学
検
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完
成
イ
メ
勖
ジ
図
内
容
概
要
評
価
表
⾴頁
数
A 2 0 182 150 77 16 138 8 2 240.5 0 4 0 0 0 4 9 2.5 0 6 0 0 0 0 1.5 0 7 0 0 34
作成時間 0.5 1 0 0 0 8 8.5 24 0 28 0 0 0 0 4 0 64 0 0 138
新規作成（件） 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 4 0 0 7
新規作成（H) 0 0 0 0 0 0 0 15 0 16 0 0 0 0 1.5 0 64 0 0 96.5
再利用（件） 1 2 0 0 0 4 3 2 0 3 0 0 0 0 2 0 0 0 0 17
再利用（H) 0.5 1 0 0 0 8 8.5 9 0 12 0 0 0 0 2.5 0 0 0 0 41.5
B 1 0 0 0 42.5 4 70 0 2 118.5 0 1 1 0 0 0 4 0.5 0 0.5 0 1 0 0 0 0 3 0 0 11
作成時間 2 2 3 0 0 0 30 4.5 0 0.5 0 3 0 0 0 0 25 0 0 70
新規作成（件） 2 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 2 0 0 9
新規作成（H) 2 1.5 1.5 0 0 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 19 0 0 27
再利用（件） 0 1 3 0 0 0 3 3 0 4 0 1 0 0 0 0 1 0 0 16
再利用（H) 0 0.5 1.5 0 0 0 30 3.5 0 0.5 0 1 0 0 0 0 6 0 0 43
C 6 1,053 0 0 94 12 148 28 6 287.5 0 5 0 0 0 0 20 1 0 12 15 2 2 1 0 0 0 0 0 58
作成時間 1 1 0 0 0 0 108 4 0 5 10 5 12 2 0 0 0 0 0 148
新規作成（件） 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 1 1 2 0 0 0 0 0 0 7
新規作成（H) 0 0 0 0 0 0 0 3 0 1 10 1 10 0 0 0 0 0 0 25
再利用（件） 1 1 0 0 0 0 3 1 0 2 0 3 1 3 0 0 0 0 0 15
再利用（H) 1 1 0 0 0 0 108 1 0 4 0 4 2 2 0 0 0 0 0 123
D 2 285 0 0 40 12 73 6 2 133 0 2 0.5 0 0 0.5 5 0 1 0 3 0 1 0 0 0 5 0 0 18
作成時間 0.5 1 0.5 0 0 1 45 0 2 0 5 0 2 0 0 0 16 0 0 73
新規作成（件） 0 0 1 0 0 2 3 0 3 0 1 0 2 0 0 0 2 0 0 14
新規作成（H) 0 0 0.5 0 0 1 44.5 0 2 0 5 0 2 0 0 0 8 0 0 63
再利用（件） 1 2 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 8
再利用（H) 0.5 1 0 0 0 0 0.5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0 0 10
E 1 278 0 0 16 4 53 5 1 79 0 4 0 0 1 1 6 0 0 0 3 2 0 0 0 0 0 0 0 17
作成時間 0.5 1.5 0 0 3 1 42 0 0 0 2 3 0 0 0 0 0 0 0 53
新規作成（件） 0 1 0 0 2 1 3 0 0 0 1 4 0 0 0 0 0 0 0 12
新規作成（H) 0 1 0 0 2.5 0.5 42 0 0 0 2 3 0 0 0 0 0 0 0 51
再利用（件） 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4
再利用（H) 0.5 0.5 0 0 0.5 0.5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
F 2 0 570 0 45 6.5 41.5 22.5 0 115.5 0 1 0 0 0 0 1 4 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9
作成時間 0.5 2 0 0 0 0 0.5 14.5 0 24 0 0 0 0 0 0 0 0 0 41.5
新規作成（件） 0 1 0 0 0 0 1 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5
新規作成（H) 0 1.5 0 0 0 0 0.5 14 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 22
再利用（件） 1 1 0 0 0 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5
再利用（H) 0.5 0.5 0 0 0 0 0 0.5 0 18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19.5
G 3 234 0 0 8 5 30 4 1 48 0 1 0 0 0 0.5 9.5 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 14
作成時間 0.5 1 0 0 0 1 21.5 0 0 4 2 0 0 0 0 0 0 0 0 30
新規作成（件） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
新規作成（H) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2
再利用（件） 1 2 0 0 0 3 3 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12
再利用（H) 0.5 1 0 0 0 1 21.5 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 28
H 1 186 0 0 8 3 18 2 0 31 0 1 0 0 0 2 2 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 7
作成時間 0.5 0.5 0 0 0 4 12 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 18
新規作成（件） 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3
新規作成（H) 0 0 0 0 0 3 10.5 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 14.5
再利用（件） 1 2 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7
再利用（H) 0.5 0.5 0 0 0 1 1.5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3.5
I 2 196 0 0 12 5 32 3 0 52 0 2 0 0 1 1 3 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 8
作成時間 1 1 0 0 4 3 21 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 32
新規作成（件） 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2
新規作成（H) 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 4
再利用（件） 1 2 0 0 3 2 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11
再利用（H) 1 1 0 0 4 1 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 28
J 1 236 0 0 18 4 16 6 0 44 0 1 0 2 0 1 2 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 10
作成時間 0.5 0.5 0 1 0 3 7 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 16
新規作成（件） 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4
新規作成（H) 0 0 0 0 0 0 6 1.5 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 8.5
再利用（件） 1 1 0 4 0 3 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12
再利用（H) 0.5 0.5 0 1 0 3 1 1.5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7.5
K 1 347 0 0 3 6 59 2 2 72 0 2.5 0.5 0 0 0 4 1 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 11
作成時間 1 2 2 0 0 0 42 6 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 59
新規作成（件） 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4
新規作成（H) 0 0 0 0 0 0 7 1 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 14
再利用（件） 1 1 3 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9
再利用（H) 1 2 2 0 0 0 35 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 45
L 2 351 0 0 19 2.5 23 5 1 50.5 0 1 0 0 0 0 3 0 0 2 3 0 0 0 0 0 0 0 0 9
作成時間 1 2 0 0 0 0 12 0 0 5 3 0 0 0 0 0 0 0 0 23
新規作成（件） 2 1 0 0 0 0 3 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 9
新規作成（H) 1 1 0 0 0 0 11 0 0 4.5 3 0 0 0 0 0 0 0 0 20.5
再利用（件） 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
再利用（H) 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0.5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2.5
M 2 158 0 0 20 4 25 2 2 53 0 4 0 0 0 1.5 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0 0 9.5
作成時間 0 4 0 0 0 9 0 0.5 0 0 0.5 0 0 0 0 0 11 0 0 25
新規作成（件） 0 2 0 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 3 0 0 8
新規作成（H) 0 4 0 0 0 9 0 0 0 0 0.5 0 0 0 0 0 11 0 0 24.5
再利用（件） 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
再利用（H) 0 0 0 0 0 0 0 0.5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.5
N 1 0 0 0 5 1 18 0 0 24 0 0 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
作成時間 1 0 0 0 2 0 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18
新規作成（件） 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
新規作成（H) 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4
再利用（件） 1 0 0 0 4 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7
再利用（H) 1 0 0 0 2 0 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14
モデル費
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O 1 158 0 0 5 0 5 2 0 12 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 4
作成時間 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 5
新規作成（件） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
新規作成（H) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
再利用（件） 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
再利用（H) 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4
P 2 205 0 0 8 2 25 4 1 40 0 3 1 2 0 0 7 2 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 18
作成時間 1 1 1 1 0 0 14 5 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 25
新規作成（件） 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2
新規作成（H) 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 6
再利用（件） 1 3 3 4 0 0 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15
再利用（H) 1 1 1 1 0 0 14 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19
Q 2 724 0 500 20 16 24 20 2 82 0 6 1 0 0 3 0 0 14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 25
作成時間 1 1 1 0 0 10 0 0 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 25
新規作成（件） 0 0 0 0 0 2 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 6
新規作成（H) 0 0 0 0 0 7 0 0 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16
再利用（件） 1 2 3 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 10
再利用（H) 1 1 1 0 0 3 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 9
R 2 0 0 0 34 8 63 0 0 105 0 0 0 0 0 3 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7
作成時間 0 0 0 0 0 13 0 0 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 63
新規作成（件） 0 0 0 0 0 2 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5
新規作成（H) 0 0 0 0 0 12 0 0 49 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 61
再利用（件） 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
再利用（H) 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
S 1 0 0 0 18 20 27 0 0 65 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
作成時間 0.5 6 0 0 0 20.5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 27
新規作成（件） 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
新規作成（H) 0 1 0 0 0 19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20
再利用（件） 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
再利用（H) 0.5 5 0 0 0 1.5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7
T 1 0 190 0 3 3 19 4 0 29 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 6
作成時間 0.5 0 0 0 0 0 0 12 0 0 6.5 0 0 0 0 0 0 0 0 19
新規作成（件） 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 6
新規作成（H) 0 0 0 0 0 0 0 9.5 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 15.5
再利用（件） 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3
再利用（H) 0.5 0 0 0 0 0 0 2.5 0 0 0.5 0 0 0 0 0 0 0 0 3.5
U 1 0 240 0 4 2 11 2 2 21 0 2 1 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 0 0 13
作成時間 0.5 0.5 0.5 0 2 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4.5 0 0 11
新規作成（件） 0 1 0 0 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 10
新規作成（H) 0 0.5 0 0 2 2.5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4.5 0 0 9.5
再利用（件） 1 1 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6
再利用（H) 0.5 0 0.5 0 0 0.5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1.5
V 1 0 0 0 11 4 19 0 0 34 0 2 0.5 0.5 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7
作成時間 1 1 0.5 0.5 0 0 0 0 16 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19
新規作成（件） 1 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4
新規作成（H) 1 1 0 0 0 0 0 0 16 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18
再利用（件） 0 1 3 3 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8
再利用（H) 0 0 0.5 0.5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
W 2 0 0 0 64 8 90 0 0 162 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 1 1 0 13
作成時間 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 83 0 4 2 0 90
新規作成（件） 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 2 1 0 7
新規作成（H) 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 83 0 3 1 0 88
再利用（件） 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 4
再利用（H) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 2
X 2 0 0 0 30 2 69 0 4 105 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 4 2 1 12
作成時間 3 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 13 6 3 37
新規作成（件） 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 1 6
新規作成（H) 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 7 5.5 2 24.5
再利用（件） 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 1 7
再利用（H) 3 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0.5 1 12.5
Y 1 0 0 0 34 4 34 0 0 72 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 6 0 0 9
作成時間 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 0 22 0 0 34
新規作成（件） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 4 0 0 8
新規作成（H) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 0 22 0 0 34
再利用（件） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
再利用（H) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
Z 4 0 0 0 20 4 33.5 0 4 61.5 0 5 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 0 9 0 0 24
作成時間 1 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14 0 14.5 0 0 33.5
新規作成（件） 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 0 0 6
新規作成（H) 0 1.5 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4.5 0 10 0 0 17
再利用（件） 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 0 0 8
再利用（H) 1 0.5 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9.5 0 4.5 0 0 16.5
AA 1 0 240 0 8 1 14 2 2 27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 2
作成時間 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 10 0 0 14
新規作成（件） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 0 0 4
新規作成（H) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 10 0 0 14
再利用（件） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 2
再利用（H) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
AB 1 0 0 240 28 2 28 4 0 62 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 0 3 1 0 22
作成時間 6 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14 0 3 3 0 28
新規作成（件） 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3 3 0 13
新規作成（H) 6 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 0 3 3 0 26
再利用（件） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 2
再利用（H) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2
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